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龍ヶ崎市北部の北竜台の龍ヶ同地域における竜ヶ崎こェータウンの

建設が9　住宅の都市整備公団によって進められており9　その地域内に

数多くの埋蔵文化財包蔵地の存在することが確認されております。こ

ェータウンの建設は，時代の要請に基づくものでありますが9　一方で

は9　建設予定地内にある埋蔵文化財の保護をどのように調和させてい

くかが9　大切な問題となっております。

財団法人茨城県教育財団は，住宅◎都市整備公団から竜ヶ崎ニェー

タウン内の埋蔵文化財発掘調査事業の委託を受けて，昭和52年度から

発掘調査を実施してきました。これらの調査によって，貴重な資料が

数多く検出され9　郷土の歴史の解明に大きな成果を上げることができ

ました。

本書は9　昭和56◎57年度にかけて発掘調査を実施した9　南三島遺跡

1⑳　2区の調査成果を収録したものであります。本書が9　研究の資料

としてほもとより，教育◎文化の向上の一助として広く活用されます

ことを希望してやみません。

なお，発掘調査及び整理にあたり，委託者である住宅◎都市整備公

団からいただいた御協力に対し，感謝申し上げます。また，茨城県教

育委員会9　龍ヶ崎市教育委員会をはじめ，関係各機関及び関係各位か

ら御指導◎御協力いただいたことに，衷心より謝意を表します。

昭和59年8月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　健　内　藤　男
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3　本書は，発掘担当者の協力を得て9　遺構編を沼田文夫が9　遺物編を人見暁朗が分担して執筆，

編集した。

4　本書の作成にあたり，貝類遺体の分析を埼玉大学教養学部助教授生物学教室小池裕子氏に依

頼し学　玉稿をいただきラ　貝類遺体の放射性炭素年代測定を学習院大学教授年代測定室木越邦彦氏

に依頼して御指導を得た。また9　石器の材質鑑定は，茨城県立教膏研修センター蜂須紀夫氏の

御指導を得た。

5　本書に使用した記号等については，第3章第1節29　第4章第1節2の記載方法の項を参照

されたい。

6　発掘調査及び出土遺物の整理等に際して，御指導の御協力を賜った関係諸機関及び各位に対

し9　感謝の意を表したい。
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号住居跡

PL　21第52・53e54号住居跡

PL　22　第55号住居跡，第56号住居跡，第56号

住居跡遺物出土状況

PL　23　第57・58・59号住居跡

PL　24　第60・61・62号住居跡

PL　25　第65・75号住居跡，第66号住居跡，第

67号住居跡

PL　26　第68号住居跡，第68号住居跡遺物出土

状況

PL　2′7　第69号住居跡，第70号竪穴遺構，第72

号住居跡

PL　28　第72号住居跡遺物出土状況，第73号住

居跡，第74号住居跡

PL　29　第75号住居跡，第76・77号住居跡遺物

出土状況，第77号住居跡

PL　30　第78号住居跡，第80号住居跡，第81号

住居跡炉内遺物出土状況

PL　31第83・86・88号住居跡

PL　32　第89・90・91号住居跡

PL　33　第92e93094号住居跡

PL　34　第95号住居跡，第97号住居跡遣物出土

状況

PL　35　第99号住居跡，第99号住居跡遣物出土

状況，第100号住居跡

PL　36　第101elO2・103号住居跡

PL　37　第104・105・106号住居跡

PL　38　第107・108・110号住居跡

PL　39　第111号竪穴遺構，第113号住居軌　第

114号住居跡

P L　40　第115・116・117号住居跡

PL　41第118el19e120号住居跡

PL　42　第121号住居跡，第121号住居跡遺物出

土状況，第122号住居跡

PL　43　第123・124e126号住居跡

PL　44　第127号住居跡，第128号住居跡，第128

号住居跡遺物出土状況

PL　45　第128号住居跡土器埋設炉，第129号住

居跡，第129号住居跡遺物出土状況

PL　46　第130号住居跡，第130号住居跡土器埋

設炉，第132・199号住居跡

PL　47　第133号住居跡，第133号住居跡遺物出

土状況

PL　48　第134。1350137号住居跡

PL　49　第137号住居跡遺物出土状況，第139号

住居跡遺物出土状況

PL　50　第140号住居軌　第141号竪穴遺構，第

141号竪穴遺構遺物出土状況

PL　51第142e143・144号住居跡

PL　52　第1458147・148号住居跡

PL　53　第149号住居跡，第149号住居跡遺物出



土状況，第150号住居跡

PL　54　第15巨152・154号住居跡

PL　55　第155号住居跡，第156e157号住居跡，

第158号住居跡

PL　56　第159号住居跡，第160号住居跡，第162・

163号住居跡

P L　57　第165・167・168号住居跡

P L　58　第169・170・171号住居跡

P L　59　第172号住居跡，第173号竪穴遺構，第

174号住居跡

PL　60　第175e1760177号住居跡

P L　61第178・179e180号住居跡

PL　62　第182号住居跡，第183e200号住居跡，

第184号住居跡

PL　63　第185号住居跡，第186号住居跡，第188

号住居跡遺物出土状況

PL　64　第189号住居跡，第189号住居跡遺物出

土状況，第190号住居跡

P L　65　第192。194e195号住居跡

PL　66　第196号住居跡，第197号住居跡，第198・

226号住居跡

PL　67　第198号住居跡遣物出土状況，第201号

住居跡

PL　68　第202号住居跡，第203号住居跡，第204

号竪穴遺構

PL　69　第205・2068207号住居跡

PL　70　第208号竪穴遺構，第209号住居跡，第

209号住居跡炉平面

PL　71第209号住居跡遺物出土状況，第210号

住居跡，第211号住居跡

PL　72　第212・2138214号住居跡

PL　73　第216号住居跡，第216号住居跡土器埋

設炉，第216号住居跡遣物出土状況

P L　74　第218・219e220号住居跡

PL　75　第223e225・227号住居跡

P L　76　第63・82・84号住居跡

P L　77　第84号住居跡，第84号住居跡遺物出土

状況，第187号住居跡

PL　78　第1……10号土塀，

第10号土壌遣物出土状況

P L　79　第17……40号土境，

第15e39号土壌遣物出土状況

P L　80　第52……131号土壌

P L　81第133……167号土壌

PL　82　第168……209号土壌

PL　83　第213……237e287号土墳

PL　84　第238……254号土壌

PL　85　第258……275号土壌

PL　86　第279……302号土壌，

第278・286号土壌遺物出土状況

PL　87　第311……333号土壌

PL　88　第334……360号土壌

PL　89　第364……380号土壌，

第375・377号土壌遺物出土状況

PL　90　第381……399号土壌

PL　91第402……438号土壌

PL　92　第444……471号土壌，第454・468e474

号土壌遺物出土状況

PL　93　第479……492号土壌，

第474e485号土壌遣物出土状況

PL　94　第497……522号土壌，

第495号土壌遺物出土状況

PL　95　第524…・さ・545号土壌，第526・529・548

号土壌遣物出土状況

PL　96　第551……565号土壌，

第566号土壌遺物出土状況

PL　97　第568……581号土壌，

第566号土墳遺物出土状況

PL　98　第582……597号土壌

PL　99　第598……623号土壌

PLlOO　第624……646号土壌

PLlOl　第647……658号土壌

PLlO2　第663……678号土壌，

第676号土壌遺物出土状況

PLlO3　第681……696号土壌，

第696号土壌遺物出土状況

PLlO4　第697……713号土壌

PLlO5　第717‥…・733号土壌

PLlO6　第737……765号土壌

PLlO7　第766‥…・793号土壌

PLlO8　第807…e・・821号土塀，

第804号土壌遺物出土状況

PLlO9　第823……905号土壌



PLllO　第906……933号土壌，第9078911・921

号土壌遺物出土状況

PLlll　第935……951号土壌，

第954号土壌遺物出土状況

PLl12　第958…‥・980号土壌

PLl13　第983……994号土壌，

第983e992号土壌遺物出土状況

PLl14　第996・…・弓012号土壌，第996・998弓011

号土壌土層断面

PLl15　第1035A・B……1066号土壌，

第1038・1043号土壌遺物出土状況

PL116　第1070……1098号土壌

PL117　第1102……1134号土壌，

第1117号土壌遺物出土状況

PLl18　第1137……1168号土壌

PLl19　第1171……1189号土壌，

第1185土墳遺物出土状況

PL120　第1192……1213号土壌，

第1205号土壌遺物出土状況

PL121第1214……1258号土壌

PL122　第1259……1284号土壌，

第1279・1285号土壌遺物出土状況

PL123　第3……16号炉穴

PL124　第17……25号炉穴

PL125　第44……66号炉穴

PL126　第1……8号溝，

第3号溝遺物出土状況

PL127　遺跡全景（南東から），

遺跡全景（北から）

P L128　現地説明会

PL129　炉穴・住居跡出土土器

P L130　住居跡出土土器

P L131住居跡出土土器

PL132　住居跡出土土器

P L133　住居跡出土土器

P L134　住居跡・土壌出土土器

P L135　土壌出土土器

P L136　土壌出土土器

P L137　土壌出土・表採土器

P L138　住居跡・グリッド出土土器

P L139　住居跡e土壌出土把手

P L140

P L141

P L142

P L143

P L144

P L145

P L146

P L147

P L148

P L149

P L150

P L151

P L152

P L153

P L154

P L155

P L156

P L157

P L158

P L159

P L160

P L161

P L162

P L163

P L164

P L165

P L166

P L167

P L168

P L169

P L170

P L171

P L172

P L173

P L174

住居跡・土壌出土把手

住居跡出土土器片錘

住居跡出土土器片錘

住居跡出土土盛片錘

住居跡出土土器片錘

住居跡出土土器片錘

住居跡出土土器片錘

住居跡出土土器片錘

住居跡出土土器片錘

住居跡出土土器片錘

土壌出土土器片錘

土壌出土土器片錘

土壌出土土器片錘

土壌出土土器片錘

土壌・溝出土e表採土器片錘

住居跡出土手捏土錘e球状土錘

住居跡・土壌出土管状土錘，住居跡出

土土製円板

住居跡・土壌出土土製円板

住居跡・土壌出土土製円板

住居跡・土壌出土土製円板

土壌出土土製円板，住居跡・土墳出土

穿孔土器片，住居跡出土蓋形土器

住居跡・土壌・グリッド出土石鉄，住

屠跡・土壌出土打製石斧

住居跡・土壌・グリッド出土磨製石斧

住居跡出土敲石

土墳出土・表採敲石，住居跡出土磨石

住居跡出土磨石

住居跡・土壌出土磨石

土壌eグリッド出土磨石，住居跡e土

墳出土凹石

住居跡・土壌出土石皿，土墳出土凹石

住居跡出土石皿

住居跡出土石棒

住居跡e土壌eグリッド出土石棒，グ

リッド出土垂飾，住居跡出土石製品

住居跡e土壌出土浮子・軽石，住居跡

・土壌出土e表採礫器

住居跡出土石錘・砥石eその他の石器

住居跡e土墳・グリッド出土貝



第製革　調査経緯

第　節　調査に至る経過

住宅・都市整備公団は，自然の保全に留意した潤いのある生活環境のもとに，既成の龍ヶ崎市

街地と有機的に結合した調和ある開発を目指し，龍ヶ崎市の北部台地上に，こェータウンの建設

を進めている。これは，主都圏の膨大な住宅用地の需要に対し，良好な生活環境を備えた住宅用

地を大壷に供給すると同時に，地域内での就業機会を創出することにより居住者の地元定着をも

計画している。

竜ヶ崎ニュータウン建設計画は，当初日本住宅公団が計画し，昭和46年1月「竜ヶ崎牛久都市
ほく男わう　　　　男わう　おか

計画事業」として市街地開発事業に関する都市計画が決定され，事業名を「北竜台及び龍ヶ岡持

志士地区画整備事業」と称した。その後昭和51年4札　宅地開発公団茨城開発局が設立されたた

め，日本住宅公団に代って事業を引き継ぎ実施することになった。竜ヶ崎ニュータウンの収容人
まつば

口は75，000人が予定されているが，昭和56・57年に工事を完了した北竜台地区の松葉地域には，

既に，新居住者約2，000人が入居している。なお，宅地開発公団は，昭和56年10月1日付けをも

って日本住宅公団と統合して新たに「住宅e都市整備公団」として発足し，従来の権利e義務が

そのまま新公団に承継されることになった。
こLは　　　　かしわた　　　　　　わかしば　　いなり　　　　　なれうま

開発面積は，北竜台で小葉新田町，柏田町の全域と若葉町，稲荷新田町，馴馬町，南中島町，
かいはらつか　　はばら　　　やしろ　　ながみね

別所町の一部で326．6ha，龍ヶ岡で貝原塚軋羽原町，八代町，長峰町の各一部の344．9haの計671．5

haである。開発前の現況は，北竜台においては山林原野が約70％，畑及び水田等の耕地が約24％

を占め，龍ヶ岡においては山林原野が約50％，畑及び水田等の耕地が約40％以上を占めている。

茨城県教育委員会は，龍ヶ崎市教育委員会と昭和45年に実施した埋蔵文化財の分布調査に基づ

き，確認された22遺跡について文化財保護の立場から必要な措置を講ずるため協議を重ねた。そ

の後，昭和51年7月に再度分布調査を実施し，新たに7遺跡が追加された。更に昭和55年5月，

羽原川防災調節池の造成工事中に発見された仲根台B遺跡ほか1遺跡，続いて昭和56年5月には，
うすくら

100haに及ぶ工業団地予定地内の分布調査を実施した結果，周知の薄倉古墳のほか稲荷峰古墳が

加えられた。また，昭和57年10月には山王台遺跡が追加された。県教育委員会は，北竜台地区で

17遺跡，龍ヶ同地区で17遺跡の，計34遺跡について関係機関と再度協議を行い，31遺跡について

は，現状保存が困難なので記録保存の措置を講ずることになった。

茨城県教育財団は，県内各地の大規模開発事業に係る埋蔵文化財発掘調査の増加に対応するた

め，昭和52年4月茨城県教育委員会の指導によ生　埋蔵文化財を担当する調査課を本部に設置し

た。茨城県教育財団は「北竜台及び龍ヶ岡特定土地区画整備事業の施行に係る埋蔵文化財発掘調

ー1－



査」の業務委託契約を当時の宅地開発公団と締結し9　竜ヶ崎ニェータウン計画区域内の埋蔵文化

財発掘調査を継続して実施してきた。

昭和57年度の発掘調査遺跡は，南三島遺跡2区と，市道を挟み所在する南三島遺跡6区のほか，

前年度から継続の町田遺跡である。

なお，発掘調査は茨城県教育財団本部調査課調査第2姓が担当した。

第2節　調査方法

温　地区設定

南三島遺跡1魯2区の調査対象面積は，1区20，771m2，2区16，840mZである。これは南三島遺

跡1～7区の全面積約100，000mZの3分の1強に相当し，そのほとんどは畑である。

当遺跡の地区設定は，平面直角座標系第Ⅸ座標，Ⅹ軸－8，540m，Y軸＋33，500mの交点を基準

点として，40m四方の大調査区を設定した。さらに，大調査区を4m四方の小調査区に分割した。

すなわち，40m四方の大調査区内に4m四方の小調査区を，ユ00個設定したわけである。

太調査区は，基準点から北方へ320m，西方へ400mの点を起点とし，南へ大文字のアルファベ

ットで「A」の「B」も「C」。…O。とし智　東へ「1」。「2」や「3」……とし，Al区O B2

区等とした。小調査区は，南へ小文字のアルファベットで「a」。「b」e「C」……「i」e

「j」とし，東へ「1」。「2」。「3」……「9」ゆ「0」と表した。各調査区の名称は，大

調査区と小調査区を合わせて「Alal」e「B2b2」のように表記した。この小調査区をグリッドと

呼称した。（第1e　2図）

2　層序の検討

当遺跡1◎2区の基本層序は，1が表土層で，26cmほどの厚さを有し，耕作部となっている。

2ほ極暗褐色土層で9　ローム層への漸移層と考えられる。3～9まではローム層で，2．6mほどの

厚さを有している。ローム層は，色調や含有物の相違及び粘性などにより細分した。当遺跡にお

ける遺構の掘り込みは，ほとんどが6層までである。9層は粘土粒子が多く混入しており，ロー

ム層から粘土層への漸移層と考えられる。また，一部に鉄分を含み酸化した部分がみられる。10

層は粘土層で普　一部緑色化した部分がみられる。（第3図）

－　2　－
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第＝図　南三島遺跡1～7区配置図と大調査区名称図
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第2図　小調査区・小区画名称図
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第3図　南三島遺跡1・2区土層柱状図

－　　　　　 1

1 2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 ～16

a

土層解説

1　Hue　　7．5YR　％

2　Hue　　7．5YR　％

3　Hue　　7．5YR　％

4　Hue lO YR　％

5　Hue lO YR　％

6　Hue lO YR　％

7　Hue　　7．5YR　％

8　Hue lO YR　％

9　Hue　2．5YR　％

黒褐色　表土層（耕作部）

極暗褐色　表土からローム層へ

の漸移層

褐色　ローム

褐色　ローム（ロームブロック

含む）

黄褐色　ローム（ロームブロッ

ク含む）

黄褐色　ハードローム

褐色　ハードローム

黄褐色　やや粘性をおぴ，スコ

リアを含む。

にぷい赤褐色　やや粘性をおぴ，

スコリアを含む。部分的に酸化

している。

10　Hue lO YR　％　にぷい黄褐色　きわめて粘性強

く，スコリアを含む。



3　遺構確認

当遺跡の遺構確認は，次のような方法で実施した。1区については，最初に全調査区の25％の

割合でグリッド表土除去を実施し，遺構，遺物の確認調査を行う方法をとった。次に，遺構，遺

物の分布状況に応じて，周辺の小調査を拡張していく方法で遺構調査を進めた。2区について

は，工5弓6。J4～J6。K4～K6区のグリッド表土除去の結果，多くの遺構，遣物を確認した。遺

構，遺物の分布状況から，2区全域に遺構が分布しているという判断と，遺構確認面までが50－

80cmと比政的深いため，重機によって全域の表土を除去し，その後，遺構の確認調査を進めた。

（第4図）

4　遺構調査

住居跡の調査は，長軸方向とそれに直交する方向に土層観察用ベルトを設け，1－4区に分割

して掘り込む四分割法で実施した。土壌の調査は，長軸で二分するこ分割法を用いた。

土層については，土質，各種粒子の含有状態，粘性，硬度，しまり，吸水性，混入物等を観察

して分類の基準とした。遺物の取り上げについては9　住居跡，土壌の各区名と，遺物番号9　出土

位置9　レベル等を遺物出土状況計測表に記録し収納した。地点貝塚の調査は，調査区分割の基準

線をもとに，50cm四方の貝採取用区割をし9　水平基準から5cmごとに分層して収納する方法を用

いた。また，小さな貝ブロックについては，長軸で二分するこ分割法を適用した。

遺構の観察では，床の状態，壁の立ち上がり具合，周溝9　炉の状態，柱穴等に特に注意をした。

平面実測については，小調査区設定の基準線をもとにした水糸方眼地張測量で行った。また9　土層

断面，遺構断面の実測は，標高を用いて水糸を水平にセットし，水糸を基準として実測した。炉

跡や炉穴（ファイアーピノント）についても住居跡，土壌の方法に準じた。

記録の過程は，土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状喝写真撮影→遺物出土状況図

作成（計測表も使用）→平面写真撮影→断面図作成→平面図作成を基本とした。図面や写真等に

記録できない事項に関しては9　遺構カードに記録し，さらに，毎日の発掘調査日誌に整理した。

なお，遺構番号については，1e2区通しの番号を使用した。

第3節　調査経過

南三島遺跡1e　2区の発掘調査は，昭和56年度に1区と2区の一部，昭和57年度に2区。6区

の調査を行う方針で進め，昭和58年1月末日をもって2区の全調査を終了した。その後，6区の

調査を進めた。以下発掘調査の経過について，その概要を月別に記述する。

ー　5　－



昭和56年度

4　　月　1区の調査区城の確認，測量9　プレハブ倉庫の建設，テント設営，基準杭打ちなどの

発掘準備の作業を進めた。また，22日に南三島，仲根台，平台の3遺跡合同の鍬入れ式

を仲根台遺跡において実施した。

5　　月　雑木等を伐開した区域約3，300m2の調査杭打ち作業後，グリッド設定し一つ置きに規則

正しく25％の割合で表土除去作業をH9弓9eIlO区の順に実施したが，縄文土器片数点が

出土しただけで遺構は確認できなかった。続いて，J7eJ8区について実施したところ，

溝状遺構と住居跡を確認した。

6　　月　グリッド表土除去をK7－KlOeL8eL9・H7弓7区の順に実施したところ，住居帆

土壌，溝状遺構を確認した。16日からJ7区の住居跡の掘り込みを開始し，併せてグリッ

ド拡張の表土除去を行った。

7　　月　麦作のため残っていた調査区の基準杭打ち作業を実施した。その後，小調査区の設定

を行い，それらの表土除去を実施した。その結果，遺構がH7eH8弓7eI8。J7。J8区に
′

多いことが判明し，この地区のグリッド拡張を実施することにした。

8　　月I8。J7¢J8区のグリッド拡張作業と，H7・H8弓7区の遺構調査を並行して実施し，住

居跡第1号～第7号までと，土壌第1号～第40号までを調査した。

9　　月　溝の走っているJ7・K8eL8区のグリッド拡張と，I8eJ7。J8区の遺構調査を実施し

た。その結果，住居跡第8号～第10号までと，土墳第41号～第90号までの調査が終了した。

10　　月　住居跡第9号と土墳第91号～第119号の遺構調査と溝状遺構の調査を並行して実施し

た。住居跡第9号は，縄文土器片が多量に出土したが，そのほとんどは耕作により破壊

されていた。溝は，東側の調査区城外から昭和57年度調査予定の2区へと伸びているこ

とが明らかになった。

11　月　9日に遺構の全景写真を撮影し，1区の発掘調査を完了した。その後，2区の調査区

城内の草刈り作業を実施し，プレハブ倉庫，テント，便所等の移動を行った。

12　　月　2区のグリッドを設定し，これまでと同じ方法でK4eK5区から表土除去を開始した。

現在の地表面から確認面までの深さは50～80cmで，住居跡12軒，土壌30基ほどを確認し

た。遺物は，縄文土器片が1区に比鼓してかなり多く出土した。

1　　月　K60J4～J6弓5。I6区の表土除去を実施した。12月より引き続き106のグリッド表土

除去を終了し，遺構，遺物ともかなりの数になることが判明してきた。

2　　月　工5弓6eJ5eJ6区の拡張作業を実施した。その結果，住居跡27軒，土墳20基を確認し

た。今後さらに，拡張範囲が広がれば，遺構数はかなりの数になることが明らかとなっ

た。平台遺跡の調査を応援するため，15日で南三島遺跡2区の調査を一旦中止し，調査

－　6　－



第4図　南三島遺跡1・2区全体図
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乱　作業員とも平台遺跡の調査に参加することとなった。

昭和57年度

4　　月　昭和56年度に引き続き2区を調査するため，作業員募集，器材置場の移軌　テント設

営，雑木伐閏等の発掘準備の作業を進めた。前年度にグリッド拡張が終了しているI6e

J6区の遺構調査と並行して，G7区の南側より重機によって表土除去を開始した。

5　　月　前半で重機による表土除去を全て終了し，続いて遺構確認作業を実施した。その結乳

遺構プランの明確でないものも多かったが，住居跡86軋　土壌280基，溝8条を確認した。

更に，調査が進むにつれ，遺構数はかなり増加することが予想された。

6　　月　G6。G7区を中心に遺構調査を実施した。その結乳G7区の北部に縄文時代早期のもの

と思われる炉穴群が検出された。

7e8月　町田遺跡の調査が終了したため，町田遺跡にいた調査員，作業員が当遺跡に合流し，

調査員4名，作業員96名で調査を進めることになった。その結果，調査の進行が速まり9

I5。I6区までの調査を終了することができた。

9－11月J4－J7eK4－K6区を中心に調査を進めた。この調査区城は，特に遺構の重複が著し

かったが，純文時代の住居跡のほかに，古墳時代五領期と思われる住居跡が4軒検出さ

れた。

12　　月　K7eL7区を中心に調査を進めた。2区の調査も終了見込みがついたため，今月より

6区の調査を並行して実施することにし，調査員2名と作業員20名を6区に移動した。

1　月　前半で遺構調査を終了し，その後，補足調査を実施した。26日に航空写真を撮影して

南三島遺跡2区の発掘調査を完了した。

ー　9　－



三二≡三　二≡二三l享

第温節　地理的環境

はばら　みなみみLま

南三島遺跡1・2区は，茨城県龍ヶ崎市羽原町南三島1，466番地ほか68筆に所在する。

龍ヶ崎市は茨城県の南部に位置し，市街地は国鉄常磐線佐貫駅から東に延びた私鉄関東鉄道龍

ヶ崎線の終点付近からほぼ東西2kmにわたって細長く開けている。市城は，昭和29年に龍ヶ崎町

と馴柴，八原，長戸，大富，川原代，北文間の6か村が合併し，翌年，高須村の一部が分村合併

して確定した。東西約12km，南北約9km，面積は約75平方kmのほぼ菱形に近い形をしている。龍

ヶ崎市の東方は新利根村柴崎，西方は茎崎町，藤代町9　取手市に9　そして南は利根町，河内村に

接し，市城の大半は北の牛久町に接している。なお9　西北端には牛久沼が位置している。

市街地及びその周辺は，古鬼怒川と小貝川によって形成された沖積平野と，稲敷台地の洪積地

とから成っている。稲敷台地は，常磐線付近から東に延びて浮島に至り，北に霞ヶ浦を眺望し，

南は利根川低地に至るまでの標高20～30mほどの台地であり，地層は海戊の成田層，河成の成田

砂礫層を基盤とし，その上に厚さ1mほどの常総粘土層を有し，更にその上に2～3mほどの関

東ローム層が堆積している。この台地は9　浸食作用により至るところに沖積谷が刻まれて複雑な

地形を形成し，特に南縁辺部は顕著で，比高10～15mの利根川e小貝川低地へと急斜面で接して

いる。当市の沖積平野は，古くから常総の穀倉地帯として知られている。なお，当市の南西方約

3kmには北相馬台地の先端部にあたる奥山台地が位置し，更に，奥山台地と利根川を挟んで対時

する千葉県木下付近の台地が東に横たわっている。

南三島遺跡は，龍ヶ崎市街地の北北東約1．2km，龍ヶ崎市別所町から八代町へ南東へ延びた幅

約1km，標高23～24mの，ほぼ平坦な羽原の台地中央部に所在する。この台地は，竜ヶ崎ニェー

タウン建設用地である龍ヶ同地区の一部で，遺跡の位置する台地北側には，八代町から貝原塚町

に樹支状に入り込んだ支谷が形成され9　縁辺部は比高12。5mの沖積低地へと急斜面で落ちている。

南側縁辺部も，龍ヶ崎市街地を含む沖積低地へと急傾斜を示し，羽原町の集落の中心地は，その

沖積低地に開析した南西部の谷津頭付近に形成されている。

南三島遺跡1e2区は，南三島遺跡の全体面積100，000m2ほどを1区～7区に分割した一部で

ある。今回の調査対象面積は，昭和56年度の1区調査区20，771m2・昭和56－57年度調査区の2区

16，840mZである。現況の大半は畑で，一部雑種地が含まれている。
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第窯節　應燈的環境

おかだいら

稲敷台地にはタ　明治蟻年飯島魁⑳佐々木忠次郎両博士や9人本巣三郎博士により顕彰された陸乎
あたごやま

貝塚　美浦村）を筆頭に　明治野卑撃　大野娃太郎博士により調査された愛宕山古墳（龍ヶ崎市）
ところさく

や　太正摘年　清野謙次博士によき　その大要が紹介された所作貝塚（桜川村）など9　周知されて

いる著名な遺跡が数多く所在し督　早くから考古学的に注目されてきた地域である。これらの遺跡

が存在する台地は先に述べた通りであるが9　特に普　霞ヶ浦より龍ヶ崎方面に通じるところの9　い
えのうら

わゆる榎浦水系付近に多くの遺跡が認められ，自然の地の利を得て人々の生活が古くから営まれ

てきた地域である。

龍ヶ崎市を含んだ稲敷都全域の原始◎古代遺跡を『茨城県遺跡地図』に求めると，縄文時代159

遺跡　弥生時代2遺跡　古墳時代拍遺跡を数えることができる。その中には9　昭和57年2月に
ひろはた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おきつ

国指定史跡となった経文時代後・晩期の広畑貝塚（桜川村）を始めとし，縄文時代前期の奥津貝
おやまたい　　　　　　　　　　　　　しいつか　　　　　　　　　　　　ほうどう

塚（美浦村）凍～晩期の小山台遺跡　茎崎町）後の晩期の経塚貝塚　江戸崎町）晩期の法堂遺跡
とのうち　　　　　　　　　　　　はら　　　　　おLまさいL　　　　　　　　　　　きはら

（美浦村），弥生時代の殿内遺跡，古墳時代前期の原古墳群，尾島祭祀跡（桜川村），後期の木原台古

墳（美浦村）などが特に知られている。

龍ヶ崎市北部台地に所在する南三島遺跡の周辺は誓　竜ヶ崎こェ…タウン建設に伴いラ　発掘調査を

実施した遺跡の数も増加して，地域的に遺跡の時代的変遷を追うことが可能となってきた。当遺

跡の西北西約4・kmには，馴馬の低地から蛇沼に入り込む沖積地に複雑に開析している若柴の台地
おきもち

があI主　その北縁辺部の緩斜面には舟底形石器を出土した沖餅遺跡く23〉がある。沖餅遺跡と沖

積地を摘んで東側に位置する別所の台地南側には，礼文時代早期・前期の遺物を出土した廻り地
うちこし

B遺跡く29〉　があり，その北東には早期と中期に編年された打越A・C遺跡く25・26〉が位置し
あかま一‘）

ている。中期の遺跡としては，袋状土壌を伴う馬蹄形集落の赤松遺跡が沖餅遺跡の北西に隣接
めぐ　じ

している。また，地点貝塚を伴う環状集落として明らかとなった中期末から後期初頭の廻り地A
おおばやつ

遺跡く18〉　が大羽谷津の台地南縁辺部に位置し，龍ヶ崎市北部台地においても，縄文時代中期

から後期前半の集落規模の拡大を予想させた。また，当遺跡の東方約1．3kmには弥生時代後期か
ながみね

ら古墳時代の真聞期を除いて国分期までの外八代遺跡く5〉　があl主　その台地突端部には長峰古

墳群く2〉　がある。
なれうま　　　　そとやしろ　　　　やしろ　　　かいはらづか

このほか9　馴馬城跡9　外八代遺跡9　屋代城跡普　貝原塚城跡などの中世の城館跡も所在する。

龍ヶ崎市の北部台地には，このように多くの遺跡が点在し，原始・古代から各時代にわたって

生活が営まれていたことがうかがえる。
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第3草　道

第1節　遺構の概要と遺構の記載方法

構

第6図　南三島遺跡1・2区遺構分布図
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1　遺構の概要

南三島遺跡1・2区は，南側に3・4区，西側に5・6・7区が隣接する大規模な集落跡である。

調査の結果，縄文時代の竪穴住居跡・竪穴遺構・土壌・埋蛮・炉穴，古墳時代の竪穴住居跡，

歴史時代の溝と井戸を検出した。

純文時代の遺構としては，中期から後期にかけての竪穴住居跡204軒，竪穴遺構13基・埋寮14

基，土壌1，184基（貝類の投棄がみられるものも含む），早期後薬に比定される炉穴67基を検出し

た。住居跡は，2区に多く検出され，特に南西部に集中しており，重複が著しく個々のプランは

不明確な部分が多い。また，覆土の堆積状態や，重複部分の新旧関係等も不明確なものが多い。

204軒の住居跡の中で，炉を有する住居跡は138軒であり，他は炉を伴わない住居跡である。埋婆

は南部に多く，住居跡内に4基，土境内に10基検出された。土頻は住居跡と同様に，2区に多く

検出され，約6割は円形または楕円形を呈し，長径1～2mのものである。12基の土境の覆土中

からは，投棄されたと思われる貝の小ブロックを検出した。これらの遺構から出土した土器片は，

加曽利EIII・EⅣ期のものが多い。炉穴は，1・2区の北部に多く検出され，早期後葉の土器片

が出土している。

古墳時代の遺構としては，五領期に比定される竪穴住居跡4軒を検出した。その中でも，2区

の南西部に検出された84号住居跡は，長軸8．45m・短軸6．80mほどの大規模なものである。

歴史時代の遺構としては，溝8条・井戸1基を検出した。溝は南東から北西方向に走っている

もの4条と，南西から北東方向に走っているもの4条とに大別される。特に，第1号港は，当遺

跡1・2区を南北に分断する形で，南東から北西方向に走っており，さらに，隣接する6・7区

へとのぴている。井戸は，2区の南部に検出された。3号溝を除く溝・井戸ともに，時期の判断

できる遺物は出土しなかった。

遺構全体の分布状況を第6図でみると，1区側には遺構は少なく2区側に多い。特に，2区中

央部から南西部にかけて集中している。このことから，当遺跡の集落は，隣接している3・4・

5・6・7区へと広がっていることが推測できる。

2　遺構の記載方法

本書における遺構の記載方法は，下記の要領で統一し記載した。なお，遺物については，第4

章遺物（遺物編）で記述した。

（1）遺構に伴う施設等の表示方法

＝炉　　跡

333＝粘　土

＝焼　土　　　　　霊宝＝貝　層
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（2）土層の分類

当遺跡1e2区の調査による土層観察は，「新版標準土色帖」（小山正忠。竹原秀雄編著e日

本色研事業株式会社発行）を使用し，その後，整理の段階で土層を次のように分類記号化し，図

中にその記号をもって記載した。

土　　　　　　　　色

1　褐　　　　色

2　　暗　褐　色

3　　黒　褐　色

4　　黒　　　　色

5　極　暗褐　色

6　　明　褐　色

7　　にぷい褐色

8　灰　褐　色

9　橙　　　　色

10　赤　褐　色

11　にぷい赤褐色

12　暗　赤褐　色

13　極暗赤褐色

14　赤　褐　色

15　時　赤褐　色

16　明　黄褐　色

17　黄　褐　色

18　褐　　　　色

19　暗　褐　色

有　　　　　　　物

Hue7．5YR　％・％・％

〝　　　％・％

〝　　　％・％・％

′′　　．好・1斉

〝　　　％

〝　　　％・％

〝　　　％・％・％

〝　　　％・％・％

〝　　　％・％

Hue5YR　％・％

〝　　　％・％・％・％　－

〝　　　％・％・％・％

〝　　　％・％

Hue2．5YR　％・％

〝　　　％・％・％e％

Hu・elOYR　％・％・％

〝　　　％・％

〝　　　％・％

′′　　　％・％

20　赤　　　　色　　HuelOR　　％eタg・％・％　－

21　暗　赤褐　色　　　　〝　　　％・％

a　ローム粒子を少量含む

a′　ローム粒子を含む

a〝　ローム粒子を多量含む

b　ローム小ブロックを少量含む

b′　ローム小ブロックを含む

b〝　ローム小ブロックを多量含む

C　ロームブロックを少量含む

C′　ロームブロックを含む

C′’ロームブロックを多量含む

d　ローム大ブロックを少量含む

d′　ローム大ブロックを含む

d〝　ローム大ブロックを多量含む

e　ローム・焼土・炭化粒子を少量含む

e′　ローム・焼土e炭化粒子を含む

e〝　ローム・焼土・炭化粒子を多量含む

f　焼土・炭化粒子を少量含む

f′　焼土・炭化粒子を含む

f’′焼土・炭化粒子を多量含む

g　焼土粒子を少量含む

g′　焼土粒子を含む

g〝焼土粒子を多量含む

h　炭化粒子を少量含む

h′　炭化粒子を含む

h〝炭化粒子を多量含む

炭化物を少量含む

炭化物を含む

炭化物を多量含む

j　焼土ブロックを少量含む

j′　焼土ブロックを含む

j’′　焼土ブロックを多量含む

K　挽乱

1　ローム

m　粘土を含む

n　灰を含む

※　土層断面における含有物の面積割合は，およそ30％以上を多亀10％以下を少量とした。
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（3）使用記号

名　　 称 記　 号 名　　 称 記　 号 名　　 称 記　 号

住　 居　 跡 S　工 井　　　 戸 S E 授　　　 乱 K

土　　　 壌 S K 溝 S D 覆　　　 土 Ⅹ

炉　　　 穴

埋　　　 婆

F P

M

ピ　 ッ　 ト P 床 面 出 土 Y

（4）遺構実測図の作成方法と掲載方法

ア　住居跡　　　　　　　　　　イ　土壌

第7図　遺構実測図の作成方法図

壁の上端

壁の下端

ウ　溝

壁の上端

壁の下端

。住居跡は，縮尺易の原図をトレースして版組みし，それをさらに猪に縮小して掲載した。

。土壌，炉穴，井戸は，縮尺易の原図をトレースして版組みし，それをさらに猪に縮小して掲

載した。

e埋窪は縮尺亮の原図をトレースして版組みし，それをさらに猪に縮小して掲載した。

e溝は，縮尺易の原図をトレースして版組みし，それをさらに大きさに応じて，力」ラム．兄に縮

小して掲載した。

。レベルの掲載については，同一レベルの遺構は一つの記載をもって表した。

。遺構実測図の掲載については，住居跡，埋婆，炉穴，溝，井戸は遺構番号順に掲載し，土壌

は，形態ごとに分類し，番号順に掲載した。

（5）一覧表の見方について

ア　住居跡一覧表
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・住居跡番号は，調査開始時に表示したSI1－228号までとし，調査途中で住居跡と認められず

調査を中止したものや，土壌に変更したもの等は空欄とし，備考にその理由を記した。

。位置は，遺構が占める面積の割合が最も大きい小調査区名をもって表示した。

・長径方向は，座標北と長径のなす角度で示し，平面形が円形を呈するものは空欄とした。

e平面形が円形，楕円形のものは，長径9　短径で表し，隅丸方形，隅丸長方形のものは，長

軸，短軸で表した。

。平面形は，掘r）込み上面の形状を表した。

e規模の長径×短径は，上面の計測値（m），壁高は残存壁高の計測値（cm）を表した。
′

・床面は，土墳一覧表の「底面」の項に準じて，「平坦」，「凹凸」，「ゆるい起伏」に分類表

記した。

・柱穴数は，その住居跡に伴うと考えられる柱穴数を記した。

e炉は，炉の位置と種類を記し，炉の検出されない住居跡については空欄とした。

。覆土は，堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」，人為堆積の場合は「人為」，撹乱を受けて

いる場合は「撹乱」と記した。

e出土遺物は，出土した土器片の出土点数，それに代表的な遺物名を記した。

。時期は，出土遺物から時期判定の可能な範囲で土器型式をもって記した。なお，摩耗等によ

り不明のものは空欄とした。

。備考は，重複関係等について記した。

イ　土壌一覧表

e土墳番号は，整理の段階で炉穴，井戸等に分類整理したものについては欠番とした。

。壁面は，底面からの立ち上がり状態によって次のとおりに表した。

もJおよそ800～900の傾き－垂直㌔プおよそ600以内の傾き－ゆるやかに立ち上がる

』プおよそ600～800の傾き…外傾闇開口部がくびれている一袋状

e底面ほ，次のとおりに分類して表した。

‾＼一子平川．＼、＿ノつ肛状＼、一、ノ“ノl冊＼′＿、＿ノルるい起伏

∨　Ⅴ字状

e形態は，㈹平面形と断面形でA～Zに，材）平面規模でI～Ⅲに，（功深さでa～Cに分類した。

（例。AIa……平面形が円形か楕円形で，壁はゆるやかに立ち上がり，規模が長径1m未満

で，深さが50cm未満のもの。）形態分類の項目は第5章第1節2の項を参照のこと。
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・出土遺物は，土器の出土量により，少量はおよそ20点以下，中量はおよそ20～50点以下，多

量はおよそ50点以上の目やすで，少最　中鼠　多量と記し，石器等は出土数を記した。

e上記以外の項目については，住居跡一覧表の記載方法に準じた。

ウ　埋婆一覧表

番　　 号 遺　構 名 位　　 置 長径方向 平　面 形 傾　斜 角
掘　 り　 方　 規　 模

覆　　 土 出 土 遺 物 備　　　 考
長径×短径（m） 深さ輌

・傾斜角は，埋設されていた土器の傾きを示し，水平からの角度で表した。

e出土遺物は，土器の形式を分類可能な範囲で記した。

・掘り方規模は，埋婆施設の掘り込み規模を記した。

e上記以外の項目については，住居跡，土墳一覧表の記載方法に準じた。

エ　炉穴一覧表

・規模は，炉穴全体の規模を示し，その中で最長部を長径とし，長径に直交する最大幅の部分

を短径とした。深さは最も深い部分の計測値を記した。

e炉跡の数とその規模は，炉穴の中で複数の炉跡を有するものをa～dに分け，それぞれの規

模について記した。

e上記以外の項目については，住居跡，土壌一覧表の記載方法に準じた。
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第2節　竪穴住居跡及び竪穴遺構

温　縄文時代

第1号住居跡　し第8図）

本跡は，当遺跡1区北部の調査区H7g。を中心に確認され，2号住居跡の北側約2mに位置して

いる。

平面形は長径6・05m，短径4．93mの楕円形を呈し，長径方向はN…20－Eを指している。壁は硬

く9　ほぼ垂直に立ち上がり管　壁高は20～24cmである。床面はほぼ平坦で全体に固くしまっており，

南東部は特に硬い。炉はほぼ中央に位置し，平面形は長径116cmラ　短径10細のほぼ円形を呈し管

床面を約40cm碗状に掘り込んだ大形の地床炉である。炉内には上層と下層に焼土粒子を多義に含

む褐色土，中間層には焼土がレンズ状に堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状とな畑　最

長期間使用されたことがうかがわれる。ピットは14か所検出され，PlゆP2eP3eP4が対角線上

に位置しており主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径48～56cm9　深さ76－88cmで規模も大き

く9　いずれもしっかりした柱穴である。覆土は自然堆積の状態を示し，。ーム粒子を多量に含む

褐色土9　暗褐色土が主に堆積している。中央から南西部分には9　耕作によると思われる撹乱がみ

られる。

遺物は9　北側から東側にかけて覆土中から主に加曽利Em式の土器片が640片出土した。

第2号住居跡　し第8図）

本跡は9　当遺跡1区北部の調査区H7i。を中心に確認され，1号住居跡の南側約2mに位置して

いる。

平面形は長径4・75m9　短径4の45mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟らかくタ　ほ

ぼ垂直に立ち上がっており9　壁高は5～6cmで低い。床面は全体的にほぼ平坦で軟らかい。炉は

中央から西寄りに位置し，平面形は長径70cmラ　短径64cmのほぼ円形を呈し9　床面を約22cm皿状に

掘り込んだ地床炉である。炉床は焼けて硬く9　覆土には焼土が多義に含まれている。ピットはH

か所検出され規模は長径20～50cm，深さは浅いもので18cm，深いもので63cmとばらつきがある。

炉跡の北東寄りに位置するPlOは深さ63cm，南側のPllは深さ54cmあ生　主柱穴と思われる。Pl～

P9は壁から10～30cmの位置に配列してあり，支柱穴と考えられる。覆土は褐色土が一層だけ自然

堆積の状態で堆積している。

遺物は，床面から縄文土器片が15片出土した。
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第8図　第1・2号住居跡実測図
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第3号住居跡（第9図）

本跡は9　当遺跡1区北西部の調査区H7j6を中心に確認され9　2号住居跡の南西側9mに位置し

ている。本跡の北東部分に6号住居軌　中央から南側部分に15。ユ6号土壌が重複している。

本跡は9　遺構確認面の掘り込みが浅かったため，再度行った重機での表土除去の際に壁を削除

してしまい9　壁の確認ができず9　床面の広がりをとらえることができなかった。従って，平面形

はピットの位置から推定すると9　径約6．0mの円形と思われる。床面は踏み固められて硬ら　平

坦である。炉はほぼ中央に位置し9　平面形は長径ま24cm，短径90cmの長楕円形を呈した大形で9

床面を約36cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には赤褐色に焼けた焼土が堆積し，炉床は硬

く焼け9　ブロック状を呈している。ピットは10か所検出され，配列や規模からみてP2もP5。P7。

P9が主柱穴と考えられ9　規模は長径36～58cm、深さ29～45cmである。覆土は表土除去の際に削除

され，堆積状態の確認はできなかった。

遣物は，床面から縄文土器片が30片出土した。

第4号住居跡（第9図）

本跡は9　当遺跡1区西部の調査区王7C6を中心に確認され普　9号住居跡の北東側4mに位置して

いる。本跡の南側部分には学　20号土壌1基が重複している。

平面形は長径5．0町　短径4．601－．－の不整円形を呈している。壁は軟らかく垂直ぎみに立ち上が

り9　壁高は北側でmcm　南側は2～3cmとかなり低い。床面はロームブロック状で硬ら　凸凹し

ている。炉はほぼ中央に位置し，平面形は長径90cm普　短径66cmの楕円形を里し9　床面を約39cm碗

状に掘り込んだ地床炉である。炉内には炭化粒子を少量含んだ焼土が多義に堆積しており，炉床

は硬くブロック状を呈している。ピットははか所検出され，P。◎P6ゆP8eP9が主柱穴と考えられ，

規棟は長径3O～44cmとかなり大きく言朱さは浅い柱穴がP6で17cmから深い柱穴がP8の74cmまでか

なりの差がある。P3の覆土から長さ5C勒　太さ2cmほどの炭化相が出土しておr）焼失家屋と思わ

れる。覆土は自然堆積の状態を示し普　上層は焼土粒子を含む褐色も　下層は黄褐色土が堆積して

いる。

遺物は9　東側部分の覆土中から主に加曽利E鰭の土器片が236片出土した。

第5号住居跡（第10図）

本跡は9　当遺跡1区北西部の調査区H8わを中心に確認され普1号住居跡の南東側4mに位置し

ている。本跡内の南側部分に21号土壌が重複している。

平面形は長径5・10m9　短径4逐5mの不整円形を呈している。壁はロームブロック状で硬く，垂

直ぎみに立ち上がっている。壁高は北西側が6～7cmで低ら　南東側が10cmとわずかに高くなっ
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ている。床面はロームで固く締まってお畑　平坦である。炉は中央から北東寄りに位置し誓　平面

形は長径92cm9短径81cmの楕円形を呈し，床面を約44cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内に

炭化粒子を多量に含んだ焼土ブロックが多量に堆積しており9　炉床は焼けてブロック状になって

いる。ピットは6か所検出され9炉を中心とした配列からみてPleP20P5が主柱穴と考えられる。

もう1か所あったと考えられる主柱穴は位置的に21号土壌により切られて消滅したものと思われ

る。主柱穴の規模はPlもP2が長径22～30cm，P5は70cmとかなり太く9　深さは43～68cmでラ　いずれ

も深くしっかりしている。覆土は自然堆積の状態を示し，ロームブロックを含む褐色土が主に堆

積している。

遺物は9　炉の南側部分を中心に覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が268片出土した。

第6号住居跡　し第10図）

本跡は，当遺跡1区北西部の調査区H7i7を中心に確認され，2号住居跡の南西側約7mに位置

している。本跡の南西部分には9　3号住居跡が重複している。

本跡は，遺構の掘り込みが浅かったため，重機で再度行った表土除去の際に壁を削除してしま

い9　壁の確認ができずラ　床面の広がりも不明確であった。従って9　平面形はピットの位置から推

定すると9　長径4050m9　短径3．60mの楕円形を豊し学　長径方向はN－740…Wを指しているものと

思われる。床面は踏み固められて硬ら　ゆるやかに起伏して南西側にわずかに傾斜している。炉

は中央からやや北東寄りに位置し，平面形は長径122cmサ　短径70cmの長楕円形を呈している大形

炉である。西側には，土器埋設炉，東側には，補助的に使用されたと考えられる地床炉が存在し

ている。土器埋設炉は床面を20cmほど掘り込み，中央部分に直径30cmほどの，ロ綾部と底部を切

りとった土器を埋設したものである。炉床は焼けて硬いブロック状を里し凸凹である。炉内には

焼土粒子智　炭化粒子を少量含んだ暗赤褐色土が堆積している。東側の地床炉は9　床面を約30cm掘

り込み9　皿状を呈している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。炉内には炭化粒子をご

くわずかに9　ロームブロックを少量含んだ暗赤褐色土が堆積している。ピットは6か所検出され9

Pl◎P2砂P40P6が主柱穴と考えられ，規模は長径28～38cm，深さは22一朗cmである。覆土は表土

除去の際に削除してしまい，堆積状態の確認はできなかった。

遺物は9　炉内から炉に使用した加曽利EⅣ式の埋設土器と8片の縄文土器片が出土した。

第7号住居跡（第11図）

本跡は，当遺跡1区西部の調査区I7e8を中心に確認され，4号住居跡の南東側3mに位置して

いる。

平面形は長径4e40m9　短径3880mの楕円形を呈し，長径方向はN－680－Eを指している。壁は

－25－



JL　⑳
Rl

Sl　6

－26－

第川図　第5・6号住居跡実測図

21れ

L＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」



硬いロームで外傾して立ち上がり普　壁高は6～8cmである。床面は普　ロームがよく踏み固められ

ており硬い。全体的に平坦であるが9　炉の周辺がわずかに低くなっている。炉は住居跡のほぼ中

央に位置し　平面形は長径摘2cm9　短径82cmの不整楕円形を呈しており苧　床面を約28cm掘り込み，

炉の南側部分の壁近くに土器を埋設した土器埋設炉である。目線部と底部を切りとった直径25cm

はどの土器を埋設してあるが，そのための特別の掘り込みは認められず，炉床の上に置かれた状

態で出土した。埋設炉の中には焼土粒子を多量に含んだ暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼け

て硬く，椀状を呈している。ピ、ソトは8か所検出され，Pl・P2・P．～島・P8が主柱穴と考えられ，規

模は長径32～58cm9　深さは19～56cmである。P。eP7ほ34～47cmの深さがあり，配列からみて本跡

と関係ある柱穴と考えられる。覆土は自然堆積の状態を示し9　ローム小ブロックを少量含む褐色

土が主に堆積している。

遺物は，炉内から，炉に使用した加曽利EIH式の埋設土器と，炉の北西側の穫土中から縄文土

器片が46片山上した。

第8号住居跡（第11図）

本跡は　当遺跡　区中央部の調査区はg6を中心に確認され9　9号住屠跡の北西側6mに位置し

ている。
l

平面形は長径4．80r－1，短径4．25I－′1の柏里拍子を呈し．，長径方向はN－740－Eを指している。壁は

ロームブロック状で硬ら　垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は南壁が16cm，他は8～10cmで，

南壁が高い。床面はロームで9　踏み固められて硬く全体的に平坦である。炉は住居跡のほぼ中央

に位置し∴平面彬は長径74cn一，短径64cmの楕円形を呈しており，床面を約12C・ln皿状に掘り込んだ

地床炉である。炉内には炭化粒子，焼土粒子を含んだ暗赤褐色土が充満している。炉床は焼けて

硬いブロック状となっている。ピットは7か所検出され，Ple P2e P4e P7が主柱穴と考えられ，

規槙は長径4O～44cm言朱封まI〕。の24cm以外は50～6OcmといずdLも大規模である。P5は長径26cm，

深さ30C勒I㌔は長径30cm，深さ26eIT－とはぼ同規模であり，他の柱穴との配列から考えて，本跡の

入口施設と考えられる。覆土は一部に撹乱がみられるが，自然堆積の状態を示し，ローム粒子をp

多量に含む褐色土が堆積している。

遺物は，南側部分を中心に覆土中から縄文土器片が113片出土した。

第9号住居跡（第12図）

本跡は，当遺跡1区中央部の調査区I8i8を中心に確認され，8号住居跡の南東側6111に位置し

ている。

平面形は長径4．95m，短径4．65mのほぼ円形を呈している。壁はロームブロック状で硬く，垂
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第11図　第7・8号住居跡実測図



直ぎみに立ち上がっている。壁高は南壁が25cm9　他は18～22cmで，南壁がやや高い。床面は踏み

固められて硬く，小さな凸凹がある。炉は住居跡の中心からやや北寄と）に位置し，平面形は長径

130cm，短径120cmの不整楕円形を呈した大形の炉で，床面を約47cm椀状に掘り込んだ地床炉であ

る。炉内には焼土粒子，炭化粒子を多量に含んだ暗赤褐色土が堆積している。炉の中央部は20cm

ほど深く掘r）込まれており，締まりのないざくざくした暗褐色土が堆積している。炉床は焼けて

ごつごつしたブロック状を呈している。ピットは15か所検出され，Pl。P。e P7e P12が主柱穴と

考えられる。主柱穴の規模は長径26～44cm，深さ37－43cmといずれも規模が大きくしっかりして

いる。PlO・Pll・P13。P15は西壁際に検出され，長径25－40cm，深さ49～65cmとかなり深く大規模

であり，壁に接していることからみて，壁を支えるためのものとも考えられる。覆土は大部分が

撹乱されており，一部に自然堆積の状態がみられる。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が955片出土した。

第10号住居跡　し第12図）

本跡は，当遺跡1区中央部の調査区18clを中心に確認され，210号住居跡の南東側18mに位置

している。

平面形は長径3098m，短径3．25の楕円形を呈し，長径方向はN－310…Wを指している。壁はロ

ームで硬く，ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は7－12cmで南壁がわずかに高い。床面は軟弱なロー

ムで，北へゆるやかに傾斜しているが，平坦である。炉は検出されない。ピットは5か所等間隔

に検出され，5か所とも主柱穴と考えられる。主柱穴の配置は五角形状を呈しており，規模は長

径30－35cm言朱さ38－45cmで，いずれも同規模の柱穴で，しっかりしている。覆土は上層に焼土

粒子，炭化粒子をわずかに含む暗褐色二L　下層に褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，住居跡全域にわたり覆土中から多量の縄文土器片が出土し，総数858片を数えるがい

ずれも小片である。

第11号住居跡　し第13図）

本跡は，当遺跡2区北端の調査区G7g。を中心に確認され，12号住居跡の東側10mほどに位置し

ている。

平面形は長径4．50m，短径4．20mのほぼ円形を呈している。壁はロームで硬く，ほぼ垂直に

立ち上がっている。東壁は部分的にブロック状である。壁高は16－34cmで，南東壁が低く，他は

高い。床面はブロック状を呈し，炉付近は踏み固められて特に硬い。炉は住居跡の中央からやや

南寄りに位置し，平面形は長径66cm，短径58cmのほぼ円形を呈し，床面を約24cm皿状に掘り込ん

だ地床炉である。炉内には焼土粒子を含んだ暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けてごつごつ
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したブロック状である。ピットは10か所検出され9PleP2。P4eP6が主柱穴と考えられる。主柱

穴の規模は長径29～45cm，深さ30－56cmである。覆土は上層に焼土粒子，炭化粒子を含む暗褐色

二L　下層にローム粒子を含む褐色土が自然堆積している。

遣物は，炉の北寄りの覆土中から縄文土器片が262片出土した。

第12号住居跡　し第13図）

本跡は，当遺跡2区北部の調査区G6h。を中心に確認され913号住居跡の北側1mに位置してい

る。本跡内には，南側部分に854－856号土壌が重複している。

平面形は長径有50m9短径3・90mの楕円形を呈し，長径方向はN」50－Eを指している。壁は

ロームブロック状で硬く，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は14－18cmで，北壁から西壁にか

けて高ら　南壁から東壁にかけては低い。壁下には，東側部分を約1m残して周溝が掘られてお

り9規模は，上幅16～34cm9深さ6～10cmである。床面は踏み固められて硬く，炉の南側には，

特に硬い部分がある。出入日は，柱穴の配列からみて東側の溝が切れた部分であるかと考えられ

る。炉は住居跡のほぼ中央に位置し，平面形は径約75cmの円形を呈し，床面を組5cm皿状に掘り

込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子9炭化粒子を少量含んだ赤褐色土が堆積している。炉床

は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは7か所検出され，Pl・P2eP5のP6が主柱穴と考

えられるが9配列からみてあと1か所は9854号土壌によ男肖滅したものと考えられる。従って資

本跡よりも854号土壌は新しいと考えられる。主柱穴の規模は長径23－32cm，深さ20－54cmであ

る。P30P4ほ配列からみて9　さらに層溝の切れている部分の壁に近い位置にあり，入口施設に使

用したものと考えられる。覆土は上層に明褐色二L　下層に褐色土が自然堆積の状態で堆積してい

る。

遣物は，主に東側の覆土中から109片の加曽利EⅣ式の土器片と，石器が数点出土した。

第臓号住居跡（第14図）

本跡は9　当遺跡2区北部の調査区G6j。を中心に確認され，12号住居跡の南側1mに位置してい

る。本跡内には9　炉の南側部分に857号，西側部分に858号土壌が重複している。

平面形は長径4・45m，短径4・42mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟らかく，ほ

ぼ垂直に立ち上がり，壁高は12～15cmである。床面はソフトロームで軟弱であり，ゆるやかに起

伏している。炉は中央から北寄机こ位置し，平面形は長径74cm，短径64cmの楕円形を呈し，床面

を約25cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には上層に焼土粒子9炭化粒子を少量含んだ赤褐

色も　下層に焼土塊が堆積している。炉床は焼けてブロック状となっている。ピットは8か所検

出され，P2eP4eP7。P8が主柱穴と考えられ9規模は長径20－30cm9　深さ33～48cmである。覆土

－32…
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ほ焼土粒子9炭化粒子をごくわずかに，含んだ褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利Em式の土器片が217片出土した。

第14号住居跡　し第1非射

本跡は，当遺跡2区北部の調査区G6i7を中心に確認され，13号仕官跡の西側7mに位置してい

る。本跡内には，炉をはさんで北東側部分に164号，南西側部分に165号土壌が重複している。

平面形は長径4・96m9　短径4058mのほぼ円形を呈している。壁はロームブロック状で硬く9　ほ

ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は16～26cmで9　北壁が高く他は低い。床面はロームブロック状

で硬ら　凹凸があ生　南から北に傾斜している。炉は中央に位置しラ　平面形は長径56cm，短径40

cmの楕円形を呈し，床面を約1細皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には上層に暗赤褐色も

下層に赤褐色士が堆積してお生　炉床は焼けて硬いブロック状となっている。ピットは7か所検

出され9　P18P38P5やP6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径28～35cm，深さ32－39cmで

ある。P4のP7も主柱穴とほとんど同程度の規模であり，補助的に使用された支柱穴と考えられる。

壌土は上層に暗褐色も　下層に褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は非常に少なく学　炉の北側部分の覆土中から縄文土器片が8片出土しただけである。

第15号住居跡　し第15図）

本跡は，当遺跡2区北部の調査区H6C6を中心に確認され，14号住屠跡の南西側10mに位置して

いる。本跡の西側はユ9号住居跡と重複している。

平面形は長径5・24m9　短径4・71mの楕円形を里し9　長径方向はN－330－Eを指している。壁は

ハードロームで硬く，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は20－33cmで9　東壁が高く，他は低い。

床面はハードロームで全体的に硬ら　ゆるい起伏があり，南側部分は踏み固められて特に硬い。

炉は中央から西寄㌢）に位置し9　平面形は長径90cm，短径60cmの楕円形を望し，床面を約20cm皿状

に掘り込んだ地床炉である。炉内には9　上層に焼土粒子を多量に含んだにぷい赤褐色も　下層に

レンガ色に焼けた焼土ブロックが堆積してお生　炉床は焼けてブロック状となっている。ピット

は7か所検出され9　PlOP26P4eP5が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径26～53cm，深さ

はP5が78cmで深く，他は33－50cmである。覆土は上層に炭化粒子をごくわずかに含んだ褐色も

下層に褐色土が9　自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　炉の周辺の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が224片出土した。重複している19

号住居跡からは主に加曽利Em式の土器片が出土してお生　本跡の方が新しい。

第16号住居跡　し、第15図1
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本跡は9当遺跡2区北部の調査区H6e8を中心に確認され，18号住居跡の西側2mに位置してい

る。本跡の西側に17号住屠眺本跡内の東側部分に859号土壌が重複している。

平面形は長径5・29m9短径4・80mの楕円形を呈し，長径方向はN－450－Wを指している。壁は

ロームブロック状で硬く9　ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は20～22cmである。床面はハード

ロ‾ムで硬く，平坦である。中央部分に長径上5m，短径1mほどの長方形をした耕作によると

思われる撹乱の跡がある○炉は検出されないが，ベルト中央部には，焼土粒子を多量に含んだ褐色

土の部分があることから炉が存在した可能性も考えられ，撹乱によ男肖滅したものと思われる。

ピットは6か所検出され，P2～P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径28－34cm，深さ31

～窮cmでいずれも規模は同程度である。覆土は上層に焼土粒子を少逼含んだ褐色も下層にロー

ムブロックを含む褐色土が堆積している。堆積の状態は，撹乱により不明である。

遺物は9住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が62片出土しただけであった。

第描号住居跡（第16図）

本跡は，当遺跡2区北部の調査区H6e8を中心に確認され，18号住居跡の西側6mに位置してい

る。本跡の東側に16号住居眺本跡内の北側部分には293。294号土境が重複している。

平面形は長径4・6m，短径4∬mの楕円形を呈し9長径方向はN…280…Wを指している。壁はロ

ームブロック状で硬くしっかりしてお畑　ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は14～16cmである。

床面はロームブロック状で固く締まっており，凹凸がある。16号住居跡は本跡の床面を切って構

築しており，本跡の方が古い。炉は中央から東寄を）に位置し，平面形は長径110cm，短径70cmの

楕円形を呈しており9床面を約30cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には上層に焼土ブロッ

クを含む焼土が充満し，下層には焼土粒子を多量に含んだ暗褐色土が堆積している。炉床は焼け

て硬いブロック状を呈している。ピットは10か所検出され，Pl～P8は，嵐　西，北壁に沿って並

んでいる。東側にも存在したと考えられるピットは，16号住居跡の掘㌢）込みによ男肖滅したもの

と思われ，柱穴は不明である。覆土は上層に焼土粒子を少量含む褐色も下層にローム粒子を多

量に含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，主に西側部分の覆土中から縄文土器片が23片出土しただけであった。

第18号住居跡　し第1（汗≠日

本跡は9当遺跡2区北部の調査区H6e。を中心に確認され言6号住居跡の東側約2mに位置して

いる。

平面形は長径4・93m，短径4・57mのほぼ円形を呈している。壁はロームブロック状で硬くしっ

かりしてお生東壁はゆるやかに，他はほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は24～28cmで東，嵐

－36－
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北壁が高く，西壁が低い。床面はハードローム状で，硬く平坦であをら　中央から南側が特によく

踏み固められている。炉は中央からやや北東寄りに大きい炉aと9　南西寄りに小さい炉bが検出

された。炉aの平面形は長径90cm9　短径72cmの楕円形を呈している。この炉は，床面を約32cm碗

状に掘り込み日綾部と底部を切り取った直径45cmほどの土器を使用した土器埋設炉である。埋設

炉内には焼土粒子ラ　焼土ブロックを多量に含んだ暗赤褐色土が充満し，埋設炉の周囲には焼土粒

子9．ローム粒子を多量に含む褐色土が約20cm堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状である。

炉bの平面形は径44cmの円形を里し，床面を捕cmほど掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土ブ

ロック，。ームブロックを含む暗赤褐色土が堆積している。炉床は炉aに比鼓すると軟らかい。

ピットは7か所検出され，Pl～P4eP6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径23～42cm，深

さ33～39cmでいずれもしっかりしている。覆土は自然堆積の状態を示し，焼土粒子，炭化粒子を

少量含んだ褐色土が主に堆積している。

遺物は9　炉内から主に加曽利Em式の埋設土器と9　住居跡の全域にわたって覆土中から縄文土

器片が多量に出土し，その総数はLO66片を数えるが，いずれも小片である。

第19号住居跡（、第1汁小

本跡はチ当遺跡2区北部の調査区H6C5を中心に確認され言7号住居跡の北西側8mに位置して

いる。本跡の東側はユ5号佳屠跡と重複し9　さらに，本跡内の北側部分に8608861号土壌が重複し

ている。

平面形は長径4・90m，短径4075mのほぼ円形を呈している。壁はロームで固く締まっており9

南壁は垂直ぎみに立ち上が生　壁高は約腑mである。北壁はわずか2cmほどである。重機で表土

除去の際にラ　住居跡の掘り込みが浅かったため，削除しすぎたものと思われる。床面はハードロ

ームで硬く平坦である。炉はほぼ中央に位置し，平面形は径60cmの円形を呈し，床面を約20cm

血状に掘り込んだ地床炉であり，炉の東側部分を860号土壌が切っている。従って，本跡より860

号土境の方が新しい。炉内には焼土粒子9　炭化粒子を含む褐色土が堆積している。炉床はわずか

に焼けた程度で軟らかく，使用期間は短時間であったものと思われる。ピットは7か所検出され9

PまeP3のP50P7が主柱穴と考えられ，規模は長径24－30cmで，深さはP3（－33）を除いてはH～

15cmと浅い。覆土は南壁近くを除いては，表土除去の際に削除されており堆積状態は不明である。

遺物は9　東壁付近の覆土中から主に加曽利EⅢ式の土器片が66片出土した。重複しているユ5号

住居跡から加曽利EⅣ式の土器片が出土していることから本跡の方が古い。

第20号住居跡（第17図、）

本跡は，当遺跡2区西部の調査酎5C8を中心に確認され，40号住居跡の東側3mに位置してい

ー38－
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る。本跡内の南東側部分に862号土壌が重複している。

平面形は長径5・35m9短径5・Omの楕円形を呈し，長径方向はN…510…Wを指している壁はロ

ームで軟らかく9耕作による撹乱を受けて明確でない部分がある。立ち上がりは全体的に垂直でラ

壁高は20－22cmである。床面は部分的にハードロームで，その部分は硬く，他は軟弱である。炉

はほぼ中央に位置し9平面形は長径80cm，短径70cmの楕円形を里し，床面を糾9cm皿状に掘り込

んだ地床炉である。炉内には焼土ブロック9焼土粒子を含んだ赤褐色土が堆積している。炉床は

わずかに焼けた程度で軟らかく9短期間の使用であったと思われる。ピットは7か所検出され9

PlのP2eP4eP6が主柱穴と考えられる。主柱穴の長径32～37cm，深さ38－44cmで，いずれも同程

度の規模でしっが）している。覆土は上層にローム粒子を含む褐色も下層にローム小ブロック

を含む明褐色土が堆積している。一部に耕作による撹乱を受けている。

遺物は9南東壁付近の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が329片出土した。

第21号住居跡　し第1粧射

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査酎5C8を中心に確認され，22号住居跡の南東側8mに位置し

ている。本跡内の南側部分に8638864号士風東側部分に8650866号土壌が重複している。

平面形は長径5・55m9短径5・30mのほぼ円形を呈している。壁はロームブロック状の部分があ

り全体的に硬く9立ち上がりほほぼ垂直で9壁高は24～28cmあり，東壁から北壁にかけて高い。

床面は部分的にハードロームの面があり9硬く平坦である。炉は中央から東寄りに位置し9平面

形は長径120cm9　短径60cmの不定形を呈し，床面を糾Ocm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉は

東側約半分を865号土壌に切られている。従って，本跡よりも865号土壌の方が新しい。炉内には

焼土粒子を少量含む褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬くブロック化しており，凹凸が激し

い。ピットは7か所検出され，Pl～P5が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径26～40cm，深

さ50－61cmあり，太さはそれほどでもないがいずれもしっが）した柱穴である。覆土は上層に暗

褐色も　下層に褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9西から北壁付近の覆土中から縄文土器片が715片出土したがいずれも小片である。

第22号住居跡　し第18図）

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査区J5a7を中心に確認され，21号住居跡の北西側8mに位置し

ている。本跡内の北側部分に867～871号士風南東側に8720873号土壌が7基重複している。

平面形は長径5e50m9短径4・60mの楕円形を呈し，長径方向はN－310－Wを指している。壁は

ハードロームで硬く，しっカバ）している。東壁がゆるやかに立ち上がり9他の壁はほぼ垂直に立

ち上がっている。壁高は22～32cmあり9西壁が低く南東から北西にかけて高い。床面はハードロ
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ームで硬く平坦であり締まっている。重複している7基の土境によ生床面積の約3分の1が削

除されている。炉は中央からやや南寄りに位置し9平面形は径HOcmの不定形を呈し，床面を約

22cm血状に掘り込んだ地床炉である。炉内には上層に焼土粒子，炭化粒子を多義に含む赤褐色も

下層には焼土粒子9焼土ブロックを多量に含む赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬く，ブ

ロック状となっている。ピットは5か所検出され，主柱穴はPl～P4と考えられる。配列からみて

あと1か所の主柱穴は987ユ号土壌によって消滅したものと思われる。従って9　本跡よりも871号

土壌は新しいと考えられる。Pl～P4の規模は長径28－46cm9深さ3巨躯cmで9　いずれもしっかり

している。覆土は自然堆積の状態を示し9上層に焼土粒子9炭化粒子を少量含む暗褐色も下層

に褐色土が堆積している。

遺物は9住居跡の全域にわたって，覆土中から縄文土器片が多量に出土し9　総数1誇97片を数

えたがいずれも小片である。

第23号住居跡　し第1叶小

本跡は　当遺跡　区北部の調査区H視2を中心に確認され，27号住居跡の西側4mに位置してい

る。本跡の南側部分には9　28e37号住居跡が重複し9　北西側部分はエリア外の農道下へ延びてお

i）調査が不可能であった。

平面形は推定するところ径4諸4mほどの円形を呈するものと思われる。壁はハードロームで硬

くしっかりしており，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は32～41cmである。床面はハードロー

ムで硬く，全体的に平坦である。炉は調査できた部分からは検出されなかった。ピットは3か所

検出されたが9　規模は長径24～30cm　深さ持～2紬で9　主柱穴は不明である。覆土は上層に少量

のローム粒子，炭化粒子を含んだ褐色も　下層に焼士粒子，炭化粒子をごくわずかに含んだ褐色

土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　南側部分の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が868片出土した。出土土器からみ

て，本跡と28037号住居跡はほぼ同時期のものと思われるが，新旧関係は不明である。

第24号住居跡　し第1叶射

本跡は9　当遺跡2区西部の調査区I5a8を中心に確認され9　40号住居跡の北東側約4mに位置し

ている。本跡の東側部分には48号竪穴遺構が重複し，本跡内中央部分には881号土壌が重複して

いる。

平面形は長径5・21m9　短径有62mの楕円形を呈し9　長径方向はN－230－Eを指している。壁は

締まりのあるロームで明確に残っており，北西壁はゆるやかに，他は垂直ぎみに立ち上がってい

る。壁高は20－22cmである。床面はロームで，全体的に平坦であり固く締まっている。炉は中央
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から西寄りに位置し9平面形は長勧04cm9短径96cmのほぼ円形を呈している。この炉は9881号

土壌の覆土上に9床面から約20cm掘り込んで構築したと思われる地床炉である。従って，本跡よ

りも881号土壌の方が古い。炉内には焼土粒子9炭化粒子を含む褐色土が堆積しておi），炉床は

軟らかく音便用期間は短期間であったと思われる。ピットはユ2か所検出され，Pl～Pllは9壁近く

に配列されている0主柱穴はP3。P5eP8。針Pllの5か所と考えられ9主柱穴の規模は長径26－

33cm言采さ36～58cmとかなり深い。覆土は全体的に人為的に埋め戻された状態でサ　ローム粒子を

多量に含む褐色土が主に堆積している。

遺物は，束側壁付近の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が102片出土した。

第鏑号豊実遺構（第20図）

本跡は普当遺跡2区中央部の調査区I6f3を中心に確認され951号住居跡の南東側2mに位置して

いる。本跡の北東側部分には58号住居跡が重複している。

平面形は長径5020m9短径木95mのほぼ円形を呈している。壁はロームで明確に残存しており，

垂直ぎみに立ち上がっている0壁高は22－2紬である。床面はハードロームで固く締まっており，

全体的に平坦である。炉は検出されなかった。ピットは6か所検出され，P6が本跡の中央に，Pl

～P5は9壁から20～80cmの位置に9P6を囲むように配列されている。主柱穴はP6と考えられ亨規

模は長径50cm9深さ62cmである。Pl～P5の規模は長径25～47cm，深さ32～89cmあり支柱穴と考え

られ9Plは89cmの深さでしっかりした掘り込みである。覆土は上層にローム粒子，焼土粒子を含

む暗褐色も下層にローム小ブロックを含む褐色土が堆積している。上層部は耕作によると思わ

れる撹乱を受けており9　堆積の状態は不明である。

遺物はラ住居跡の全体にわたって覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が521片出土した。

本跡は9床面は非常に硬いが，主柱穴が中央部にあり9炉が検出されないこと等から居住施設

としての住居跡とは異なる遺構と考えラ竪穴遺構と想定した。また9　その性格は，貯蔵用として

の倉庫的な働きをしていたものと想定される。

第26号住居跡　し第2（）図1

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区工6dlを中心に確認され，20号住居跡の南東側6mに位置し

ている。本跡の北東側部分には41号住居軌東側部分には42号住居跡が重複している。

平面形は長径5ぴ26m撃　短径5・0汀－のほぼ円形を呈している。壁はハードロームで明確に残って

おり，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は26－28cmである。壁下には周溝が設けられており全

属している。周溝の規模は上幅12－20cm，深さ6～10cmである。溝の中の南側部分に5か軌西

側部分に2か所言ヒ側部分に2か所東側に1か軌壁柱穴が検出された。床面はロームで，よく
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踏み固められており平坦である。炉は中央に位置し9　平面形は長径84cm9　短径54cmの楕円形を里

し，床面を約36cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉である。炉内にはローム粒子を含む赤褐色土が堆

積している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは8か所検出され，P。ゆP5～P7

が主柱穴と考えられ，規模は長径24～36cm，深さ36－47cmである。北東側のPl。P2ほ配列からみ

て普　出入ロの施設に使用した桂穴かと考えられる。覆土は上層にローム粒子を含む褐色土が，下

層にロームブロックを含む明褐色土が堆積している。

遺物は9東壁付近から北壁付近にかけての覆土中から加曽利Em式の土器片が524片出土した。

重複している42号住居跡から加曽利EⅣ式の土器片が出土していることからみて，本跡より42号

住屠跡が新しいと考えられる。

第27号住居跡　し第21図）

本跡は9　当遺跡2区北部の調査区H6d4を中心に確認され言9号住居跡の南側に近接した位置に

ある。本跡の中央部には331号土壌が重複している。

平面形は長径4・90汀㍉　短径4・54mのほぼ円形を呈している。壁はロームでよく締まっており，

北壁はゆるやかに，他はほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は8－10cmである。床面はロームで，

踏み固められており9　ゆるやかを起状がみられる。炉は中央に位置し，平面形は長径62cm，短径

52cmのほぼ円形を呈している。この炉は床面から約25cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉であるが9

33ユ号土境の覆土上に構築したものである。従って，土壌より本跡が新しい。炉内には赤褐色に焼

けた焼土が充満しており，炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは9か所検出され，

Ple P30P5eP7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径28－53cm　深さ舶～67cmといずれも

かなり深い。覆土は中央部炉の付近は焼土粒子を含む暗褐色二L　他は褐色土が主に堆積している。

遺物は，中央付近の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が165片出土した。

第28号住居跡　し第21図、）

本跡は学　当遺跡2区北部の調査区H6e2を中心に確認され927号住居跡の南西側6mに位置して

いる。本跡の北東側部分に23e37号住居跡言本跡内東側部分に561号，西側部分に622号，ほぼ中央

部分に623号土壌が重複している。また北西側は，エリア外の農道下へ延びており9　調査が不可能

であった。

平面形は推定するところ9　径も30mほどの円形を呈するものと思われる。壁はハードロームで

明確でありラ　南壁はゆるやかに9　他の壁は垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は26－28cm

で23号住居跡の床面との高低差は4～13cmあり9　本跡の方が浅い。床面はハードロームでよく締

まっており，平坦である。炉は中央から西寄りに位置し，平面形は長径80cm，短径60cmの楕円形
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を里し9床面を約10cm皿状に掘誹込んだ地床炉である。炉内には炭化粒子，焼土粒子を含む赤褐

色土が堆積している。炉床はわずかに焼けている程度なので，短期間の使用であったと思われる。

ピットは6か所検出され，Pl・P3のP4eP6が主柱穴と考えられる。配列からみて主柱穴はあと1

か所が西側のエリア外にあるものと考えられる。主柱穴の規模は長径27－30cm，深さはP6が63。m

で深く，他は28－舶cmである。覆土は上層から中層にゥ焼土粒子，炭化粒子を含み，締まりのな

い暗褐色も下層に締まりのある褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は学南側部分の覆土中から主に加曽利EI私式の土器片が多量に出土し，総数LO59片を数

える。出土土器からみて，23037号住居跡とほぼ同時期と思われるが，23号住居跡が本跡の床面

を切っているので，本跡の方がいくらか古いと思われる。

第29号住居跡（第22図）

本跡は，当遺跡2区北部の調査区H6f3を中心に確認され927号住居跡の南側6mに位置してい

る。本跡内のほぼ中央部に874～876号土壌が重複している。

平面形は長径4期おれ9短径4e46mの楕円形を里し，長径方向はN…430－Eを指している。壁は

軟らかく不明確であを）9外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は20～25cmで北壁が低い。

床面はロームでよく締まってお生　全体的に平坦である。炉は中央からかなり西側に位置してい

る。平面形は長径110cm普　短径100cmの楕円形を呈する大形のものであり，床面を約購cm碗状に掘

り込んだ地床炉である。炉内には焼土ブロックを含むレンガ色に焼けた焼土が充満しており，炉

床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは4か所検出されたが，炉の東側には検出され

なかった。PleP2が主柱穴と考えられ9　他は不明である。Pl～P4の規模は長径30～購cm　深さ27

－購cmでしっかり拝は込まれている。覆土は上層にローム粒子，焼土粒子を含む暗褐色も下層

に焼土粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物はラ　西壁付近の覆土中から縄文土器片が193片出土した。

第30号住居跡　し第22図1

本跡は9　当遺跡2区北部の調査区H6h4を中心に確認され，29号住居跡の南東側2mに位置して

いる。本跡の南西側には31号住居跡の南側部分に878号，炉の東側に877号9　西側に879号土壌が

重複している。

平面形は長径5・50m9　短径4・55mの楕円形を呈し9　長径方向はN－570－Wを指している。壁は

軟らかいロームで不明確であり，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は8－10cmである。

床面は踏み固められ，よく締まっており，平坦である。特に南側部分が硬く，入日に使用したと

思われる。炉は中心から西寄りに位置し9平面形は長径62cm，短径50cmの楕円形を皇し，床面を
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約36cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子，炭化粒子を多量に含む褐色土が

堆積し，炉床はわずかに焼けている程度で短期間の使用であったと思われる。本跡内の西側から

南側の878号土墳上にかけて細長く広範囲に廃土が検出されてお生本跡は火災により焼失したも

のと考えられる。ピットは7か所検出され，PlのP3eP5eP7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規

模は長径24－32cm9　深さ24～48cmである。覆土は焼土粒子を多量に含む褐色土が主に堆積してい

るが，上層はかなり撹乱を受けており9　堆積の状態は不明である。

遺物は，南西璧付近の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が75片出土した。

878号土壌上に焼土が広がって検出されたことから9本跡よr「も878号土壌が古い。

第31号住居跡　し第23図1

本跡は9　当遺跡2区北部の調査区H6i。を中心に確認され予29号住屠跡の南側4mに位置してい

る。本跡の北東側に30号住居軋南側部分に32号住居軋217の380～383号土壌が重複している。

本跡は9掘生込みが浅かったため9重機で表土を除去する際に壁を削除してしまい，壁の確認

ができなかった。従って，平面形はピットの位置から推定すると，径約5．0mの円形を呈してい

たものと考えられる。床面はソフトロームで軟弱である。炉はほぼ中央に位置し9　平面形は長径

90cm9短径60cmの楕円形を里し，床面を約20cm碗状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒

子9炭化粒子を多義に含む赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。

ピットは10か所検出され，PleP3のP5eP7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径33～40cm予

深さ42－61cmといずれもしっかりしている。覆土は表土除去の際に削除され，堆積状態は確認は

できなかった。

遺物は，床面から縄文土器片が59片出土した。

380e383号土境内から本跡のピットが検出されていることから普土壌よりも本跡が新しい。

第32号住居跡　し第23［＿、射

本跡は，当遺跡2区北部の調査区H6j。を中心に確認され931号住居跡の南側に近接した位置に

ある。本跡の南西側1mには，1号溝が存在する。

平面形は長径4・72m，短径4e50mのほぼ円形を呈している。北壁は比較的明確であるが，他の

壁は軟弱で判然としない。南壁は垂直に近い状態で立ち上がり，他の壁は外傾して立ち上がって

いる。壁高は10～12cmである。床面はブロック状でごつごつしており，全体的に平坦である。炉

は中央から東寄りに位置し，平面形は長径70cm，短径60cmの楕円形を里し，床面を10cmほど皿状

に掘り込み，中央部分をさらに約20cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を

含む褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で，軟らかいので，長期間使用されたも
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のとは考えられない。ピットは9か所検出され，PleP3eP5－P7が主柱穴と考えられる。主柱穴

の規模は長径24－35cm，深さ21－51cmである。覆土はローム粒子を含む褐色土が主に自然堆積の

状態で堆積している。

遺物は，炉付近の薗土中から縄文土器片がユ8片出土しただけであった。

第鍼号住居跡（第24図）

本跡は，当遺跡2区北部の調査区H6hlを中心に確認され，30号住居跡の西側6mに位置してい

る。本跡内の中央部には，880号土壌が重複している。

平面形は長径4・85m9短径4・40mの楕円形を里し，長径方向はN…290－Wを指している。壁は

ハードロームで明確であ生外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は12－16cmである。床

面は踏み固められて，締まりがあり9　ゆるやかに起状している。炉は中央に位置し，平面形は径

106cmの円形を呈している。この炉は床面から数cm皿状にくぼんだ地床炉であるが，880号土壌が

埋った後の覆土上に構築したものと考えられる○炉床はわずかに焼けている程度で，軟らかく，

短期間の使用であったと思われる○ピッ自ま7か所検出され，PleP2eP4～P7が主柱穴と考えら

れる。主柱穴の規模は長径29～37cm9深さは9～29cmで，他の住屠跡に比較して浅い。覆土は上

層にローム粒子，焼土粒子を含む褐色も下層にローム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆

積している。

遺物は，炉付近の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が63片出土した。

第鍼号住居跡（第24図）

本跡は，当遺跡2区北部の調査区H5foを中心に確認され，33号住居跡の北西側4mに位置して

いる。本跡の南側部分には，35号住居跡が重複し9西側部分はエリア外の農道下へ延びており，

調査が不可能であった。

平面形は推定するところ9径約4・50mほどの円形を呈していると考えられる。壁はハードロー

ムで明確であり，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は14－15cmである。床面はハード

ロームで硬く，平坦である。炉はほぼ中央に位置し，平面形は径70cmの円形を里し，床面を約40

cm椀状に掘り込んだ地床炉である○炉内には炭化粒子，焼土粒子を少量含んだ褐色土が堆積して

いる。炉床はわずかに焼けた程度で軟らかく長期間使用したとは考えられない。ピットは6か所

検出され，PleP3・P6が主柱穴と考えられる。配列からみて，あと1か所の主柱穴がエリア外に

存在するものと思われる。検出されたピットの規模は長径30～59cm，深さ33～51cmでかなりしっ

かりした掘i）込みをしている。覆土は上層に暗褐色も下層に褐色土が主に自然堆積の状態で堆

積している。
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遺物は9　北側部分の覆土中から加曽利Em式の土器片が25片出土しただけである。本跡の南側

部分には，35号住屠跡の炉が存在していることからみて9　本跡の方が器号住屠跡よ主も古い。

第35号住居跡　し第2非小

本跡は，当遺跡2区北部の調査区H5g。を中心に確認され933号住屠跡の北西側4mに位置して

いる。本跡の北側部分には34号住屠跡が重複し，西側はエリア外の農道下へ延びており調査が不

可能であった。

平面形は推定するところ長径5820m9　短径4．20mの楕円形を呈しているものと考えられる。長

径方向はN…340…Wを指している。壁はハードロームで硬く明確であ男　垂直に近い状態で立ち

上がっている。壁高は14－15cmである。床面はハードロームで硬く平坦であり予　34号住居跡の床

面との高低差はほとんどない。炉は中央よ　やや北寄i）に位置し平面形は径80cmの円形を呈し9

床面を約36cm碗状に掘り込んだ地床炉である。炉内には上層に焼土小ブロックを少量含む褐色士9

下層に焼土ブロックを多義含む赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬くブロック状を呈して

いる。ピットは6か所検出され9　PleP。。P5のP6が主柱穴と考えられる。あと且か所の主柱穴は

295号土壌によ男肖滅したものと思われるので9295号土壌は本跡よi主も新しい。主柱穴の規模は

長径33～36cmラ　深さ26～53cmである。覆土は上層に暗褐色も　下層に褐色土が自然堆積の状態で

堆積している。

遺物は，住屠跡の全域にわた生　覆土中から縄文土器片が29片出土しただけである。

重複している34号住居跡の南側部分に本跡の炉が存在していることからみて9　34号住居跡より

も本跡が新しい。

第36号住居跡　し第25図1

本跡は，当遺跡2区北部の調査区H7C4を中心に確認され言8号住居跡の北東側約14mに位置し

ている。

平面形は長径4・50m，短径4・30mのほぼ円形を呈している。壁は硬いロームで明確であり9　南

西壁はゆるやかに立ち上が生　他の壁は垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は22～24cmである。

床面はロームでよく締まi）硬く9　南西側へゆるく傾斜している。炉は中央から北寄りに位置し，

平面形は長径76cm9　短径66cmの楕円形を里し，床面を約20cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉

内には焼土粒子9　炭化粒子を含む赤褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で，比較

的軟らかく9　短期間の使用であったと思われる。ピットは8か所検出され，PleP30P5のP6が主

柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径29～70cm，深さ25～40cmでかなi）しっかりしているが9

特にP5ほ太い柱穴である。覆土は上層に焼土粒子，炭化粒子を含む褐色も　下層にローム粒子を
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含む褐色士が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9炉周辺の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が45片出土しただけである。

第錮号住居跡（第25図）

本跡は9当遺跡2区北部の調査区H6e3を中心に確認され929号住居跡の北西側3mに位置して

いる。本跡の北側部分に923号住居晩南西側部分に28号住居跡が重複し9本跡内の東側部分に

は423号，南側部分には561号土壌が重複している。

平面形は長径3・75m9短径3060mのほぼ円形を呈している。壁はハードロームで明確であり，

南壁はゆるやかに立ち上が生東壁は垂直ぎみに立ち上がっている。璧高は26－3細である。床

面はロームがよく締まっており平坦である。炉は検出されなかった。ピットは3か所検出された

が9主柱穴は不明である。検出されたピットの規模は長径は26～28cmとやや細ら深さはユ4～51

cmである。覆土は上層に焼土粒子ヲ炭化粒子を含む暗褐色も下層にローム小ブロックを含む褐

色土が人為的に埋め戻された状態で堆積している。

遺物は9住屠跡の全域にわたり覆土中から23028号住居跡と同時期の加曽利Em式の土器片が

主に706片出土しているが学新旧関係は不明である。

第鍼号住居跡（第26図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I6C8を中心に確認され，220号住居跡の北西側3mに位置

している。

平面形は長径4・50m9短径4・20mのほぼ円形を呈している。壁は西側半分がロームブロック状

でごつごつしてお生東側半分が9軟弱で不明確である。壁高は16～19cmで，垂直に近い状態で

立ち上がっている0床面は締まりがあり全体的に平坦である。炉は中央に位置し9平面形は長径

56cm9短径45cmの楕円形を里し9床面を約5cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒

子を含む暗褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で軟らかく，短期間の使用であっ

たと思われる。ピットは8か所検出され9P2eP3のP5eP7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模

は長径27～32cm，深さ19一紙mである。覆土は自然堆積の状態を示し，上層に焼土粒子微鼠ロ

ーム粒子少量を含む暗褐色も下層にローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。

遣物は9西壁付近の覆土中から打製石乳縄文土器が23片出土した。

第鍼号竪究遺構（第26図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区I6alを中心に確認され，43号住居跡の東側2mに位置してい

る。本跡の東側部分には，332号土壌が重複している。
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平面形は長径4の65m9　短径4。55mのほぼ円形を呈している。壁は軟弱なロームであり学　北壁は

ゆるやかに立ち上がり，他の壁は垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は14～15cmである。

床面は軟弱なロームで9　全体的に平坦である。炉は検出されなかった。ピットはいずれも壁から

内側に60cm以上離れた位置にユ0か所検出された。主柱穴はPlゆP2。P。。P7と考えられ苧　規模は長

径24～30cm9　深さ12～23cmで浅い。覆土は暗褐色土を主に9　人為的に埋め戻された状態で堆積し

ている。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が68片出土した。

本跡は，床面が軟弱で9　壁も不明晩　炉も検出されず9　ピットも不規則で小規模である等から，

屠住施設としての住居跡とは異なる遺構と考え讐　竪穴遺構と想定した。また学　その性格的なこと

は不明である。

第爛号住居跡（第27図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区I5C7を中心に確認され，20号佳屠跡の西側3mに位置してい

る。本跡の北側部分に，372号土壌，本跡内の南側に568号土壌が重複している。

平面形は長径4090m，短径4．70mの楕円形を里し9　長径方向はN…400…Wを指している。壁は

ハードロームで硬ら　ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は42～46cmで9　当遺跡では高い方であ

る。床面は踏み固められて硬く9　西側に向かって9　ゆるやかに傾斜している。壁下には壁溝が全

層しているが，北側部分で長さ30cmほど2か所切れている。溝の上幅は15－35cm9　深さは8～10

cmである。壁柱穴は南側の壁下に1か所，北側の壁溝の切れた所に1か所検出された。炉は中央

から北寄りに位置し，平面形は長径70cm，短径60cmの楕円形を里し9　床面を約30cm椀状に掘男去

んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を多量に含んだ暗褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬

いブロック状とな生　ごつごつしてお生　長期間使用したものと思われる。ピットは不規則に蟻

か所検出され，主柱穴は配列からみて，Pl。P2eP4eP6・P8。P9の6か所と考えられる。主柱穴

の規模は長径25～56cm，深さ27－63cmでラ　特にP2eP8ほ長径45～56cmで太く9P8ほ深さ6誕mと深

い柱穴である。覆土は壁に近い位置に褐色土，中央部分に暗褐色も　黒褐色土が9　人為的に埋め

戻された状態で堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から9　主に加曽利Em式の土器片が3，652片と9　東壁下

から磨製石斧が出土した。

第那号住居跡（第27図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区工5C。を中心に確認され，20号住屠跡の南東側3mに位置し

ている。本跡の南東側には，26号住居跡が重複している。
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平面形は長径5・33m9短径4050mの楕円形を里し，長径方向はN…400－Wを指している。壁は

軟弱なロームで不明確であ生　ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は14－16cmである。床面は軟らかい

ロームで，全体的に平坦である。南東部分を26号住居跡の床が切っており，その高低差は10。mほ

どで本跡が高い。炉は中央から南笥‖）に位置し9平面形は長径140cm，短径120cmの不整楕円形を

呈する大形の炉であり9床面を約25cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内にはレンガ色に焼け

た焼土が充満している。炉床は焼けて硬いブロック状となりごつごつしている。ピットは不規則

に19か所検出され9主柱穴は9P2eP3eP5eP8と考えられる。あと1か所は，重複している26号

住居跡によって消滅したものと思われる。主柱穴の規模は長径23～28cm，深さは22－29cmである。

他のピットと本跡との関係は不明である。覆土は9上層に焼土粒子普炭化粒子をごくわずかに含

む暗褐色も下層にローム粒子を多量に含む褐色土が人為的に埋め戻した状態で堆積している。

遺物は，西壁付近の覆土中から縄文土器片が395片出土した。

本跡は9重複している26号住居跡によって南東部分を切られているが9　その部分は張り床をし

た状態も確認されないことから，26号住居跡よりも本跡の方が古いものと思われる。

第42号住居跡（、第28図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I6d2を中心に確認され，41号住居跡の東側3mに位置して

いる。本跡の西側には26号住居軋　南側には57号住居跡が重複している。

平面形は長径4・90m，短径4・60mの楕円形を里し9長径方向はN－150－Eを指している。壁は

軟弱なロームであるが，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は12～14cmである。床面は

軟弱で，全体的に平坦である。西側部分を26号住居跡の床が切っており，その高低差は10。mほど

本跡が高い。炉はほぼ中央に位置し，平面形は長径70cm，短径55cmの不整楕円形を呈し，床面を

約15cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には，焼土粒子を含む褐色土が堆積している。炉床

はわずかに焼けた程度で軟らかく，使用期間は短期間であったと考えられる。ピットは9か所検

出され，P2・P4～P6eP8が主柱穴と考えられる。あと1か所は，重複している26号住居跡によっ

て消滅したものと思われる。主柱穴の規模は長径23～34cm，深さ29－40cmである。覆土は，褐色

も　暗褐色土が主に人為的に埋め戻した状態で堆積している。

遺物は，主に南壁付近の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が132片出土した。

本跡は，重複している26号住居跡によって，西側部分を切られているが，その部分は張男末を

した状態も確認出来ないことから，26号住居跡よりも本跡の方が古いものと思われる。

第43号住居跡（第28図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区I5a。を中心に確認され，41号住居跡の北側5mに位置してい

－60－
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る。本跡の西側には48号竪穴遺乳　本跡内の北側部分にはサ射60421号土壌が重複している。

平面形は長径5・Om，短径4・35酢の楕円形を里し，長径方向はN…370－Eを指している。壁は

ロームで9　締まりがあり9　垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は12cmである。床面はロー

ムで締まりがあ生　全体的に平坦である。炉は中央に位置し管　平面形は長径80cm9短径45cmの長

楕円形を里し学床面を釦5cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子，炭化粒子を少

巌含む暗赤褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で軟らかく9　短期間の使用であっ

たと思われる。ピットは8か所検出され9　PleP。OP5eP6が主柱穴と考えられる。規模は長径29

～凱cm　深さ24～42cmである。覆土は褐色も　暗褐色土を中心に，人為的に埋め戻した状態で堆

積している。

遺物は，炉付近の覆土中から縄文土器片が176片出土した。

第44号住居跡　し第2郎射

本跡は，当遺跡2区西部の調査区I5e5を中心に確認されラ　40号住居跡の南西側7mに位置して

いる。

平面形は長径6e50m9　短径5。65mの楕円形を呈し，長径方向はN…700－Eを指している。壁は

硬いロームで明確であり，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は3－射kmあ生　当遺跡の中では

高い方である。床面はロームが踏み固められ，全体的に硬ら　ゆるやかに起伏している。壁下に

は壁溝が全周している。溝の上幅は15－30cm，深さは6～15cmである。南東側壁下には，壁溝内

に壁柱穴が6か所検出された。炉は中央に位置し，平面形は長径140cm，短径120cmの楕円形を呈

する大形の炉であ生　床面を約35cm深皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には上層部に焼土中

ブロック，炭化粒子を少量含む暗赤褐色土，年目上層にレンガ色に焼けた焼土が充満している。

炉床は焼けてブロック状となり3～5cmの厚さで硬くなっている。ピットは13か所検出され，P2e

P5eP7・P9が主柱穴，PlOP4eP6のP8が支柱穴と考えられる。主柱穴の規模は，長径34～47cm，

深さ36～59cmでしっかりと掘られている。支柱穴の規模は長径31～45cm，深さ37－舶cmである。

覆土は上層に焼土粒子，炭化粒子を少量含む暗褐色土。下層にローム粒子9　炭化粒子を少量含む

褐色土が堆積している。上層の一部は9　耕作による撹乱を受けており，堆積の状態は不明である。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から加曽利Em期の土器片が1，084片と炭化材が出土し

た。炭化材が多量に出土していることから焼失家屋と思われる。

第45号住居跡（第29図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I5h5を中心に確認され，初号住居跡の南側5mに位置して

いる．。
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平面形は長径4・30m，短径4・10mの不整円形を呈している。壁は軟らかいロームで9不明確な

部分が多い。立ち上がりは9　ゆるやかに外傾しており，壁高は18～20cmである。床面はロームが

踏み固められ硬く，平坦である○炉は中央に位置し，平面形は長径90cm，短径70cmの楕円形を呈

しており，床面を約25cm深皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には，レンガ色に焼けた焼七

焼土ブロックが充満している。炉床は焼けて硬いブロック状となりごつごつしている。炉の北側

には9径15cm，高さ28cmの石棒が頭部を上にして直立の状態で出土し，また北東壁近くには縄文

土器の埋婆が埋設されてあった。ピットは8か所検出され，P2ゆP。～P6eP8が主柱穴と考えられ

る。主柱穴の規模は9長径22－33cm9深さ14～44cmである。Plは埋無力増設されていた跡である。

覆土は，自然堆積の状態を里し，ローム粒子多鼠炭化粒子をごくわずかに含む褐色土が主に堆

積している。

遺物は，石棒1体と埋婆，住屠跡の全域にわたり覆土中から，主に加曽利EⅣ式の土器片が

136片出土した。石楓埋婆等が出土したことから本跡は呪術的な行事等に使用された住居跡と

考えられる。

第礪号住居跡（第30図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I5h7を中心に確認され，45号住居跡の東側4mに位置して

いる。本跡内の南東部分には，374号土塀が重複している。

平面形は長径4・02m9短径3・40mの楕円形を里し，長径方向はN－140－Eを指している。壁は

ロームで比較的明確であとら　ゆるやかに外傾して立ち上がり，壁高は10～12cmである。床面はロ

ームで締まっており平坦であるが，南から北へわずかに傾斜している。炉は中央から北寄りに位

置し，平面形は長径45cm，短径40cmの楕円形を呈し，床面を約7cm皿状に掘り込んだ地床炉であ

る。炉内には焼土粒子，炭化粒子をごくわずかに含む褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼

けた程度で軟らかく，短期間の使用であったと思われる。ピットは11か所検出され9P2ゆP3eP5e

P7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径20～25cmとやや細く，深さも21～30cmでやや浅い。

主柱穴は，配列からみてあと1か所考えられるが9374号土壌によって消滅したものと思われる。

従って，本跡より374号土壌が新しいと思われる。覆土は自然堆積の状態を示し，ローム粒子を

多量に含む褐色土が主に堆積している。

遣物は，南側部分の覆土中から縄文土器片が70片出土しただけである。

第47号住居跡（第30図．）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I5f8を中心に確認され，44号住居跡の東側10mに位置して

いる。本跡内の西側部分には，373号土壌が重複している。
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平面形は長径4079m9短径損3mの楕円形を里し，長径方向は，N…23。－Wを指している。壁

は軟弱なロームで9　ゆるやかに外醸して立ち上がっている。壁高は20～23cmである。床面は9比

較的硬く，全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは6か所検出され9　Pl・P3eP5・P6

が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は撃長径24－27cm，深さ29～46cmである。PleP4は配列か

らみて支柱穴と考えられる。覆土は，自然堆積の状態を示し褐色土が主に堆積している。

遺物は9住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が134片出土した。

第朋号竪穴遺構　し第31図、）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区I5a9を中心に確認され920号住居跡の北側2mに位置してい

る。本跡の東側には，43号住居眺　西側には24号住居軋南東側には9304号土壌が重複してい

る。

平面形は長径3・70m9短径3eOmの不整楕円形を豊し9長径方向は，N…30。…Wを指している。

壁は軟弱なロームであるが学　外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高はユ6～18cmである。床

面はロームで比較的締まりがあ生　平坦である。炉は検出されない。ピットは，9か所検出され

たが，重複部分のピットが不明確であり9　主柱穴は不明である。覆土は9　自然堆積の状態を示し

黒褐色土，褐色土が主に堆積している。

遺物は，南壁付近の覆土中から縄文土器片が47片出土しただけである。

本跡は，小規模で9　壁は軟弱であり9　主柱穴も不軌　炉も検出されず9遣物も少ないことから

居住施設としての住居跡とは異なる遺構と考え9竪穴遺構と想定した。その性格的なものは不明

である。

第49号住居跡（第31図）

本跡は，当遺跡2区北端の調査区G7d6を中心に確認され言1号住居跡の北東側12mに位置して

いる。

平面形は長径4・70m9短径4・40mのほぼ円形を呈している。壁は軟弱なロームであるが9　南壁

は比較的明確である。立ち上がりほゆるやかに外傾しており，壁高は10～16cmである。床面はロ

ームで硬くよく締まっており平坦である。炉は中央から東寄りに位置し，平面形は長径70cm9短

径45cmの楕円形を里し，床面を約15cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には，レンガ色に焼

けた焼土が堆積している。炉床は，焼けて硬いブロック状となり9　凸凹である。ピットは，11か

所検出され，P2－P5eP7の5か所が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径30～51cm，深さ32

－52cmでしっかりした柱穴である。覆土は自然堆積の状態を示し，焼土粒子を含む暗褐色土が主

に堆積している。
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遣物の出土はなかった。

第閲号住居跡（第32図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区I4goを中心に確認され，66号住居跡の北側4mに位置してい

る。本跡内の北側部分には，255号，中央部分には481号土壌が重複している。

平面形は長径4・85m9短径4諸Omのほぼ円形を呈している。壁は軟弱なロームであり，外傾し

てゆるやかに立ち上がっている。壁高は14～膵cmである。床面は比較的固く締まってお畑全体

的に平坦である。炉は中央に位置し，平面形は長径80cm，短径65cmの楕円形を呈し，床面を約30

cm掘り込んだ地床炉であるが，481号土壌の覆土上に構築したものである。従って，481号土壌

が本跡よりも古い。炉内には，中層に炭化粒子少量を含む赤褐色の焼土が充満し，上の下層には9

焼土粒子9炭化粒子を含む暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状をなし，ご

つごつしており9長期間使用したものと思われる。ピットは壁から10－30cmの位置に10か所検出

され9　P2eP5eP7。P8ePlOが主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径24～29cm，深さ36～53

cmである。覆土はローム粒子を多量に含む褐色土が主に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，炉内と炉付近の覆土中から縄文土器が280片出土した。

第別号住居跡（第32図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区捕elを中心に確認され，26号住居跡の南東側1mに位置し

ている。本跡の北側部分には942号住居跡が重複し9本跡内の南側には，475－479号土壌が重複

している。

平面形は長径4・67m，短径4・14mの楕円形を呈し，長径方向はN－150…Eを指している。壁は

軟らかなロームで，ゆるやかに外傾して立ち上がっている。壁高は14－16cmあり，南壁が比較的

低い。床面は全体的に平坦であり軟らかい。炉跡は検出されない。ピットは13か所検出され9P50

P8のPll・P13が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径34－52cm，深さ26－44cmである。覆土

は自然堆積の状態を示し，全体的に褐色土であるが，西側の上層部は炭化粒子9　焼土粒子をごく

わずかに含んでいる。また，一部に撹乱がみられる。

遺物は，主に北西壁付近の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が20片出土した。出土土器からみ

て，本跡と42号住居跡はほぼ同時期と思われるが，新旧関係は不明である。

第52号住居跡　し第33図）

本跡は，当遺跡中央部の調査区I5d8を中心に確認され，40号住居跡の南東側2mに位置してい

る。本跡の東側部分に334号9南側部分に328号，北側部分に327号土壌が重複し，さらにヲ炉の
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北東部分に射99南西部分に420号土壌が重複している。

平面形は長径5・57m9短径4・50mの不整楕円形を呈している。壁は軟らかなロームで，北壁か

ら西壁にかけて9　ゆるやかに外傾して立ち上がり9南壁から東壁にかけては，垂直ぎみに立ち上

がっている。壁高は12～1細であり9南壁がやや高い。床面はほぼ平坦で軟らかい。炉はほぼ中

央に検出され平面形は径52cmの円形を呈し9床面を釦Ocm皿状に掘り込んだ地床炉である。ピッ

トはユ3か所検出され9P3eP5eP7ePlOが主柱穴と思われる。主柱穴の規模は長径32～50cm9深さ

はユ8－27cmでやや浅い。P8eP9は9柱穴の配列と9床の張り出し具合からみて，入日施設に利用

した柱穴と思われる。覆土は自然堆積の状態を示し，暗褐色土に焼土粒子9炭化粒子がごくわず

かに含まれている。

遺物は9主に南壁から西壁付近の覆土中から加曽利Ⅳ式の土器片が159片出土した。

第53号住居跡　し第33図、）

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査酎5foを中心に確認され947号住居跡の東側3mに位置して

いる。本跡内の東側部分に射4号土壌が重複している。

平面形は長径も膵m　短径・25mの不整楕円形を里し，長径方向はN…80－Wを指している。

壁はロームブロック状で硬ら垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は14～16cmあ生南壁，東壁

がわずかに高い0床面は軟らかく9平坦である。炉は検出されない。ピットは10か所検出され，

P2のP3eP4eP6eP9が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径28～購cm，深さ17～50cmでP6ほ

掘り込みが浅い。覆土は自然堆積の状態を示し9上層に黒色も下層に炭化粒子ラ焼土粒子を含

んだ暗褐色土が堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が130片出土した。　′

第54号住居跡（、第封図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I6hlを中心に確認され，55号住居跡の西側2mに位置して

いる。本跡の西側部分には997号住屠軋141号竪穴遺構と482号土壌が重複している。

平面形は長径5やユOm9短径4も70mの不整円形を呈している。壁はロームブロック状で硬く，外

傾して立ち上がっている。壁高は西壁が20cm，他の壁はユ0～14cmでやや低い。床面の西側半分は

1射号竪穴遺構の覆土上面を踏み固めて張り床として利用しており，全体的に硬く平坦であるが9

束から西にゆるやかに傾斜している○炉は中央からやや西寄りに検出され，平面形は長径72cm，

短径66cmの楕円形を呈している○この炉は床面を約23cm椀状に掘り込んだ地床炉であるが，482号

土壌の覆土上に構築してある。従って，482号土壌より本跡の方が新しい。炉内には焼土粒子を

多量に含む暗赤褐色土が堆積している。炉床は9　わずかに焼けた程度で，使用期間は短期間であ
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ったと思われる。ピットは10か所検出され9P3eP5eP7。P8が主柱穴と考えられる。主柱穴の規

模は長径14～16cmとやや細く9深さ29～69cmでP7は特に深い。覆土は自然堆積の状態を示し，焼

土粒子，炭化粒子を含む暗褐色土が堆積している。

遣物は9住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利Em式の土器が480片出土した。

本跡は9西側部分で97号住居跡の床と9141号竪穴遺構の壁を切り，さらに，141号竪穴遺構

の覆土上を踏み固め張り床にしており9　本跡の方が新しい。

第55号住居跡（第34図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I6h3を中心に確認され，54号住居跡の東側2mに位置して

いる。本跡の北西側には，385号土壌が重複している。

平面形は長径3の50m9短径3・40mのほぼ円形を呈している。壁は硬いロームブロック状で，外

傾して立ち上がっている0壁高は南壁がユ6cm，他は10～14cmである。床面は固く締まっており全

体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは11か所検出され，Pl～P4。P6が主柱穴と考えら

れる。主柱穴の規模は長径18～26cm，深さ22～34cmである。覆土は自然堆積の状態を示し，・ロー

ムブロックを含んだ褐色土と炭化粒子，焼土粒子を含んだ暗褐色も一部にさらさらしている黒

褐色土が堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたって覆土中から縄文土器が110片出土した。

第56号住居跡（第35図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区工6ilを中心に確認され，54号住居跡の南側1mに位置して

いる。本跡の南東側に146号住居臥南西側に62号住居跡が重複し，本跡内には，炉の南東部分

に506号土壌，北西部分に507号土壌が重複している。

平面形は，長径5・38m，短径4・45mの楕円形を里し，長径方向はN－890－Eを指している。壁

は硬いロームブロック状で，垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は東壁から南壁にかけて22～28

cm9西壁から北壁にかけて16～18cmと南東側が高い。床面はロームで平坦であり，南西側にわず

かに傾斜している。炉は中央から北東寄りに位置し，平面形は長径82cm9短径70cmの楕円形を豊

し，床面を約36cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土が充満し，炉床は焼けて硬

いブロック状を呈している。ピットは11か所検出されP2◎P3躊P40P6。P8が主柱穴と考えられる。

主柱穴の規模は長径26～32cm9深さ28～37cmで同程度である。覆土は自然堆積の状態を示し，焼

土粒子，炭化粒子を含む褐色土が主に堆積している。

遺物は，北壁から西壁付近の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が838片出土した。出土土

器からみて，加曽利EⅣ式の土器片を出土している146号住居跡よりも古い。
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第錮号住居跡（第35図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I6h6を机、に確認され965号住居跡の南側約1mに位置し

ている。

平面形は長径4・13m9短径3・90mのほぼ円形を呈している。壁は全体的に硬いロームで，外傾

して立ち上がっている。壁高は嵐西壁が14cm9他は10～12cmで普南西側がわずかに高い。床面

はロームが9踏み固められ硬ら全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは12か所検出

され9P5eP6eP80P9が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径26～38cm普深さ24～46cmであ

る。覆土は自然堆積の状態を示し，上層は9焼土粒子を含む黒色土，下層は，ローム粒子を含む

褐色土である。

遺物は9北壁から東壁付近の覆土中から縄文土器片が88片9南東壁近くの覆土中から石鉄が出

土している。

第58号住居跡（第36図1

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査酎6e4を中心に確認され，51号住居跡の東側5mに位置して

いる。本跡の南西側に25号竪穴遺構が重複し9本跡内の南側部分に577号9　西側部分に5788579

号土壌が重複している。なお，本跡は25号竪穴遺構の床を切って構築しており，25号竪穴遺構よ

り本跡が新しい。

平面形は長径5・80m9短径5e43mの不整円形を呈している。壁は立ち上がり部が硬く，上部は

比較的軟らかで9垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は東壁50cm，他は38～44cmと東壁が高い。

床面は軟弱なロームで9全体的に平坦である。中央から北部には授乳の跡がある。炉は中央からや

や東寄りに位置しラ平面形は長径60cm，短径48cmの楕円形を呈し，床面を約30cm碗状に掘り込ん

だ地床炉である。炉内には炭化粒子を少量含んだ焼土が堆積している。炉床は焼けて，ブロック

状を里し硬い。ピットは9か所検出されP2～P4eP7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径

2ト31cm9深さ28～43cmである。覆土は9南東部分は自然堆積の状態を示し，炭化粒子9焼土粒

子を含む褐色も暗褐色土が堆積している。北西から北東にかけて，耕作によると思われる授乳

を受けている。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が多量に出土し，その総数は1，619片を

数える。

第鯛考住居跡（第36図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査酎6a5を中心に確認され普57号住居跡の南側8mに位置して

いる。本跡内には，829〈ノ832の835～837e846の847号土壌が9基重複している。
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第35図　第5い57号住居跡実測図



平面形は長径4・70m，短径4・60mのほぼ円形を呈している。壁は外傾して立ち上がり，壁高は

南壁18cm9他は8～14cmで9南壁が高い。床面は南側の一部にハードロームで硬い部分がみられ

るが，全体的には軟弱である。炉は検出されなかった。ピットは15か所検出され，P6。P7ePllの

P12が主柱穴と考えられる○主柱穴の規模は長径25～42cm，深さ22～舶cmである。覆土は自然堆

積の状態を示し，上層には焼土粒子の炭化粒子を少量含む黒褐色も下層にはローム粒子を多量

に含む褐色土が堆積している。

遺物は9南側部分の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が156片出土した。

第閑号佳贋跡（第37図）

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査区I6j3を中心に確認され，55号住居跡の南側2mに位置して

いる。本跡の西側部分には146号住居跡が重複し，本跡内の中央部分には494号，北側部分には

5090518号，東側部分に495e508号の5基の土壌が重複している。

平面形は長径5・Om，短径4e90mのほぼ円形を呈している。壁は外傾して垂直ぎみに立ち上が

り軟らかい。壁高は南壁18cm，北壁20cm，他は1如mで，南北壁がやや高い。床面は全体的に硬く，

中央部から南丸南西方向へなだらかに傾斜している。炉は検出されなかった。ピットは8か所

検出され，Pl～P3eP5。P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径30～33cmので，大きさが

ほぼ一定しており，深さは22～35cmである。覆土は自然堆積の状態を示し，上層には焼土粒子を

少量含む黒褐色土，下層には，ローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたって覆土中から主に称名寺式の土器片が244片出土した。重複し

ている146号住居跡からは加曽利EⅣ期の土器片が出土していることから，本跡の方が146号住

居跡より新しい。

第61号住居跡（第37図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J5a。を中心に確認され，22号住居跡の東側10mに位置して

いる。本跡の北側部分には62号住居眺南側部分に77号住居眺東側部分に205号土壌が重複し

ている。

平面形は長径4・60m，短径4・08mの不整円形を呈している。壁は外傾してゆるやかに立ち上が

りサ　ブロック状で硬い。壁高は泉　南壁が6～8cm，北，西壁が12～14cmと北西壁がやや高い。

床面はロームで硬く，平坦である。炉の南東側に厚さ約4～5cmで，約0．6mZの範囲にわたって

灰褐色の粘土が検出されたが，何に使用されたか不明である。炉は中央からやや北西寄りに位置

し，平面形は長径108cm，短径92cmの不整円形を呈し，床面を約34cm椀状に掘り込んだ地床炉で

ある。炉内には焼土粒子，炭化粒子を少量含む赤褐色土が堆積している。炉内の焼土の上部には
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軟らかい灰が残っていた○ピットは8か所検出されP2～P5が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模

は長径36－53cmと規模は大きく，深さ24－63cmで特にP3ほ深くしっかりと掘り込まれている。覆

土は自然堆積の状態を示し，焼土粒子，炭化粒子を少量含む褐色土が主に堆積している。

遣物は，住居跡の全域にわたって覆土中から縄文土器片が272片出土した。

第62号住居跡（第38図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区工5j。を中心に確認され，22号住居跡の東側10mに位置して

いる。本跡の北東側部分に56号住居跡が近接し，南側部分には61号住居帆98号竪穴遺構，東側

部分に627号土壌が重複している。

平面形は長径5・80m，短径4・70mの楕円形を呈し，長径方向はN－70－Eを指している。壁は

ロームブロック状で硬く，垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は東壁18cm，西壁14cm，南壁8cm，

北壁20cmで，東壁から北壁が高い。床面はロームで平坦であり南西方向にゆるやかに傾斜してい

る。炉は検出されない。ピットは10か所検出され壁下を等間隔で一周している。P2eP。・P5・P8・

PlOが主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径29－50cm，深さ26～57cmでP2を除いて規模が大

きい。覆土は自然堆積の状態を示し，上層は焼土粒子，炭化粒子を少量含み，下層はローム粒子

を多量に含んだ褐色土が堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたって覆土中から縄文土器片が306片出土した。

第65号住居跡（第38図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I6g5を中心に確認され，57号住居跡の北側1mに位置して

いる。本跡の北側半分には，75号住居跡，南東側には425・399号土壌が重複している。本跡と75

号住居跡との新旧関係は，75号住居跡が，本跡の床を切って構築していることから，本跡が古く

75号住屠跡が新しい。

平面形は長径4・95m，短径4・45mの不整円形を呈している。壁はロームで硬く，南壁，西壁は

外傾してゆるやかに立ち上がっている。北壁は75号住居跡に切られて不明である。壁高は16－20

cmであと）南壁がやや高い。床面は全体的に平坦で硬い。炉は検出できなかった。ピットは14か所

検出され，Pl・P4eP6eP9が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径22～30cm，深さ21～39cm

でほぼ同規模である。覆土は自然堆積の状態を示し，上層に焼土粒子，炭化粒子を多量に含む黒

褐色二L　下層には焼土粒子を少量含む褐色土が堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたって覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が248片出土した。

第66号住居跡（第39図）
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本跡は，当遺跡2区西部の調査区I4i。を中心に確認され，50号住居跡の南側4mに位置してい

る。本跡の北西側は2号溝によって炉や床面が切られている。さらに，南西側には4306580号土

壌が重複している。

平面形は長径6・Om9　短径4・30mの楕円形を里し，長径方向はN－510－Eを指している。壁は

ロームで硬く9　外傾して立ち上がっている。壁高は6～16cmあり南西壁が高い。床面は全体的に

平坦で硬い。炉は中央からやや北東寄りに位置し9平面形は長径84cm，短径64cmの楕円形を呈し，

床面を約28cm椀状に掘誹込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を多量に含んだ暗赤褐色土が堆

積している。炉床は焼けて，硬い焼土ブロック状を呈している。ピットは11か所検出され，Ple

P20P4eP5が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径28－61cm，深さ22～57cmで，特にP4ほ太

く，深いしっかりした柱穴である。主柱穴の位置からみて，P6eP7も本跡と関係ある柱穴と思わ

れる。覆土は自然堆積の状態を示し，全体的に焼土粒子，炭化粒子を含んだ暗褐色土が堆積して

いる。

遺物は言ヒ側部分の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が722片出土したがいずれも小片で

ある。

窮錮考住居跡（第39図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区J5C2を中心に確認され，73号住居跡の北西側3mに位置して

いる。本跡の中心から北西寄りに530号土壌が重複している。さらに，南西側に106号住居晩

南側に514号土壌が近接している。

平面形は長径5・20m，短径5・05mのほぼ円形を呈している。壁はロームで硬く，垂直ぎみに立

ち上がっている。壁高は東壁が10cm，西壁が16cmと西壁がやや高い。床面は平坦で硬く，中央部

から西側へゆるやかに傾斜している。炉はほぼ中央に位置し9　平面形は長径110cm，短径98cmの

楕円形を呈した大形炉である。この炉は比較的掘り込みは浅く，床面を約14cm皿状に掘り込んだ

地床炉である。炉内には上層に焼土粒子を多量に含んだにぷい赤褐色も　下層にローム粒子を多

義に含んだ赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬く凸凹している。ピットは14か所検出され，

PlをP3－P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径22－32cm，深さ20－31cmである。覆土は

自然堆積の状態を示し，上層には焼土粒子，炭化粒子を少量含む暗褐色二L　下層にはローム粒子

を多量に含む褐色土が堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が245片出土した。

第68号住居跡（第40図1

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J5C5を中心に確認され，22号住居跡の南西側約7mに位置
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している。本跡の南側部分には，142号住居跡が半分ほど重複してお男　さらに，本跡内北側部

分には，520－522号土額が3基重複している。

平面形は長径5・10m，短径4・75mの楕円形を呈し，長径方向はN－240rEを指している。壁は

ハードロームで硬く明確であり，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は28～30cmで比較的高い。

床面は軟らかいロームで，平坦である。炉は中央からやや南寄りに位置し，平面形は長径120cm，

短径94cmの楕円形を呈して大形であり，床面を約30cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には

焼土粒子を多量に含んだ暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬く，ブロック状を呈してい

る。ピットは10か所検出され，P2・P5～P7・P8が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径19～

43cm，深さは13－27cmでP5は13cmとやや浅い掘り込みである。覆土は上層にローム粒子，炭化粒

子，焼土粒子を少量含む暗褐色土，下層にロームブロックを含む褐色土が自然堆積の状態で堆積

している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が818片出土した。

第69号住居跡（第40図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J5e4を中心に確認され，73号住居跡の南東側1mに位置し

ている。本跡の中心から南西側部分に524号土填，南側部分に563号土塀が重複し，さらに北西

側を北東から南西方向に4号溝が切っている。

平面形は長径4・60m，短径4・10mの楕円形を呈し，長径方向はN－520－Wを指している。壁は

軟らかく，北壁から西壁はゆるやかに立ち上がり，東壁から南壁は，垂直ぎみに立ち上がってい

る。壁高は10－16cmであり，北壁から西壁がわずかに高い。床面は平坦で硬く，特に炉から南側

がブロック状で硬い。炉はほぼ中央に位置し，平面形は長径80cm，短径62cmの不整楕円形を呈し，

床面を16cmほど皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には，焼土粒子を多量に含んだ暗赤褐色土

が堆積している。炉床は焼けて硬い焼土ブロック状を呈している。ピットは8か所検出され，P。・

P4・P7・P8が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径22－32cm，深さ13～26cmである。Pl・P2・

P5・P6は主柱穴と規模がほとんど同じであり，支柱穴として利用されたものと思われる。また，

P5・P6は炉の南側に位置しており，2か所の中間が踏み固められて特に硬いことから，入口施設

として使用した柱穴と考えられる。覆土は自然堆積の状態を示し，褐色土が主に堆積している。

一部に撹乱がみられる。

遺物は，北壁近くの覆土中から鈍文土器片が49片出土しただけである。

第70号竪穴遺構（第111図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区工5j7を中心に確認され，45号住居跡の南東側7mに位置し
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ている。本跡の東側部分には22号住居軋北東側部分に493号土壌が重複している。

平面形は長径4040m9短径4・Omの不整円形を呈している。壁は硬いロームで，ほぼ垂直ぎみ

に立ち上がっている。壁高は56～62cmで当遺跡の中では9非常に高い方である。床面はロームで，

硬く踏み固められており，全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは中央に1か所検出

され，長径55cm，深さ95cmで太く，非常に深く掘膏込まれたしっかりした柱穴である。覆土は自

然堆積の状態を示し，焼土粒子，炭化粒子を少量含む暗褐色土が堆積している。

遣物は9　覆土の上層部から縄文土器片が134片出土した。

本跡はピットが中央に1か所しかなく，炉が検出されない。壁高が62cmと高く，床面までかな

り深い。また，床面は非常に硬いこと等から，居住施設としての住居跡とは異なる遺構と考え，

竪穴遺構と想定した。またその性格は，貯蔵用の倉庫的な働きをしていたものと考えられる。

第72号住居跡し第41図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区J4a6を中心に確認され，74号住居跡の西側2mに位置してい

る。本跡内の東側部分に523号，北側部分に532号土壌が重複している。

平面形は長径4・20m，短径4・05mのほぼ円形を呈している。壁はロームで硬く，垂直ぎみに立

ち上がっている。壁高は9　6－10cmで9　南東壁が低く，北西壁が高い。床面は平坦で硬い。炉は

中央からやや北寄りに位置し，平面形は長径75cm，短径70cmのほぼ円形を里し，床面を約30cm碗

状に掘り込んだ地床炉である。炉内にはラ上層に焼土粒子，炭化粒子を少量含んだ赤褐色土が堆

積しており，中e下層には，焼土粒子を多義に含んだ暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて

硬く，ブロック状を呈している。ピットは7か所検出され，PleP2eP40P7が主柱穴と考えられ

る。主柱穴の規模は長径27－63cmでP4が太く，深さは15－32cmで比較的浅い掘り込みである。覆

土は自然堆積の状態を示し，上層には焼土粒子，炭化粒子を含む暗褐色土が堆積し，下層には褐

色土が堆積している。

遺物は，東側部分の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が90片出土した。

第73号住居跡（第4仕京日

本跡は9　当遺跡2区西部の調査区J5d。を中心に確認され，64号住居跡の北西側1mに位置して

いる。本跡の南側には，498号土壌が重複している。

平面形は長径4・Om，短径3・50mの楕円形を里し，長径方向はN－570－Wを指している。壁は

軟らかく，南西壁はゆるやかに立ち上がり，他は垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は8～16cm

であり，南西壁が高く，他は低い。床面は平坦で，軟弱である。炉はほぼ中央に位置し，平面形

は長径90cm，短径87cmのほぼ円形を里し9床面を20cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には，

…85－
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上層に焼土粒子を少量含んだ極暗赤褐色土，中層に暗赤褐色の焼土9　下層に焼土粒子を多量に含

んだ極暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは7か所

検出され，PleP2eP4が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径27－38cm，深さ33～48cmであ

る。もう一か所の主柱穴は，498号土壌により消滅したものと考えられる。従って，本跡よりも，

498号土境は新しいものと考えられる。覆土は，自然堆積の状態を示しているが，一部に撹乱を

受けている。

遺物は9　炉の北側部分の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が150片出土した。

第74号住居跡し第42図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区王4j7を中心に確認され，72号住居跡の北東側2mに位置し

ている。本跡の南側に464。525号土壌9　南東側に526号土壌が重複している。

平面形は長径4．70m，短径4．15mの楕円形を呈し9　長径方向はN－880－Wを指している。壁は

ロ…ムで硬ら　床面からほぼ垂直に立ち上が畑　壁高は8～10cmである。西壁が高く他は低い。

床面はロームで硬く踏み固められており9　全体的に平坦である。炉はほぼ中央に位置し9　平面形

は直径65cmのほぼ円形を里し，床面を25cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には赤褐色に焼

けた焼土粒子9　焼土ブロックが充満しており9　炉床は硬いブロック状を呈している。ピットは10

か所検出され9　PlO P3e P5が主柱穴と考えられる。あと1か所は526号土壌により消滅したもの

と思われる。従って9　本跡よりも526号土壌は新しいものと考えられる。主柱穴の規模は長径22

～2如m　深さ33～39cmといずれも同程度の規模である。覆土は自然堆積の状態を示しているが9

一部に耕作によると思われる撹乱を受けている。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が51片出土した。

第75号住居跡（第38図1

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査区I6f6を中心に確認され9　58号住居跡の南東側4mに位置し

ている。本跡の南側半分には65号住居跡9　本跡内の南東部分に2850286号土壌が重複し9　さらに

北東部分には392号土壌が重複している。本跡と65号住居跡との新旧関係は9　本跡が65号住居跡

の床を切って構築してお手ら　本跡が新しい。

平面形は長径軋75m，短径4。15mの不整楕円形を里し，長径方向はN－450－Wを指している。

壁はロームで硬く9　北壁から東壁にかけては，外傾してゆるやかに立ち上がっている。南壁は65

号住居跡と重複しており不明である。壁高は18－24cmであり，北西壁が高い。床面はロームで硬

ら　全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは10か所検出されP3～P5eP8が主柱穴と考

えられる。主柱穴の規模は長径25～30cm，深さ21～39cmといずれも同規模のものである。覆土は

…87…
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自然堆積の状態を示し9　上層部はローム粒子を少量含む黒褐色士が堆積している。

遣物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が451片出土した。

第76号住居跡（第42図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J4f。を中心に確認され，91号住居跡の西側1mに位置して

いる。本跡の炉を中心として北側に568号士風東側に569号士風　南西側に570号土境が重複し

ている。

平面形は長径4・28m，短径4・Omのほぼ円形を呈している。壁はロームで硬く，ほぼ垂直に立

ち上がり，壁高は8～10cmほどである。壁溝は警　壁下を全周しており，上幅10－20cm，深さ4～

6cmである。壁柱穴は北西側の壁際に1mの間隔で2か所検出された。床面は全面にわたって踏

み固められており，凹凸状である。炉は中央部に位置し，平面形は径50cmの円形を里し，床面を

22cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には炭化粒子を微量に含んだ褐色土が堆積しており，

炉床は，焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは9か所検出され9　PleP2eP3eP4eP60

P7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径20～26cm，深さ23～50cmで，いずれも同規模のも

のである。覆土は自然堆積の状態を示しているが，一部に耕作によると思われる撹乱を受けてい

る。＿、

遺物は9　住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が128片出土した。

第77号住居跡（、第43囲う

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J5b。を中心に確認され，21号住居跡の北東側3mに位置し

ている。本跡の北側には61号住居跡が重複している。

平面形は長径5サ68m9　短径4・86mの楕円形を呈し，長径方向はN…600…Wを指している。壁は

軟らかいロームで，床面からほぼ垂直に立ち上がり，壁高は12－14cmである。床面はロームで，

中央から北側が軟弱であり，南側は踏み固められて硬く9　全体的に平坦である。炉は中央からや

や南寄りに位置し，平面形は長径82cm，短径70cmの楕円形を呈し，床面を32cm皿状に掘り込んだ

地床炉である。炉内には，焼土粒子を多量に含んだ赤褐色土が充満しており，炉床は焼けて硬い。

ピットは18か所検出され，Pl～P13は壁下に等間隔に並んでいる。主柱穴はP8eP14eP16・P18と

考えられ，長径は19～25cmと同程度の規模であるがやや細く，深さは19－38cmで，P8は浅い掘り込

みである。覆土は自然堆積の状態を示し9　全体的に褐色土が堆積している。

遺物は，南東壁付近の覆土中から縄文土器片が231片出土した。

第78号住居跡（第43図）

－89…
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本跡は，当遺跡南部の調査区J5g7を中心に確認され，132号住居跡の西側1mに位置している。

本跡は北東側で，2号溝と近接し，本跡内には炉を中心として東側に814号，北側に816号，西側

に815・817号，南東側の壁を切って818号土壌が重複している。

平面形は長径6．43m，短径6．0mの楕円形を呈し，長径方向はN－61。－Wを指している。壁は

軟らかいロームで，床面からほぼ垂直に立ち上がり，壁高は8～10cmである。床面はロームで，

全体的に軟弱であり，炉の北側部分は凹凸である。炉は中央から西寄りに位置し，平面形は長径

80cm，短径74cmの楕円形を呈している。この炉は床面を50cmほど円筒形に掘り込んであるが，上

層部には約10cmの厚さで焼土が皿状に堆積しており，中層部には焼土粒子を多量に含む暗赤褐色

土，下層部にはローム粒子を含む褐色土が堆積していることから，土壌を炉として再利用したも

のとも考えられる。ピットは23か所検出されP3・P6・P14・P2，が主柱穴と考えられる。主柱穴の

規模は長径27－46cm，深さ36－57cmで，不規則である。覆土は焼土粒子，炭化粒子を少量含んだ

褐色土が堆積しているが，耕作による撹乱を受けており堆積の状態は不明である。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から純文土器片が662片出土した。

第79号住居跡（第44図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区J4d8を中心に確認され，80号住居跡の西側3mに位置してい

る。本跡内には中央部から東側にかけて692・693・695号，北東側の壁際に694号，北西側部分に

696－698号，南側の壁を切って546・699号土埠が9基仝測図で見られるように，重複している。

平面形は長径6．45m，短径5．40mの楕円形を呈し，長径方向N－50rwを指している。壁は軟

らかいロームで，床面からほぼ垂直に立ち上が生　壁高は8－10cmである。床面はロームで，全

体的に軟らかく特に北半分は重複土壌により軟弱であるが，平坦である。炉は検出されないが，

693号土塀周辺の覆土に，焼土粒子，炭化粒子が少量含まれていることから，693号土境によ1）

炉が消滅したものと考えられる。従って本跡よりも693号土塀が新しいと考えられる。ピットは

7か所検出され，Pl・P2・P5・P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径31～35cmでほぼ同

程度の太さであるが，深さは19－39cmで，まちまちである。覆土は焼土粒子，炭化粒子を少量含

んだ褐色土が自然堆積の状態で堆積しているが，一部撹乱を受けている。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が487片出土した。

第80号住居跡（第44図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区J4d。を中心に確認され，79号住居跡の東側約3mに位置して

いる。本跡内には，北西側部分に599～602・628号，南側壁近くに603号土境が6基重複してい

る。

ー91
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平面形は長径5ず47m，短径5elOmのほぼ円形を呈している。壁は硬いロームで，床面からほぼ

垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は8～10cmで北東壁がわずかに高い。床面は全体的に

硬く平坦である。炉は検出されない。ピットは18か所検出されPl～Pllは，壁近くに等間隔で配

列しており9他はその内側に不規則に検出された。規模は太さ，深さいずれも同程度であり，主

柱穴は不明である。覆土はローム粒子を含んだ褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は亨　北側部分の覆土中から縄文土器片が120片出土した。

第81号住居跡（第45囲う

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J4h5を中心に確認され，当遺跡2区と5区の境界にある農

道から4mに位置している。本跡は，南側で88号住居跡と重複している。

平面形は長径4652m，短径4・20mのほぼ円形を呈している。壁は軟らかいロームで言ヒ壁はゆ

るやかに立ち上がり，他は垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は6～10cmで，東壁から南壁にか

けて高い。床面はロームで軟らかく，全体的に平坦であるが，炉の周辺と北側がやや硬い。炉は

中央から南西側に2基並んで検出された。炉aの平面形は，長径75cm，短径70cmのほぼ円形を呈

し，床面を15cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を多量に含んだ赤褐色土が堆

積しており督炉床は焼けて硬い。炉bの平面形は，長径72cm彗短径65cmの楕円形を里し，床面を

約25cm皿状に掘当込んだ地床炉である。炉内には炭化粒子9　焼土粒子を少巌含んだ暗褐色土が堆

積しておF），炉床は炉aに比較して軟らかい。炉床や焼土の呈などからみて，炉aの方が使用頻

度が高かったものと思われる。ピットは11か所検出され，Pl～Pl。ほいずれも壁に治って等間隔

で配列している。ピットの配列や規模からみてPl・P。eP60Pllが主柱穴と考えられ，規模は長

径22－24cmで同程度の太さであり9　深さ32－52cmでPlは深い掘り込みである。他は支柱穴と考え

られるが，その中でP8eP9ほ深さ15cmで他のピットより浅く，配列からみて入口施設の柱穴と考

えられる。覆土は上層に焼土粒子，炭化粒子を少量含んだ暗褐色二L　下層には褐色土が自然堆積

している。

遺物は，住居跡の全域にわたって覆土中から縄文土器片が82片出土した。

第85号竪穴遺構（第45図1

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J4g4を中心に確認され，81号住居跡と東側で近接している。

本跡の西側半分が道路によって切られ，調査不可能であった。

平面形は推定するところ，径約4．20mの円形を呈するものと思われる。壁は軟らかいロームで

ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は8－10cmである。床面はロームで軟らかく平坦である。炉は検出

されない。ピットは7か所検出されたが配列が不規則であり主柱穴は不明である。覆土は自然堆

一一一一　93　－－
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積の状態を示しており9　一部に撹乱を受けている。

遺物は9　北側部分の覆土中から縄文土器片が23片出土しただけである。

本跡は，壁9床ともに軟弱であり9　炉は検出されず，柱穴の配列も不規則で小規模であり，出

土遺物も少量である。従って，居住施設としての住居跡に使用したとは考えられない遺構のため，

竪穴遺構と想定した。またその性格的なものは不明である。

第86号住居跡（第46図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J4g8を中心に確認され，76号住居跡の南西側5mに位置し

ている。本跡内には学　炉の南東側に9080909号土壌が50cmほどの間隔で並び，北側壁を切って

604号土壌が重複している。

平面形は長径5．70m，短径5．50mのほぼ円形を呈している。壁は軟らかいロームで9　南壁から

東壁にかけてはほぼ垂直に立ち上がり，西壁から北壁にかけてはゆるやかに立ち上がっている。

壁高は8～10cmあり9　南壁から東壁にかけて高い。床面はロームブロック状で，中央から南西側

が特に硬く，他は軟らかで，西側に向かってやや傾斜している。炉は中央からやや西寄りに位置

している。平面形は長径86cm，短径40cmの長楕円形を里し9　床面を約26cm皿状に掘り込んだ地床

炉である。炉内には焼土粒子を含んだ暗赤褐色土が堆積しており，炉床は焼けて硬い。ピットは

Hか所検出されラ　Pl～P8ほ壁際より約80cm内側に等間隔で並んでいる。主柱穴はPlやP。eP50P7

と考えられ，規模は長径27－38cmほどで，深さは36～74cmであるが9　Plは74cmと非常に深く掘り

込んでいる。P20P4ゆP6eP8も屋根を支えるための支柱穴と考えられる。覆土はローム粒子を多

義に含む褐色土が堆積し9　上層は耕作により撹乱を受けており堆積の状態は不明である。

遺物は，東壁付近の覆土中から縄文土器片が18片出土した。

第87号住居跡（第46図）

本跡は9　当遺跡2区南西部の調査区J4i5を中心に確認され9　86号住居跡の南西側10mに位置し

ている。なお88号住居跡が北西側に重複している。

平面形は長径4e85mラ　短径4．55mの楕円形を里し，長径方向はN－20…Eを指している。壁は

軟らかいロームで，ほぼ垂直に立ち上がり9　壁高は8－10cmで，北壁がわずかに高い。床面はハ

ードロームで固く締まっており，全体的に平坦である。重複している88号住屠跡の床面より約5

cm高ら　88号住居跡が本跡の床を切って構築している。炉は検出されない。ピットは6か所検出

され，Ple P2e P4－P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径21－37cm，深さ20～36cmであ

る。覆土は耕佃こより撹乱を受けており堆積の状態は不明である。

遺物は，北東壁付近の覆土中から縄文土器片が58片出土した。
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第88号住居跡（第47図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J4h4を中心に確認され，86号住居跡の南西12mに位置し，

本跡の北東側に，81号住居跡が重複している。

平面形は長径4・42m，短径3・95mの楕円形を呈し，長径方向はN－30。－Wを指している。壁は

ブロック状で硬く，ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は16～18cmである。床面はロームブロック状で

硬く，全体的にほぼ平坦である。炉は中央からやや南西寄りに位置し，平面形は長径53cm，短径

45cmの楕円形を呈するやや小形の炉である。床面を15cm皿状に掘り込んだ地床炉で，炉内の上層

には，焼土が堆積し，下層には，焼土粒子を含んだ褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬くブ

ロック状を呈している。ピットは7か所検出され，配列からみてPl～P4・P7が主柱穴と考えられ

るO主柱穴の規模は長径28－46cm，深さ23－33cmである。P5・P6は主柱穴と同程度の規模であり，

配列からみて入口施設に利用した柱穴と考えられる，覆土の上層は黒褐色土で一部に撹乱を受け

てお生　下層はローム粒子，ローム小ブロックを含む褐色土が堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が31片出土した。

第89号住居跡（第48図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区I5g。を中心に確認され，44号住居跡の南西側3mに位置して

いる。本跡の北西側には，143号住居跡が重複している。

平面形は長径6・07m，短径5・40mの楕円形を呈し，長径方向はN－650－Wを指している。壁は

ハードロームで硬く，ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は10－12cmである。床面は硬く平坦であり

143号住居跡の床面と高低差がない。炉は検出されない。ピットは9か所検出され，Pl・P4・P6・

P8が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径32－35cm，深さ44～50cmで，ほとんど同程度であ

る。覆土はローム粒子を多量に含む褐色土が自然堆積の状態で堆積しているが，耕作により一部

拇乱を受けている。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が56片出土した。

第90号住居跡（第47図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J5doを中心に確認され，77号住居跡の南側1mに位置し，

本跡の南東側は，144号住居臥　西側は，92号住居跡と重複している。

平面形は長径7・42m，短径6・17mの不整楕円形を呈し，長径方向はN－340－Wを指している。

壁はハードロームで硬く，ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は22～30cmで，北壁から東壁にかけて高

く，他は低めである。床面はハードロームで硬く，凹凸状を呈している。炉は検出されない。ピ

ットは12か所検出され，北側に3か所，南側に4か所，直線上に並んでいる。P。・P。・P8・P12が
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主柱穴と考えられるが9　配列や規模からみてPlのP。eP5のP60P7も主柱穴の補助として使用され

たものと考えられる。主柱穴の規模は27－32cm9　深さ18～35cmである。覆土はローム粒子を多義

に含んだ褐色土が自然堆積の状態で堆積している。一部に授乳を受けている。

遣物は，住居跡の全域にわたって覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が156片出土した。出

土遺物からみて9　加曽利Em式土器片を出土している144号住居跡が本跡よりも古い。

第91号住居跡（第49図）

本跡は9　当遺跡2区南西部の調査区J5f2を中心に確認され，67号住居跡の南側5mに位置し，

本跡の南東側で4号溝と重複している。本跡内にはラ　炉の北側に826号，北東側に824e825号，

南側に827e833号土境が重複しており，さらに9　北西壁を切って6130614号，北東壁に接して

822。823の828号ラ　東壁を切って821号，南西壁に接して916号土壌がユ2基重複して検出された。

平面形は長径6e67m，短径5．60mの楕円形を里し，長径方向はN－780－Eを指している。壁は

ソフトロームで軟弱であり，垂直ぎみに立ち上がり9　壁高は10～12cmである。床面は炉の周囲が

環状に硬くなってお生　他は全体的に軟弱である。炉は中央からやや西寄りに位置し，平面形は

長径82cm9　短径50cmの不整楕円形を呈している。炉は床面を20cm皿状に掘り込み9　底部を切断し

た縄文土器を利用した土器埋設炉である。炉内には焼土粒子，炭化粒子を含んだ褐色土が堆積し

ており9　炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。土器埋設炉の北東側に接して，長径40cm9

短径28cm，深さ30cmの掘り込みがあり，灰の塊，焼土ブロックが堆積している。ピットは11か所

検出されたが，配列からみて土壌の重複により消滅した柱穴があると考えられ9　主柱穴は不明で

ある。覆土は暗褐色土9　褐色土の堆積がみられるが9　土壌の重複が著しく堆積の状態は不明であ

る。

遺物は，炉内から埋設土器が出土したが，無文の土器で胴部の一部のみであり，摩耗しており

時期判定が不可能であった。また東壁付近の覆土中から縄文土器片が118片出土した。

本跡の壁を切って重複している613e614の821号土境は本跡より新しいと考えられるがラ　他の

土壌の新旧関係については不明である。

第92号住居跡　し第49図．）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J5d9を中心に確認され，21号住居跡の南東側約1mに位置

し，本跡の東側では90号住居跡と重複し9　南西側で99号住居跡と近接している。

平面形は長径5・30m，短径4．70mの楕円形を呈し，長径方向はN－60－Wを指している。壁は

ソフトロームで軟弱であり，垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は10－16cmあり，南壁が高く，

他の壁は低い。床面はソフトロームで軟らかく全体的に平坦である。炉は検出されない。ピット
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ほ17か所検出され学P2⑳P5◎P6ePlOが主柱穴と考えられ学規模は長径24～33cm9深さ20～38cm

で、しげれも同程度の規模である○覆土は上層にローム粒子多量を含む暗褐色も下層にローム粒

子微鼠　ローム小ブロック微量を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が50片出土した。

第93号住居跡（第50図）

本跡は9当遺跡2区中央部の調査酎6a7を中心に確認され管摘号住居跡の東側糾4mに位置

し9　本跡の西側には9　649号土壌が近接している。

平面形は長径5・05m9短径4885mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロ…ムで軟弱であ畑

北西壁はゆるやかに9他は垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は　～用cmで　東壁から南壁にか

けてやや高くなっている。床面はソフトロームで軟弱であり9　ゆるい起伏がある。炉は中央から

やや西寄りに位置し学平面形は径80cmの円形を豊しラ床面を26cm椀状に掘り込んだ地床炉である。

炉内には上層にレンガ色の焼土が充満しラ下層にはラ焼土ブロックを含む赤褐色土が堆積してい

る0炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは2か所が1組で4組言十8か所検出さ

れた。規模は長径錆～凱cm　深さ凱～壷cmでザれ　同程度の規模であ畑全て主柱穴として使

用した　の　考えられる0　か所　組の桂穴は9　線と机師ほどの間隔で掘　込まれており学

建替えによるもの普　あるいは柱だけ交替するために掘られたものとも考えられるが，本跡の場合

は同時に2本の柱をl組として使用したものと思われる。覆土はローム粒子を多義に含む暗褐色

土撃褐色土の堆積がみられるが警撹乱のため堆積の状態は不明である。

遺物は撃北壁付近の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が186片出土した。

第錮号住居跡（第50図）

本跡は学　当遺跡2区中央部の調査鋸6a2を中心に確認され9飢号住居跡の東側　mに位置して

いる。本跡の北側にヱ46号住居跡が重複している。

平面形は長径5甘町短径4080mのほぼ円形を呈している。壁はハードロームで硬ら　ほぼ垂

直に立ち上がっている。壁高は温6～26cmあり9北壁が低く他は高くなっている。床面は全体的に

軟弱で凹凸があり，西から東へゆるやかに傾斜している。北側壁下に焼土を検出したが，これは

重複している接骨住居跡の炉跡と考えられる。本跡の炉は検出されない。ピットは7か所検出

され普P互のP2のP40P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径24～30cm，深さ25－37cmで同

程度の規模である。覆土は上層に焼土粒子をごくわずかに含む褐色土9下層にローム粒子を多量

に含むさらさらした褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遣物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片がl射片出土した。
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本跡と重複している146号住居跡は，主に加曽利EⅣ式の土器片が出土しており，本跡内の北

側部分に146号住居跡の炉跡と思われる焼土が検出されていることから，本跡の方が，146号住

居跡より古いものと考えられる。

第鍼号佳贋跡（第51図）

本跡は9当遺跡2区中央部の調査区J6f2を中心に確認され990号住居跡の南東側2mに位置し

ている。本跡の中央から北側部分は144の145号住居跡と重複し，さらに，南東側では123号住居

跡と近接している。

平面形は長径4092m9短径4・25mの楕円形を里し，長径方向はN－280－Wを指している。壁は

ソフトロームで軟らかく9垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は8～12cmである。床面はソフト

ロームで軟弱であり9全体的に平坦である。炉は中央部に位置し，平面形は長径106cm，短径94

cmの楕円形を呈しており9やや大形の炉で9床面を20cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内に

は焼土粒子を少量含む褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で9長期間使用された

ものとは考えられない。ピットは9か所検出され，Pl～P3。P5eP7が主柱穴と考えられる。主柱

穴の規模は長径31～51cm9深さ27～55cmである。覆土は自然堆積の状態を示し，上層はローム粒

子を多量に含む暗褐色も下層はローム小ブロックを少量含む褐色土が堆積している。

遺物は9住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が282片出土した。

本跡の北西部分の一部が9144号住居跡の炉の上にかかっており，本跡の方が144号住居跡よ

r「も新しいと思われる。1墟号住居跡との新旧関係は不明である。

第96号住居跡（第52図）

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区J6jaを中心に確認され，134号住居跡の南西側に近接した位

置にある。本跡の西側部分に135号住居跡，181号住居跡が重複している。135号住居跡が，本跡

の床を切って構築されていることから9　本跡の方が古い。

平面形は長径5・72m9短径4・78mの楕円形を呈し，長径方向はN－580－Eを指している。壁は

ハードロームで明確であり9　ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は16cmである。床面は西側半分

をユ35号住居跡に切られており9残りの東側半分はハードロームで硬く全体的に平坦である。炉

は検出されなかった。ピットは6か所検出され，Pl儲P3～P6の5か所が主柱穴と考えられる。主

柱穴の規模は長径25～35cm9深さ24～47cmである。覆土は上層にローム粒子を多量に含む暗褐色

も下層にローム粒子を多量に含む褐色土が主に堆積している。覆土の状態は，135号住居跡に

切られて不明である。

遺物は9重複している135号住居跡から出土しており9本跡からは出土しなかった。
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第97号住居跡（第52図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I6hlを中心に確認され，56号住居跡の北側1mに位置して

いる。本跡の東側部分には54号住居跡が重複し9　さらに9本跡内にすっぽり入る状態で，141号

竪穴遺構が重複している。

平面形は長径5・20m9短径4・20mの不整楕円形を里し9長径方向はN－30－Eを指している。

壁はロームブロック状で硬らほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は26～34cmあり，北壁が高い。

床面はハードロームで硬く平坦である。炉は検出されないが，北側部分の覆土中に焼土粒子が含

まれており9141号竪穴遺構により消滅したものと考えられる。ピットは6か所検出されたが，

配列からみて本跡に関係するものはP2◎P5の2か所と考えられる。他は141号竪穴遺構により消

滅したものと考えられ，主柱穴は不明である。覆土は焼土粒子，炭化粒子を少量含んだ暗褐色土

が，自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9着棒片と北側の重複していない部分を中心に覆土中から縄文土器片が418片出土した。

本跡は9重複している141号竪穴遺構によって，柱穴，炉等が消滅していることからみて，本

跡よりも141号竪穴遺構の方が新しい。さらに，54号住居跡は9141号竪穴遺構よりも新しいこ

とから9　本跡が一番古いと思われる。

第鍼号竪究遺構（第n図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J5a。を中心に確認され，77号住居跡の北側約3mに位置し

ている。本跡は南側で61号住居跡と重複し，さらに，62号住居跡の南側部分にすっぽりと入って

いる。

平面形は長径3・34m9短径3・Omのほぼ円形を呈している。壁はハードロームで硬く，ほぼ垂

直に立ち上がっている。壁高は北壁が，62号住居跡の床面まで54cm，南壁が遺構確認面まで74cm

あり，非常に高い。床面はハードロームで硬く，全体的に平坦である。柱穴は中央に1か所検出

され，長径31cm，深さ98cmで掘り込みは非常に深い。柱穴の東，西側に貯蔵穴と思われる掘り込

みP2eP3を検出した。P2は長径94cm9短径80cm9深さ94cm，西側のP3ほ長径88cm，短径80cm，深

さ75cmでいずれも円筒形を呈している。覆土は自然堆積の状態を示し，焼土粒子，炭化粒子を少

量含み，締まりのない暗褐色土が堆積している。

遺物は9北側部分の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が52片出土した。

本跡は9柱穴が中央に1か所しかなく9炉が検出されない。壁高は74cmと高く床面までかなり

深い9床面は非常に硬いこと等から，居住施設としての住居跡とは異なる遺構と考え，竪穴遺構

と想定した。またその性格は，貯蔵用の倉庫的な働きをしていたものと考えられる。
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第錮号住居跡（第53図）

本跡は9当遺跡2区中央部の調査酎5e8を中心に確認され学は9号住居跡の東側1m921号住

居跡の南側1mに位置している。さらに，東側で92号住居跡に近接している。本跡内の北西部分

には572号9中央部に845号9南側部に776号土壌が重複している。

平面形は9長径6・20m9短径4・70mの長楕円形を里し9長径方向はN－380－Wを指している。

壁はソフトロームで軟弱であ畑垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は12～15cmでありサ南東壁

が高くなっている。床面はソフトロームで軟らかく9平坦である。炉は検出されないが，本跡の

覆土中に焼土粒子9炭化粒子が含まれていることから9本跡の中央部に所在する長径110cm，短

径84cmの845号土壌によって消滅したものと考えられる。従って9本跡より845号土壌が新しいと

思われる。ピットは16か所検出され9P5・P7eP9・P13が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は

長径26～39cm9深さは23～50cmでP7は深い掘り込みである○覆土は自然堆積の状態を示し，ロー

ム粒子を多量に含む褐色土が主に堆積している。

遺物は9北東壁付近の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が259片出土した。

第摘草健贋跡（第53図）

本跡は9当遺跡2区西部の調査区I5e3を中心に確認され，44号住居跡の西側5mに位置してい

る。本跡は9南東側で143号住居跡と重複し9さらに北西側で248号士風南側で25増土壌と重

複している。

平面形は長径5良m9短径4・53mの楕円形を里し9長径方向はN…70－Eを指している。壁は

ハードロームで硬く，ほぼ垂直に立ち上がり9壁高は14～16cmである。床面は硬く平坦であり

143号住居跡の床面と高低差がない。炉は中央からやや北寄りに位置し，平面形は長径92cm，短

径80cmの楕円形を里し，床面を25cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内の上層には，焼土粒子

を少量含むにぷい赤褐色も下層には，焼土粒子をごくわずかに含む褐色土が堆積している。炉

床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは8か所検出され，PleP2eP5～P7が主柱穴と

考えられる。主柱穴の規模は長径28～35cm9深さ37～47cmで同程度の規模である。覆土は焼土粒

子9炭化粒子をごくわずかに含んでいるが9耕作による撹乱のため，堆積の状態は不明である。

遣物は9北東側部分の覆土中から縄文土器片が50片出土した。

第柑号健屠跡（第54図）

本跡は9当遺跡2区南西部の調査区J5h2を中心に確認され，91号住居跡の南側2mに位置して

いる。本跡は9南東側で111号竪穴遺乳南側で725号土壌，本跡内の西側部で726号土壌と重複

している。さらに言ヒ西側で4号溝と近接している。
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平面形は長径5630mタ　短径4セ85mの楕閏形を呈してお当㌦長嶺り狛句は頂上つば㌧∵紺を指している。

壁はソフト甘ニム甘酢弱であり暫　ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高はユ～蟻cmで　南壁から酋

壁にかけて高い。床面は中央から南東部分は普硬く締まっているが9　北側部分は9　比較的軟らか

く9　全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは9か所検出され9　Pl～P7ほ壁から20～30

cmの等間隔で配列されており9　いずれも柱穴として使用されたものと考えられる。摘藩は725

号土壌により消滅したものと思われる。柱穴の規模は長径24～52cm，深さ25～52cmである。覆土

は上層に焼土粒子学　炭化粒子をごくわずかに含む褐色土9　下層に炭化粒子をごくわずかに含む褐

色土が自然堆積の状態で堆積している。一部に耕作による撹乱がある。

遺物は9　住居跡の金城にわたり覆土中から主に加曽利E描式の土器片が95片出土した。

本跡の床面と南東側で重複している1m号竪穴遺構の床面との高低差ほほ　んどなら　わずか

に本跡の方が低い。従って9　本跡の方がⅢ号竪穴遺構よ　新しい　思われる。

第用2号住居跡（第54図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区路1を中心に確認され撃　H1号住居跡の南西側1mに位置

している。本跡の北側は摘号住居跡　近接してお鶴　さらに9　本跡内中央部からやや北寄机こ

盤号　北東側に花号　南側に撒号土壌が重複している。

平面形は長径5053m学　短径5。25mのほぼ円形を呈している。壁はソフ　ロームで軟弱であをら

ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は1～蟻cmで　南壁が高ら　他は低い。床面はソフトローム

で軟らから　全体的に平坦である。炉は検出されなし㌔　ピットはユ6か所検出され9　配列と規模か

らみてP2ゆP48P7のPlOが主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径24～33cmラ　深さ25～40cmで

しっかりした掘り込みである。凍土はローム粒子を多量に含む褐色土が自然堆積の状態で堆積し

ているが9　部分的に耕作によって撹乱を受けている。

遺物は9　住居跡の全域にわたり穫ま華から主に称名寺式の土器片がH片出土した。

第用3号住居跡（：第55図）

本跡は9　当遺跡2区南西部の調査区K4箆。を中心に確認され苧　ま掴号住居跡の東側2mに位置し

ている。本跡は　南側で1拍号住居跡ラ　さらに本跡内の中央部に閥号　その北側に閥号，さら

に北壁に接して925号土壌が重複している。

平面形は長径e鮮m　短径o mの不整楕円形を呈している。壁はソフトロームで軟らから

北壁はゆるやかに暫　他はほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は摘～蟻cmである。床面は軟らから

ゆるやかに起伏している。炉は検出されない。ピットはユ3か所検出され9PleP2のP5eP7が主柱

穴と考えられる。主柱穴の規模は長径20～29cm9　深さ20～36cmである。覆土は上層にロ…ム粒子

－111－－－



S1103

③

Sl104

－112－

第55図　第103・104号住居跡実測図

∈

l乃

O

N

＜；

＜

潤
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　言　　－」



を多量に含む暗褐色も下層にローム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が425片出土した。出土

遺物からみて9加曽利Em式の土器が出土しているは3号住居跡よりも本跡の方が新しい。

第104号住居跡（第55図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区K4a9を中心に確認され，103号住居跡の西側約2mに位置

している。本跡は，南側で105号住居駄　本跡内の中央からやや南寄りに961号土壌と重複してい

る。

平面形は9長径4e30m9短径3．95mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟らかく，

ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は18～20cmである。床面は軟らかく，全体的に平坦である。

炉は検出されない。ピットは6か所検出され，いずれも等間隔に並んでおり9　本跡の柱穴と考え

られる。柱穴の規模は長径21～25cm，深さ27～34cmとほとんど同規模である。覆土は上層にロー

ム粒子多鼠　炭化粒子少量を含む暗褐色も　下層にローム粒子9　炭化粒子をわずかに含む褐色土

が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が10ユ片出土した。

第105号住居跡（第56図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区K4b9を中心に確認され9108号住居跡の東側4mに位置し

ている。本跡は，北側で104号住居臥東側の壁を切って745土壌と重複している。

平面形は長径5・20m9　短径4・67mの楕円形を里し，長径方向はN－230－Eを指している。壁は

軟らかく不明確の部分が多い。ほぼ垂直に立ち上がっており，壁高は12～15cmで，北壁から東壁

にかけて高く，他は低い。床面は軟弱であり，全体的に平坦である。炉は中央からやや西寄りに

位置し，平面形は長径106cm，短径44cmの長楕円形を呈し，床面を20cmほど皿状に掘り込み，さ

らに炉内の北側部分を約20cm掘り込んだ地床炉である。炉内には炭化粒子9　焼土粒子を少量含む

暗褐色土が堆積している。炉床は他の住居跡の炉に比較して軟らかい。ピットは7か所検出され，

配列からみてPleP3◎P4e P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径23－34cm，深さは26－

62cmでP4は特に深い掘り込みである。覆土は上層にローム粒子多邑　炭化粒子をわずかに含む暗

褐色も　下層にローム粒子多量を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が95片出土した。

第106号住居跡（第56図）

本跡は9　当遺跡2区西部の調査区J5dlを中心に確認され967号住居跡の南西側に近接している。
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本跡は，西側で80号住居凱　北西側で5飢号土壌が壁を切って重複している。

平面形は長径5さOm言断割は5mの楕円形を里し，長径方向はN…780－Eを指している。壁は

ロームブロック状で硬く，南西側が垂直ぎみに，他はゆるやかに立ち上がっている。壁高は6～

20cmで9　南西壁が高く他は低い。床面はロームで，、ロームブロックが混入しており全体的に硬く

平坦である。炉は検出されなかった。ピットは9か所検出され，配列からみてPlOP3eP5eP70

P8が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径31～38cm，深さ29～45cmで9　規模は同程度である。

覆土は褐色士が主に堆積しているが耕作によると思われる撹乱部分が多ら　堆積の状態は不明で

ある。

遺物は苧　東壁付近の覆土中から縄文土器片が32片出土した。

第用7号住居跡　し．．第57図）

本跡は　当遺跡　区南西部の調査区K肋8を中心に確認され，104号住居跡の西側2mに位置し

ている。本跡は，南西側で108号住居跡9　本跡内の中央部に773号9　その東側に7720771号土壌が

重複し，771号土壌は本跡の壁を切っている。

平面形は長径4・85m9　短径4．23mの楕円形を里し讐　長径方向は酢」が－Eを指している。壁は

ソフトロ…ムで軟らから　東壁はゆるやかに9　他は垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は10～12

cmである。床面はソフトロームで軟弱であるがラ　全体的に平坦である。炉は検出されない。ピッ

トは5か所検出され，PleP2eP5が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径28～33cm9　深さ26

～42cmでほぼ同程度の掘り込みである。他にもう1か所の柱穴が考えられるが，配列からみて

772号土壌によ男宵滅したものと思われる。覆土は上層に焼士粒子をごくわずかに含む暗褐色土予

下層にローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。堆積の状態は，耕作によると思われる撹

乱のため不明である。

遺物は9　東側部分の覆土中から縄文土器片が26片出土した。

第108号住居跡（第57図）

本跡は誓　当遺跡2区南西部の調査区K4b7を中心に確認され，用号住屠跡の西側4mに位置し

ている。本跡は，北東側に107号住居跡，本跡内の北側に7408744号普　東側に7590760の763号，

南西側に762号9　中央部に764号ラ　その東寄りに765号，さらに南寄りに761号土壌が重複してい

る。

平面形は長径5．60m9　短径4．90mの楕円形を里し9　長径方向はN」00…Wを指している。壁は

ソフトロームで軟らから　ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は14～ユ5cmである。床面はソフトローム

で軟らかく9　全体的に平坦である。炉はほぼ中央に位置し，平面形は長径112cm，短径90cmの楕
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円形を呈しており9　やや大形である。この炉は床面を16cm皿状に掘り込んだ地床炉であり9　炉の

北東部半分を764号土壌が切っている。炉内には焼土粒子を少量含む赤褐色土が堆積し，炉床は

焼けて，硬いブロック状となり凹凸がある。ピットは3か所検出され，規模は長径34～48cm，深

さ30～39cmでいずれも同程度の規模である。何か所かの柱穴は，重複している759e762・763号

土壌によって消滅したものと思われる。3か所の検出された柱穴は，すべて主柱穴と考えられる。

覆土は上層に焼土粒子をわずかに含む暗褐色土，下層にローム粒子を多量に含む褐色土が堆積し

ている。耕作による撹乱があり，堆積の状態は不明である。

遺物は，北西壁付近の覆土中から縄文土器片が135片出土した。

重複している764号土壌は本跡の炉を切っており，さらに759e7620763号土壌は本跡の柱穴を

消滅させたものと考えられるので，これらの土壌は本跡よりも新しいと考えられる。

第109号住居跡（第58図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区K4C8を中心に確認され，108号住居跡の南側1mに位置し

ている。本跡内には，炉を中心にして，東側に945号，北東側に946号，北西側に949号，西側に

948号，南西側に947号土壌の5基が重複している。

平面形は長径4．0m，短径3．72mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟らかく，ほ

ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は14～16cmである。床面はソフトロームで軟らかく平坦である。

炉はほぼ中央に位置し，平面形は長径106cm，短径46cmの不整長楕円形を呈し，床面を36cm椀状

に掘り込んだ地床炉である。炉内には炭化粒子，焼土粒子が少量含まれているだけで，炉床も比

較的軟らかく長期間使用したものとは考えられない。ピットは13か所検出されたが配置が不規則

である。主柱穴は明確でないが，配列と規模からみてP66P8eP9の3か所と思われる。規模は長

径25～27cm，深さ31～46cmでいずれも同程度である。他にもう1か所の主柱穴が考えられるが，

配列からみて945号土壌によって消滅したものと思われる。覆土は上層に暗褐色土，下層にロー

ムブロックを少量含む暗褐色土が，自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，北壁から西壁付近の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が312片出土した。

重複している945号土壌は本跡の柱穴を消滅させたものと考えられ，また，946号土壌は，覆土

の状態からみて本跡よりも新しいと考えられる。

第110号住居跡（第59図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J5j2を中心に確認され，111号住居跡の南側2mに位置し

ている。本跡は，南側に118号住居跡，南東側に112号住居跡，本跡内の中央部からやや北寄り

に932号，南西側に753号，西壁を切って752号，北側に933e975号土壌が重複している。
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平面形は長径5．55m，短径5．14mの楕円形を呈し，長径方向はN－420－Eを指している。壁は

ハードロームで硬く，垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は16～20cmである。床面はハードロー

ムで硬く，全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは15か所検出され，P5。P70Pl。～Pl。

が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径23～27cm，深さ23～43cmであり，いずれも同程度の

規模でしっかりしている。Pl～P9は壁に沿って，主柱穴を囲むように配列されており，屋根を支

えるのに使用した柱穴と考えられる。覆土は上層にローム粒子多量，焼土粒子をわずかに含む暗

褐色土，下層にローム粒子を多量に含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器が362片出土した。

本跡は，PlOが933号土境内に，P14が753号土境内に掘り込まれていることから，933。753号土

壌よりも本跡が新しいと考えられる。

第m号攣究遺構（第58図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J5h。を中心に確認され，110号住居跡の北側2mに位置し

ている。本跡は，北東側に101号住居跡，本跡内の中央部に724号，北東側に723号，南側に966

号，南西側の壁際に748・749号土壌が重複している。

平面形は長径6．0m，短径5．53mの楕円形を里し9　長径方向はN－430－Eを指している。壁は

ソフトロームで軟らかく，垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は14～15cmである。床面はソフト

ロームで軟らかく平坦である。炉は検出されない。ピットは15か所検出され，Pl～P8ほ壁際に等

間隔で配列されており，P12－P15は本跡を二分するような状態で，北東から南西に一直線上に配

列されている。柱穴の規模は長径21～33cm，深さ29－48cmでいずれも同程度である。主柱穴は配

列や規模からみて，P2e P。e P6e P8の4か所と考えられる。覆土は褐色土，暗褐色土が主に堆積

しているが，土壌によって撹乱を受けており堆積の状態は不明である。

遺物は，中央部分の覆土中から縄文土器片が118片出土した。

本跡の床面と北東側で重複している101号住居跡の床面との高低差はほとんどなく，わずかに

本跡の方が高い。従って本跡の方が101号住居跡より古いと思われる。

本跡は，壁，床面ともに軟弱であり，炉も検出されない，柱穴の配列も住居跡とは異っている

こと等から，居住施設としての住居跡とは異なる遺構と考え，竪穴遺構と想定した。性格的なも

のは不明である。

第112号住居跡（第60図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区K5a3を中心に確認され，111号竪穴遺構の南側4mに位置

している。本跡は，西側に110・118号住居跡，南側に1226。1229号土壌と重複している。
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平面形は長径5・55m9短径5・20mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟らかく，南

東壁がゆるやかに立ち上がり，他は垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は20～26cmあ生東壁か

ら南東壁にかけて高く9他は低めである○床面はソフトロームで軟らかく平坦である。炉は検出

されない。ピットは9か所検出され，等間隔で壁に沿って配列されている。PleP3・P5eP7が主

柱穴と考えられ，規模は長径23～28cm9深さ22～49cmである。覆土は自然堆積の状態を示し，上

層にローム粒子多鼠炭化粒子をわずかに含む暗褐色も下層にローム粒子を多量に含む褐色土

が堆積しているが，一部耕作による撹乱を受けている。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が256片出土した。110・

118号住居跡からも加曽利EⅣ式の土器片が出土しておりほぼ同時期のものと思われるが，本跡

の床面は，西側部分を110。118号住居跡の床によって切られており，約8cm高くなっていること

から，本跡の方が古いと思われる。

第m　号住居跡（第60図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区K5blを中心に確認され，114号住居跡の北側1mに位置し

ている。本跡は，北側に103号住居眺本跡内の南側に746号，北側に754号，西壁に接して919

号土壌と重複している。

平面形は長径5・50m9短径4・60mの楕円形を呈し，長径方向はN－580－Eを指している。壁は

ソフトロームで軟らかく，北壁がゆるやかに立ち上がり，他は垂直ぎみに立ち上がっている。壁

高は14～18cmで，北壁が低く，他の壁は高い。床面はソフトロームで軟らかく平坦である。炉は

検出されない。ピットは12か所検出され，Pl～P8は壁に沿って配列している。配列からみてPle

P4eP6・P8が主柱穴と考えられ，規模は21～35cm，深さ27～43cmである。覆土は主に褐色土が，

自然堆積の状態で堆積しているが，一部重複している土壌によって撹乱を受けている。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EIII式の土器片が253片出土した。出土

遣物からみて9加曽利EⅣ式の土器片が出土している103号住居跡よりも本跡の方が古い。

第114号住居跡（第61図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区K4coを中心に確認され，109号住居跡の東側5mに位置し

ている。本跡は南東側で117号住居軌　本跡内中央部で997号土壌と重複している。

平面形は長径5・30m9短径5・05mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟弱であり，

北壁から西壁にかけてゆるやかに，他は垂直に立ち上がっている。壁高は24～27cmである。床面

はロームブロック状で小さな凹凸がみられ，部分的にごつごつしている。炉は中央から北東寄り

に大きい炉a9南東寄りに小さい炉bが検出された○炉aは長径90cm，短径80cmの不定形を呈し，
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床面を約摘cm皿状に掘　込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子9　炭化粒子を多量に含んだ暗赤

褐色土が堆積している。炉内には深さ5～10cmのくぼみが8か所あり凹凸の状態である。炉bほ

長径65cm9　短径45cmの長楕円形を豊し9　床面をわずかに6cmほど皿状に掘り込んだ地床炉である。

炉内には焼土粒子9　焼土ブロックを含む暗褐色土が堆積しており9　炉床は焼けて硬いブロック状

を呈している。ピットは10か所検出され9Pl～P9ほ壁に治って並んでいる。配列と規模からみて

Pl・P4・P6・P8が主柱穴と考えられる。規模は長径23－40cm，深さ31～66cmでPlは特に深い掘り

込みである。覆土は自然堆積の状態を示し苧　焼土粒子ラ　炭化粒子を少量含む暗褐色土が童に堆積

している。

遺物は学　童に南側の覆土中から縄文土器片が698片出土した。

第115号住居跡　し第61図）

本跡は9　当遺跡2区南西部の調査区K4e4を中心に確認され91摘号住屠跡の西側2mに位置し

ている。本跡の北東から南西方向にかけて4号溝が重複し　本跡の西側には閥号　北側の壁に

接して934号土壌が重複している。本跡の南側部分は農道の下に延びてお畑　その部分は調査不

可能であった。

平面形は径軋購mの円形を里していると推定される。壁はロームで軟らかく不明確でありラ　ほ

ぼ垂直に立ら上がっている。壁高は22－24川てある。、床面は部分的にハ一つヾ、ロームがごつごつし

ているが9　全体的には平坦である。炉は検出されない。ピットは20か所検出されたが9　配列はば

らばらであり，土柱穴は不明である。覆土は自然堆積で，締まりのある褐色土が圭に堆積してい

るが普　部分的に耕作によると考えられる撹乱を受けている。

遣物は9　主に中央部から東側にかけて覆土中から縄文土器片が184片出土した。

第116号住居跡（第62図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K5e。を中心に確認され9157号住屠跡の南側5mに位置して

いる。本跡の北榔二は9124号住居跡が重複し9　南側の一部が農道の下に延びている。今回の調

査では，農道の下の部分は調査できなかった。二

平面形は長径4．70m9　短径4．07mの楕円形を豊し学　長径方向はN…680…Wを指している。壁は

ロームで軟らから　ゆるやかに立ち上がっている。壁高は6～7cmで低い。床面はロームで軟ら

かく平坦である。炉は中央から東寄りに位置し普　平面形は長径64cm普　短径54cmの楕円形を里し9

床面を13cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子夕　炭化粒子をわずかに含む赤褐色

土が堆積しており，炉床は焼けて硬ら　凹凸状である。ピットは10か所検出されたが9　配置がば

らばらであり9　主柱穴は不明である。若二王はローム粒子を多量に含んでいる暗褐色土が人為的に
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埋め戻された状態で堆積している。

遣物は9　中央部の覆土中から縄文土器片が100片出土した。

本跡の炉が，124号住居跡の南側部分の床面上に構築され残っていることから，124号住居跡よ

りも本跡の方が新しい。

第117号住居跡（第63図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K5dlを中心に確認され，124号住居跡の西側3mに位置して

いる。本跡の北西側で114号住居跡に接し，本跡内中央部に977号土壌が重複している。

平面形は長径5・37m，短径4．34mの楕円形を呈し，長径方向はN－120－Wを指している。壁は

ロームで軟らかく，北壁はほぼ垂直に立ち上がってお㌢ら　他の壁はゆるやかに立ち上がっている。

壁高は16－28cmで，南壁は低く，他の壁は高い。床面はロームで軟らかく9　全体的に平坦である

が，南から北へゆるやかに傾斜しており，高低差は約10cmもある。炉は検出されない。ピットは10

か所検出され，P2。P4。P5eP7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径21－23cm，深さ21－

32cmでいずれも同程度の規模である。覆土は自然堆積の状態を示し言ローム粒子を多量，焼土粒

子をわずかに，炭化粒子を少量含む褐色土が主に堆積している。

遺物は，主に中央から北側にかけて覆土中から縄文土器片が190片出土した。

第118号住居跡（第59図、）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区K5a2を中心に確認され，103号住居跡の東側3mに位置し

ている。本跡は北側でnO号，東側で112号住居跡と重複している。

平面形は長径5・90m，短径5・30mの楕円形を呈し，長径方向はN－860－Wを指している。壁は

ハードロームで硬く，垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は20－25cmである。床面はハードローー

ムで硬く，全体的に平坦である。本跡と110号住居跡との床面の高低差はないが，112号住居跡の

床面より約8cm低い。炉は検出されない。ピットは9か所検出され，PleP3～P6が主柱穴と考え

られる。主柱穴の規模は長径20－31cm，深さ25－57cmでP5は特に深い掘り込みである。覆土はロ

ーム粒子を多量に含む褐色土が，自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，南側の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が491片出土した。110弓12号住居跡か

らも加曽利EⅣ式の土器片が出土してお生　ほぼ同時期の住居跡と思われるが，本跡の床面が，

112号住居跡の床面を切っており約8cm低くなっていることから，本跡の方が新しいと思われる。

第119号住居跡（第63図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J5d7を中心に確認され，21号住居跡の南西側1mに位置し
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第63図　第1170119号住居跡実測図
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ている。本跡内のほぼ中央部に850号，南東側に964号，西側に965号，北側の壁を切って457号土

境が重複している。

平面形は長径5・65m，短径4．50mの不整楕円形を呈し，長径方向はN－280－Eを指している。

壁はロームブロック状で硬く，ゆるやかに立ち上がっている。壁高は14－16cmである。床面はロ

ームで硬く，ゆるい起伏がある。炉は検出されない。ピットは7か所検出されたが，配列が不規

則であり主柱穴は不明である。規模は長径24－30cm，深さ23～45cmである。覆土は上層に焼土粒

子，炭化粒子を含む暗褐色二L　下層にローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。

遣物は，中央部からやや南寄りの覆土中から縄文土器片が4片出土しただけである。

第120号住居跡（第64図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6jlを中心に確認され，121号住居跡の南側1mに位置して

いる。本跡内には南西壁に接して1022号，北壁を切って1023号土構が重複している。

平面形は長径3．95m，短径3．57mの不整円形を呈している。壁はハードロームで硬くしっかり

している。北西壁はゆるやかに立ち上がrら　他は垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は26－28cm

で高い方である。床面はロームで硬く締まりがあり，全体的に平坦である。炉は検出されない。

ピットは4か所検出されたが，配列からみてあと1か所は1，022号土壌により消滅したものと考

えられる。主柱穴はPl～P4で，規模は長径24－29cm，深さは21～50cmでP4は深い掘り込みである。

覆土は自然堆積の状態を示し主に褐色土が堆積しているが，上層部は耕作によると思われる撹乱

を受けている。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が397片出土した。

第121号住居跡（第64図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6i2を中心に確認され，南側に120号住居跡，北側に140号住

居跡が近摸している。本跡内の南東部には，1040号土壌が重複している。

平面形は長径5・70m，短径4．71mの楕円形を呈し，長径方向はN－900を指している。壁はハー

ドロームで硬く，しっかりしている。南東壁はゆるやかに立ち上がり，他の壁はいずれもほぼ垂

直に立ち上がっている。壁高は34－40cmで，北壁が低く，他の壁は高い。床面はハードロームで

固く締ま生　全体的に平坦である。炉はほぼ中央に位置し，平面形は長径80cm，短径72cmの楕円

形を里し，床面を約40cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉である。炉内には上層に焼土粒子，炭化粒

子を含んだ暗褐色土，下層に焼けて硬化した赤褐色の焼土ブロックが多量に堆積している。炉床

は焼けて硬化しておrら　長期間使用したものと思われる。ピットは10か所検出され，P2・P。・P6・

P8が主柱穴と思われる。主柱穴の規模は長径24－31cm，短径27～39cmである。覆土は自然堆積の
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状態を示し9　上層に焼土粒子少鼠　炭化粒子少量を含む暗褐色土9　中層に炭化粒子をわずかに含

む暗褐色土9　下層にローム粒子を多義に含む暗褐色土が堆積している。北西壁近くには耕作によ

って受けたと思われる溝状の撹乱の跡がある。

遣物はラ　覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が867片出土したがいずれも小片である。

第122号住居跡　し第65図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J5f9を中心に確認され，99号住居跡の南東側1mに位置して

いる。本跡の南西側にユ99号住居跡が重複し，本跡内には，中央部からやや東側に970の971号9

北西側に972号督　南西壁に接して973号撃　南東壁を切って974号土壌が重複している。

平面形は長径5．07m普　短径4。90mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟らから　北

壁はほぼ垂直に立ち上が畑　南壁はゆるやかに立ち上がっている。壁高は22～24cmである。床面

は部分的にハードローム状で硬く9　全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは8か所検

出されたが9　この他に重複している970号土壌により消滅したピットもあると思われる。主柱穴

はPlのP30PSで9規模は長径2～凱cm　深さ38～52cmでP3ほ深い掘り込みである。覆土は上層に

褐色土管　下層にロームブロックを含む明褐色土が主に堆積している。

遺物は9　南東壁付近の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が289片出土した。

第123号住居跡　し第65図1

本跡は督　当遺跡2区中央部の調査区J6f3を中心に確認され争　拍0号住居跡の北側約4mに位置

している。本跡内の東側には壁に接して676号ラ　南西側には壁に接して1009号土壌が重複して

いる。

平面形は4．90m9　短径4。45mの楕円形を里し，長径方向はN…720－Eを指している。壁はソフ

トロームで軟らから　垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は18－ユ9cmである。床面はロームにロ

ームブロックが混入してごつごつしている。東から西側に向かってゆるやかに傾斜している。炉

は検出されない＿，「ヒ∴！トは16か所検出され，PrP。・I：）7・Pボ・Pl。・Pl。・P15・P，6は壁に汀主了：配

列しているがラ　他は不規則である。主柱穴は配列と規模からみてPlのP4e P8のPl。O P15でヲ　規模

は長径25～33cm，深さ27～42cmである。覆土は上層に炭化粒子少鼠　焼土粒子をわずかに含む褐

色土，下層にローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。

遺物は，主に北側の覆土中から縄文土器片が197片出土した。

第124号住居跡　し第62図1

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K5d。を中心に確認され，ユ57号住居跡の南側約1mに位置し

－131－
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ている。本跡の南側には116号住居跡，本跡内には，中央部に1013号，南側に1012号，西側に

10摘号管　東側に1015elO20号9　北東側に1019号，北側に10160m7elO18号土壌の9基が重複し

ている。

平面形は長径6・50m9　短径6．30mのほぼ円形を呈している。壁はロームで軟らかいが，一部ブ

ロック状の硬い部分がある。北壁から西壁にかけては垂直ぎみに立ち上がり，他はゆるやかに立

ち上がっている。壁高は12～14cmである。床面はロームで軟らかく重複部分を除いて平坦である。

炉は中央から約50cm南寄男こ位置し9　鉦は3号土壌の自然堆積した覆土上に炉を構築したものと

考えられる。従って9　本跡の方が，1013号土壌より新しい。平面形は長径40cm9短径30cmの楕

円形を呈している。炉内には9　焼土粒子を含む暗赤褐色土が堆積しており，炉床は土壌の覆土を

使用したため他の住居跡の炉に比較して軟らかい。ピットは10か所検出され，Pl。P4eP5eP9が

主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径44～58cm，深さは40－52cmで，かなり大規模でしっか

りした柱穴である。覆土は自然堆積の状態を示し，上層に暗褐色土，下層に褐色土が主に堆積し

ており，一部耕作による撹乱を受けている。

遺物は，北から東側部分の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が451片出土した。

重複しているH6号住居跡の炉が本跡の南側床面上に検出されていることから本跡の方が116号

住屠跡よりも古いと思われる。

第125号住居跡（第66図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K5C6を中心に確認され，ユ24号住居跡の北東側5mに位置し

ている。本跡内にはラ　炉を中心にして南側に988号；東側に984号，北東側に985号言ヒ側に987e

lOO3号，さらに9　北壁を切って986号，南西壁を切って989号，南東壁を切って990号土境が重複

している。

平面形は長径5・90m，短径5．60mのほぼ円形を呈している。壁はロームブロック状で硬く，

部に不明確を部分がある。立ち上がりほ全体的にゆるやかであり，壁高は12－14cmである。床面

はロームで軟らかく重複部分を除いては9平坦である。炉は中央に位置し，平面形は長径136cm，

短径124cmの楕円形を呈しているかなり大形の炉であり，床面を38cmほど碗状に掘り込んだ地床

炉である。炉内には9　焼土粒子を含む暗褐色土が堆積している。炉床は軟らかく，大きいわりに

は，使用期間は短期間であったと思われる。ピットは10か所検出され，Pl～P9ほ壁から10－20cm

の位置に壁に治って配列している。主、柱穴はPleP。eP5eP7と考えられ，規模は長径27～43cm，

深さ20－6如mとまちまちであるがP7は特に深い掘i）込みである。覆土はローム粒子，焼土粒子，

炭化粒子を含む褐色土が主に堆積しているが9　土壌による撹乱が激しく，堆積の状態は不明であ

る。
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遺物は9　住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器が219片出土した。

重複している986e989の990号土壌がそれぞれ本跡の壁を切っていることから，これらの土壌

よりも本跡の方が古いと考えられる。

第126号住居跡　し第（沌「射

本跡は普　当遺跡2区中央部の調査区J6f6を中心に確認され9123号住居跡の東側8mに位置し

ている。本跡の南側に138号住居跡が重複し，本跡内には北東側に839号，南西側に8射～8初号9

南東側に壁を切って840号土壌が重複している。

平面形は長径5・12mラ　短径4．60mの不整楕円形を里し学　長径方向はN－40－Eを指している。

壁はソフトロームで軟らかいため確認が困難で，南壁を50cmほど掘り込み過ぎた。東壁から北壁

にかけては，ほぼ垂直に立ち上が畑　他はゆるやかに立ち上がっている。壁高は20～22cmである。

床面は6基の土壌に切られてお手ら　全体的に軟弱である。南東から北西に向かってゆるやかに傾

斜している。炉は検出されない。ピットは15か所検出されたが配列は不規則である。主柱穴はPle

P2eP4ePllと考えられ，規模は長径29～35cm，深さは17－26cmでPllは掘り込みが浅い。覆土

は上層に焼土粒子9　炭化粒子を含む褐色も　下層にローム粒子を含む褐色土が堆積しているが9

耕作による撹乱を受けており堆積の状態は不明である。

遺物は9　住屠跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が252片出土した。

本跡の床面は撃　6基の土壌に切られており，本跡よりも土壌の方が新しいと思われる。

第127号住居跡（、第（う祁射

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6h5を中心に確認され，139号住居跡の東側1mに位置して

いる。本跡の東側には，肌も188号住居跡が重複している。さらに9　本跡内の西側には1046号

土壌が重複している。

平面形は長径5。45cm9　短径4。65cmの不整楕円形を呈し9　長径方向はN…20－Eを指している。

壁はソフトロームで軟らから　ゆるやかに立ち上がっている。壁高は25～26cmである。床面は軟

らかく平坦である。炉は検出されない。ピットは16か所検出されたが，本跡に関係あるピットは

13か所で，Pl～Pllは壁近くに配列されているが主柱穴は不明である。覆土は炭化粒子を少量含

む暗褐色も　下層にはローム粒子を少量含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。全体的に

粘性があり9　締まっている。

遺物は，北西壁付近の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が187片出土した。188号住居跡か

らも加曽利EⅣ式の土器片が出土してお生　ほぼ同時期の住居跡と考えられるが，新旧関係は不

明である。
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第128号住居跡（第67図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J鋸8を中心に確認され，154号住居跡の北側4mに位置し

ている。

平面形は長径4・20m，短径3・62mの楕円形を里し，長径方向はN－63。－Wを指している。壁は

ハードロームで硬く明確であ生　北壁，西壁はほぼ垂直に立ち上がり，他はゆるやかに立ち上が

っている。壁高は約40cmで，当遺跡の中では高い方である。床面は平坦で全体的に硬く，特に壁

下から柱穴の間はハードロームで硬くごつごつしている。また，炉の周囲は踏み固められて硬く

なっている。炉は中央に位置し，平面形は長径114cm，短径100cmの楕円形を呈しておりやや大形

の炉である。この炉は床面を15cm皿状に掘り込みラ　さらに中央部を直径25cm，深さ約20cm掘り込

んで底部を切り取った縄文土器を利用して構築した土器埋設炉である。埋設炉内には，焼土粒子，

焼土中ブロックを含む暗褐色土，埋設炉外には，ローム粒子，焼土粒子を含む暗赤褐色土が堆積

している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは6か所検出され，P2eP3とP5e

P6がそれぞれ2か所ずつ対となっている。規模は長径25～27cm，深さ24～38cmでいずれも同程度

であり主柱穴と考えられる。覆土は上層に焼土粒子少鼠炭化粒子少量を含む暗褐色土，下層に

焼土粒子，炭化粒子をわずかに含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，炉内から加曽利Em式の底部が欠損している埋設土乳縄文土器片が多量に出土し，

総数1，020片を数えるがいずれも覆土中からのもので小片である。

第臓号住居跡（第68図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J7elを中心に確認され，128号住居跡の東側8mに位置し

ている。本跡の東側には130号住居臥本跡中央部炉の下に1035－A・103トB号土墳が重複

している。

平面形は長径7・18m，短径6・22mの楕円形を呈する大形の住居跡で，長径方向はN－00を指し

ている。壁はソフトロームで軟らかく，ゆるやかに立ち上が生壁高は8－10cmである。床面は

軟らかく，全体的に平坦であ生　本跡の床面と重複している130号住居跡の床面との高低差はわ

ずかに本跡の方が低い。炉は本跡の中央部に位置し，平面形は長径155cm，短径95cmの長楕円形

を呈する大形炉である。この炉は1035－A elO35－B号土壌が自然堆積した後へ炉を構築した

ものと思われ，床面から25cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子，焼土ブロック

を多量に含んだ暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬くなったにぷい赤褐色のブロック

状を呈しており，かなり長期間使用されたようすがうかがわれる。ピットは21か所検出され，Pl

～P12は壁から40－60cm内側に，壁に沿って等間隔で配列されている。P13～P21はその内側に不

規則に検出された。規模は長径30cm前後，深さが40cm前後とほとんど同程度であり主柱穴は不明
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であるが，Pl～P12はいずれも柱穴として使用されたものと思われる。覆土は上層に焼土粒子，

炭化粒子少量を含む暗褐色土，下層に焼土粒子をわずかに含む褐色土が主に堆積している。

遣物は，本跡内南東側の埋婆施設から底部と口綾部が欠損している埋設土器が出土した。掘り

込みは直径35cm，深さ15cmで，15片ほどの小片に崩壊した状態で出土した。また，炉の南側部分

から主に加曽利Em式の土器が119片ほど出土したが，いずれも小片であり，ほとんど覆土中か

らのものである。130号住居跡からも，加曽利Em式の土器片が出土しており，本跡とほぼ同時

期の住居跡と考えられるが，重複している東側部分に本跡の埋設土器が出土しており，また，床

面の高低差も本跡の床面が，130号住居跡の床面を切ってわずかに低いことなどからみて，本跡

の方が新しいと思われる。

第130号住居跡（第68図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J7f2を中心に確認され，128号住居跡の東側12mに位置し

ている。本跡の西側には129号住居跡，本跡内には南側壁近くに786号土壌が重複している。

平面形は長径6．0m，短径5．18mの楕円形を呈し，長径方向はN－00を指している。壁はソフ

トロームで軟らかく，ゆるやかに立ち上がり，壁高は8～11cmである。床面は軟らかく平坦であ

り，本跡の床面と重複している。129号住居跡の床面との高低差は，わずかに本跡の方が高い。

炉は中央部に位置し，平面形は長径90cm，短径85cmのほぼ円形を里し，床面を約10cm皿状に掘り

込み，目線部と底部を切断した縄文土器を利用して構築した土器埋設炉である。土器は直径50cm，

高さ10cmで浅く埋設されている。炉内には焼土粒子，炭化粒子を含む暗赤褐色土が主に堆積して

いる。炉床は軟らかく使用期間は短期間であったと思われる。ピットは11か所検出され，いずれ

も壁から20－50cm内側に壁に沿って配列している。主柱穴は配列と規模からみてPl・P3e P5e P7

と考えられる。規模は長径21～30cm，深さ37～64cmでP7ほ特に深い掘り込みである。他の柱穴は，

すべて支柱穴と思われる。覆土は上層に焼土粒子少量，炭化粒子少量を含む暗褐色土，下層に焼

土粒子をわずかに含む褐色土が主に堆積している。

遺物は，炉内から加曽利Em式のロ綾部と，底部を切断した埋設土器が出土した。また，主に

炉の南東部から加曽利Em式の土器片が160片出土したが，いずれも小片で覆土中からである。

129号住居跡からも加曽利Em式の土器片が出土しており，本跡とほぼ同時期のものと考えられ

るが，重複している西側部分の床面に，129号住居跡の埋設土器が出土していることから本跡よ

りも，129号住居跡の方が新しいものと思われる。

第131号住居跡（第69図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J6g8を中心に確認され，128号住居跡の南側1mに位置し
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ている。本跡の南東側には154号住居帆本跡内には中央部に1日8号，西側に1122号，南側に

1119～1121号土壌の5基が重複している。

平面形は長径5・45m，短径4・80mの楕円形を呈し9長径方向はN－340－Eを指している。壁は

ロームでしっかりしており9東壁はゆるやかに立ち上がり9他は垂直ぎみに立ち上がっている。

壁高は16cmである。床面は軟らかく平坦であるが9東壁近くがわずかに高くなっている。炉は中

央部に位置している。重複しているⅢ8号土壌の覆土上層に，焼土粒子を多量に含んだ直径90

cm9厚さ組Ocmの皿状の覆土があることから91118号土壌上に構築したものと思われる。炉の

平面私規模は不明である。ピットは5か所検出され，PleP2eP4eP5が主柱穴と考えられる。

配列からみて主柱穴は5か所あったものと考えられるが，残りの1か所は1119号土壌によ男肖

滅したものと思われる。主柱穴の規模は長径32～49cm9深さ26－34cmである。覆土はローム粒子

を多量に含んだ締まりのある褐色土が主に堆積している。

遺物は，主に南側から西側にかけて土器片が237片出土したが，いずれも小片で覆土中からの

ものである。

第臓号住居跡（第69図）

本跡は9当遺跡2区南部の調査区J5g8を中心に確認され，78号住居跡の東側1mに位置してい

る。本跡の北側には199号住居帆東側には160号住居跡が重複し，さらに，本跡の北西から南

東にかけて2号溝が切っている。本跡内には北壁に接して912e914号土壌が重複している。

平面形は長径5・40m9短径5・30mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで不明確であり，

ほぼ垂直に立ち上が生壁高は20－24cmである。床面は軟らかく平坦である。本跡の北西壁から

南東壁にかけて，幅60cm，深さ8cmの2号溝が切っている。炉は中央部に位置し平面形は長径84

cm，短径66cmの楕円形を呈していたものと考えられる。床面を15cm皿状に掘り込んだ地床炉であ

るが，2号溝に切られて2分の1しか残っていない。炉内には焼土ブロックを含んだ焼土が堆積

している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈しており，長期間使用したものと思われる。ピット

は9　8か所検出され，P20P8は壁近くに等間隔に配列している。主柱穴はP2のP4・P6eP8と考え

られ，規模は長径26～34cm，深さ30～53cmである。覆土は上層にローム粒子を多量に含む褐色土

が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，縄文土器片が376片出土したが，いずれも覆土中からのもので，小片である。重複し

ている2号溝は9本跡の炉を2分の1ほど切っており本跡より新しい。

第臓号住居跡（第70図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K5doを中心に確認され，167号住居跡の南側5mに位置して
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いる。本跡の南側には壁を切って1234号土壌が重複してお畑　本跡よりも新しい。

平面形は長径4・82m9　短径4。32mの楕円形を豊しラ　長径方向はN－620－Wを指している。壁は

ハードロームで硬く明確であり，南壁から酋壁は垂直に近い状態で，他の壁は外傾してゆるやか

に立ち上がっている。壁高は30～32cmと高い。床面はハードロームで硬く締まってお畑　全体的

に平坦である。炉は中央に位置し，平面形は長径85cm9　短径75cmの楕円形を里し9　床面を約25cm

すり鉢状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を含む暗赤褐色土が堆積している。炉床

は撃　焼けて硬いブロック状となりごつごつしており9　長期間使用されたようすがうかがわれる。

ピットは9　壁からユ0～60cmの位置に等間隔で7か軋　炉の東端に一部炉を切って1か所検出され

た。主柱穴はPlのP3～P7と考えられ9　規模は長径25～30cmラ　深さ漫8～抽mでP4ほ浅い掘り込みで

ある。炉を切っているP8ほ，構造的に考えて9　本跡に関係あるものかどうかは不明である。覆土

は上層に焼土粒子学　炭化粒子を少量含む暗褐色土言下層には焼土粒子9　炭化粒子を少壷含む褐色

土が自然堆積の状態で堆積しノている。

遺物は，主に加曽利EⅣ式の土器片が859片出土したが9　いずれも覆土中からのもので小片で

ある。

第134号住居跡（、、第70図1

本跡は　当遺跡　区南部の調査区泥炭を中心に確認され雪　路号住屠跡の南側Imに位置して

いる。本跡内の南側で794e795号土壌が南壁を切って重複している。

平面形は長径5021m9　短径4．93mの不整円形を呈している。壁はロームで明確であり9　南東壁

はゆるやかに立ち上が畑　地の壁は垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は20～24cmである。床面

はロームが踏み固められて硬くなっており9　全体的に平坦である。炉は中央から東寄りに位置し9

平面形は長径84cm9　短径73cmの楕円形を豊し9　床面を約路cm皿状に掘　込んだ地床炉である。炉

内には炭化粒子を含む赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピ

ッ吊ま14か所検出されラ　P2eP5のP6髄P9のP14の5か所が主柱穴と考えられる。規模は長径24～

34cm督　深さ14～30cmでP2ほ浅い掘り込みである。覆土は上層にローム粒子を多量に含む暗褐色土9

下層に9　－ローム粒子を少量含む締まりのある褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は学　童に加曽利EⅣ式の土器片が35ユ片出土したが9　いずれも北西壁付近の覆土中からの

もので小片である。

第135号住居跡（第52図1

本跡は管　当遺跡2区南部の調査区J6j8を中心に確認され9　ユ34号住居跡の南西側2mに位置し

ている。本跡の西側部に18ユ号住居跡9　東側に96号住居跡が重複している。本跡は96号住居跡の

－141－
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床を切って構築していることから学　本跡の方が新しい。

平面形は長径4・22n19短径3・90mの楕円形を呈し，長径方向はN－00を指している。壁は，96

号8181号住居跡の調査の際に掘り込まれたため，南側に一部を残すのみであるが，その部分は9

ハードロームで明確であり，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は南側で24～26cmである。床面

はハードロームで硬く，全体的に平坦である。炉は中央に位置し9　平面形は長径90cm，短径80cm

のほぼ円形を呈し，床面を約30cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子多義

焼土ブロックを少量含んだ暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈してい

る。ピットは10か所検出され9Pl～P8は壁近くに等間隔に並んでいる。主柱穴は配列と規模から

みて9Ple P3eP5。P7の4か所と考えられ9　規模は長径25～35cm9　深さは18～47cmでPlは浅い掘

り込みである。覆土は上層にローム粒子を多量に含む暗褐色も　下層にローム粒子を多量に含む

褐色土が主に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，炉の周辺と南側の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が478片出土したが，いずれ

も小片である。

第136号住居跡（第71図．）

本跡は撃　当遺跡2区南部の調査区J6h7を中心に確認され9154号住居跡の西側1mに位置して

いる。本跡の南側にユ87号住居帆　西側には188号住居跡が重複し，北東側に131号住屠跡が近接

している。187号住居跡は，古墳時代五領期の住居跡であり，本跡より新しい。

平面形は長径5040m9　短径5．30mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟らかく，ゆ

るやかに立ち上がっている。壁高は約10cmである。床面はソフトロームで軟らかく，全体的に平

坦である。本跡の床面と西側に重複している188号住居跡の床面との高低差はほとんどない。炉

は検出されない。ピットは18か所検出され9　Pl～Pllは壁近くに配列しているが，P12～P18は不

規則である。主柱穴は配列からみてP2。P5eP7eP9ePllと考えられ9　長径は27－42cm，深さは

26～壷cmで同程度の規模である。覆土はローム粒子を多量に含む褐色土が主に自然堆積の状態で

堆積している。

遺物は9　北西壁付近の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が400片出土した。

第137号住居跡（第71図）

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区J6h9を中心に確認され，134号住居跡の北側2mに位置して

いる。本跡の酋側部には，154号住居跡が重複している。

平面形は長径5034m，短径4．85mの楕円形を里し，長径方向はN－610－Wを指している。壁は

ソフトロームで軟らかく，垂直に近い状態で立ち上がり，壁高は12～16cmである。床面は軟弱で，

一一1′43－－
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全体的に平坦である。炉は中央に位置し　長径鮒cm　短径鮒cmの楕円形に着を配列して構築した

着囲い炉であると考えられる。周囲の石は9全て抜き取られて残っていないが9長径ま2～ヱ7cm9

深さ7～23cmの円形あるいは楕円形を呈するくぼみが楕円形状にⅢか所痕跡として残っている。

炉内には焼土粒子9　焼土小ブロックを含む暗褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬く平坦であ

る。ピットはユ6か所検出され9　配列と規模からみてPlOP2あP5eP7が主柱穴と考えられる。主柱

穴の規模は長径24～30cm9深さ23～53cmでいずれも同程度の規模である。覆土は上層に焼土粒子9

炭化粒子をわずかに含む暗褐色土9　下層にローム粒子を少量含む褐色土が自然堆積の状態で堆積

している。

遺物は9炉の周辺の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が335片出土したが撃　いずれも小片

である。

重複している154号住屠跡からも加曽利EⅣ式の土器片が出土してお畑　ほぼ同時期の　のと

思われるが，本跡の西側床面上に154号住居跡の炉が検出されていることから9　捌号住居跡よ

りも9　本跡の方が古いと考えられる。

第138号住居跡（第72図1

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6g6を中心に確認され9131号住居跡の西側3mに位置して

いる。本跡の南側部にユ88号住居軌　北側部にはユ26号住居跡が重複している。

平面形は長径5・32m，短径5・24mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟らかく9　北

西壁は垂直に，他の壁はゆるやかに立ち上がっている。壁高はユ8～20cmあり9　北側のユ26号住屠

跡の床面との高低差はほとんどない。床面は軟らかく全体的に平坦である。炉は検出されない。

ピットは15か所検出されたが9　配列に統一性がなら　主柱穴は不明である。覆土は上層に黒褐色

土9　下層に褐色土が堆積している。

遺物は，北側部分の覆土中から縄文土器片が458片出土したが9　いずれも小片である。

第139号住居跡（第72図〕

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6h3を中心に確認され，121号住居跡の北東側1mに位置し

ている。本跡内には，炉を中心にして9東側に1027の1028号，南側に1025号9南西側に1024号，

西側にユ03181034号，北側壁近くに103001032elO33号9　東壁を切って1026の1029号，西壁を切

って1055号土堰が12基重複している。

平面形は長径7・ユ7m，短径5・77mの楕円形を呈し，長径方向はN－470－Wを指している。壁は

ロームブロック状で硬ら　明確であり9　北壁はゆるやかに立ち上が畑　他の壁はほぼ垂直に立ち

上がっている。壁高は18～28cmで比較的高い。床面は全体的に平坦であるが，重複部分は軟弱で

一つ45－－
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あ畑　その他の部分はロームブロック状でごつごつしている。炉は中央から東寄りに位置し9　平

面形は長径150cm，短径120cmの楕円形を呈する大形の炉で，床面を約35cm碗状に掘り込んだ地床

炉である。炉内には焼土粒子を多鼠　炭化粒子をごくわずかに含んだ赤褐色土が堆積している。

炉床は焼けて硬く，ごつごつとしたブロック状を呈しており，長期間使用されたようすがうかが

われる。ピットは8か所検出されたがサ　配列からみて，他にも重複している1029号土壌によっ

て消滅した柱穴もあるものと思われる。Pl～P8の規模は長径19～28cm，深さ21～34cmといずれも

同程度のピットで9　壁近くに配列しているが9　主柱穴は不明である。覆土は上層に炭化粒子，焼

土粒子をわずかに含む褐色も　下層にローム粒子を多量に含む褐色土が自然堆積の状態で堆積し

ている。

遺物は，主に加曽利Em式の土器片が1，071片出土したが9　ほとんど覆土中からのもので，住

居跡の全域にわたっており9　いずれも小片である。

第140号住居跡（第73図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6h2を中心に確認され9139号住居跡の西側に近接している。

平面形は長径4・34m，短径4．0mの不整円形を呈している。壁はソフトロームで軟らかく，北

東壁はゆるやかに立ち上がり普　他の壁は垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は18～20cmである。

床面はソフトロームで軟らかく，全体的に平坦である。床面の西側4分の1ほどが，耕作により

撹乱を受けている。炉は検出されない。ピットは10か所検出され，Ple P2e P4～P7e P9e Pl。が壁

近くに配列している。主柱穴は配列からみてP2eP4eP6eP9ePl。と考えられ，規模は長径24－36

cm9　深さ23～53cmでP6ほ深い掘り込みである。覆土は上層にローム粒子多鼠　炭化粒子，焼土粒

子をわずかに含む暗褐色土，下層にローム粒子を多量に含む暗褐色土が自然堆積の状態で堆積し

ている。

遺物は，主に加曽利Em式の土器片が50片出土しただけであるが，西側部分の覆土中からのも

ので，小片である。

第日1号竪穴遺構（第111図）

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査区‡6hlを中心に確認され，70号竪穴遺構の北東側約18mに位

置している。本跡は97号住居跡にすっぽり入る状態で重複し，54号住居跡と東側半分が重複して

いる。本跡は9　97号住居跡より古く9　54号住居跡より新しい。

平面形は長径3．95m，短径3．50mのほぼ円形を呈している。壁は硬いロームであり，ほぼ垂直

に立ち上がっている。壁高は90～94cmであり当遺跡の中では特に深い方である。床面はロームが

硬く踏み固められており，平坦である。炉は検出されない。ピットは中央に1か所と壁の外層に
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第73図　第140・146号住居跡実測図



4か所等間隔に配列している。中央のPlは長径50cm，深さは床面から92cmとかなり深い。P2～P5

の規模は長径34～51cm，深さは遺構確認面から26～61cmでいずれもしっかりと掘り込まれている。

覆土は炭化粒子，焼土粒子，ローム小ブロックを含む暗褐色土と褐色土が，人為的に埋めもどさ

れた状態で堆積している。

遺物は，主に加曽利Em式の土器片が937片出土した。土器片は，いずれも小片であるが，西

側から南側にかけて主に床面から出土した。

本跡は，覆土の状態から97号住居跡の床面を切って構築した遺構と考えられ，さらに本跡の覆

土上を踏み固めて54号住居跡の張り床として利用していることから，本跡は97号住居跡より新し

く，54号住居跡より古いと思われる。

本跡は，炉が検出されない。壁高は90～94cmと高く床面までかなり深い。柱穴の配列も住居跡

とは異なっている。床面は非常に硬いこと等から，居住施設としての住居跡とは異なる遺構と考

え，竪穴遺構と想定した。またその性格は，貯蔵用の倉庫的な働きをしていたものと想定される。

第142号住居跡（第40図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J5C4を中心に確認され，73号住居跡の北東側2mに位置し

ている。本跡の北側部には，68号住居跡が重複している。さらに，南西側を2号溝が北西から南

東方向へ切っており，南壁を切って480・910号土境が重複している。

平面形は長径4鳶5m，短径4．30mの不整楕円形を呈し，長径方向はN－440－Eを指している。

壁はハードロームで明確であり，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は12～14cmである。床面は

ロームで軟らかく平坦である。炉はほぼ中央に位置し，平面形は長径68cm，短径47cmの楕円形を

呈し，床面を約10cm掘り込み，周囲に石を配列した石囲い炉である。炉内には焼土粒子，炭化粒

子を少量含んだ赤褐色土が堆積している。周囲の石は，直径15cmほどの河原石と思われる石1個

を残して抜きとられていた。その跡には，長径8～20cm，深さ4－8cmの円形あるいは楕円形を

呈するくぼみが，不整楕円形状に8か所痕跡として残っている。炉床は硬いブロック状で凹凸が

激しい。ピットは6か所検出され，Pl～P3・P5e P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径

22－33cm，深さ20～37cmでほぼ同程度の規模である。覆土は上層にローム粒子，炭化粒子を含む

暗褐色土，下層にロームブロックを含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，炉周辺の覆土中から縄文土器片が96片出土したが，いずれも小片である。

本跡の炉は，68号住居跡の南西部床面上に検出され，石も1個残されていたことから，68号住

居跡よりも本跡の方が新しいと考えられる。

第143号住居跡（第48図）
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本跡は，当遺跡2区西部の調査区工5f。を中心に確認され，44号住居跡の南西側4mに位置して

いる。南東側部で89号住居跡と，北西側には100号住居跡と重複し，さらに，西側で壁を切って，

251e252号土壌と重複している。

平面形は長径5．45m，短径5．10mの楕円形を呈し，長径方向はN－440－Wを指している。壁は

ハードロームで硬く，ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は14～15cmである。床面は硬く平坦であり，

本跡の床面と89elO0号住居跡の床面との高低差はほとんどない。炉はほぼ中央に位置し，平面

形は，径80cmのほぼ円形を呈し，床面を約15cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土ブ

ロックを多量に含んだ赤褐色の焼土が堆積しており，炉床は焼けて硬いブロック状を呈してお

り，長期間使用したようすをうかがうことができる。ピットは7か所検出され，P2～P5・P7が配

列からみて主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径28～42cm，深さ14～49cmでP5ほ浅い掘り込

みである。覆土は焼土粒子，炭化粒子をわずかに含んでいるが，耕作による撹乱のため，堆積の

状態は不明である。

遺物は，炉付近の覆土中から縄文土器片が23片出土しただけである。

本跡の炉は，89号住居跡の北西側壁下に検出されていることから，89号住居跡よりも本跡の方

が古いと思われる。100号住居跡との新旧関係は不明である。

第144号住居跡（第51図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J6elを中心に確認され，140号住居跡の北側8mに位置し

ている。本跡の東側部に145号住居跡，南東側に95号住居跡，北西側に90号住居跡が重複してい

る。さらに本跡の中央部に851号土境が重複している。

平面形は長径4．80m，短径4．15mの楕円形を呈し，長径方向はN－490－Eを指している。壁は

ソフトロームで軟らかく，垂直ぎみに立ち上がり，壁高は8～12cmである。床面はソフトローム

で軟弱であり，全体的に平坦である。炉は中央から東寄りに位置し，平面形は長径80cm，短径70

cmの楕円形を呈している。炉の真下に851号土壌があることから，土壌が埋まった後に，覆土の

上部を炉として利用したものと考えられる。炉の深さは約30cmあり，にぷい赤褐色土が皿状に堆

積している。ピットは8か所検出されたが，配列が不規則で主柱穴は不明である。規模は長径19

～35cm，深さは18～49cmでP7は浅い掘り込みである。覆土は自然堆積の状態を示し，上層には暗

褐色土，下層には褐色土が堆積している。

遺物は，主に加曽利Em式の土器片が27片出土しただけであり，ほとんどが覆土中からのもの

である。

炉の真下に851号土壕が重複しており，本跡より851号土境が古い。90号住居跡は加曽利EⅣ

式土器を出土しており本跡よりも新しい。95・145号住居跡は時期不明であるが，95号住居跡の
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の北西部分が一部本跡の炉の上にかかっていることからみて9　本跡よりも95号住居跡の方が新し

いと思われる。

第145号住居跡（第51図）

本跡は　当遺跡　区中央部の調査区溝e2を中心に確認され，90号住居跡の東側2mに位置して

いる。本跡の西側部に144号住居麟　南西側に95号住居跡が重複し9　さらに9　南東側では123号

住居跡と近接している。

平面形は長径4．90m，短径4。64mの楕円形を里し，長径方向はN…860－Wを指している。壁は

ソフトロームで軟らかく9　ほぼ垂直に立ち上がり9　壁高は10cmである。床面はソフトロームで軟

弱であり，全体的に平坦である。炉はほぼ中央に位置し，平面形は径ユ20cmほどの円形を呈して

いる太形の炉で，床面を約26cm碗状に掘り込んだ地床炉である。炉内には，焼土粒子を少量含ん

だ暗褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈し撃　長期間使用されたものと思わ

れる。ピットはま2か所検出され9　P6e P7eP9e Pllが主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径

31～37cm9　深さユ8～42cmでP6ほ浅い掘り込みである。Pl～P4も等間隔で9深さは21～34cmありラ

ほとんど同規模であることから9　本跡に関係の深い柱穴と考えられる。覆土は自然堆積の状態を

示し，上層には暗褐色土，下層には褐色土が堆積している。

遺物は9　西壁付近の覆土中から縄文土器片が52片出土した。

第146号住居跡　し第73図）

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査区I6j2を中心に確認され，54号住居跡の南東側4mに位置し

ている。本跡の東側部に60号住居軌　西側に56号住居臥　南側には94号住居跡が重複している。

平面形は長径6の37m，短径5．70mの楕円形を呈し，長径方向はN…450－Eを指している。壁は

ソフトロームで軟らから　嵐∴西，南側の重複住居跡により不明確な部分が多い。立ち上がりほ

ゆるやかで　壁高は摘～18cmである。床面はロームで硬ら　全体的に平坦である。炉は中央から

南寄りに位置し9　平面形は長径ユ20cm9　短径90cmの楕円形を里し9　床面を約20cm皿状に掘り込ん

だ地床炉である。炉内には炭化粒子を少量含んだ赤褐色の焼土が充満している。炉床は焼けて硬

いブロック状を里し，ごつごつしている。ピットは12か所検出され，配列からみてPle P。～P5e

P7ゆP8の6か所が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径25～36cm，深さ23～35cmである。覆

土は上層に炭化粒子，焼土粒子，ローム粒子を含む締まりのない暗褐色も　下層にはローム粒子9

ローム小プロ、ソクを含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が101片出土した。出土

遺物からみて9　加曽利私肛式の土器を出土している56号住居跡より新しく，称名寺式の土器を出
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土している60号住居跡より古い。また，本跡の炉が9　94号住居跡の北側床面の一部を切っている

ことから，本跡の方が，94号住居跡よりも新しいと思われる。

第147号住居跡（第74図）

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区J5i4を中心に確認され，149号住居跡の北側1mに位置して

いる。本跡内にはラ　中央部から北側にかけて1005の784の978号，北壁近くに778e779号，南西

壁近くに8528853号9　南東壁近くに79681004号，南東壁を切って1010号土壌が10基重複して

いる。

平面形は長径5・25m9短径5・20mのほぼ円形を呈している。壁は9　ソフトロームで軟らかく，

西壁はゆるやかに立ち上がり，他の壁は垂直に立ち上がり，壁高は12～16cmである。床面は締ま

りのあるロームであるが9　重複部分は軟らかく9　全体的に平坦である。炉は中央から南寄りに位

置し9　平面形は長径63cm，短径56cmのほぼ円形を呈し，床面を約16cm皿状に掘り込んだ地床炉で

ある。炉内には炭化粒子，焼土粒子を少量含む暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けてブロッ

ク状となりごつごつしており，長期間使用されたことがうかがわれる。ピットは5か所検出され，

PleP5の2か所は主柱穴と考えられる。規模は長径28－38cm，深さ35－45cmでしっかりした掘り

込みである。他の主柱穴は9　重複している796の853号土壌により消滅したものと考えられる。覆

土は暗褐色土が中心であるが9　土壌の重複が激しく授乳を受けており，堆積の状態は不明であ

る。

遺物は，主に加曽利EⅣ式の土器片が627片出土したが，主に中心部の覆土中からのものであ

り管　いずれも小片である。覆土の授乳状態や，土壌によって柱穴が消滅していることからみて，

本跡内の土境はいずれも本跡より新しいと思われる。

第148号住居跡（第74図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J5h5を中心に確認され，南西側で147号住居跡と近接してい

る。

平面形は長径3。08m，短径2。95mのほぼ円形を呈しており，当遺跡の中では最も小規模の住居

跡である。壁はソフトロームで軟らかく，外傾してゆるやかに立ち上が生　壁高は12～14cmであ

る。床面は軟らかく，全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは5か所検出され，Pl。

P3－P5が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径25～28cm，深さ37～43cmである。覆土は耕作

によると思われる撹乱を受けており，堆積の状態は不明である。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が71片出土した。
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第75図　第149・150号住居跡実測図



第149号住居跡（第75図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J5j5を中心に確認され，150号住居跡の西側1mに位置して

いる。本跡の北西側に147号住居眺　南側には151号住居跡が近接し，さらに，本跡内の中央部

に911号，その北側に918号，西側の壁近くに921e922号土壌が重複している。

平面形は長径5・05m，短径4・85mの不整円形を呈している。壁はハードロームで硬く，外傾し

てゆるやかに立ち上がり，壁高は18－22cmである。床面は全体がロームブロック状でごつごつし

ており，中央から南側部分が特に硬い。この部分は床面がいく分南側に突き出ており，踏み固め

られて硬く，柱穴の配置もP6とP7の間は約1mあり入口として使用したと思われる。炉は中央か

ら北寄りに位置し，平面形は長径80cm，短径65cmの楕円形を呈しており，床面を約25cmすり鉢状

に掘り込んだ地床炉である。918号土境の覆土上に炉を構築しており，炉の東側半分が，土壌の

西側半分の上に重なり合っている。炉内には焼土粒子，炭化粒子，焼土中ブロックを少量含んだ

赤褐色土が充満している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈しており，凹凸が激しい。かなり長

期間使用したようすがうかがわれる。ピットは10か軌壁から10－60cmの位置に検出され，配列

からみてPl。P4eP5eP7・P9が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径25－38cm，深さ35～50

cmでかなりしっかりした掘り込みである。覆土は暗褐色土が主で，人為的に埋め戻された状態を

示している。

遺物は，北側部分を中心に覆土中から縄文土器片が361片出土した。

本跡の炉は，918号土壌上に構築されており，918号土壕よりも本跡の方が新しい。

第150号住居跡（第75図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J5j6を中心に確認され，149号住居跡の東側1mに位置して

いる。本跡の北東側には159号住居跡が近接し，さらに，本跡内の炉の西側に943号，炉の北側に

944号土境が重複している。

平面形は長径5・90m，短径5・20mの不整楕円形を呈し，長径方向はN－60－Eを指している。

壁はハードロームで硬く，外傾してゆるやかに立ち上がり，壁高は18－20cmである。床面はロー

ムブロック状でごつごつしており，ゆるやかに起伏している。炉は中央から東寄りに位置し，平

面形は長径124cm，短径45cmの不定形を呈し，床面を約20cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉

内には焼土粒子，炭化粒子をわずかに含んだ褐色土が主に堆積している。炉床は焼けて焼土ブロ

ック状を里し，ごつごつしている。ピットはPl～P8が壁近くに，P9ほ炉の北側に，Pl。は炉の南

側に検出され，主柱穴は配列からみてPleP2eP4eP5eP7と考えられる。P9ePl。は支柱穴と思

われる。主柱穴の規模は長径25～32cm，深さ31－40cmでいずれも同程度の規模である。覆土は上

層に焼土粒子，炭化粒子，炭化粒子を少量含んだ締まりのある暗褐色も下層にはローム粒子，

－155－
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ローム小ブロックを少量含む暗褐色土が主に堆積している。

遣物は，主に加曽利EⅣ式の土器片が808片出土したがラ　いずれも小片で，覆土中からのもの

であり9　住屠跡内全体に散在していた。

第151号住居跡　し第76図1

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区K5b5を中心に確認され，150号住居跡の南西側3I－1に位置し

ている。本跡の西側部には9206号住居眺　本跡内には9東側壁近くに940e9射0942号ラ西側壁

近くに9358936号，その内側に9378938の939号土壌の8基が重複している。

平面形は長径6・ユ8mラ短径5悠5mの楕円形を里し，長径方向はN－300－Wを指している。壁は

ロームブロック状で硬ら　南壁9　西壁がゆるやかに立ち上がり，東壁言ヒ壁が垂直ぎみに立ち上

がっている。壁高は12～15cmである。床面は重複部分を除いてハードロームで硬ら全体的に平

坦である。炉は検出されない。ピットは14か所いずれも壁近くに検出されヲ規模は長径23～52cm9

深さはユ6－50cmでP13は浅い掘り込みである。P7eP13を除いては930～50cmの深さがあり9　しっ

かりしたピットである。覆土はローム粒子9　炭化粒子，焼土粒子少量含んだ9　締まりのある暗褐

色土が主に堆積している。耕作による撹乱を受けており堆積の状態は不明である。

遺物は，覆土中から主に称名寺式の土器片が764片出土したが，いずれも小片である。

第152号住居跡（第76図）

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査区J5e7を中心に確認され，78号住屠跡の北側1mに位置して

いる。本跡の南側部分を9　2号溝が北西方向から南東方向へ切っている。

平面形は長径4・50nlラ短径3・57nlの楕円形を呈し，長径方向は，N…440－Eを指している。壁

はソフトロームで軟らかく，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は10～ユ2cmである。床

面は締まりのないロームで軟弱であ畑　ゆるやかに起伏している。炉は検出されない。ピットは

6か所検出され9Pl～P5が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径24－30cm　深さ購～81cmで

いずれもしっかりした柱穴であ生特にP3ほ深い掘り込みである。覆まほ上層にローム粒子を多

量に含む黒褐色も　下層にローム粒子を多義に含む褐色土が9　主に自然堆積の状態で堆積してい

る。

遺物は9　住居跡の全域にわたり覆土中から縄文土器片が125片出土した。

重複している2号溝は，本跡の床面を切っており本跡よりも新しい。

第153号住居跡　し第77図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区I5h。を中心に確認され，45号住居跡の西側5mに位置して

…157…
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いる。本跡の北側部には989号住居跡が近接し9本跡内にはラ北東壁近くに262号9　中央部に626

号土壌が重複している。

平面形は長径4・鋤m，短径4．45mの不整楕円形を呈し9　長径方向はN－250－Eを指している。

壁はハードロームで硬く明確であり学　外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は22－25cmで

ある。床面は硬くよく締まっており9全体的に平坦である。炉は中央に位置し9　平面形は長径50

cm，短径35cmの楕円形を呈する小形の炉である。床面から16cm皿状に掘り込んだ地床炉であるが9

626号土壌の覆土上に構築してある。従って9626号土壌より本跡の方が新しい。炉内には焼土粒

子9　焼土中ブロックを含む赤褐色土が堆積し，上層には赤く焼けた焼土が堆積している。炉床は

軟らから　使用期間は短期間であったものと思われる。柱穴は2か所確認されただけで9　他に柱

穴と判断できるものはなかった。規模は長径25～27cm9　深さ39～46cmでしっかりした掘り込みで

ある。覆土は上層にローム粒子を多義に含む暗褐色土管　下層にローム粒子を多量に含む褐色士が

自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利Em式の土器片が70片出土した。

第154号住居跡（第77図1

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区J6h8を中心に確認され9　ま34号住居跡の北側1mに位置して

いる。本跡の東側には9　ユ37号住屠跡が半分ほど重複し　北西側にはB号住屠跡が接している。

平面形は長径5溜Om9　短径5．18mの楕円形を里し，長径方向はN－400－Eを指している。壁は

北西壁9　東壁が不明確であり，他の壁は硬く明確である。立ち上がりほほぼ垂直で，壁高はユ6～

20cmである。床面は軟らかいロームであるが9　全体的に平坦である。炉は中央に位置し9　平面形

は長径100cm9短径80cmの楕円形を里し，床面を約30cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には

焼土粒子，炭化粒子9　焼土中ブロックを少量含む暗褐色土が堆積している。炉床は軟らかく，使

用期間は短期間であったと思われる。ピットは16か所検出されラ　配列からみて主柱穴はP2eP。e

P5eP9eP12と考えられる。主柱穴の規模は長径32～61cmでP5ほ特に太く，深さはP。の16cmから

P5の62cmとばらつきがあるが，しげれも大きくしっかりしている。覆土はローム粒子，炭化粒子，

焼土粒子を含むラ　締まりのない褐色土を中心に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が310片出土した。重複

しているユ37号住居跡からも加曽利EⅣ式の土器片が出土してお生　同時期のものと思われるが9

本跡の炉は，137号住屠跡の西側床面上に検出されていることから9　本跡の方が137号住居跡よ

りも新しいと考えられる。

第摘号住居跡（第78図）

一159－－
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本跡は，当遺跡2区西部の調査区K4b6を中心に確認され，108号住居跡の西側に近接している。

本跡内には，中央部に1006号学その北側に813。992号9　東側に991号土境が4基重複している。

さらに，本跡の北東側から南西側にかけて4号溝が切っている。

平面形は長径5・70m9　短径4．80mの不整楕円形を豊し，長径方向はN…30…Eを指している。壁

はロームブロック状で硬く，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は18～28cmで，東壁か

ら南壁にかけて高い。床面はブロックまじりのロームでごつごつしている。炉は中央に位置し9

平面形は長径110cm9　短径85cmの楕円形を里し，床面を約30cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉であ

る。炉の北西側を1006号土壌によって切られていることから，本跡の方が古いことがわかる。

炉内には上層に焼土粒子，炭化粒子9　焼土中ブロックを含む暗褐色も　中の下層に，炭化粒子を

含むレンガ色に焼けた焼土が充満している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピット

はま1か所検出され，配列からみてP4。P8。PlOが主柱穴と考えられる。あと1か所の主柱穴は

992号土壌により消滅したものと思われる。主柱穴の規模は長径25－28cm9　深さ17～30cmでP8は

浅い掘り込みである。覆土は自然堆積の状態を示し，上層に暗褐色土，下層に締まりの弱い褐色

士が堆積している。

遺物は，主に加曽利EⅣ式の土器片が694片出土した。主に中央から東側の覆土中からのもの

であり，いずれも小片である。

第156号住居跡（第79図）

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区K5b3を中心に確認され，158号住居跡の西側8mに位置して

いる。本跡の東側部に206号住居跡，南東側には157号住居跡が重複し，北側に112号住屠跡が近

接している。本跡内には，中央部に950号，西側に927e928号9　東側に1232号9　西側の壁を切っ

て929号土境が重複している。

平面形は長径5・60m9　短径4。68mの楕円形を呈し，長径方向はN－480…Eを指している。壁は

ロームブロック状で硬くごつごつしており9　ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は10～16cmであ

る。床面は全体的に平坦で9　軟弱である。炉は中央に位置しているが，950号土境によって切ら

れ9　3分の1ほどが残っている。平面形は径80cmの円形で，床面を約36cmすり鉢状に掘り込んだ

地床炉である。従って9　950号土境より本跡の方が古い。炉内には焼土粒子，焼土小ブロック，

ローム粒子を含む暗褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈しており，かなり

長期間使用されたようすをうかがうことができる。ピットは6か所検出され，PrP。eP6が主柱

穴と考えられる。主柱穴の規模は長径22－35cm9　深さ13～40cmでPlは浅い掘り込みである。覆土

は上層に暗褐色土，下層に褐色土が主に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，主に北側部の覆土中から縄文土器片が396片出土した。いずれも小片である。
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第157号住居跡　し第79図1

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区K5C4を中心に確認され学158号住居跡の南西側6mに位置し

ている。本跡の北側部に206号住居跡，北西側には156号住居跡が重複し，本跡内には，中央部に

1230号9　その北側に1231e1245号，北東壁を切って1233号土壌の4基が重複している。

平面形は長径6．ユ5m9　短径6．10mのほぼ円形を呈している。壁はロームブロック状でごつごつ

しており9　外傾して立ち上がっている。壁高は18～19cmである。床面はハードロームで固く締ま

っており9　全体的に平坦である。炉は中央に位置し9　平面形は長径105cm，短径80cmの不整楕円

形を呈しており，1230ゆ1231号土壌の覆土上に構築されたものである。従って，1230の1231

号土境より本跡が新しい。この炉は床面から18cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土

粒子9　炭化粒子9　焼土小ブロックを含む暗赤褐色土が充満している。炉床は焼けて硬いブロック

状を里しごつごつしている。ピットはHか所検出され9　Pl～P6の6か所が主柱穴と考えられる。

主柱穴の規模は長径22～45cm，深さは15～56cmとまちまちである。炉の南西側1mに位置するP9

ほ深さ83cmとかなり深い掘り込みを有しており9　主要を支柱穴と思われる。覆土は上層に暗褐色

土9　下層に褐色士が主に堆積している。

遺物は9　主に南側の覆土中から縄文土器片が409片出土した。本跡の炉の下に重複している，

1230号土塀から加曽利EIII式の十器片がJ出二していることから，本跡はそれ以後のt拭I‾；一跡であ

ると考えられる。

第臓号健贋跡（第80図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K5bTを中心に確認され，125号住居跡の北側3Illに位・置して

いる。本跡の東側には，161号住居駄本跡内には，炉を中心にして東側に1001号，西側に1002号

土壌が重複している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

平面彬は長径4．50m，短径3．90nlの楕円形を呈し，長径方向はN－900を指している。壁はロー

ムブロック状でごつごつしており9　北壁9　西壁はゆるやかに立ち上がり9　他の壁は垂直ぎみに立

ち上がっている。壁高は14～16cmである。床面は軟らかいロームで9　全体的に平坦である。炉は

中央に位置し9　平面形は長径60cm9　短径56cmのほぼ円形を呈し9　床面を16cm椀状に掘り込んだ地

床炉である。炉内には炭化粒子9　焼土中ブロックを含む暗赤褐色の焼土が充満している。炉床は

焼けて硬いブロック伏を呈しており予　長期間使用したものと思われる。ピットは6か所検出され，

Pl～P6の全部が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径23～27cm9深さは12～32cmでP6ほ浅い

掘り込みである。覆土は上層に炭化粒子，焼土粒子を含む締まりのない暗褐色土9　下層にローム

粒子を含む締まりのある褐色土が堆積している。

遺物は9　主に中央部と西側部分の覆土中から縄文土器片が183片出土した。いずれも小片であ

－163－
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る。重複している摘号住居跡からほ加曽利EⅣ式の土器片が出土してお畑　ほぼ同時期の　の

と思われるが撃覆土の堆積状態からみると9本跡の方が蟻号住居跡より　新しいと考えられる。

第159号住居跡（第78図）

本跡は　当遺跡　区南部の調査区漏待を中心に確認され争　蟻号住屠跡の北東側1mに近接し

ている。本跡内にはラ　西側の壁に接して温008号土壌が重複している。

平面形は長径5罰m　短径の舶mの楕円形を豊し学良径方向は酢」ぷ…Wを指している。壁は

ソフトロームで軟弱であ畑　外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高はま6～19cmである。床

面はソフトロームで軟弱であり予全体的にゆるやかを起伏がある。炉は検出されなかったが普本

跡の西側部分の壁際に焼土が検出された。焼土の検出された場所が　壁際であ畑住居の構造上

本跡の炉としてほ認められなかった。そこで、本跡に重複　ている住屠跡の炉　推定して調査を進

めたが普住居跡の重複は確認できなかったので9住居跡の炉ではないと判断しラ調査途中で1008

号土壌に変更して調査した。焼土の下に灰と粘土のブロックが検出され9底面は焼けて凹凸が激

しい。かな　使用されたようすがうかがわれるが9何を目的として使用したかは不明である。ピ

ットはIlか所検出され学P28P3津6のP9が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径22～26cm9

深さ㌘‰舶紺である。覆土は上層に炭化載予撃焼漣粒子を含む締まりのある暗褐色も下層にロ

…ム小ブロックを含む粘性のある褐色土が堆積している。

遺物は学　童に南側部分の覆土中から縄文土器片が姐片出土した。

第用0号住居跡（第＝図）

本跡は　当遺跡　区中央部の調査区溢g9を中心に確認され，蟻号住屠跡の北東側6mに位置

している。本跡の西側に拍号住居跡　北西側に拍号住居晩本跡内には　中央部に995号9　そ

の北側に9粥号　南西側に998号撃　南東壁を切って9930994号土壌が重複している。

平面形は長径4083m　短径潤mの楕閏形を豊し学　長径方向はNJm㌧茂を指している。壁は

ソフトロームであり学　垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は且8－2細である。床面はソフ

トロームで軟らかく全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは8か所検出され9　いずれ

も壁近くに等間隔で、配列している。規模は長径26～30cm撃　深さ42～57cmでいずれも掘り込みが深

くしっかりしたピットである。主柱穴はP2もP3の㌘6～P8の　か所　考えられ　P昏P OP滝支柱

穴と考えられる。覆土は上層に暗褐色土管　下層に褐色土が主に堆積している。

遺物は9北側から西側の壁近くから童に加曽利EⅢ式の土器片426片が出土した。いずれも覆

土中からで，小片である。
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第161号住居跡（第80図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K5b8を中心に確認され，169号住居跡の西側1111に位置して

いる。本跡の西側には9　ユ58号住居跡，本跡内には炉を中央にして，西側に1000号，北東壁を切

って689号，北西壁を切って999号土壌が重複している。

平面形は長径4．30m9　短径4．09mのほぼ円形を呈している。壁はロームブロック状でごつごつ

しており，東壁はゆるやかに立ち上がり9　他の壁は垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は

14～15cmである。床面は軟らかいロームで，ゆるやかな起伏があり，南西側が低くなっている。

炉は中央に位置し，平面形は長径80cm，短径70cmの楕円形を里し9　床面を10cm皿状に掘り込んだ

地床炉である。炉内には焼土粒子を含む暗褐色土が堆積している。炉床は軟らかく，使用期間は

短期間の使用であったと思われる。ピットは6か所検出され普　配列からみてPl～P4eP6が主柱穴

と考えられる。主柱穴の規模は長径23～29cm　深さは摘～39cmでP2ほ浅い掘り込みである。覆土

は上層に炭化粒子，焼土粒子を含む締まりのない暗褐色土，下層にローム粒子を含む締まl）のあ

る褐色土が堆積している。

遺物は，土に北側の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が375片出土したが，いずれレ」、片であ

る。

本跡と西側に重複している158号住居跡との新旧関係は9　出土遺物からほ判断できなかったが，

覆土の堆積状態を土層断面でみると9　本跡よりも158号住居跡の方が新しいと考えられる。

第162号住居跡（第81図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J5i9を中心に確認され普121号住居跡の西側5mに位置して

いる。本跡の南東側部分に163号住居跡，本跡内には，炉に重複して1227号，東壁に接して1156

号土壌が重複している。

平面形は長径4．90m9　短径4．08mの楕円形を里し，長径方向はN－900を指している。壁はロー

ムで軟らかく，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は15～20cmである。床面はソフトロ

ームで軟弱であり9　ゆるやかに起伏している。炉は中央から東寄りに位置し9　平面形は長径nO

Cm，短径80cmの楕円形を呈し9　床面を約30cm碗状に掠招込んだ地床炉で管　炉の東端部分は1227

号土壌の覆土上に構築されたものである。従って，ま227号土壌より，本跡の方が新しい。炉内

には炭化粒子を含む暗赤褐色土が充満し9　中層にはレンガ色に焼けた焼土が堆積している。炉床

は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは8か所壁に沿って等間隔に検出され9　P2～P4e

P6－P8が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径23～29cm，深さ21～33cmである。残りのピッ

トも本跡に関係のある支柱穴と思われる。覆土は上層に耕作によると思われる撹乱を受けており

堆積の状態は不明であるが，褐色土が主に堆積している。

－167－
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遺物は，東側部分の覆土中から縄文土器片が258片出土したが，いずれも小片である。

第163号住居跡（第82図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J5j。を中心に確認され，121号住居跡の西側4mに位置して

いる。本跡の北西側部分に，162号住居駄　本跡内には，炉の南側に803号，東壁を切って805号

土壌が重複している。本跡は801号土境として調査を開始したが，炉や柱穴が検出され，住居跡

としての形態をそなえており，調査途中で163号住居跡に変更したものである。

平面形は長径4．50m，短径4。27mのほぼ円形を呈している。壁はロームで軟らかく，外傾して

ゆるやかに立ち上がっている。壁高は12～15cmである。床面はソフトロームで軟らかく，全体的

に平坦である。炉は中央に位置し，平面形は長径96cm，短径86cmのほぼ円形を呈し，床面を約20

cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子9　炭化粒子を含む暗赤褐色土が堆積し，炉

床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは8か所検出され，Pl～P4eP6～P8ほ，壁に沿

って等間隔に配列している。主柱穴はPleP3eP6eP7と考えられ，規模は長径25～30cm，深さ26

－45cmで，ほぼ同程度の規模である。覆土はローム粒子を含む暗褐色土が主に自然堆積の状態で

堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利Em式の土器片が147片出土した。

第164号住居跡（第82図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J5i。を中心に確認され，162号住居跡の東側1mに位置して

いる。本跡の北東側に壁を切って800号土壌，本跡内の中央部に1007号土壌が重複している。

平面形は長径3．90m，短径3．67mの楕円形を里し，長径方向はN－00を指している。壁はロー

ムにブロックが混入しており，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は18－26cmで，南壁

が低い。床面は全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは8か所検出され，PleP2・P4e

P7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径25～28cm，深さ20～25cmでほぼ同程度の規模であ

る。覆土は上層に締まりの弱い暗褐色も　下層に褐色土が主に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，北西壁付近の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が192片出土した。

第165号住居跡（第83図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6b9を中心に確認され，183号住居跡の東側2mに位置して

いる。本跡内には，北壁を切って1257号土壌が重複している。

平面形は長径3．34m，短径3．0mのほぼ円形を呈している。壁はロームブロック状でごつごつ

しており，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は12～18cmである。床面はロームで締ま

－169－
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っており，全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは6か所検出され9Pl～P。eP5eP6

が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径24～32cm，深さは15～28cmでP6ほ浅い掘り込みであ

る。覆土は上層にローム粒子を含む暗褐色も　下層にローム粒子を含む褐色土が主に自然堆積の

状態で堆積している。

遣物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が209片出土した。

第166号住居跡（第83図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K5C9を中心に確認され，169号住居跡の南側1mに位置して

いる。本跡内には，南側部分に951号，南壁を切って952号，北壁を切って809号9　北西壁を切っ

ては52号土壌が重複している。

平面形は長径4・47m，短径4．50mの楕円形を豊し，長径方向はN－350－Wを指している。壁は

ハードロームで明確であり9　ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は16～23cmである。床面は全体

的に平坦であるが，北側にゆるく傾斜している。炉は検出されない。ピットは9か所検出され，

Ple P3e P5～P7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径24～30cm，深さ19～30cmでほぼ同程

度の規模である。覆土は上層にローム粒子ラ　炭化粒子を含む褐色も　下層にローム粒子を含む褐

色土が9　自然堆積の状態で堆積している。

遺物は智　中央部の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が102片出土した。

第167号住居跡（第84図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K5b。を中心に確認され，169号住居跡の東側2mに位置して

いる。本跡の西側には，壁を切って1036号土壌が重複している。

平面形は長径4．60m，短径3．87mの楕円形を里し9　長径方向はN－720…Wを指している。壁は

ハードロームで明確であり9　ほぼ垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は16～22cm南東壁が

低い。床面はロームで締まりがあり，全体的に平坦である。炉は中央に位置し9　平面形は長径67

cm，短径45cmの楕円形を呈し9　床面を10cm皿状に掘り込んだ浅い地床炉である。炉内には炭化粒

子，ローム粒子を含む暗褐色土が堆積している。炉床は軟らから　使用期間は短期間であったと

思われる。ピットは8か所検出され，Pl～P。eP5eP7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長

径22－37cm，深さ21～42cmである。覆土はローム粒子，炭化粒子を含む暗褐色土を中心に自然堆

積の状態で堆積している。

遺物は，炉の南から西側にかけて覆土中から主に加曽利Em式の土器片が320片出土した。

第168号住居跡（第84図）

－171－
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本跡は　当遺跡　区南部の調査区満j8を中心に確認され9　ユ61号住居跡の北側4mに位置して

いる。本跡の南側に本跡の壁を切っては23号土凰　本跡内には9　西側壁に沿って，1045㍉用射巨

1125号普　南側壁に接しては26号土壌が重複している。

平面形は長径3e95m9短径3．65mの楕円形を里し，長径方向はN…520…Eを指している。壁は

ハ一つ白㌃…ムで硬く明確であ畑　南壁は垂直に　他の壁は外傾してゆるやかに立ち上がっている。

壁高は32～3細である。床面はハードロームで硬ら　ゆるやかに起伏している。炉は検出されな

い。ピットは南西側の土壌の重複部分を除いて9　5か所璧近くに検出された。規模は長径25～49

cm9深さ27～35cmといずれも同程度の規模である。Pはn26号土壌内に検出されたが，西側部

分は9　摘44号土壌により消滅したものと思われ9主柱穴は不明である。覆土は上層に焼土粒子9

炭化粒子を含む暗褐色土9　下層にローム粒子を含む褐色土を中心に9　自然堆積の状態で堆積して

いる。

遺物は9　中央から北側部分の覆土中から主に加曽刹Em式の土器片が3鋼片出土した。

第169号住居跡（、第85図）

本跡は　当遺跡　区南部の調査区K鈍9を中心に確認され9摘号住居跡の東側1m，167号住

屠跡の西側2mに位置している。本跡の北側部に壁を切って981号士風本跡内には9炉の東端

から東壁に接する大形の976号土壌が重複している。

平面形は長径4・65m，短径4．20mの不整円形を呈している。壁はハードロームで硬く明確であ

り9　東壁は外傾してゆるやかに立ち上がり，他の壁はほぼ垂直に近い状態で立ち上がっている。

壁高はユ5～2雛mで　北東～北西壁が高い。床面はハードロームで硬ら　南側部分は，ブロック状

でごつごつしている。炉の南側が壁に向かって高くなっており9　炉の北側との高低差は約10cmあ

る。炉はほぼ中央に位置し9　平面形は長径70cm9　短径60cmの楕円形を里し9　床面を20cm皿状に掘

り込んだ地床炉である。炉の東端部分は976号土壌の覆土上に位置していることから9　土壌より

本跡が新しい。炉内には上層に焼土粒子9　炭化粒子を含む暗褐色も　下層に焼土粒子を多量に含

む暗赤褐色土が約摘cmの厚さで機構している。炉床は焼けて硬いブロック状を里し9　ごつごつし

ており9　長期間使用されたようすをうかがうことができる。ピットは8か所いずれも壁近くに検

出され普　主柱穴は9Pl～P3eP5参P7を結ぶ5角形ないしは，Pl～P。eP5。P7eP8を結ぶ6角形と

考えられる。主柱穴の規模は長径23～28cm9　深さ24～41cmである。覆土は上層に炭化粒子，焼土

粒子を含む暗褐色も　下層にローム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，南側部分の覆土中から縄文土器片が出土したが，その数は19片と非常に少なかった。

第170号住居跡（第85図）
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本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6i4を中心に確認され，127号住居跡の南側1m，174号住居

跡の東側1mに位置している。本跡の西側には，壁を切って1056号土壌が重複している。

平面形は長径4・3、5m，短径3・75mの楕円形を呈し，長径方向はN－620－Wを指している。壁は

軟らかいロームであり，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は14～17cmである。床面は

軟らかく，全体的に平坦である。炉は中央から西寄りに位置し，平面形は長径65cm，短径50cmの

楕円形を呈し，床面を約18cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を少量含む褐色

土が堆積しておrら　炉床はわずかに焼けている程度である。床面も軟らかく，炉床もわずかに焼

けている程度なので，本跡はそれほど長期間使用されたものとは思われない。ピットは6か所壁

近くに，等間隔で検出され，主柱穴はPl～P6と考えられる。主柱穴の規模は長径27～34cm，深さ

20～40cmでいずれも同程度の規模である。覆土は上層に焼土粒子，炭化粒子を含む極暗褐色土，

下層にローム粒子を含む暗褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，西側部分の覆土中から縄文土器片が379片出土したが，いずれも小片である。

第171号住居跡（第86図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6i6を中心に確認され，170号住居跡の北東側2mに位置し

ている。本跡の東側に，古墳時代五領期に比定される187号住居帆西側に127号住居跡言ヒ側に

188号住居跡が重複している。

平面形は長径6・20m，短径5・50mの楕円形を呈し，長径方向はN－480－Wを指している。壁は

ソフトロームで軟らかく，ゆるやかに立ち上が生　壁高は14二つ6cmである。床面はソフトローム

で軟弱であり，全体的に平坦である。127号住居跡の床面と本跡の床面との高低差は約6cmあり，

本跡の方が浅い。炉は検出されない。ピットは9か所検出されたが，配列に統一性がなく，主柱

穴は不明である。覆土は暗褐色土が主に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，南側部分の覆土中から縄文土器片が269片出土した。北側に重複している188号住居跡

からは，加曽利EⅣ式の土器が出土しており，また，本跡の北側床面上に188号住居跡の炉が検

出されていることから，本跡は188号住居跡よりも古いものと考えられる。東側の187号住居跡

は古墳時代の住居跡であり，重複遺構の中では一番新しい。

第172号住居跡（第86図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6alを中心に確認され，120号住居跡の南側1m，167号住居

跡の東側1m，173号住居跡の西側1mに位置している。

平面形は長径3・80m，短径3・73mのほぼ円形を呈してお生　当遺跡の中では，最も小形の住居

跡に入る。壁はロームブロック状でごつごつしており，外傾してゆるやかに立ち上がっている。
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壁高は24～27cmである。床面は固く締まりがあり，全体的に平坦である。炉は検出されない。ピ

ットは6か所壁近くに等間隔で検出され，主柱穴はPl～P6と考えられる。主柱穴の規模は長径23

～42cm，深さ23～41cmである。覆土は上層にローム粒子，炭化粒子を含む暗褐色も　下層にロー

ム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遣物は，主に南側の覆土中から縄文土器片が335片出土した。

第173号竪穴遺構（第87図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6a2を中心に確認され，172号住居跡の東側1mに位置して

いる。本跡の東側には，壁を切って1038号土壌が重複している。

平面形は長径3．60m，短径3。36mの不整周形を呈している。壁はロームブロック状でごつごつ

しており，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は18～20cmである。床面は固く締まって

おり，全体的に平坦である。炉は検出されない。本跡の東側1mに64号炉穴が検出されているが，

本跡との関係は不明である。ピットは5か所検出されたが，P2のP4は中央部分に検出され配列が

不規則で主柱穴は不明である。規模は長径24～49cm，深さ22－33cmとほぼ同程度のピットである。

覆土は上層に焼土粒子，炭化粒子を含む褐色土，下層にローム粒子を含む褐色土が自然堆積の状

態で堆積している。　　　　　　　　　　　　　　　　　、

遣物は，北側部分の覆土中から加曽利Em式の土器片が351片出土した。

本跡は，床面は固く締まっているが中央部に柱穴が2か所存在し，炉が検出されないこと等か

ら，居住施設としての住居跡とは異なる遺構と考え，竪穴遺構と想定した。またその性格的なも

のは不明である。

第174号住居跡（第87図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6j3を中心に確認され，139号住居跡の南側2mに位置して

いる。本跡の南側には，189号住居跡，本跡内には，北壁に接して1042号9　中央部に1141号土境

が重複している。

平面形は長径3．70m，短径3．50mのほぼ円形を呈している。壁はロームブロック状でごつごつ

しており，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は24cmである。床は軟らかく全体的に平

坦である。炉は検出されない。ピットは4か所検出されたが，配列からみて重複土壌により消滅

したピットが，あと2か所はあるものと思われる。主柱穴は，Pl～P。と考えられ規模は長径23－

28cm，深さは19－37cmでP3は浅い掘り込みである。覆土は上層から下層にかけて，焼土粒子，炭

化粒子を含む暗褐色土が主に堆積しており，人為的に埋め戻された状態を示している。

遺物は，南側部分の覆土中から縄文土器片が385片出土した。いずれも小片である。
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第175号住居跡（第88図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6dlを中心に確認され，北東側に176⑳177号住居軌南西側

に133号住居跡と近接した位置にある。本跡内には，中央から西側部分に1098号土壌が重複し

ている。

平面形は長径4・Om9短径3・70mのほぼ円形を呈している。壁はハードロームで明確であり，

外傾して立ち上がっている。壁高は14～20cmで，北西壁が高い。床は固く締まっており9全体的

に平坦である。炉は検出されない。ピットは6か所壁近くに等間隔で検出され9　規模は長径25～

28cm，深さ31～46cmで，いずれも主柱穴と考えられる。覆土は上層に炭化粒子，ローム粒子を含

む褐色土9下層にロームブロックを含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，北側部分の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が98片出土した。北東側の176号住

居跡からは加曽利Em式の土器が出土していることから，本跡よりも176号住居跡の方が古いも

のと考えられる。

第176号住居跡（第88図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6C2を中心に確認され，167号住居跡の南東側6mに位置し

ている。本跡の西側部に9177号住居眺南西部には175号住居跡9　本跡内の南東側壁際に1096号

土壌が重複している。

平面形は長径5・32m，短径4の80mの不整円形を呈している。壁はハードロームで明確であり9

外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は16～17cmである。床面はハードロームで固く締ま

っており，全体的に平坦である。炉はほぼ中央に位置し9　平面形は長径95cm9　短径80cmの楕円形

を里し，床面を10cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には上層に赤褐色に焼けた焼土が充満

し9　下層ににぷい赤褐色の焼土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈しており，か

なり長期間使用されたものと思われる。ピットは8か所検出され，P2～P6が主柱穴と考えられる。

主柱穴の規模は長径25～28cm，深さ30～43cmでほぼ同程度の規模である。もう1か所の主柱穴が

あったものと推定されるが91097号土壌によって消滅したものと思われ暫　規模は不明である。

P2とP3の東側に，張り出し部分がみられ9　本跡の入日施設と考えられる。覆土はローム粒子，炭

化粒子，焼土粒子を含む褐色土が主に堆積しているが，耕作によると思われる撹乱を受けており9

堆積の状態は不明である。

遣物は9　南側から東側の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が400片出土した。重複してい

る175e177号住居跡からほヲ加曽利EⅣ式の土器片が出土しており，これらの住居跡よりほ9本

跡の方が古いものと思われる。
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第177号住居跡（第88図1

本跡は普　当遺跡2区南部の調査区K6C2を中心に確認され9　蟻号住居跡の南東側4mに位置し

ている。本跡の東側には9176号住居軌　本跡内の中央部には91097号土壌が重複している。

平面形は長径4の53m9　短径4。42mのほぼ円形を呈している。壁はハードロームで明確であり学

外傾してゆるやかに立ち上がっている。璧高は摘～錮cmで西壁が低い。床面はハードロームで固

締まってお畑　全体的に平坦であるが9　東側へゆるやかに傾斜している。炉は中央から西寄り

に位置し9　平面形は径65細の円形を豊しておりラ　床面をヱ5cm皿状に掘り込んだ地床炉であるが警

1097号土壌の覆土上に構築したものである。従って，本跡より土壌の方が古い。炉内には炭化

粒子撃　焼土粒子を含む暗褐色土が堆積している。炉床は9176号住居跡の炉に比較すると軟らか

いが，これは学　土壌の覆土上に構築したためとも考えられる。ピットは7か所壁に治って等間隔

で検出され9P2e P3のP50P7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径24－28cm普　深さ30～42

cmではぼ同程度の規模である。PlOP4eP6ほ支柱穴と考えられる。覆土はローム粒子9炭化粒子9

焼土粒子を含む褐色土が主に堆積しているが9　耕作によると思われる撹乱を受けており9　堆積の

状態は不明である。〕

遺物は9　北側部分の穫土中から主に加曽刹EⅣ式の土器片が459片出土したが9　いずれも小片

である。東側に重複している膵号住居跡からは　加曽利EH式の土器片が出土しており普　本跡

の方が17㍍封住居跡よりも新しいものと思われる。

第は＄号住居跡（、第89図）

本跡は　当遺跡　区南部の調査区K銑8を中心に確認されラ　且91号住屠跡の南西側2mに位置し

ている。本跡の南東部半分には学　202号住居晩　春跡内には　南東側には37号土壌が重複してい

る。

平面形は長径5。20m9　短径4。55mの楕円形を里し，長径方向はN－280－Wを指している。壁は

ハードロームで明確であり9　外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は16～24cmで北西壁が

高い。床面はハードロームで固く締まってお畑　全体的に平坦である。炉は検出されない。ピッ

トは壁に沿って等間隔に6か所検出され普P2eP。のP5eP6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模

は長径21～28cm，深さま6～47cmでP2ほ浅い掘り込みである。PlH㌔ほピットの位置から支柱穴と

考えられる。覆土は上層に焼土粒子を含むさらさらした黒褐色土管　中層にローム粒子を含む暗褐

色土管　下層にローム粒子を含む締まりのある褐色土がラ　自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　西側の覆土中から主に加曽利Em式の土器片が393片出土した。出土遺物からみて9

加曽利EⅣ式の土器片を出土している202号住居跡の方が本跡よりも新しいと思われる。
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第179号住居跡（第89図）

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区K6b4を中心に確認され9180号住居跡の南西側2mに位置し

ている。本跡内にはラ　北側壁近くに1047号土壌が重複している。

平面形は長径4。50m，短径4．10mの不整円形を呈している。壁はソフトロームであり，東壁は

垂直ぎみに立ち上がり，他の壁は外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は18～20cmである。

床面は軟らかく9　平坦であり9　東側へゆるやかに傾斜している。炉は検出されない。ピットは壁

近くにHか所検出されヲ　Pl。P3e P6eP7・Pl。が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径25～

47cm，深さ18～53cmでP6ほ浅い掘り込みである。覆土は上層にローム粒子を含む黒褐色土，下層

にローム粒子を含む褐色土が9　自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，北側から西側にかけて覆土中から主に加曽利Em式の土器片が203片出土した。

第180号住居跡（：第90図）

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区K6a5を中心に確認され9189号住居跡の東側3mに位置して

いる。本跡は，南西側の一部を残し，ほとんどが207号住居跡と重複している。本跡内には9　北

西部分に1048号土壌が重複している。

平面形は長径5・Om，短径4．95mのほぼ円形を呈している。壁は軟弱なソフトロームであり9

丙側壁はプランがはっきりしないため，1mほど掘り過ぎた。立ち上がりほ9　ゆるやかに外傾し

ており∴壁高は14～18cmである。床面は軟弱なロームで平坦である。炉は中央に位置し，平面形

は長径80cm，短径70cmの楕円形を里し，床面を25cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼

土粒子を多量に含む暗褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈し，ごつごつし

ている。ピットはHか所検出され9　Pl～P3eP6◎P7◎Pl。の6か所が主柱穴と考えられる。主柱

穴の規模は9　長径31～62cm，深さ27～51cmでPl。ほ特に太く9　深い掘り込みである。覆土は上層

にローム粒子を多鼠　炭化粒子をわずかに含む暗褐色も　下層にローム粒子を多量に含む褐色土

が堆積している。

遺物は，西側部分の覆土中から縄文土器片が多量に出土し9　総数1，196片を数える。重複して

いる207号住居跡は9　加曽利EⅣ式の土器を出土しており9　また，207号住居跡の炉の一部が本

跡のP9の上にかかっていることから考えて9本跡の方が207号住居跡よりも古いものと考えられ

る。

第181号住居跡（第90図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6j7を中心に確認され，134号住居跡の南西側2mに位置し

ている。本跡の東側に，96砂135号住居跡が重複している。135号住居跡が，本跡の床を切って構
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築されていることから本跡の方が古い。

平面形は東壁が重複のために切られており不明であるが管　ピットの配列から推定して長径5．45

m普　短径4．50mの楕閏形を豊し撃　長径方向はN…450…Wを指しているものと考えられる。壁は東

壁が重複により削除されているが9　残りの部分はハードロームで明確でありラ　ほぼ垂直に立ち上

がっている。壁高は20～24cmである。床面はハードロームで硬く平坦である。床面の東側半分は

拍号住屠跡によ　切られている。炉は検出されない。ピットは7か所検出され9Pl～P5が主柱

穴と考えられる。主柱穴の規模は長径26～44cm9　深さ29～62cmでP3ほ特に深い掘り込みである。

覆土は上層にローム粒子を多量に含んでいる暗褐色土管　下層にローム粒子を多義に含む褐色土が

主に堆積している。堆積の状態はヲ　ま35号住居跡に切られておりはっきりしないが9　残された土

層断面からみると，人為的に理め戻されたものと考えられる。、

遺物は∴西側の覆土中から土に加曽利EIII式の土器片が353片：廿上した。135号住居跡からは加

曽利EⅣ式土器片がJ、旧二しており，また，135号住居跡が，本跡の床を切って構築されているこ

とから考えて，本跡の方が古いものと考えられる。

第柑号住居跡（第91図〕

本跡は　当遺跡　区南部の調査区K馳6を中心に確認され9　ま80号住屠跡の南側2mに位置して

いる。本跡内には　南側壁近日こ銅　の摘別号　北東側に摘舗号土壌が重複している。

平面形は長径4．15m，短径3．96Illのはぼ円形を呈している。壁はロームプロ、ソク状でごつごつ

しており，外傾してゆるやかに立年上が一つている吉野高は14～15（‾、‖1である．床面は軟らかく宰相

である。炉は検出されない。ビ、、ノr′トは13か所中央から北側に検出され，南側は重複している1（母上

1050号土壌により消滅したものもあると思われる。主柱穴は配列からみてPl・P3・P。・Pllと考

えられ学　規模は長径25～28cm9　深さ13－24cmでPllは浅い掘り込みである。覆土は上層にローム

粒子を含む暗褐色土管　下層にローム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が159片出土した。

第用3号住居跡（第91図）

本跡は誓　当遺跡2区南部の調査区K6b7を中心に確認され，ユ80号住居跡の南東側6mに位置し

ている。本跡の南側部には9　舗号住居跡　本跡内には9　南西側部分に1228号土壌が重複してい

る。

平面形は長径5．04m，短径4．90mのほぼ楕円形を呈し，長径方向はN－570MEを指している。壁

はハードローーームで明確であ生　外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は16－26川で北東壁

が高い。床面はハードロームで9　よく締まっており，全体的に平坦である。炉は中央に位置し9
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平面形は長径86cm9短径72cmの楕円形を呈し9床面を約30cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉

内には焼土粒子を多量に含む暗赤褐色土が充満し9炉床は焼けて硬いブロック状を呈しており，

長い期間使用されたものと思われる。ピットはユ3か所検出され争　P2ゆP6㊧Pl。。PllのP12が主柱穴

と考えられる。主柱穴の規模は長径25～35cm　深さ摘～62cmでPl。は浅く，P2は深い掘り込みで

ある。覆土は上層にローム粒子を多量に含む褐色も下層にローム粒子を含む明褐色土が堆積し

ている。堆積の状態は覆土が200号住居跡に切られており不明であるが，残った部分から判断す

ると，自然堆積の状態で堆積している。本跡は9　最初に炉のない住居跡として調査を終了したも

のであるが9本跡の南側に重複している200号住居跡の柱穴を調査中，柱穴の底から焼土を検出

したために9　200号住居跡の床面を約20cm掘り下げて検出した住居跡である。従って9　本跡の方

が古く，200号住居跡が新しい、＝

遺物は，主に北側部分の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が222片出土した。

第1掴号住居跡（第92図）

本跡はタ　当遺跡2区南部の調査区K6e7を中心に確認され9200号住居跡の南側3mに位置して

いる。本跡内には，炉の西側部に1205号土壌が重複している。

平面形は長径5025m学短径4ぜ55mの楕円形を里し9長径方向はN…670…Wを指している。壁は

やや軟弱で9　外傾してゆるやかに立ち上がっているが9　一部耕作によると思われる授乱を受けて

いる。壁は14～26cmで9　北東壁が低く，南東壁が高い。床面はロームで締まりがあり，比較的硬

い。炉は中央から東寄りに位置し，平面形は長径90cm，短径80cmのほぼ円形を里し9床面を約26

cm碗状に掘り込んだ地床炉である。炉内には，焼土粒子を多義に含む暗褐色土が充満している。

炉床は焼けて硬いブロック状を呈している。ピットは7か軌　炉の周辺に等間隔で配列しており，

Pl～P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径30～35cm9　深さ19～53cmでP4は浅い掘り込み

である。覆土は上層にローム粒子を多量に含む暗褐色も　下層にローム粒子を多量に含む褐色土

が堆積している。耕作による授乱を受けているが，残りの部分から判断すると自然堆積の状態で

堆積している。

遺物は，主に南側の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が128片出土した。

第185号住居跡（第92図）

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区K6f6を中心に確認されラ184号住居跡の南西側2mに位置し

ている。

平面形は長径3・74m9　短径3e50mのほぼ円形を呈する小形の住居跡である。壁は軟弱で不明確

であり，北東壁が垂直に，他の壁はゆるやかに立ち上がっている。壁高は18－22cmである。床面

一187－
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ほ平坦でよく締まっており硬い。炉は検出されない。ピットは6か所検出されPleP2・P4e P5が

主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径26－29cm，深さ22～30cmでほぼ同規模の掘り込みであ

る。覆土は上層に暗褐色土9　下層に褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遣物は，北側部分の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が74片出土した。

第186号住居跡（第93図1

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区K6d。を中心に確認され，184号住居跡の東側8mに位置して

いる。

平面形は長径4．摘m　短径3。70mの不整円形を呈している。壁は締まりのあるロームで明確で

あり，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は18～23cmである。床面は平坦でよく締まっ

ていて硬い。炉は検出されない。ビ、ソトは7か所検出され，P2・P4・P5・P7が主柱穴と考えられ

る。主柱穴の規模は長径24－32cm，深さは17～34cmでP7ほ浅い掘り込みである。Ple P3・P6ほ配

列からみて支柱穴と考えられる。覆土は上層に焼土粒子，炭化粒子を含む暗褐色土ラ　下層にロー

ム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，主に北側と南西側の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が139片出土した。

第用8号住居跡　し第93図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6h6を中心に確認され，139号住居跡の東側4mに位置して

いる。本跡の東側に136号住居跡，西側に127号住居跡，南側に171号住居跡，北側に138号住居跡，

南東側に187号住居跡が重複している。

平面形は推定するところ長径6．42m，短径6．10mの楕円形を呈し，長径方向はN－560－Wを指

しているものと思われる。壁は重複遺構に切られて消滅し，北西，北東部にそれぞれ約1m残っ

ているだけである。その部分は軟らかく，ゆるやかに立ち上がり，壁高は20cmである。床面は軟

らかく平坦である。炉は中央に位置し，平面形は長径70cm9　短径50cmの楕円形を呈しており，床

面を約18cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内にはローム粒子を多鼠　焼土粒子を少量含む赤

褐色土が堆積している。炉床は軟らかく，使用期間は短期間であったと思われる。ピットは11か

所検出されたが普　配列に規則性がなく9　主柱穴は不明である。覆土は上層に黒褐色土，下層に暗

褐色土が主に堆積しているが，重複が著しく堆積の状態は不明である。

遺物は9　南西部分の埋婆施設から，加曽利EⅣ式の埋設土器と，主に炉の西側部分から土器片

が284片出土した。埋婆施設は，直径40cm，深さ20cmの掘り方を有し，口綾部の欠けている上部

径36cm，高さ40cmの深鉢を埋設したものである。

本跡の炉と埋婆が9南側に重複している171号住居跡の北側床面上に検出されて言ることから，

－189－
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本跡の方が171号住居跡より新しいものと思われる。また，西側の127号∴東側の136号住居跡か

らも本跡と同期期の加曽利EⅣ式の土器を出．上していることから，はぼ同時期のものと考えられ

るが，新旧関係について明確にすることはできなかった。さらに，南東側の187号住屠跡は，古

墳時代のものであり，重複住居跡の中では一番新しいものである。

第189号住居跡（第87図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6j〟を中心に確認され，170号住居跡の南西側2！11に位置し

ている。本跡の北側には，174号住居跡，1141号土壌，南東側に，壁を切／〕て1143号土塀，本

跡内中央部に1142号土鳩が重複している。

平面形は長径4．30－11，短径3．85111の楕円形を呈し，長径方向はN一一500－Eを指している。壁は

ロームブロック状でごつごつしており9　外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は32～40cm

で，南西壁が高い。床面はハードロームでよく締まっており，全体的に平租である。炉は中央に

位置し，炉の南西部分は1142号土鳩の覆土上に構築されている。、従って、1142号土壌より本跡

が新しい。平面形は長径65cm，短径45cmの楕円形を呈してお畑　床面を30細碗状に掘り込んだ地

床炉である。炉内には上層に炭化粒子を含む赤褐色土管　下層にレンガ色に焼けた焼土が充満して

いる。炉床は焼けて硬いブロック状を里し9　ごつごつしている。ピットは5か所検出されたが，

配列に規則性がない。Pl・P。・I‾〕4は土柱穴と考えられ，規校は長径24－29川一言莱さ21～40川てあ

る。残りの主柱穴は911射o n43号土壌により消滅したものと思われる。覆土は上層に炭化粒

子，焼土粒子を含む暗褐色土，下層にロ…ム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，主に南側から東側の覆土中から縄文土器片が692片山上したが，いずれレ」、片である。

第190号住居跡（第94図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6f。を中心に確認され，191号住居跡の北側5111に位置して

いる。

平面形は長径3。35m，短径2．95mの不整円形を呈する小形の住居跡である。壁は9　比較的締ま

ったロームで明確であり，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は20～22cmである。床面

は硬く平坦で9　南側にゆるやかに傾斜している。炉は検出されない。ピットは4か所検出され9

Pl～P4が主柱穴と考えられる。規模は長径23～31cm，深さ19－23cmでほぼ同程度の規模である。

覆土は上層にローム粒子，炭化粒子を含む暗褐色土，下層にローム粒子を含む明褐色土が自然堆

積の状態で堆積している。

遺物は9　主に北側の覆土中から縄文土器片が34片出土しただけである。

一一191－
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第191号住居跡（第94図1

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6g。を中心に確認され，202号住居跡の北東側2mに位置し

ている。

平面形は長径3．50m，短径3．42mのほぼ円形を呈している。壁は軟らかなロームであり，外傾

して立ち上がっている。壁高は18－25cmあり，東壁が高く9　他の壁は低めである。床面はハード

ロームで，全体的に平坦である。炉は中央から北寄りに位置し，平面形は長径90cm，短径85cmの

不整円形を里し9　床面を10cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には中心部分にレンガ色に焼

けた焼土，その周囲に赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状となり凹凸が激し

い。ピッ　はHか所検出されたが，配列は不規則である。主柱穴はPleP3。P5鋒P7と考えられ，

規模は長径19～28cm9　深さは摘～射cmでPlは特に浅い掘り込みである。覆土は上層に焼土粒子を

わずかに含んだ黒褐色土，中e下層にローム粒子を多量含んだ締まりのない褐色土が自然堆積の

状態で堆積している。

遺物は，主に炉の西側の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が99片出土した。

第192号住居跡　し第95図）

本跡は誓　当遺跡2区南部の調査区K7glを中心に確認され，191号住居跡の東側3m，193号住

屠跡の西1mに位置している。

平面形は長径4・30m，短径4．10mのほぼ円形を呈している。壁はロームで比較的明確であり，

外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は18～20cmである。床面はロームで締まりがあり全

体的に平坦である。炉は中央に位置し，平面形は長径117cm，短径80cmの楕円形を里し，床面を

17cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には中央部分にレンガ色に焼けた焼土が堆積し，その

周囲には焼土粒子を多量に含んだ赤褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で，軟ら

かい。ピットは壁近くに等間隔で6か所検出された。規模は長径22～31cm，深さ17～28cmといず

れも同程度であり，それ程深い掘り込みではないが，6か所とも主柱穴と考えられる。覆土は上

層に炭化粒子を含み，さらさらした黒褐色土，下層に炭化粒子を含む，締まりのある粘性の強い

褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が194片出土した。

第193号住居跡　し第95図）

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区K7g。を中心に確認され，192号住居跡の東側1mに位置して

いる。本跡の東側部には227号住居跡が重複している。

平面形は長径5・02m9　短径4．96mの不整円形を呈している。壁は硬いロームで，よく締まり明

－193－
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確である。立ち上が射息ゆるやかでラ　壁高は摘～17cmである。床面はよく踏み固められたローム

で硬く9　全体的に平坦である。炉は中央から西寄りに位置し学　平面形は径50cmの円形を呈してい

る小形の炉であり9　床面を25cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を含む暗赤褐

色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状となり学　凹凸状である。ピットは壁近くに9

か衡　炉の南側40cm9　北側30cmの位置に2か所検出された。主柱穴はPleP28P40P60P9の5か

所と考えられる。主柱穴の規模は長径21～33cm9　深さユ8～33cmでいずれも小規模の柱穴である。

覆土は上層にロ…ム粒子を多量に含む暗褐色土9　下層にローム粒予を含む褐色土が自然堆積の状

態で堆積している。

遺物は9　住屠跡の全域にわたり覆土中から童に加曽利EⅣ式の土器片がm片出土した。227号

住居跡からも加曽利EⅣ式の土器片が出土してお畑　本跡と22号住居跡は　ほぼ翻期の　の

と考えられるが9　新旧関係については不明である。

第194号住居跡　し第96図）

本跡は　当遺跡　区南部の調査区K封2を中心に確認され，195号住屠跡の南西側1mに位置し

ている。本跡の北西側には9　2飢号住居跡が近接し　本跡内には　炉の西側にユ飢号土壌が重複

している。

平面形は長径4060mラ　短径4．37mのほぼ円形を呈している。壁はハードロ…ムで明確であり学

外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は26～28cmである。床面は踏み固められて締まって

お畑　全体的に平坦である。炉は中央に位置し9　平面形は長径100cm　短径帯cmの楕円形を呈し

ている。炉の西端部が9　ま246号土壌の東端部を切って構築され9　床面を摘cm皿状に掘　込んだ

地床炉である。炉内には焼土粒子を含む赤褐色土が堆積し，炉床は焼けて硬く9　凹凸状である。

ピットは壁際に等間隔で6か所検出され9　主柱穴はPl～P6と考えられる。主柱穴の規模は長径23

－28cm9　深さユ5－36cmでP6ほ浅い掘り込みである。覆土は上層にローム粒子を多義に含む暗褐色

土管　下層にローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。上層は耕作によると思われる撹乱を

受けてお畑　堆積の状態は不明である。

遺物は，住屠跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が163片出土した。

本跡の炉の西端部が91246号土壌の東端部を切っていることから，本跡よりも1246号土壌の方

が古いものと考えられる。

第195号住居跡（第96図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K7h。を中心に確認され9193号住居跡の南側1mに位置して

いる。本跡内には，中央部に1223号土壌が重複している。

－195－
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平面形は長径4・90m，短径4．16mの楕円形を里し，長径方向はN－520－Wを指している。壁は

ハードロームで明確であり9　北東壁は垂直に近い状態で立ち上がり，他の壁はゆるやかに立ち上

がっている。壁高は20～25cmである。床面はロームでよく締まっており，全体的に平坦である。

炉は中央に位置し，平面形は長径110cm，短径90cmの楕円形を豊し91223号土壌上に構築してあ

り，深さは約20cmで皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を多量に含む赤褐色土が

堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で軟らかいのは，土壌の覆土上に構築したためである

と思われる。ピットは壁近くに等間隔で6か所検出され，Pl～P6が主柱穴と考えられる。主柱穴

の規模は長径20～30cm，深さ17～33cmでいずれも小規模の柱穴である。覆土は上層に，焼土粒子，

炭化粒子をわずかに含む黒褐色も　下層にローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。上層

は9　耕作によると思われる撹乱を受けており，堆積の状態は不明である。

遺物は普　東側部分の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が47片出土した。

第196号住居跡（第97図）

本跡は9　当遺跡2区南部の調査区K7h6を中心に確認され，197号住居跡の北側3mに位置して

いる。

平面形は長径3p40m，短径3・ユ6mのほぼ円形を呈している。壁はロームで比較的締まりがあり，

明確である。東壁から北壁にかけては，垂直に近い状態で立ち上がり9　他の壁はゆるやかに立ち

上がっている。壁高は10～12cmである。床面は踏み固められたロームで，硬く平坦である。炉は

中央から南側に位置し9　平面形は長径65cm，短径52cmの楕円形を呈し，床面を25cm碗状に掘り込

んだ地床炉である。炉内には焼土粒子9　焼士ブロックを含む赤褐色土が堆積している。炉床は焼

けて硬いブロック状で，中央部分に深さ5cmのくぼみがある。ピットは壁近くに等間隔で5か所

検出され，Pl～P5が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径20－23cm9　深さ17～24cmでいずれ

も小規模の柱穴である。覆土はローム粒子を含む暗褐色土，下層にローム粒子を含む褐色土が自

然堆積の状態で堆積している。

遺物は亨　主に炉の周辺と炉の南側の覆土中から縄文土器片が971片出土したが，いずれも小片

である。

第197号住居跡（第97図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K7i6を中心に確認され，196号住居跡の南側3mに位置して

いる。

平面形は長径4・65m9　短径4・35mの楕円形を呈し，長径方向はN－490－Wを指している。壁は

締まりのあるロームで明確であり，南壁は垂直ぎみに立ち上がり，他の壁はゆるやかに立ち上が

一197－
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っている。壁高は且　～蟻cmである。床面は全体的に平坦でも　軟らかい南東側の床面に　一辺が約

1．5mの三角形を呈した耕作十∴よる、と思われる撹乱ハ跡がし二日）おる、、炉は中央から北苦り工位出

し，平面形は長径1し）5（勒　短径錮（、r一一の桔円彬を呈している」末面を18し両肛状に握り込ふだ地味畑

で、炉内には焼土粒子　炭化粒子を含む赤褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で、響

．　　　　　　　　　　　　　　し、　′　　　　　　　　　　、　　　　　・

がそこ′斗馴粧二検出された。圭柱「′fCはI十㌧f）。うと考えられ，規棺は長径2二ト28川，深さ11一～41川て・Il）3

は特に浅い据I）込みで予）る∴覆土は日卓汗二ロー一一ム粒子を多量に含む暗褐色十、十屑十JL一一ム粒J′、

な多量に含む褐色十が自然堆柿の状態で堆積している。

遣物は，炉什正の覆土中から縄文十器片が4（う片出土Lだ√

第用8号住居跡　第叫マ日

本跡は督　当遺跡2区南東部の調査区L7昆8を中心に確認され撃　摘号住居跡の南東側　門に位置

している．、、本跡の東側半分は，22出力幸出跡と重蝮している二、、

、回I廿三は長径5．8（）m，矩f封．80日－の棺半日巨を呈しており，LH羊方向はN∴汗…一Wを指し一・二いる、＿、

壁は比較的硬いロー一一一ムで明確でしもり，外柚してり）るやか十∵立ら士が－∵J∵いる言勘諒封＿8～・2：・年m‾‾こ

有る一木面は枯1く締まィノ∵お生　全体的に平川て右る．、、本跡の床面と22（昌月日吉跡こ′7‾）床面との高

低差は　～摘cm程度である。炉はほぼ中央に位置し　平面形は長径鵬cm　短径祁cmの楕円形を皇

し　床面を蟻cm皿状に堀を込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子　炭化粒子を含む暗褐色士が

堆積しているJ炉味は焼けて硬いプロ、、′ク状とな・ノノ）∵おり，長期間使用したま∵「十をうかが十二

とができる、、ビ、つ、は撃から2（ト50川「の位置に等間隔て、lL）か所検出され言）2。PlO Pぅ4Pγ・P直上

土柱穴と考えられる∴主柱穴の規模は長径26～：猟期　深さ1（ト27川て、いずれレト瑚莫の柱穴て、有

る．、＿、覆十は日柄二ロー∴左粒子を多量に含む暗褐色十，卜屑にローーpl・、れム粒J’・を多量工含む褐色十が自

然堆積の状態で堆持している＿、

遺物は，炉周辺才）将士中から圭に加曽利EⅣ式の土器片が考昌轟二出土し，総数上2現片を数え

るが警　いずれも小片である。

重複している黒＿う月日古跡は，本跡の床面の東半分を握り　卜げて作られておi上　本跡の方が古

く，226号住居跡が新しい。、

第199号住居跡（．第佃、東日

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区。J5g日を中心に確認され，78号住居跡了）東側1日1工位置して

いる。本跡の南側半分に撃13号住居跡　東側に蟻号住屠跡　北東側には号住屠跡が重複して

いる二、本跡内には∴恒の東側に（－）12号言酬帖二〔）1事十上坤が重複している。

－…1ユ（）（）一1－1′
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平面形は長径軋60m，短径4。26mのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームであり9　残って

いる壁は9　垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は21～22cmである。床面は比較的固く締ま

っており，全体的に平坦である。炉はほぼ中央に位置し9　平面形は長径110cm，短径90cmの楕円

形を呈している大形炉で9　床面を約40cm椀状に掘り込んだ地床炉である。本跡の炉は913号土壌

として調査を進めたところ，覆土に焼土が充満していたため炉に変更したものである。炉内には

焼土ブロック9　焼土粒子を多量に含む暗赤褐色土が堆積し，中層に9　レンガ色に焼けた焼土ブロ

ックが堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状となりごつごつしている。ピットは12か所検

出され，PleP2ゆP4eP5e P7e P8が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径25－35cm，深さ42

－53cmあり9　いずれも深くしっかりした柱穴である。覆土は上層に焼土粒子，炭化粒子をわずか

に含む暗褐色土9　下層にロ…ム粒子を多量に含む褐色土が人為的に埋め戻された状態で堆積して

いる。

遣物は，主に北側部分の覆土中から縄文土器片が292片出土したがいずれも小片である。

本跡の南側に重複している132号住居跡の床面の北端部が9　本跡の炉の南側半分を切っている

ことからみて，本跡の方が古く，132号住居跡が新しいものと考えられる。122のユ60号住居跡と

の新旧関係は不明である。

第200号住居跡（第99図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6C7を中心に確認され，184号住居跡の北側3mに位置して

いる。本跡の北側部には，183号住居跡，本跡内の中央部には1228号土壌が重複している。

平面形は長径5．70m9　短径5．10mの楕円形を皇し，長径方向はN…380－Wを指している。壁は

ハードロームで明確であり9　外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は10～14cmである。床

面はハードロームでよく締まっており，全体的に平坦である。炉は中央に位置し，平面形は長径

100cm，短径90cmのほぼ円形を里し，床面を20cm皿状に掘り込んだ地床炉であるが，1228号土

壌の覆土上に構築したものである。炉内には焼土粒子を少量含む暗赤褐色土が堆積し9　炉床はわ

ずかに焼けた程度で軟らかく，短期間の使用であったと思われる。ピットは12か所検出され，Ple

P3e P5eP6e P9e PlOの6か所が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径26～32cm，深さ19～

40cmでP9ほ浅い掘り込みである。覆土は上層にローム粒子を多量に含む褐色土，下層にローム粒

子を少量含む褐色土が，自然堆積の状態で堆積している。本跡は北側に重複している183号住居

跡の南側半分に張り床をして作られており，183号住居跡より本跡の方が新しい。

遺物は9　主に南側部分の覆土中から縄文土器片が11片出土しただけである。

第201号住居跡（第100図）

－201－
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本跡は　当遺跡　区南部の謂査区民拓を中心に確認され学　202号住居跡の東側4mに位置して

いる。本跡の南東側には，1甘号住居跡が近接している。

平面形は長径3．10町　短径2．9の11のほぼ円形を呈する小規模の住居跡である。壁はハードロー

ムで明確であり，外傾して立ナフ上がっている。壁高は28Crllでやや深い掘り込みである。床面はハ

一言ドロームで硬く平坦で、ある。炉は検出されない。ピットは壁近くに等間隔で5か所検出され，

f）1－I〕5が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径19－39川1，深さ10－35川でP。は特に浅い掘り

込みである√　覆土は上層にロー一一・ム粒子を含む黒褐色土∴下層にロームプロ、ソクを含む褐色土が自

然堆積の状態で堆桔している．。

遺物は普　出土しなかった。

第202号住居跡　し第8叶針

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6h。を中心に確認され，191号住居跡の南西側2111に位置し

ている。本跡の北西側には撃　膵号住居跡　本跡内の北西部分にはユ器号土壌が重複している。

平面形は長径5．0町　短径4．65日1の楕円形を呈L，長径方向はN一…380－Wを指している。壁は

ハードロームで明確であ畑　南西壁は垂直に立ち上が畑　他の壁は外傾してゆるやかに立ち上が

一1ている、つ翫11iは16－2（）（・‖1である」末面はノ＼－ドロームで囲く締ま／つてお■上　全体的に平囲て、あ

る。炉は中央からやや北寄りに位置し9　平面形は長径ま40cm学短径130cmのほぼ円形を呈する大形

の炉で学　床面を30cm糀状に掘り込んだ地床炉である。炉の西端部分は91237号土壌の上に構築さ

れている。従って，1237号土壌より本跡の方が新しい。炉内には焼土粒子9　炭化粒子を含む暗

赤褐色土が堆積し警　焼土粒子は炉内の最下層まで達している。炉床は焼けて硬いブロック状を呈

している。床面の強さや管　炉床の状態から考えて9　本跡はかなり長期間使用された住居跡である

と思われる。ピ、ソトは7か所壁近くに検出され，P2弓〕3・P5・～P7が主柱穴と考えられる。主柱穴

の規模は長径21－26cm9　深さ18～30cmでP2ほ浅い掘り込みである。覆土は上層に焼土粒子を含む

さらさらした黒褐色土9　中層にローム粒子を含む暗褐色土9　下層にローム粒子を含む粘性のある

褐色土が自然堆柱の状態で堆積している。

遺物は∴東側部分の覆土中から圭に加曽利EⅣ式の土器片が104片出土した。出土遺物からみ

て，加曽利EIII式の土器片を出土している178号住居跡より本跡の方が新しい。

第203号住居跡（、第100図、）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6f5を中心に確認され，185号住屠跡の西側2111に位置して

いる。本跡の西側に壁を切って1085号土壌が重複している。

平面形は長径3。68mラ　短径3。31mの楕円形を呈する小規模の住居跡で，長径方向はN－350－W

ー203－
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を指している。壁はソフトロームで軟弱であり，外傾して立ち上がっている。壁高は20cmである。

床面は固く締まっており，全体的に平坦である。炉は中央からやや北寄りに位置し，平面形は長

径70cm，短径60cmの楕円形を呈し，床面を20cm皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒

子，炭化粒子を含む暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いブロック状となり，ごつごつ

している。かなり長期間にわたって使用したようすがうかがえる。ピットは壁近くに等間隔で5

か所検出され，主柱穴はPl～P5と考えられる。主柱穴の規模は長径26～34cm，深さ26～38cmでい

ずれも同程度である。覆土は上層にローム粒子を多鼠　焼土粒子をわずかに含む黒褐色も　下層

にローム粒子を多量に含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，東側部分の覆土中から縄文土器片が36片出土した。

第204号竪穴遺構（第101図）

本跡は，当遺跡2区南東部の調査区L7g。を中心に確認され，205号住居跡の西側4nlに位置し

ている。

平面形は長径4・07m，短径3・90mの不整円形を呈している。壁はソフトロームで軟弱であり，

外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は10－15cmである。床面もソフトロームで軟弱であ

畑　全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは壁から20－40cmの位置に，等間隔で6か

所検出され，Pl～P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径25－35cm，深さ22～38cmである。

覆土は上層にローム粒子を多量に含む黒褐色二L　下層にローム粒子を多量に含む褐色土が自然堆

積の状態で堆積している。

遺物は出土しなかった。

本跡は，壁が軟弱であり，床面もソフトロームで軟弱である。炉も検出されず，規模も小さく，

遺物も出土しなかった。このようなことから居住施設としての住居跡とは考えられず，竪穴遺構

と想定した。その性格等については不明である。

第205号住居跡（第101図）

本跡は，当遺跡2区南東部の調査区L7f6を中心に確認され，204号竪穴遺構の東側4mに位置

している。

平面形は長径4．65m，短径4．45mの不整円形を呈している。壁はソフトロームであるが，比較

的明確であり，外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は10～16cmである。床面は軟らかく，

北側にゆるやかに傾斜している。炉は検出されない。ピットは壁から20－30cmの位置に，等間隔

で6か所検出された。主柱穴はPl～P6と考えられ，規模は長径21－34cm，深さ16～32cmで小規模

の柱穴である。覆土は上層にローム粒子を多量に含む暗褐色も　下層にローム粒子を多量に含む

－205－
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褐色士が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は出土しなかった。

第206号住居跡（第102図）

本跡はサ　当遺跡2区南部の調査区K5b4を中心に確認され9149号住居跡の南側3mに位置して

いる。本跡の東側部に蟻号住居跡　西側には156号住居跡9　南側にはユ57号住居跡が重複し9　本

跡内には9　炉を中心にして北側にユ268号9　東側に123301269号9　西側に1232号学　東側の壁を切っ

て935号，北壁を切って1021・1267号，南壁を切って1245号土埠の8基が重複している。

ふ、白面彬はど、、′トから推定すると長径4．50Il・1，短径4．3し）†11のはぼ円形を呈しているものと思われ

る。壁は重複している遺構によ畑　一部を残してほとんどが消滅してお畑　残った部分はローム

ブロック状で硬ら　ゆるやかに立ち上がっている。壁高は10～12cmである。床面はハードローム

で硬ら　平坦である。炉は中央からやや南寄りに位置し9　平面形は長径90cm9　短径60cmの楕円形

を呈している。床面を20cm血状に掘り込んだ地床炉で学　炉内の西側部分に約10cmのくぼみがある。

炉内には焼土粒子を少巌含んだ暗赤褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で，比較

的軟らかであ畑　短期間の使用であったと考えられる。ピットは4か所検出され9　いずれも主柱

穴と思われるJ配列からみて重複している1233・1267号土塀により消滅した柱穴が2か所はあ

るものと推定される。Pl～P4の規模は長径27～36cm　深さ2一視cmでほぼ同規模の柱穴である。

覆土は上層にローム粒子を含む暗褐色土∴下層にローム粒子を含む褐色土が堆積している。堆積

の状態は9　重複している住居跡9　土壌によって，撹乱を受けてお畑　不明である。

遺物は，炉什近の覆土中から縄文土器片が158片山上した。

本跡は　西側の蟻6号9　南側の157号住居跡を調査中に9156号住居跡の東端部分に焼土を検出

し普　これを住居跡の炉として調査を進め206号住居跡としたものである。従って9　本跡の床面上

に蟻　の蟻号住居跡の床を張って作られたことになり，1560157号住居跡より本跡の方が古いと

考えられる。

第207号住居跡　し第1（〕2図1

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6a6を中心に確認され，189号住居跡の東側4mに位置して

いる。本跡の北東部分を残して9　太部分が180号住居跡と重複している。

平面形は長径4．40m9　短径3．80mの楕円形を里し，長径方向はN－400…Eを指している。北東

部分に残っている壁は軟弱なソフトロームで不明確であり，ゆるやかに外傾して立ち上がってい

る。壁高はユ2～17cmである。床面はソフトロームで軟らかく，平坦である。炉はほぼ中央に位置

し，平面形は径60cmの円形を呈しており，床面を20cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉である。炉内

ー207－
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には炭化粒子，焼土ブロックを含むレンガ色に焼けた焼土が充満している。炉床は焼けて硬いブ

ロック状となり，ごつごつしている。ピットは10か所検出され，Ple P4－P8が主柱穴と考えられ

る。主柱穴の規模は長径29～38cm，深さ27－70cmである。覆土は上層にローム粒子多量，炭化粒

子をわずかに含む暗褐色土，下層にローム粒子を多量に含む褐色土が自然堆積の状態で堆積して

いる。

遺物は，北側部分の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が22片出土しただけである。重複し

ている180号住居跡のP9の上に本跡の炉の焼土が一部かかっており，このことから考えて180号住

居跡よりも本跡の方が新しいものと思われる。

第208号竪穴遺構（第103図）

本跡は，当遺跡2区東部の調査区L7i6を中心に確認され，205号住居跡の南側7mに位置して

いる。本跡の南西側は，エリア外の農道へ延びており，調査できなかった。

平面形は調査のできなかった部分から推定すると，長径4．60m，短径3．60mの楕円形を呈して

長径方向はN－420－Wを指していると考えられる。壁はソフトロームであり，外傾してゆるやか

に立ち上がっている。壁高は16～19cmである。床面は軟らかく，全体的に平坦である。炉は検出

されない。ピットは4か所検出されたが，配列からみて，エリア外に2か所存在するものと考え

られる。Pl～P4とも主柱穴と考えられ，規模は長径20－26cm，深さ15－22cmでいずれも浅い掘り

込みである。覆土はローム粒子を含む褐色土が主に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は出土しなかった。

本跡は，壁が軟弱であり，床面も軟弱で，炉も検出されず，遣物出土しない。このようなこと

から居住施設としての住居跡とは考えられず，竪穴遺構と想定した。その性格等については不明

である。

第209号住居跡（第104図）

本跡は，当遺跡1区西部の調査区J7C2を中心に確認され，129号住居跡の北側6mに位置して

いる。本跡の北西側には，211号住居跡，南東側には，219号住居跡が重複している。

平面形は長径4．05m，短径3．80mでやや小形のほぼ円形を呈している。壁はハードロームで明

確であり，垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は20～32cmで北東壁が高い。床面はハード

ロームで硬く締まり，全体的に平坦である。211号住居跡の床面と本跡の床面との高低差は20cm

あり本跡の方が深い。また219号住居跡と本跡の床面の高低差は16cmで本跡の方が深い。炉は中

央に位置し，平面形は長径84cm，短径75cmの楕円形を呈しており，床面を25cm椀状に掘り込んだ

地床炉である。炉内には焼土粒子を多量に含む赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬いプロ

ー209－
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ック状　なを　ごつごつしている。かなを長期間使用　たようすをうかがうことができる。ピット

は9か所検出され9配列からみてP鼠O P20P40P50P7e P8の6か所が主柱穴と考えられる。主柱

穴の規模は長径21～30cm学　深さ24～射cmである。炉の西側に検出されたP9ほっ長径56cm，深さ55

細と太型ピットであるが撃　何に使用されたかは不明である。覆土は上層にローム粒子，炭化粒子

を少逼含む暗褐色土管　下層にローム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は学　童に北側部分の覆土中から加曽利EIm式の土器片が280片出土したがラ　いずれも小片

である。重複している飢号音飢号佳屠跡からも加曽利Em式の土器片が出土している。従ってヲ

三軒の住居跡はほぼ同時期の住屠跡と思われるが学　士層断面からみると本跡の覆土が21巨219号

住屠跡よりも新しく堆積した状態を示している。このことから3軒の住居跡の中では本跡が新し

いも了主と考えられる、．

第210号住居跡（、、第103図1

本跡は　当遺跡　区西部の調査区詔昆6を中心に確認され，212号住屠跡の東側7mに位置して

いる。

平面形は長径3。75n㌦　短径3855mのやや小形のほぼ円形を呈している。壁は軟弱なロームであ

鶴　外傾して立ち上がっている。壁高は摘～ほcmである。床面は軟弱なロームで9　ゆるやかに起

伏している。炉は検出されない。ピットは壁近くに9か所検出され9PlO P3ゆP50P7が主柱穴と

考えられる。主柱穴の規模は長径23～25cm智　深さ21～23cmでいずれも小規模である。P20P40P6

ほ主柱穴の中間にあり支柱穴と考えられる。覆土は上層に焼土粒子普　炭化粒子を少量含む暗褐色

土管　下層にロ…ム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土華から主に加曽利Em式の土器片が704片出土したが，い

ずれも小片である。

第211号住居跡　し第1し1射・射

本跡は　当遺跡　区西部の調査区詔転を中心に確認され普129号住居跡の北側7mに位置して

いる。本跡の南東側には9　209号住居跡9　本跡内の中央部にユ284号土壌が重複している。

平面形は長径4．50汀㍉　短径叡錆mのほぼ潤形を呈している。壁はハードロームで明確であり，

外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は10～14cmである。床面はハードロームで固く締ま

をら　全体的に平坦であるがラ　209号住居跡との重複部分は比較的軟らかい。209号住居跡は本跡の

床の東側部分を掘り下げて作られてありラ　209号住居跡の床面と本跡の床面との高低差は約20cm

ある。従って9　本跡の方が古い。炉は中央に位置し9　平面形は径H　の円形を里し，床面から25

cm皿状に掘り込んだ地床炉であるが，1284号土壌の覆土上に構築されている。炉内には焼土粒

一一1211
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子を多量に含んだ赤褐色土が堆積しており，炉床はわずかに焼けた程度で，比較的軟らかいのは，

土壌の覆土上に構築されたためと思われる。ピットは壁から20－50cmの位置に等間隔で6か所検

出され，Pl～P6が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径25～33cm，深さ16－36cmである。覆

土はローム粒子を多量に含む褐色土が主に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，主に炉の周辺の覆土中から加曽利Em式の土器片が133片出土した。

重複している209号住居跡からも加曽利Em式の土器片が出土しており，ほぼ同時期のものと

考えられるが，本跡の床面を209号住居跡の床面が切っていることや，土層の断面の堆積状態か

ら，本跡よりも209号住居跡の方が新しいものと考えられる。

第212号住居跡（第105図）

本跡は，当遺跡2区西部の調査区I7j4を中心に確認され，213号住居跡の南西側3nlに位置し

ている。本跡の中央部には，1281号土境が重複している。

平面形は長径4・90m，短径4．68nlのほぼ円形を呈している。壁は西側が軟弱なロームで不明確

であり，東壁は比較的硬く良好な壁である。立ち上がりはゆるやかに外傾しており，壁高は22～

25cmである。床面は軟弱なロームで，全体的に平坦である。炉は中央に位置し，平面形は長径80

cm，短径65cmの不整楕円形を呈しており，床面を約50cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉であるが，

1281号土壌の覆土上に構築したものである。炉内にはレンガ色に焼けた焼土が充満し，炉床は

土壌の覆土上であるにもかかわらず，焼けて硬いブロック状とな生　ごつごつしている。かなり

長期間使用されたものと思われる。ピットは壁から20～30cmの位置に，7か所検出された。主柱

穴はP2eP3。P5eP7と考えられ，規模は21～27cm，深さ19～37cmでP5ほ浅い掘り込みである。覆

土は上層に炭化粒子をわずかに含む暗褐色土，下層にローム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態

で堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたり覆土中から主に加曽利E王II式の土器片が377片出土したが，い

ずれも小片である。

第213号住居跡（第105図）

本跡は，当遺跡1区西部の調査区I7h4を中心に確認され，212号住居跡の北東側3mに位置し

ている。

平面形は長径3e80m，短径3・50mのやや小形の楕円形を里し，長径方向はN－900を指している。

壁はロームで比較的明確であり，北壁と南西壁は垂直ぎみに立ち上が生　他はゆるやかに立ち上

がっている。壁高は16～18cmである。床面は軟らかいロームであるが，比較的よく締まっており，

全体的に平坦である。炉は中央に位置し，平面形は長径110cm，短径100cmの楕円形を里し，床面

一213－
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を30cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土ブロックを含んだ暗赤褐色土が堆積している。

炉床は焼けて硬いブロック状をなしている。ピットは壁から30～40cmの位置に等間隔で7か所検

出された。主柱穴はP18P2e P4e P6　考えられ　規模は長径2～錆cm　深さ25～36cmでいずれも

同程度の規模である。覆土は上層に炭化粒子彗　焼土粒子を含む暗褐色土ラ　下層に炭化粒子ラ　焼土

粒子を微量含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　中央部の炉付近の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が530片出土したが撃　いずれも小

片である。

第2掴号住居跡（第106［司）

本跡は　当遺跡　区西部の調査区持g3を中心に確認され9　飢号住居跡の北側　mに位置して

いる、＿、本跡の南側には，1282号土壌が重複している。

平面形は長径4．05日1，矩径3．7（1mのやや小形の楕円形を呈し，長径方向はN一一470－Wを指して

いる㍉勘まローームで比較的明確であり，外傾して時るやかに立ち上がっている。壁高は12－15。111

である。床面は締まりのあるロームて㌦　全体的に平坦である。炉は中央に位置し9　平面形は長径

60cm9　短径50cmの楕円形を里し9　床面を20cm碗状に掘り込んだ地床炉である。炉内には赤褐色土

が充満し，炉床は焼けてプロ、、・ノノク状をなしている。ビ、ソトは壁から1（ト30川1の位置に8か所検出

され，Pl弓）・P5弓）7が土柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径22－26川，深さ23～33川1て、い

ずれも同程度の規模である。P2e P4e P6e P8ほ配列からみて支柱穴と考えられる。覆土は9　ロー

ム粒子を含む褐色土が主に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，西側部分の覆上中から圭に加曽利EⅣ式の土器片が292片山上した。

第216号住居跡　し第1（汀匝日

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K7e5を中心に確認され，227号住居跡の北側5†11に位置して

いるJ　本跡の北側部には，223号住居跡が重複している。

平面形は長径6．（＿、）5町　矩径5．70mの楕円形を呈し，長径方向はN一一24㌧！Wを指している。壁は

南壁が軟らかいロームで不明確であ畑　南側へ約1m掘り過ぎてしまった。他の壁は9　硬いロー

ムで明確である∴立ち上がりははぼ垂直に近い状態で，壁高は36～40erTlと高い。壁下には，東側

の一部を除き9　璧溝が周っている。上幅10～20cm　深さ拍～ユ6cmである。床面は踏み固められて

硬ら　全体的に平坦である。特に南西部分は硬く9　入口施設があったとも考えられる。炉は中央

から西寄りに位置しラ　平面形は長径130cm9　短径100cmの不整楕円形を呈している。この炉は床面

を路cm皿状に掘　込み学　炉内の北側部分をさらに約30cmすり鉢状に掘り込み9　日綾部と底部を切

断した縄文土器を利用して構築した土器埋設炉である。埋設土器は直径40cm，高さ20cmで，その

一一215－
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中にはレンガ色に焼けた焼土が充満していた。埋設土器の外に信　焼土が広がってお畑　炉床は

焼けてブロック状となり9　ごつごつしている。炉の南側鼠mには暫　床面に焼土が検出された。こ

の焼土は9P4の上まで広がっており普　また，土層断面にも焼土が含まれていることから本跡の廃

絶後に投棄されたものと思われる。ピットは5か所検出されヲ　いずれも主柱穴と考えられる。規

模は長径51～80cm学　深さ87～H6cmでいずれも大きく深い掘り込みである。P2とP3の中間地点に9

径50cm9　厚さ30cmの球状の粘土塊が検出されたが9　何を目的としたものかは不明である。覆土は，

上層普　中層にロ…ム粒子9　炭化粒子を含む褐色土管　下層にローム粒子を含む暗褐色土が自然堆積

の状態で堆積している。

遺物は，炉内から加曽利E琵式の埋設土器　主に炉の東側部分の覆土中から土器片が1昌78片9

P48P5付近から貝のブロックが出土した。P4付近は径40cmの範囲で　厚さ約鋼cmのブロックであ

る。P5付近は9約1mZの範囲で厚さは20～30cmである。両方ともP48P5の上に50cmほど覆土が堆

積していることから9　本跡の廃絶後に投棄されたものと思われる。

本跡は9　223号住屠跡の床面と炉の半分を切って作られており9　本跡の方が新しい。

第2用号住居跡　し第106図、）

本跡は9　当遺跡2区中央部の調査区‡7elを中心に確認され9　220号住居跡の南東側3mに位置

している。

平面形は長径4。摘m9　短径3．80mのやや小形の楕円形を呈し9　長径方向はN－40…Wを指して

いる。壁は軟弱なロームであ県　外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は14～16cmである。

床は軟弱なロームて㌦　全体的に平坦である。床面積の約4分の1が，耕作によると思われる撹乱

を受けている。炉は検出されない。ピットは不規則に12か所検出され9　Ple P30P6e P8が主柱穴

と考えられる。主柱穴の規模は長径23－32cm，深さ25～33cmでいずれも同程度の規模である。覆

土は9　ローム粒子を多量に含む褐色土が主に堆積している。堆積の状態は，撹乱の範囲が広く不

明である。

遺物は智　東側部分の覆土中から縄文土器片が27片出土した。

第219号住居跡（第108図’）

本跡は，当遺跡1区西部の調査区J7C2を中心に確認され，13（口上住居跡の北側5日1に位置して

いる。本跡の北西側には，209号住居跡が重複している。

平面形は径4．45mの円形を呈している。壁はバーつドロームで明確であり9　外傾して立ち上がっ

ている。壁高は12～20cmである。床面はハードロームで固く締まり，全体的に平坦である。209

号住居跡との重複部分は9　比較的軟らかい。209号住居跡は本跡の床の北側部分を掘り下げて作

217
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られてあり9本跡と209号住居跡の床面との高低差は16cmである。従って，本跡の方が209号住居

跡より古い。炉は中央からやや南寄りに位置し9平面形は長径90cm，短径80cmの楕円形を里し9

床面を30cm椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には9焼土粒子を多量に含む暗赤褐色土が堆積

している。炉床は焼けて硬いブロック状をなし9　ごつごつしている。床面の硬さや，炉床の硬さ

からみて，かなり長期間使用したものと思われる。ピットは10か所検出され，P2eP5～P8の5か

所が主柱穴と考えられる。規模は長径20～40cm9深さ17～30cmで比較的浅い掘り込みである。覆

土は，上層に焼土粒子をわずかに含む暗褐色土9下層にローム粒子を多量に含む褐色土が自然堆

積の状態で堆積している。

遺物は9主に炉の周辺の覆土庫から加曽利Em式の土器片が122片出土した。

重複している209号住居跡からも加曽利Em式の土器片が出土しておりほぼ同時期のものと考

えられるが9本跡の床面を209号住居跡の床面が切っていることや督土層断面の堆積状態から，

本跡よりも209号住居跡の方が新しいものと考えられる。

第220号住居跡（第108図）

本跡は苧　当遺跡2区中央部の調査区脱。を中心に確認され，218号住居跡の北西側3mに位置

している。

平面形は長径3838m，短径3・05mの小形の楕円形を豊し9　長径方向はN…700…Wを指している。

壁は軟らかいロームであるが9　比較的明確であり9　外傾して立ち上がっている。壁高は14～ユ6cm

である。床面はロームで締まっており9　全体的に平坦である。北側部分に約1汀fの耕作によると

思われる撹乱部分がある。炉は中央に位置し9　平面形は径65cmの円形を里し，床面を25cm皿状に

掘り込んだ地床炉である。炉内には，焼土小ブロックを含む赤褐色土が堆積している。炉床は焼

けて硬いブロック状を呈している。ピットは壁から20～30cmの位置に，等間隔で5か所検出され

た。配列からみると，撹乱部分に，あと1か所あるものと考えられる。主柱穴はPl～P5と考えら

れ，規模は長径20～32cm，深さは18～30cmでいずれも小規模の柱穴である。覆土はタ上層に暗褐

色土9　下層に褐色土が堆積している。

遺物は，中央部炉付近の覆土中から主に加曽利EⅣ式の土器片が258片出土した。

第222号竪穴適構（第109図）

本跡は，当遺跡2区南東部の調査区L8hlを中心に確認され，205号住居跡の東側15mに位置し

ている。本跡の北側に，北東から北西にかけて8号溝が重複している。

平面形は長径3・70m，短径3．50mのやや小形のほぼ円形を呈している。壁は軟弱なロームであ

るが比較的明確で，外傾して立ち上がっている。壁高は12～13cmである。床は軟らかく平坦であ
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る。北側部分は8号溝によって切られている。炉は検出されない。ピットは壁から20～30cmの位

置に，等間隔で5か所検出された。いずれも主柱穴と考えられ，規模は長径25～30cm，深さ18～

32cmである。覆土は，ローム粒子を多量に含む褐色土が主に自然堆積の状態で堆積している。

遺物は出土しなかった。

本跡は，壁が軟弱であり，床面も軟弱で，炉も検出されず，遺物も出土しない。このようなこ

とから居住施設としての住居跡とは考えられず，竪穴遺構と想定した。その性格等については不

明である。

第223号住居跡（第107図）

本跡は，．当遺跡2区南部の調査区K7d5を中心に確認され，227号住居跡の北側8mに位置して

いる。本跡の南側には，216号住屠跡，北東側には，65号炉穴が重複している。

平面形は長径4．90m9　短径4．45mの楕円形を呈し，長径方向はN－510－Eを指している。壁は

硬いロームで明確であり，垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は22－32cmである。床面は

ロームブロック状でごつごつしているが，重複部分を除き全体的には平坦である。重複部分は，

ゆるやかに起伏しており一段低く，高低差は10cmである。炉はほぼ中央に位置し，南側半分を216

号住屠跡に切られており，平面形は長径50cm，短径魂Ocmの楕円形を呈していたと思われ，床面を

20cm椀状に掘り込んだ地床炉と考えられる。炉の中心部分を，216号住居跡の壁溝が切っている。

炉内にはレンガ色に焼けた焼土が堆積している。半分残っている炉床は焼けてブロック状とな生

ごつごつしている。ピットは5か所検出されたが，東側部の耕作によると思われる撹乱部にも1

か所存在したものと考えられる。主柱穴はPl～P5と考えられ，規模は長径29～30cm，深さ18－37

cmでPlは浅い掘り込みである。覆土は，上層にローム粒子，焼土粒子，炭化粒子を含む暗褐色土，

下層にローム粒子を含む明褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，主に北側部分の覆土中から加曽利Em式の土器片が326片出土したが，いずれも小片

である。

本跡は，216号住居跡に床面と炉を半分切られており，本跡の方が古いことがわかる。また，

北東側に重複している65号炉穴からは，縄文時代早期後業の野島式の土器片が出土しており，本

跡よりも65号炉穴が古いことがわかる。

第225号住居跡（第1（．）9図）

本跡は，当遺跡1区北西部の調査区G7f7を中心に確認され，49号住居跡の南東側2mに位置し

ている。本跡の西側部には，壁を切って129号土境が重複している。

平面形は長径4．83m，短径4．60mのほぼ円形を呈している。壁はロームで明確であり，外傾し
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てゆるやかに立ち上がっている。壁高は14～ヱ8cmである。床面はロームで締まっており9　全体的

に平坦である。炉は検出されない。ピットは不規則に16か所検出されたが9　主柱穴はPleP5。P7e

Pll。P14と考えられる。主柱穴の規模は長径23－26cm9　深さ20～37cmでいずれも同程度の規模で

ある。覆土は，上層に廃土粒子，炭化粒子をわずかに含む褐色土9　下層にローム粒子を多量に含

む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　主に中央部の覆土中から縄文土器片が40片出土した。

第226号住居跡（第98図）

本跡はラ　当遺跡2区南東部の調査区L7a8を中心に確認され9197号住居跡の南東側5mに位置

している。本跡の西半分ほどは9198号住居跡と重複している。

平面形は長径4．50m9　短径4．05mの楕円形を呈しており9　長径方向はN…580－Wを指している。

壁はハードロームで明確であり9　外傾してゆるやかに立ち上がっている。壁高は20－23cmである。

床面はハードロームで9　踏み固められて硬ら　全体的に平坦である。本跡の床面と198号住居跡

の床面との高低差は8一拍cmで本跡の方が低い。炉は中央に位置し9　平面形は長径120cm，短径

100cmの楕円形を呈した太形の炉でラ　床面を約40cmすり鉢状に掘り込んだ地床炉である。炉内に

は9　焼土粒子9　炭化粒子を含む暗褐色士が堆積し督　その下にはレンガ色に焼けた焼土が充満して

いる。炉床は焼けて硬いブロック状でラ　ごつごつしてお畑　長期間僚用された　の　思われる。

ピットは壁近くに8か所検出され，Pl～P。eP5eP7が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径

23～34cm9　深さ19～31cmでいずれも小規模の桂穴である。覆土は，上層に焼土粒子苧　炭化粒子を

含む暗褐色土9　下層にローム粒子を含む褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，主に束側部の覆土中から縄文土器片が15片出土した。

本跡は9　重複している198号住居跡の床面の東側半分ほどを掘り下げて作られており9198号住

居跡よりも新しいものと考えられる。

第227号住居跡（第110図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K7g3を中心に確認され9　216号住居跡の南側5mに位置して

いる。本跡の酋側部には，193号住居跡9　東側には壁を切って1165el166号土壌が重複している。

平面形は長径4。23m，短径3．68mの楕円形を里し，長径方向はN－550…Eを指している。壁は

硬いロームで，よく締まり明確である。北西壁はゆるやかに立ち上がり，他の壁は垂直に近い状

態で立ち上がっている。壁高は24～28cmである。床面はロームブロック状でごつごつしているが，

全体的に平坦である。炉は中央に位置し9　平面形は径80cmの円形を里し，床面を約30cm椀状に掘

り込んだ地床炉である。炉内にはレンガ色に焼けた焼土が充満し，炉床は焼けて硬いブロック状
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を里し9　ごつごつしている。ピットは壁から10～20cmの位置に6か所検出され，PleP2eP4eP5

が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は長径3ト47cm，深さ22－42cmである。覆土は，上層に炭

化粒子，焼土粒子を多量に含む暗褐色土，下層に炭化粒子少量を含む褐色土が人為的に埋めもど

された状態で堆積している。

遺物は，中央部炉付近の覆土中から加曽利EⅣ式の土器片が29片出土した。193号住居跡から

も加曽利EⅣ式の土器片が出土しており，ほぼ同時期のものと考えられるが，新旧関係について

は不明である。

第228号竪穴遺構（第110図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J7ilを中心に確認され，134号住居跡の東側6mに位置し

ている。

平面形は長径5・15m，短径5・Omのほぼ円形を呈している。壁はソフトロームで軟弱であり，

ゆるやかに立ち上がっている。壁高は8－12cmである。床面はソフトロームで全体的に軟弱であ

るが，北西側が一部硬い。全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは10か所検出され，

主柱穴はP2eP5eP6eP8と考えられる。主柱穴の規模は長径30～34cm，深さ32～36cmである。覆

土は上層にローム粒子を多量に含む締まりのない暗褐色も　下層にローム粒子を少量含むやや粘

性のある褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は，出土しなかった。

本跡は，壁が軟弱であり，床面も軟弱で，炉も検出されず遺物も出土しない。このようなこと

から住居施設としての住居跡とは考えられず，竪穴遺構と想定した。その性格等については不明

である。

2　古墳時代（亙領期）

第63号住居跡（第112図）

本跡は，当遺跡2区中央部の調査区J6b3を中心に確認され9　本跡と同時代に比定される187号

住居跡の北西側30mに位置している。

平面形は長軸3．50m，短軸2．94mの小形の隅丸長方形を呈し，長軸方向はN－150－Wを指して

いる。壁はロームで硬く，北東側は垂直ぎみ，北西壁から南西壁にかけてはゆるやかに立ち上が

っている。壁高は12～16cmあり，東壁が高い。床面はロームでゆるやかな起伏があり，全体に固

く締まっている。東側の壁近くに，幅22cm，長さ184cmの溝が設けられている。壁と溝の間は5

～15cmあり，何を目的とした溝なのか不明である。炉はほぼ中央に位置し，平面形は長径56cm，

短径44cmの楕円形を呈し，床面を5cmほど皿状に掘り込んだ浅い地床炉である。炉内には焼土粒
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子を多量に含む赤褐色土が堆積している。炉床はわずかに焼けた程度で軟らかく，一時的に使用

された炉と思われる。また，南壁に摸して約0・5mZの範囲に焼土が検出されたが，火災によるも

のか，投棄されたものなのか不明である。柱穴は4か所，いずれもコーナー近くに検出された。

柱穴の長径は21～25cm，深さは16～28cmとそれほど大きなものではない。覆土は自然堆積の状態

を示し，焼土粒子，炭化粒子を少量含んだ褐色二L　暗褐色土が堆積している。

遺物は，主に南東コーナー部付近の覆土中から土師器片が9片出土しただけである。

第82号住居跡（第112図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区J4j4を中心に確認され，本跡と同時代に比定される84号住

居跡の北側5mに位置している。

平面形は長軸3・90m，短軸3．65mの小形の隅丸方形を里し，長軸方向はN－530－Wを指してい

る。壁は軟らかいロームであるが，ほぼ垂直に立ち上が男　壁高は6～8cmで浅い掘り込みであ

る。床面は硬く，ゆるやかに起伏している。炉は中央から北寄りに位置し，平面形は径40cmの円

形を呈し，床面を10cmほど皿状に掘り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子，炭化粒子を少量

含んだ暗赤褐色土が堆積している。炉床は焼けて硬くブロック状を呈している。ピットは11か所

いずれも壁近くに検出され，配列からみてPlOP6eP9。Pllが主柱穴と考えられる。主柱穴の規

模は長径18～26cm，深さ15－27cmで，それほど規模の大きいものではない。覆土は暗褐色土が自

然堆積の状態で堆積しており，一部に耕作によると思われる撹乱を受けている。

遺物は，炉周辺の覆土中から土師器片が6片出土しただけである。

第84号住居跡（第113図）

本跡は，当遺跡2区南西部の調査区K4C5を中心に確認され，本跡と同時代に比定される82号住

居跡の南側5mに位置している。本跡の周囲には，北側部に900e901号，西側に902e904号，南

側に905e906号土壌の6基が重複しており，いずれも本跡によって切られている。さらに，本跡

内の北側部には907号土壌が重複している。また，北西方向から本跡の中央部まで，3号溝が切

り込み，さらに，本跡の東側部分を言ヒ東から南西に向かって4号溝が切り込んでいる。重複し

ている遺構の中で，土壌はいずれも本跡より古く，溝は2条とも本跡より新しい。

平面形は長軸8・45m，短軸6・80mの隅丸長方形を里し，長軸方向はN－410－Wを指している。

壁はハードロームで硬く明確であ生　ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は36～52cmで，北東壁

が低く，南東壁が高い。壁下には壁溝が金屑しているが，北西部をL4mほど3号溝によって切

られている。壁溝の規模は上幅15～30cm，深さ8～12cmである。北東，南西コーナーと東壁中央

部分に壁柱穴が3か所検出された。床面はハードロームで硬く平坦であるが，壁から1mほど内
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側部分は全面にわたって踏み固められており，特に硬くなっている。東壁下の2．8mXlmほど

の範囲には，硬い部分が半円形状に盛り上がっており，入口施設があったものと考えられる。炉

は検出されなかったが，本跡の中央部まで切り込んでいる3号溝により削除され消滅したものと

考えられる。ピットは20か所検出され，配列と床面の硬い部分の範囲からみてP5－P8が主柱穴と

考えられる。主柱穴の規模は25－30cm，深さ20～25cmである。住居跡の規模に比較すると，小規

模の柱穴である。主柱穴から約1m内側に，Pl～P。が規則的に検出され，本跡に関係する重要な

柱穴であったと考えられる。Pl～P4の規模は長径20～24cm，深さ21～27cmである。出入口施設の

北側部分に貯蔵穴が検出された。平面形は長径80cm，短径60cmの楕円形を呈し，深さは約40cmで

ある。住居跡の覆土は自然堆積の状態を示し，上層にローム粒子少量を含む黒褐色土，中層にロ

ーム粒子を多量に含む暗褐色も　下層にローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。4号溝

によって切り込まれている部分には，黒褐色土が堆積している。

遺物は，主に西側部の床面と貯蔵穴の1mほど北側部分の覆土中から土師器片が472片出土し

た。いずれも小片である。

第187号住居跡（第114図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区J6i6を中心に確認され，本跡と同時代に比定される63号住居

跡の南東側26mに位置している。本跡の北西側に188号住居跡，北側に136号住居跡，西側に171

号住居跡が重複し，さらに，本跡内には，南東コーナー部に798号，西側の壁を切って1037号土

壌が重複している。

平面形は長軸5．30m，短軸5．15mの隅丸方形を里し，長軸方向はN－830－Wを指している。壁

はソフトロームで軟らかいが，垂直ぎみに立ち上がっている。壁高は8～10cmで浅い掘り込みで

ある。壁溝は壁下を仝周しており，上幅10～20cm，深さ6－10cmである。床面はロームで踏み固

められて硬く，全体的に平坦である。炉は中央から北寄りに位置し，平面形は長径120cm，短径

90cmの不定形を呈し，床面を25－30cmほど椀状に掘り込んだ地床炉である。炉内には上層に焼土

粒子，炭化粒子を少量含む暗赤褐色土，中層にレンガ色に焼けた焼土，下層にローム粒子を多量

に含む褐色土が堆積している。炉床は焼けてブロック状となっており，凹凸が激しく，長期間使

用したものと思われる。ピットは4か所検出され，規模は長径25～35cm，深さ40～45cmと同程度

であり，いずれも主柱穴と考えられる。本跡内の南東コーナー近くに検出された798号土壌は，

覆土が本跡のものと同一であり，本跡の貯蔵穴とも考えられる。覆土は上層に焼土粒子，炭化粒

子をわずかに含む黒褐色土，下層に焼土粒子をわずかに含む暗褐色土が，自然堆積の状態で堆積

している。

遺物は，炉の南側の覆土中から土師器片が1片出土しているが，本跡には伴わない。
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第3節　丑　　壌

蒙3　豊　壌　－・撃註　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
土壌

番号
位置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ］壁 面
底　 面 覆土　 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図版

番号長径×短径輌 深さ如

S K l H 8g3 N －48㌧W 方　　　 形 0．98×0．87 38
ゆるやかに
立ち上がる 皿　 状 撹乱 F I a

Ⅹに土器片少量
（E III） 204

2 H 8hl N －68㌧E 楕　 円　 形 1．25×0．85 26
ゆるやかに
立ち上がる 皿　 状 自然 A II a なし p125

4 H 7i9 N －54㌧E 楕　 円　 形 1．58×L 23 44 垂　　 直 平　 坦 自然 B II a なし 191

5 H 8hl N …87L W 楕　 円　 形 1．13×0．85 25 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a なし 125

6 H 8il 不 整 円 形 1．20×0．96 51 垂　　 直 平　 坦 自然 B II b Ⅹに土器片少量
（E III） 192

7 H 7i9 円　　　 形 0．76×0．63 15 外　　 傾 平　 坦 自然 A I a なし 115

車 待
N －60㌧E 楕　 円　 形 0．87×0．65 18

ゆるやかに
立ち上がる 平　 坦 自然 A I a なし 115

9 I7a9 円　　　 形 1．32×L O5 46 外　　 傾 平　 坦 自然 A 王I a なし 125

10 H 7j8 円　　　 形 1．72×1．60 106 垂　　 直 平　 坦 人為 B II c Ⅹに土器片中量（EIII）

石鉄 4 点，貝 198

11 I7ag 円　　　 形 1．02×0．92 18
ゆるやかに
立ち上がる

ゆるい
起　 伏 自然 A II a なし 125

12 I7b9 N －88L E 楕　 円　 形 L 80×1．25
可 豊豊鵠

平　 坦 自然 A II a なし 126

13 工7b7 N …7 L W 楕　 円　 形 1．53×1．11
可 豊 鵠

平　 坦 撹乱 A II a Ⅹに土器片少量 125

14 I7b7 円　　　 形 1．。53×1．23 43 ゆるやかに
立ち上がる

平　 坦 自然 A II a
Ⅹに土精 細

126
，r l
当

l
H 7j6 i n　l　　　　　　　　　　　　　　　　lTuノ

l ．一i一 自然 l l Y †－」トう旦トL′lト崇＿1　　　　　　　　 1
円　　 形 L ZZ六日 4 46 外　　 傾 平　 坦 A II a l J花 這㌻競 芦 S I 3 と重複 巨 2615 I，，【．H ！j6

l l円　　 形 l一　（（、一＿　一．
1．ZZ X 1．14

1 46 l外　 傾 I一
平　 坦
I自然 l
A II a
l X に土器片少量
E III ・

l
S I 3 と重複

1
126

16 工7a6 N …33㌧W 隅丸長方形 1．03×0．75 8
ゆるやかに
立ち上がる

平　 坦 自然 F 王I a なし S I 3 と重複 204

17 I7d6 円　　　 形 1．38×1．20 63 垂　　 直 平　 坦 人為 B II b なし 192

18 I7b8 N －46L E 楕　 円　 形 1．60×1．05 55 垂　　 直
ゆるい
起　 伏 自然 B II b

Ⅹに土器片少量
（E II卜 E Ⅳ） 192

19 I7d6 不 整 円 形 1．58×1．35 105 垂　　 直 平　 坦 自然 B II c Ⅹに土器片少量
（E IID 198

20 I7d6 不 整 円 形 1．66×1．40 90 垂　　 直 平　 坦 授乳 B II b
Ⅹに土器片少量
（E III） S I 4 と重複 192

21 H 8jl N －58㌧W 楕　 円　 形 1．48×1．33 65 外　　 傾
ゆるい
起　 伏 人為 A I王b なし S工5 と重複 167

22 H 7j4 N －83L E 不整楕円形 1．86×1．14 93 垂　　 直 平　 坦 人為 B II b Ⅹに土器片少量（E III） 192

23 H 7j4 円　　　 形 1．57×1。46 50 外　　 傾 平　 坦 自然 A II b
X に土器片少量
（E III） 167

24 H 7g4 円　　　 形 1．70×1．44 55 外　　 傾 平　 坦 人為 A I王b なし 167

25 H 7g4 N －64‘L W 楕　 円　 形 1．54×1．28 65 外　　 傾 ゆるい
起　 伏

自然 A II b
Ⅹに土器片少量
（E III） 167

26 H 7g3 N …37tL w 不整楕円形 2．07×1．57 80 外　　 傾 皿　 状 自然 A III b
X に土器片少量
（E III） 187

29 H 7i5 N －89L w 楕　 円　 形 1．0　×0．72 23 外　　 傾
ゆるい
起　 伏 自然 A II a なし 126

30 H 7j6 円　　　 形 1．58×1．42 96 垂　　 直
ゆるい
起　 伏 自然 B II b なし 192

31 H 7i5 N －42㌔－W 楕　 円　 形 1．16×0．92 57 外　　 傾
ゆるい
起　 伏 自然 A II b なし 167

34 I7a6 N －5㌧E 楕　 円　 形 2．44×1．68 63 外　　 傾 平　 坦 自然 A 王II b なし 187

35 H 7i8 円　　　 形 1．16×0．96 27 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a なし 126

39 H 7e6 円　　　 形 1．26×1．08 123 垂　　 直 平　 坦 人為 B II c Ⅹに土器片多量
（E III ・E Ⅳ） 198

40 H 7d6 円　　　 形 1．60×1．37 62 外　　 傾 平　 坦 自然 A II b
Ⅹに土器片少量
（E III） 167

41 H 7C6 不 整 円 形 1．92×L 60 67 外　　 傾 平　 坦 自然 A II b
Ⅹに土器片少量
（E III） 179
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（2）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
！ 壁 面 底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ ¢m

4 3 H 7 C 7 N － 2 3 ㌔－W 楕　 円　 形 0 ．8 8 × 0 ．7 6 4 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a な し 1 1 5

4 5 H 7 d 8 N － 1 0 L E 楕　 円　 形 1 ．5 1 × 1 ．2 0 2 4 外　　 傾 平　 坦 擾 乱 A II a 石 棒 1 2 6

4 6 H 7 e 9 N － 1 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．7 0 × 1 ．2 5 2 5 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A II a な し 1 2 6

4 8 H 7 d 6 円　　　 形 0 ．9 8 × 0 ．8 5 3 4 外　　 傾 平　 坦 撹 乱 A I a な し 1 2 6

5 0 H 7 f7 円　　　 形 1 ．3 4 × 1 ．3 0 4 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 2 6

5 2 H 7 g 7 N － 8 5 L W 楕　 円　 形 1 ．0 4 × 0 ．7 8 3 5
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A I I a な し 1 2 6

5 5 H 7 h 8 N － 5 0 ㌧ E 楕　 円　 形 L 2 7 × 1 ．0 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I 王 a な し 1 2 6

5 6 H 7 f 9 、N － 1 L W 方　　　 形 1 ．2 8 × 1 ．2 6 4 7 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏

人 為 F I l a な し 2 0 4

5 9 I 7 C 8 N － 1 3 L W 楕　 円　 形 1 ．6 6 × 1 ．2 3 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 7 9

6 0 H 7 f o 円　　　 形 1 ．3 8 × 1 ．0 5 5 0 外　　 傾 平 ．坦 自 然 A II b な し 2 2 3

6 2 I 8 b 2 円　　　 形 0 ．9 8 × 0 ．9 2 4 5 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A I a な し 1 1 5

6 3 工8 b l 円　　　 形 1 ．6 0 × L 3 5 8 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 巌 1 6 7

6 5 I 7 d 8 円　　　 形 2 。2 7 × 1 ．9 2 8 0
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 A m b

Ⅹ に 土 器 片 少 還 ：
（E IID 1 7 9

6 6 I 7 d 7 円　　　 形 1 ．4 2 × 1 ．2 6 5 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

L E IH ）
1 6 8

6 7 工7 e 7 円　　　 形 1 ．0 5 × 1 ．0 2 0
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A H a な し 1 2 6

6 9 I 7 年0 円　　　 形 1 ．4 6 X L 2 4 7 6 垂　　 直 平　 坦 人 為 B I‡ b
X に 土 器 片 多 墓

石 鉄 2 点
1 9 2

7 1 工8 h 5 円　　　 形 1 ．6 4 × L 5 8 4 2
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A 王‡ a な し 1 2 7

7 2 I 8 h 8 円　　　 形 1 ．5 7 × 一1 ．3 0 6 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b な し 1 6 8

7 5 I 8 h 7 円　　　 形 L 3 2 × 1 ．1 7 4 7 外　　 傾 凹　 凸 人 為 A I I a 浮 子 1 点 1 2 6

7 6 I 8 h 9 円　　　 形 0 ．6 5 × 0 ．6 3 3 0 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A I a な し 1 1 5

7 7 工8 h 9 円　　　 形 0 ．9 4 × 0 ．8 0 3 3 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 5

7 8 I 8 g o 円　　　 形 0 ．8 3 × O や7 9 2 7
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 5

7 9 工8 h o

1 　ヽ　　I J 　　　††

不 整 円 形 1 ．2 8 × 1 ．0 7 4 5
ゆ るや か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A II な し 1 2 6

（）／ヽ T O lの⊥0 1．10 巨　 櫨　 ＝1 　＿江イ り　r）に＼／n 　n ′7 ⊂′7J l
ゆ る や か に W 　　 J L 出 船 ∧ lll L ナノ ！ 1 臭7O U I ⊥く．’日日　「コ　！tノ ん ’んJ ／＼∪ ’J つ 立 ち 上 が る L J 　　　L 」 仁3 1rlて J l lll 　り ’よ し　　　　　 】 ⊥しノlO U ⊥0 1．10 1 　ヽ　　I J 　　　†† ⊥く．’日日　「コ　！tノ J l 立 ち 上 が る L J 　　　L 」 仁3 1rlて J l lll 　り ’くよ　しノ ⊥しノl

8 1 工8 i9 N － 2 3 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．3 0 × 0 ．9 8 2 3
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

平　 坦 自 然 A H a な し 1 2 6

8 2 工8 i l 不 整 円 形 1 ．1 9 × 0 ．9 6 3 5 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

人 為 A II ．a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 7

8 3 I 8 i 3 円　　　 形 1 ．2 7 × 1 ．1 5 4 8 外　　 傾 平　 坦 人 為 A 王‡ a な し 1 2 7

8 4 I 8 i 5 円　　　 形 0 ．9 4 × 0 ．8 1 5 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

L E Ⅳ ） 1 9 0

8 5 I 8 i 5 円　　　 形 1 ．1 1 × 1 ．0 6 5 2 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A II b

Ⅹ に 土 器 片 少 量

L E Ⅳ う
1 6 8

8 6 I 8 i 6 N － 5 0 L E 楕　 円　 形 1 ．0 4 × 0 ．6 2 2 0
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A II a な し 1 2 7

8 7 工8 i9 円　　　 形 0 ．7 9 × 0 ．6 3 2 3
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 5

8 8 I 8 j 7 N － 6 3 L W 長 楕 円 形 1 ．8 0 × 0 ．9 6 2 2
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I I a な し 1 2 7

8 9 I 8 j8 N － 6 0 ㌧ W 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．7 2 7 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 Z I b な し 2 0 8

9 0 J 8 a 7 N － 6 9 L E 楕　 円　 形 1 ．1 1 × 0 ．7 7 2 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a な し 1 2 7

9 1 H 8 il 円　　　 形 1 ．2 3 × 1 ．0 6 3 0
ゆ るや か に

立 ち上 が る
皿　 状 自 然 A I I a な し 1 2 7

9 3 T 8 i l N － 1 9 ㌧ W 長 楕 円 形 主 5 8 × 0 ．7 5 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 2 2 4
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（3）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 i 壁 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 柄 深 さ 匝

9 5 I 7 a 5 円　　　 形 1 ．8 1 × 1 ．5 7 1 2 0 垂　　 直 平　 坦 人 為 B II c
X に 土 器 片 少 量

（大 9 b ） 1 9 9

9 8 J ぬ 6 N － 4 1 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．8 5 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A H a な し 1 2 7

9 9 J 8 C 6 N － 3 1 ㌧－ E 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．6 5 3 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 5

1 0 0 J 鎚 6 円　　　 形 1 ．4 5 × 1 ．3 0 7 7 垂　　 直 ゆ る い
起　 伏

自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 2

1 0 1 J 8 C 6 円　　　 形 0 ．6 0 × 0 ．5 6 3 0 Ⅴ　　 字 皿　 状 自 然 C I a な し 2 0 2

1 0 2 J 8 C 5 円　　　 形 0 ．5 0 × 0 ．4 5 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a な し 1 1 5

1 0 3 J 8 C 5 円　　　 形 0 ．5 3 × 0 ．4 5 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し 1 1 5

1 0 4 J ぬ 5 N － 7 8 ㌧ E 長 棺 ・円 形 2 ．5 5 × 1 ．1 0 6 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II王 b 土 器 片 錘 1 8 7

1 0 5 J 8 d 5 N － 8 7 ㌧ W 長 楕 円 形 2 。5 3 × 1 ．3 8 1 1 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A 王II c な し 1 8 9

1 0 6 J 融 5 円　　　 形 1 ．1 7 × L O 8 5 5 袋　　 状 凹　 凸 自 然 D I I b な し 2 0 2

1 0 7 J 軋 1 5 N … 4 7 くL W 円　　　 形 1 ．2 8 × 1 ．2 2 7 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b な し 1 9 2

1 0 9 J 8 e 2 N … 8 9 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．0 5 × 0 ．8 9 1 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 2 7

1 1 0 J 8 d 2 円　　　 形 1 ．1 4 × 0 ．9 0 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 2 7

1 1 1 J 8 C 2 N … 4 1 ㌧ －W 楕　 円　 形 0 ．9 3 × 0 ．7 2 3 7 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I a な し 1 9 6

1 1 2 J 8 b 3 N … 1 9 L W 楕　 円　 形 0 ．8 8 × 0 ．6 3 3 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 5

1 1 3

l

J 8 b 2

I

N … 2 1 L E

i

楕　 円　 形

l

1 ．2 0 × 0 ．9 1

1

2 5

l

外　　 傾

l

ゆ る い
起　 伏

‡

人 為

t

A II a

l

な し

l l

1 2 7

1 1 4 J 8 b l 不 整 円 形 1 ．1 5 × 1 ．0 6 4 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 2 7

1 1 5 J 7 a 。 円　　　 形 2 ．1 1 × 1 。8 5 6 7 垂　　 直 平　 坦 自 然 B III b Y に 土 器 片 少 蛋 2 0 0

1 1 6 J 7 C 9 N … 8 4 ㌧－E 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．7 5 2 8 ゆ るや か に
立 ち上 が る

血　 状 自 然 A I a な し 1 1 5

1 1 7 J 7 ぐ。 N － 8 6 L E 楕　 円　 形 1 ．1 9 × 0 ．8 8 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 2 7

1 2 0 G 7 C 5 N … 8 8 ㌧ W 楕　 円　 形
！
1 ．6 2 × 1 ．1 5 4 8 外　　 傾

ゆ る い
起　 伏 自 然 A II a な し 1 2 7

1 2 1 G 7 b 4 N － 7 くL E 不 整 楕 円 形 2 ．1 1 × 1 ．1 2 2 5
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 凹　 凸 自 然 A III a な し

F
1 7 9

1 2 2 G 7 b 4 N － 7 0 くL W 長 楕 円 形 L 5 5 × 0 ．6 1 1 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 2 8

1 2 5 G 7 C 4 不 整 円 形 1 ．4 1 × 1 ．0 9 4 3
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 8

1 2 6 G 7 d 4 不 整 円 形 1 ．4 9 × L 2 7 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王I a な し 1 2 8

1 2 7 G 7 d 4 不 整 円 形 1 ．1 1 × 1 ．0 4 6 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A I I な し 1 2 8

1 2 8 G 7 e 5 N … 1 0 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．9 0 × 1 ．0 9 5 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A H b な し 1 6 8

1 2 9 G 7 f6 N － 1 ㌔－ E 楕　 円　 形 2 。3 3 × 1 ．4 4 5 1
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

凹　 凸 自 然 A lll b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 2 5 と 重 複 1 8 7

1 3 0 G 7 f 5 円　　　 形 1 ．5 7 × 1 ．3 5 6 0 ゆ る や か に
立 ち 上 が る 皿　 状 自 然 A II b な し 1 6 8

1 3 1 G 7 f 4 N － 8 0 L w 楕　 円　 形 1 ．3 1 × 0 ．9 6 6 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II b な し 1 6 8

1 3 2 G 7 f 4
l

N － 1 5 ㌔－ W 楕　 円　 形 2 ．5 7 × 1 ．8 3 6 0 外　　 傾 平　 坦 自 然
t

A III b
Ⅹ に 土 器 片 中 量
（E Ⅳ ），石 器 1 点 1 8 7

1 3 3 G 7 e 3 円　　　 形 0 ．9 8 × 0 ．9 0 4 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し 1 1 5

1 3 4 G 7 e 3 円　　　 形 1 ．4 2 × 1 ．2 8 7 8 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 8

1 3 5 G 7 f3 不 整 円 形 1 ．8 7 × 1 ．7 7 5 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I b X に 土 器 片 少 量 2 0 9

1 3 6 G 7 f 3 N － 5 5 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．5 5 × 1 ．1 7 5 4 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 9

1 3 7 G 7 e 2 N － 4 3 ㌧ E 不 整 楕 円 形 2 ．6 9 × 1 ．3 9 5 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A H I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 8
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土壌

番号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ）i 壁 蘭
底　 面 覆土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図版

番号長径×短径（m 深さ桓m

138 G 7 f2 N －2 7㌔一E 楕　 円　 形 1．80 ×1 ．5 2 5 2 外　　 傾 平　 坦 自然 A II b X に土器片少量 12 8

139 G 7fl 円　　　 形 1．4 8 ×1．28 4 7 ゆるやかに
立ち上がる

凹　 凸 自然 A II a X に土器片少量 12 8

14 0 G 7e l N －13㌧－W 楕　 円　 形 1．4 1 ×0．98 44
ゆるやかに
立ち上がる 皿　 状 自然 A II a X に土器片少量 128

14 1 G 7e l 不 整 円 形 1．7 6 ×1．57 50
ゆるやかに
立ち上がる

平　 坦 自然 A I王b X に土器 片少量 128

14 2 G 7 e l 不 整 円 形 0 ．7 9×0 ．71 30 ゆるやかに
立ち上がる

凹　 凸 自然 A I a
恒

115

14 3 G 6 e。 不 整 円 形 1．2 9× 1．11 53
ゆるやかに
立ち上がる 凹　 凸 自然 A II b なし 1 68

14 4 G 7 fl 不 整 円 形 L 54 × 1．3 1 3 0 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a X に土器片少 巌 1 28

14 5 G 7g 3 N …3 1㌧ E 楕　 円　 形 1 ．0 6×0 ．8 8 3 0 外　　 傾 平　 坦 自然 A 王I a な し 1 28

146 G 7h 3 N － 10L W 不　 定　 形 3．03 ×2 ．2 7 5 3 外　　 傾 平　 坦 自然 G Ill b な し 20 8

1 47 G 7 i2 円　　　 形 1．53 ×1 ．4 7 34 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a X に土器片少量 12 8

14 8 G 7h 2 N …54㌧ W 楕　 円　 形 1．41 ×L l l 34 外　　 傾
や　 や
平　 坦 自然 A II a 土器 片錘 128

14 9 G 6go N …57㌧ E 楕　 円　 形 1．86 ×1．22 40 外　　 傾
ゆるい
起　 伏

自然 A II a な し 129

15 0 H 6C9 N －4 1L W 楕　 円　 形 1．25× 0．93 60 外　　 傾 平　 坦 自然 A II b Ⅹに土器 片少量 168

15 1 G 7 i2 N － 35㌧ E 不整楕円形 1．8 6× 1．36 30 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a X に土器 片少量 1 28

15 3 G 6g o N … 20くL W 不整楕円形 1．8 9× 1．21 4 0
ゆるやかに
立ち上がる

平　 坦 自然 A II a Ⅹに土器 片少呈 1 29

154 G 6g b N － 61 L W 楕　 円　 形 L 4 2×0 ．5 8 5 6
ゆるやかに
立ち上がる 皿　 状 自然 A II b Ⅹに土器片少量 16 9

155 G 6 f。 N －5 5㌧ E 不整楕円形 1 ．8 5× 1．0 7 3 6
ゆるやかに
立ち上がる

皿　 状 自然 A I‡a Ⅹに土器片少室 12 9

157 G 6h 9 N －5 4㌧ W 楕　 円　 形 2 。33 ×1 ．4 8 3 5 ゆるやかに
立ち上がる

凹　 凸 自然 A llI a X に土器片少墓 17 9

158 G 6h 9 N －7 9㌧lW 楕　 円　 形 2．45 ×1 ．5 9 3 6 外　　 傾 平　 坦 自然 A III a Ⅹに土器片少量 17 9

1 59 G 6i。 円　　　 形 1．18 ×0．92 3 7 外　　 傾 平　 坦 自然 A 王I a X に土器片少量 129

16 0 G 6i。
i

N － 10 L W i

i

l

不 整 円 形 1．12 ×0．93 68 外　　 傾 平　 坦 自然 A II b Ⅹに土器片少義
i

i

i

q Tl。㌃ 話 手「

169

1′6 2 G 6h8 不整楕円形 3 ．19× 2．38 29 外　　 傾 凹　 凸 自然 A III a
X に土 器片少還

しE I申
180

16 3 G 6 i8 円　　　 形 0 ．8 1× 0．69 19 外　　 傾 凹　 凸 自然 A I a
X に土器 片少量

（E m ） 1 15

1G A 「二五∴ m　　　　　 彬 1　只7 Y 1　7q 11 ゆるやかに ヰ　 十日 自炊 A　T了　崇 Y たつ＋玉堤巳一′Jノ富 1 9q
JL　ヽノ　▲ －ヽ・4　）　10 l　J　　　　　　　　　　　　　′事／ 立ち上がる l 山　ノJlヽ ▲　　▼、一l．・’ふ lJLJ　′　I。＿／　　ヨ已 一ヽノJLJL　▲　し一一・二士ニlクL

16 5 G 6 j7 円　　　 形 1 ．6 2× 1．5 2 28
ゆるやかに
立ち上がる 凹　 凸

自然 A II a
Ⅹに土器 片少量

L E Ⅳ） S I14 と重複 1 29

166 G 6 j8 N ・－ 3 L W 楕　 円　 形 0 ．9 7×0 ．6 6 25 外　　 傾 凹　 凸 自然 A I a な し 1 16

167 G 6 j8 N － 2 ㌢一一W 楕　 円　 形 L 7 2× L 14 5 6
ゆるやかに
立ち上がる 平　 坦 自然 A II b X に土器片少量 16 9

1 68 H 6a 9 不 整 円 形 1．28 ×1 ．5 0 4 0 外　　 傾 凹　 凸 自然 A II a Ⅹに土器片少量 12 9

1 69 H 7a 4 N －5 3㌧ W 】楕　 円　 形 1．24 ×0 ．8 6 3 6
ゆるやかに
立ち上がる

皿　 状 自然 A II a な し 12 9

17 0 H 6a o 円　　　 形 1．57 ×1．2 5 7 7 袋　　 状 平　 坦 自然 D I王b
X に土器片 多量
（E Ⅳ） 2 0 2

17 1 G 7e5 N － 13 L E 不整楕円形 2．33 ×1．65 58 外　　 傾 平　 坦 自然 A III b X に土器片少量 188

17 2 H 6 bo N － 75 L W 楕　 円　 形 1．5 9 ×1．08 6 1 外　　 傾 平　 坦 自然 A II b な し 169

17 3 H 7 a l 円　　　 形 1．8 5× 1．57 27 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a Ⅹに土器 片少量 129

176 H 7a 3 不 整 円 形 2 ．3 0× 1．8 0 23 外　　 傾 平　 坦 自然 A III a なし 1 30

177 H 7b 3 N － 1 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．0 1×0 ．7 1 4 9
ゆるやかに
立ち上がる 皿　 状 自然 A II a な し 1 30

178 H 7b 4 不 整 円 形 L 30 × 1．10 76 垂　　 直 平　 坦 人為 B II b
Ⅹに土器片 多量

（E Ill）
20 9
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（5）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ）！ 壁 軋
底　 面 覆 土 形　 態　　 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ むm

1 7 9 H 7 b 4 N － 3 ‘L E 楕　 円　 形 1 ．9 0 × 1 ．5 7 4 8 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a な し 2 0 9

1 8 0 H 7 d 4 N － 4 8 L E 不　 定　 形 2 ．5 6 × 0 ．4 4 1 8 ‘ 外　　 傾 凹　 凸 自 然 G III a な し 2 0 8

1 8 1 H 7 d 4 円　　　 形 0 ．6 9 × 0 ．5 8 4 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 5

1 8 2 H 7 d 3 円　　　 形 1 ．1 2 × 1 ．0 3 8 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量
I 2 2 6

1 8 3 H 7 d 3 円　　　 形 0 ．7 9 × 0 ．6 5 3 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 1 1 6

1 8 4 H 7 c l 円　　　 形 0 ．5 2 × 0 ．4 9 5 3 垂　　 直 皿　 状 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 4

1 8 5 H 7 d 2 N … 1 8 L W 楕　 円　 形 1 ．7 8 × 1 ．2 5 1 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 0

1 8 6 H 7 d l N － 3 5 L E 楕　 円　 形 1 ．4 3 × 1 ．1 0 6 9 外　　 傾 皿　 状 自 然 A H b X に 土 器 片 少 量
（E III ） 1 6 9

1 8 7 H 7 c l N － 3 1 ㌧ W 不 整 長 方 形 0 ．9 9 × 0 ．7 2 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然　 F I a な し 2 0 4

1 8 8 H 7 c l N － 2 7 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．0 　 × 0 ．7 6 8 1 Ⅴ　 字 状 平　 坦 自 然 C I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 2

1 8 9 H 6 a 9 円　　　 形 1 ．6 0 × 1 ．4 0 5 3
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A I I b な し 1 6 9

1 9 0 H 6 C 9 円　　　 形 1 ．7 7 × 1 ．4 6 8 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b
Ⅹ ・ Y に 土 器 片
少 量　 （E III ） 1 9 3

1 9 1 H 6 b 9 円　　　 形 0 ．6 1 × 0 ．5 1 3 1 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ ・ Y に 土 器 片
少 量 1 1 6

1 9 2 H 6 C 9 円　　　 形 1 ．4 0 × 1 ．2 8 7 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ ・ Y に 土 器 片
少 量 1 6 9

1 9 3 H 7 a 7 N － 5 5 くL W 不 整 長 方 形 1 ．2 7 × 0 ．9 5 1 8 外　　 傾 凹　 凸 日 録 A I I a な し 1 3 0

1 9 8

！

H 6 d 8

l

N － 7 3 L W

i

楕　 円　 形 1．．2 7 × 1 ．1 0

l

5 4

l

外　　 傾

！

平　 坦

l

自 然 A I I b

l

Ⅹ に 土 器 片 少 量

l l

1 6 9

1 9 9 H 6 d 8 円　　　　 形 0 ．7 5 × 0 ．7 1 4 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 6

2 0 0 I 6 d l N … 3 3 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．4 8 × 1 ．2 5 4 5 外　　 傾 平　 坦 ダ 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量

l 　　 （E Ⅳ ）
1 3 0

2 0 1 I 6 c l N － 2 3 と－ E 楕　 円　 形 2 ．0 4 × 1 ．6 0 4 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A llI A な し 1 8 0

2 0 2 I 5 d 7 円　　　 形 1 ．6 4 × 1 ．4 6 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 3 0

2 0 3 J 7 h 8 円　　　 形 1 ．8 8 × 1 ．8 0 6 2 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I I b
X に 土 器 片 少 量
（E II卜 Ⅳ ） 1 6 9

2 0 4 工5 h 7 円　　　 形 0 ．8 0 × 0 ．6 6 6 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b な し 2 0 9

2 0 5 工5 h 7 不 整 円 形 1 ．2 6 × 1 ．0 6 6 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量
（E Ⅳ ） S I 6 1 と 重 複 2 0 4

2 0 6 I 5 g 7 円　　　 形 1 ．5 4 × 1 ．3 4 5 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b な し l
1 7 0

2 0 7 H 7 f l N － 7 2 ㌦ W 楕　 円　 形 1 ．5 2 × 1 ．0 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 3 0

2 0 8 H 6 f9 N － 7 ㌧－W 楕　 円　 形 2 ．0 4 × 1 ．4 4 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a な し 1 6 0

2 0 9 H 7 f l N － 4 8 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 1 ．0 5 3 2
ゆ るや か に

立 ち上 が る
凹　 凸 自 然 A I I a な し 1 3 0

2 1 0 H 6 f6 N － 4 5 ㌧ W 不 整 楕 円 形 1 ．4 1 × 1 ．0 1 3 0
ゆ るや か に
立 ち 上 が る 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 3 0

2 1 2 H 6 i9 円　　　 形 1 ．0 　 × 0 ．9 7 1 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 3 0

2 1 3 H 6 g 6 不 整 円 形 1 ．4 9 × 1 ．2 2 9 0 外 ．　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量
（E Ⅳ ） 1 7 0

2 1 4 I 6 b 8 円　　　 形 1 ．1 0 × 1 ．0 7 6 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） 1 7 0

2 1 5 I 6 b 7 円　　　 形 1 ．3 0 × 1 ．1 6 7 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

1 7 0

2 1 7 H 6 i 3 N － 4 2 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．8 0 × 1 ．6 8 7 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b X に 土 器 片 多 量
（E III ），石 鉄 1 点 S 工3 1 と 重 複 1 7 0

2 1 8 H 6 i2 不 整 円 形 0 ．7 9 × 0 ．7 5 7 1 外　　 傾 凹　 凸 不 明 E I b な し 2 0 3

2 1 9 H 5 jo 円　　　 形 1 ．3 0 × 1 ．2 3 6 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 0

2 2 0 H 5 i。 不 整 円 形 1 ．3 4 × 1 ．1 4 2 3 外　　 傾 凹　 凸 人 為 A II a 石 棒 1 体 1 3 0
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（6）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 拉 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 （m 深 さ 匝

2 2 1 H 6 d 8 N － 8 6 ㌔－ E 不 整 楕 円 形 1 ．4 6 × 0 ．7 9 7 8 垂　　 直 凹　 凸 自 然 D I I b な し 2 0 2

2 2 2 H 6 C 4 N － 1 L E 楕　 円　 形 1 ．5 5 × 1 ．1 5 1 9 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a な し 1 3 1

2 2 3 H 7 C 2 円　　　 形 1 ．1 0 × 1 ．0 6 4 6 外　　 傾 V 字 状 不 明 A II a． な し 1 3 0

2 2 4 H 6 e 4 N － 1 5 L E 楕　 円　 形 0 ．8 8 × 0 ．6 0 8 4 外　　 傾 皿　 状 自 然 E I b な し S 工2 7 と 重 複 2 0 3

2 2 5 H 6 e 5 円　　　 形 0 ．9 0 × 0 ．7 5 5 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b な し S I 2 7 と 重 複 1 2 4

2 2 6 H 6 e 5 円　　　 形 0 ．8 1 × 0 ．7 8 1 0 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 E I c な し 2 0 3

2 2 7 H 6 e 5 N － 7 7 ㌔－ E 楕　 円　 形 0 ．9 9 × 0 ．7 2 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a な し 1 1 6

2 2 8 H 6 e 6 N － 1 5 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．4 7 × 1 ．3 5 1 2 3 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I l e
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（ E Ⅳ ） 1 9 9

2 3 5 H 5 j 8 N － 7 9 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．5 1 × 1 ．0 2 1
ゆ るや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏

自 然 A I l a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 0

2 3 6 工6 C 4 不 整 円 形 1 ∴7 9 × 1 ．4 1 2 4 外　　 傾 平　 坦 不 明 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 3 7 工5 g o N － 4 4 ㌔－ E 不 整 長 方 形 3 ．5 7 × 1 ．2 0 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 F m a
X に 土 器 片 少 量

L E Ⅳ ）
2 0 9

2 3 8 I 5 h 9 N － 3 9 L W 不 整 楕 円 形 2 ．2 7 × L 8 0 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A m a Y に 土 器 片 少 墓 1 8 0

2 3 9 I 5 g 8 円　　　 形 1 ．1 0 × 0 ．9 4 1 6 外　　 傾 平　 坦 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 0

2 4 0 I 5 f 7 円　　　 形 1 ．4 2 × 1 ．4 0 4 7 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 4 1 工5 e 6 N － 8 くL E 楕　 円　 形 2 ．2 4 × 1 ．4 3 1 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A Ill 昔 Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 0

2 4 2 I 5 d や N … 3 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．1 2 × 0 ．9 3 1 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 3 ユ

2 4 3 I 5 d 6 円　　　 形 1 ．2 2 × 1 ．0 6 3 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 4 4 I 5 d 5 N … 7 2 ㌧ E 不 整 長 方 形 2 ．0 4 × 1 ．6 7 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 0

2 4 5 I 5 b 8 N … 9 0 0 楕　 円　 形 1 ．3 7 × 1 ．1 0 2 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 4 6 工5 C 3 N － 8 5 L w 楕　 円　 形 1 ．2 8 × 1 ．0 2 2 9
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 4 7 工5 e 4
N ～ 1 1 ㌧ 可

′i

i

N － 0 0 ！

不 整 楕 円 形 1 ．4 1 × 0 ．9 8 6 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量
i

S I l O O と 重 複 ！

i

！

1 7 0

2 4 8 I 5 e 2 円　　　 形 1 ．2 3 × 1 ．0 2 2 9 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 4 9 工5 f l 円　　　 形
1 ・8 3 × 1 ・5 2 巨 2

外　　 傾 平　 坦 自 然 A n b X に 土 器 片 少 量 1 7 0

2 5 0 I 5 f 2 楕　 円　 形
1 ．9 1 × 1 ．5 2 ！ 1 0 2

華　　 南 平 ：坦 人 為 R T T 　r、
X に 土 器 片 中 量

／　T・・「　rlrT 　＼ 2 0 9
L L u l ノ

2 5 1 工5 f 2 N － 3 3 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．5 3 × 1 ．0 7 5 2
ゆ るや か に
立 ち 上 が る

凹　 凸 人 為 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 4 3 と 重 複 1 7 0

2 5 2 工5 g 2 N － 4 2 ㌔－ E 楕　 円　 形
l
1 ．4 1 × 1 ．1 8 3 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 S I 1 4 3 と 重 複 1 3 1

2 5 3 I 5 g l 円　　　 形 1 ．0 2 × 0 ．9 0 3 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 3 1

2 5 4 I 5 g l 円　　　 形 1 ．6 8 × 1 ．5 0 2 9
ゆ る や か に
立 ち上 が る

凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 5 6 I 5 il N … 4 4 L W 楕　 円　 形 1 ．2 9 × 1 ．0 8 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 5 7 工5 h 2 円　　　 形 上 4 5 × 1 ．3 2 3 5
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A H a X に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 5 8 工5 h 2 N － 5 0 L W 楕　 円　 形 1 ．0 5 × 0 ．7 4 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 2

2 5 9 I 5 h 2 N － 6 9 ㌧ W 不 整 楕 円 形 1 ．4 6 × 1 ．2 7 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a．
X に 土 器 片 少 量

（ E IH ） 1 3 2

2 6 0 工5 i 2 不 整 円 形 1 ．1 9 × 1 ．1 5 3 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る

凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 1

2 6 1 I 5 j2 N － 5 1 L W 楕　 円　 形 1 ．4 6 × 1 ．0 9 4 5 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A I王 a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 2

2 6 2 工5 h 3 N － 6 L E 楕　 円　 形 上 1 6 × 1 ．0 2 5 0 外　　 傾 平　 坦 自 然

t

A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 5 3 と 重 複 1 7 1

2 6 3 I 5 h 5 円　　　 形 1 ．0 5 × 0 ．9 2 2 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 3 2
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（7）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 巨 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ 匝

2 6 4 I 5 g 6 不 整 円 形 1 ．2 4 × 1 ．1 6 6 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 1

2 6 5 工5 g 7 円　　　 形 1 ．2 4 × 1 ．1 5 1 2 0 外　　 傾 皿　 状 人 為 E II c Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 4

2 6 6 王5 g 6 N … 6 6 L W 不　 定　 形 2 ．2 7 × 1 ．1 7 1 1 3 外　　 傾 平　 坦 人 為 A III c Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 9

2 6 8 I 5 h 6 円　　　 形 1 ．6 9 × 1 ．5 5 7 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量
（E IID 1 7 1

2 6 9 工5 h 6 N － 0 0 不 整 長 方 形 1 ．5 7 × 0 ．8 3 7 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II b X に 土 器 片 少 量 1 7 1

2 7 1 I 5 j6 不 整 円 形 1 ．1 2 × 1 ．0 4 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 2

2 7 2 I 5 i8 円　　　 形 0 ．8 5 × 0 ．8 0 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し 1 1 6

2 7 3 I 5 h 5 N － 8 3 L E 不 整 楕 円 形 1 ．9 5 × 1 ．2 3 7 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 1

2 7 5 I 5 j 5 N － 6 7 L W 不 整 楕 円 形 2 ．0 1 × 1 。3 1 9 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III b
X に 土 器 片 少 量
（E m ），石 鉄 1 点 1 8 8

2 7 6 I 5 j 5 円　　　 形 1 ．0 　 × 0 ．7 9 2 5
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 凹　 凸 自 然 A II a な し 1 3 2

2 7 8 J 5 a 5 不 整 円 形 1 ．4 5 × 1 ．1 7 9 2 垂　　 直 平　 坦 人 為 B II b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E III ） 1 9 3

2 7 9 J 5 a 6 円　　　 形 1 ．0 2 × 0 ．8 8 5 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 3

2 8 0 J 5 b 6 円　　　 形 1 ．6 2 × L 4 1 6 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b
X に 土 器 片 少 量

（E III ） 1 7 1

2 8 1 H 6 a 9 N － 6 2 ㌧ E 楕　 円　 形 L 3 6 × L 1 2 4 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 3 2

2 8 2 G 7 g 2 円　　　　 形 1 ．7 0 × L 6 0 5 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b な し 1 7 1

2 8 3

！

H 7 C 2 N … 2 7 ㌧ E

l

楕　 円　 形

！

1 ．1 5 × 0 ．6 5

l

2 3

i

外　　 傾

l

凹　 凸

l

不 明

l

A I I a

i

な し

l l

1 3 2

2 8 4 I 6 d 6 N －ふ 0 0 楕　 円　 形 1 ．2 1 × 0 ．9 7 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 3 2

2 8 5 ‡6 f 6 円　　　 形 1 ．1 0 × 1 ．0 6 4 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 7 5 と 重 複 1 3 2

2 8 6 I 6 g 6 不 整 円 形 1 ．8 0 × 1 ．6 3 2 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a
X に 土 器 片 多 量
（E III ） S I 7 5 と 重 複 1 3 2

2 8 7 I 5 g o 円　　　 形 2 ．0 9 × 1 ．9 8 1 0 9 垂　　 直 平　 坦 自 然 B III e Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 9

2 8 9 H （うf 3 N … 2 9 L w 不 整 楕 円 形 1 ．8 4 × 1 ．4 2 9 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

L E Ⅳ う
1 7 1

2 9 0 H 6 f 3 円　　　 形 L 7 2 × L 6 5 1 0 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I c
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E III ） 1 9 9

2 9 1 H 6 h 4 円　　　 形 1 ．6 5 × 1 ．5 3 6 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b X に 土 器 片 少 量
（ E III ） 1 7 1

2 9 3 H 鎚 8 N － 2 8 ㌧ W 不　 定　 形 1 ．7 8 × 1 ．6 3 1 1 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II c Ⅹ に 土 器 片 少 義 ： S I 1 7 と 重 複 2 1 0

2 9 4 H 転 18 N － 8 。㌧l E 不　 定　 形 L 7 0 × 1 ．1 5 1 0 3 垂　　 直 凹　 凸 自 然 B II c
X に 土 器 片 少 量

（E III ） S H 7 と 重 複 2 1 0

2 9 5 H 5 g o 円　　　 形 1 ．0 5 × 0 ．9 6 6 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 3 4 と 重 複 2 1 0

2 9 6 H 5 g o 不 整 円 形 0 ．8 0 × 0 ．7 6 4 6 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し S I 3 4 と 重 複 2 1 0

2 9 8 H 5 j 8 N － 5 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．1 5 × 1 ．1 8 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量

L E Ⅳ ）
1 8 0

2 9 9 工5 a 6 N … 2 9 ㌦ －E 不 整 楕 円 形 2 ．0 9 × 1 ．4 5 3 7
ゆ るや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 1

3 0 0 H 5 j9 N － 7 7 くL E 楕　 円　 形 1 ．4 6 × 1 ．0 8 3 0 ゆ るや か に
立 ち上 が る

凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 2

3 0 1 I 5 a 。 N － 4 6 ㌧ E 楕　 円　 形 L 2 9 × 1 ．0 2 2 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 3

3 0 2 工5 a 。 N … 6 ㌔一 E 楕　 円　 形 1 ．3 6 × 0 ．8 9 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 2

3 0 3 I 6 C 2 N － 2 5 くL E 楕　 円　 形 L 7 2 × 1 ．4 0 2 5 ゆ る や か に
立 ち上 が る

凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 2

3 0 4 工5 b 9 N … 5 L W 楕　 円　 形 1 ．8 2 × 1 ．3 1 2 5
ゆ るや か に
立 ち上 が る 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 S I 4 8 と 重 複 1 3 3

3 0 5 I 5 b 9 N … 1 9 くL W 楕　 円　 形 1 ．5 3 × 1 ．2 2 3 0
ゆ るや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 2

3 0 6 I 6 b l 不 整 円 形 1 ．7 0 × 1 ．6 0 5 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 2
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（8）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ）！ 壁 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 （m 深 さ 転m

3 0 7 I 6 b 3 N － 1 7 と一一E 不 整 楕 円 形 1 ．9 7 × 1 ．5 0 4 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 0

3 0 8 I 6 b 2 N － 2 0 L E 不 整 楕 円 形 1 ．5 6 × 1 ．1 0 2 7
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 0

3 0 9 I 6 C 3 N － 6 2 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．8 5 × 1 ．2 8 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 3

3 1 0 I 6 C 3 不 整 円 形 1 ．3 4 × 1 ．2 0 1 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ）
1 3 3

3 1 1 I 6 b 3 N － 3 7 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．2 2 × 0 ．8 6 2 4
ゆ る や か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏

自 然 A II a な し 1 3 3

3 1 2 H 6 f6 N － 8 3 ㌔－ E 不 整 楕 円 形 1 ．4 9 × 0 ．8 0 3 6 ゆ るや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 3 3

3 1 3 H 6 f 5 N － 7 8 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．6 2 × 1 ．2 2 2 9
ゆ るや 狛 こ
立 ち上 か ろ 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 3

3 1 4 H 6 f 6 N － 5 1 ㌔－W 長　 方　 形 3 ．1 0 × 0 ．9 6 6 7 垂　　 直 平　 坦 不 明 F III b X に 土 器 片 少 量 2 0 5

3 1 5 H 6 f 6 不 整 円 形 1 ．3 1 × 1 ．0 6 1 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a な し 1 3 3

3 1 6 H 6 g 6 N － 6 2 L E 楕　 円　 形 1 ．8 5 × 1 ．4 7 3 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 3 3

3 1 7 H 6 e 7 N － 5 5 L W 楕　 円　 形 1 ．1 2 × 0 ．8 9 9 2 外　　 傾 凹　 凸 人 為 E II b な し 2 0 4

3 1 8 H 6 e 7 N － 5 3 ㌧ E 楕　 円　 形 L 4 5 × 1 。0 3 5 0 外　　 傾
傾　 斜
平　 坦 人 為 A II b X に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ）
1 7 2

3 1 9 H 6 f 8 円　　　 形 0 ．9 9 × 0 ．9 5 2 7 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a な し 1 1 6

3 2 0 H 6 f 7 N … 3 3 ㌧ E 不 整 長 方 形 1 ．7 2 × 1 ．0 1 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 還 ： 1 3 3

3 2 2 H 6 h 7 N － 4 5 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．4 2 × 1 ．2 7 4 9 外　　 傾 凹　 凸 人 為 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 巌 1 3 3

3 2 3 H 6 f 8 N － 1 8 ㌧ W 楕　 円　 形 0 ．8 7 × 0 ．6 3 2 4 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A l a X に 土 器 片 少 量 n 6

3 2 4 H 6 h 9 N － 4 4 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．2 2 × 1 ．0 2 2 9 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 3

3 2 5 H 6 h 9 円　　　 形 0 ．7 6 × 0 ．7 2 3 6 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 6

3 2 6 H 6 h 。 N － 2 1 くL E 楕　 円　 形 1 ．3 7 × 0 ．9 0 2 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A II a な し 1 3 4

3 2 7 H 5 j 8 N － 4 5 L W 不 整 長 方 形 1 ．9 9 × L 1 7 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 5 2 と 重 複 1 3 4

3 2 8 I 5 e 8

N － 6 ㌧－W

i

不 整 円 形 1 ．3 2 × 1 ．2 6 2 7
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A I l a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工5 2 と 重 複 1 3 4

3 2 9 I 5 e 8 円　　　 形 1 ．7 4 × 1 ．5 0 2 5
ゆ るや か に
立 ち 上 が る

平　 坦 自 然 A I I a
X に 土 器 片 少 量

L E Ⅳ う 1 3 4

3 3 0 工5 e 9 不 整 楕 円 形 2 ．4 0 × 1 ．2 2 1 9
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 平　 坦 自 然 A III a X に 土 器 片 少 量 1 8 1

3 3 1 H 6 d 4 円　　　 形 1 ．3 2 × 1 ．3 0 8 5 垂　　 直 平 ：坦 自 然 B II b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

／　T▼「　▼▼r ＼ 1 9 3

3 3 2

l

I 6 a 2

l i

不 整 円 形

l

1 ．2 0 × 1 ．0

l

2 8

l

外　　 傾

l

平　 坦

l

自 然

l

A Il a

！　　　　　 目 し 川 ノ

X に 土 器 片 少 量

i

S I 3 9 と 重 複

1

1 3 4

3 3 3 I 5 e 9 N － 7 7 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．2 2 × 上 5 5 1 0 5 垂　　 直 平　 坦 人 為 B m c
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E III ） 2 0 1

3 3 4 工5 d 8 円　　　 形 2 ．0 　 × 1 ．9 7 2 （） 外　　 傾 平　 坦 自 然 A m a X に 土 器 片 少 量 S I 5 2 と 重 複 1 8 1

3 3 5 H 6 j 7 N － 6 3 ㌧ W 不 整 楕 円 形 1 ．7 9 × 1 ．4 0 5 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A H b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 2

3 3 7 H 6 j 6 N － 4 1 ㌔－W 楕　 円　 形 1 ．6 2 × 1 ．1 5 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 4

3 3 8 H 6 j 7 N － 2 2 ‘L W 不 整 楕 円 形 1 ．3 4 × 0 ．9 4 5 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 2

3 3 9 H 6 j8 N － 6 8 ㌢一一W 不 整 楕 円 形 1 ．9 0 × 1 ．0 7 3 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 4

3 4 0 H 6 j9 N … 2 1 ㌧ W 不 整 楕 円 形 1 ．8 8 × 1 ．5 0 2 2 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A I王 a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 4

3 4 1 工5 i4 N － 9 0 0 不　 定　 形 2 ．2 7 × 1 ．5 0 4 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II王a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 9

3 4 2 I 5 i4 N － 9 0 0 不　 定　 形 2 ．2 1 × 1 ．3 0 8 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 ‾ A III b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 9

3 4 3 工5 f o 不 整 円 形 2 ．1 1 × 1 ．9 8 7 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王II b Y に 石 器 1 点 1 8 8

3 4 4 I 5 f 9 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．6 0 × 1 ．2 3 8 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II b Y に 石 1 点 1 7 2
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（9）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遣 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 叫 深 さ 匝 土　 面

3 4 5 I 5 f9 円　　　 形 1 ．4 8 × 1 ．4 5 3 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 4

3 4 6 H 6 j5 N － 5 6 ？⊥ W 楕　 円　 形 1 ．8 7 × 1 ．4 0 9 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b
Ⅹ に 土 轟 片 少 量

（E III ） 1 9 3

3 4 7 I 6 a 5 円　　　 形 0 ．9 5 × 0 ．8 9 1 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 1 1 6

3 4 9 I 6 a 6 N … 5 0 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．7 7 7 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b X に 土 器 片 少 量 1 9 3

3 5 0 I 6 a 6 N － 0 0 不　 定　 形 2 ．1 0 × 1 ．5 5 2 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量
／

3 5 2 I 6 b 6 円　　　 形 0 ．6 9 × 0 ．6 0 5 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I b な し 1 2 4

3 5 3 I 6 a 5 円　　　 形 1 ．2 1 × 1 ．1 5 9 9 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b X に 土 器 片 少 量 1 9 3

3 5 4 工6 a 6 N － 5 8 ．L E 楕　 円　 形 1 ．0 3 × 0 ．8 4 3 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a な し 1 3 4

3 5 5 工5 b 7 円　　　 形 1 ．7 3 × 1 ．4 7 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 4

3 5 6 工5 b 6 不 整 円 形 1 ．4 5 × 1 ．4 2 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 4

3 5 7 I 5 b 6 円　　　 形 L 5 0 × 1 ．3 4 3 3
ゆ る や か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 5

3 5 8 I 5 b 5 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．5 2 × 1 ．2 0 2 2
ゆ る や か に
立 ち上 が る 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 5

3 5 9 I 5 b 6 N － 1 4 L W 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．8 7 2 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A I l a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 5

3 6 0 I 5 C 5 円　　　 形 0 ．8 1 × 0 ．6 7 4 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 6

3 6 1 I 5 C 5 円　　　 形 1 ．0 2 × 0 ．9 3 4 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 5

3 6 2

I

I 5 b 5

I

N … 7 2 L E

l

楕　 円　 形

I

1 ．5 8 × 1 し1 0

I

2 0

1

外　　 傾

l

平　 坦

l

自 然

i

A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量

l l

2 1 0

3 6 3 I 5 d 5 N － 4 1 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．5 5 × 1 ．2 0 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 5

3 6 4 工5 C 5 不 整 円 形 1 ．3 7 × 1 ．2 5 7 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b l X に 土 器 片 少 量 2 1 0

3 6 5 I 5 C 5 不 整 円 形 0 ．9 4 × 0 ．9 2 1 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 0

3 6 6 I 5 b 4 N － 2 8 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．0 1 × 1 ．4 0 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 1

3 6 7 I 5 b 5 円　　　 形 2 ．1 4 × 1 ．9 5 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A Ill a X に 土 器 片 少 量 1 8 1

3 6 8 I 5 a 5 不 整 円 形 2 ．2 0 × 1 ．9 8 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 1

3 6 9 工5 C 4 N － 5 1 ‘L E 不 整 長 方 形 2 ．6 0 × 1 ．6 0 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 1

3 7 0 I 5 C 。 N － 2 9 ㌧ E 不 整 楕 円 形 2 ．3 1 × 1 ．9 3 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A H I a
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） 1 8 2

3 7 1 I 5 c o N － 3 9 くL E 長 楕 円 形 1 ．8 1 × 1 ．0 8 4 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 3 5

3 7 2 I 5 b 7 N － 0 0 不 整 楕 円 形 1 ．5 3 × 1 ．4 6 4 4 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I4 0 と 重 複 1 3 5

3 7 3 I 5 f8 不 整 円 形 1 ．4 7 × 1 ．4 0 8 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E IIO S I 4 7 と 重 複 1 7 2

3 7 4 I 5 h 8 不 整 円 形 1 ．5 7 × 1 ．3 0 8 3 袋　　 状 平　 坦 人 為 D II b Ⅹ に 土 器 片 多 量 S I 4 6 と 重 複 2 0 2

3 7 5 J 4 b 8 円　　　 形 0 ．7 0 × 0 ．6 4 2 4 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a 埋 設 土 器 埋 婆 2 1 9

3 7 6 I 5 f 7 N － 7 1 ㌧－W 不　 定　 形 1 ．5 0 × 0 ．9 0 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 G II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 4

3 7 7 I 5 f 7 円　　　 形 0 ．9 3 × 0 ．8 0 5 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 4

3 7 8 I 5 f 7 不 整 円 形 1 ．1 5 × 0 ．9 6 1 4 0 垂　　 直 平　 坦 人 然 B I I c
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） 1 9 9

3 7 9 G 7 b 4 N － 3 6 ㌧ E 楕　 円　 形 0 ．6 1 × 0 ．4 7 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 1 1 6

3 8 0 H 6 i 3 N － 8 1 L W 不 整 楕 円 形 1 ．5 6 × 0 ．9 0 7 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） S I 3 1 と 重 複 1 7 2

3 8 1 H 6 i 3 N － 4 5 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．5 5 × 1 ．1 6 5 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b X に 土 器 片 少 量 S I 3 1 と 重 複 1 7 2

3 8 2 H 6 i 4 N － 4 8 ㌧ －W 不　 定　 形 1 ．0 6 × 1 ．0 5 2 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a な し 1 3 5
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ）！ 壁 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物　　 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 叫 深 さ 匝

3 8 3 H 6 i4 N － 2 2 ㌔一一W 不　 定　 形 1 ．5 5 × 1 ．5 0 2 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 S I 3 1 と 重 複 1 3 5

3 8 4 王6 h 2 N － 7 9 ㌧－E 不 整 楕 円 形 0 ．7 9 × 0 ．6 3 5 2 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I b な し 1 2 4

3 8 5 H 6 h 3 N － 5 0 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．0 8 × 0 ．7 9 3 9 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 人 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 5

3 8 6 H 6 h 2 不 整 円 形 0 ．7 6 × 0 ．7 1 5 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b な し 1 2 4

3 8 7 I 6 e 5 N － 3 3 ㌧ E 楕　 円　 形 L 6 4 × 1 ．4 0 3 1 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 3 5

3 8 8 王6 e 5 円　　　 形 1 ．0 6 × 1 ．0 2 3 2 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 5

3 8 9 I 6 e 5 円　　　 形 0 ．9 9 × 0 ．8 4 2 0 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 1 1 6

3 9 0 工6 g 7 円　　　 形 1 ．0 8 × 1 ．0 1 2 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 6

3 9 2 I 6 f 6 N － 6 3 ㌧ E 隅 丸 長 方 形 1 ．5 8 × 1 ．1 8 ・2 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 F I I a X に 土 器 片 少 量 S I 7 5 と 重 複 2 0 4

3 9 3 I 鋸 6 N － 5 2 ㌧ E 長　 方　 形 3 ．5 5 × 1 ．2 4 3 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 F III a X に 土 器 片 少 量 2 0 5

3 9 4 I 6 h 7 N － 8 0 ㌧一一W 長 楕 円 形 1 ．4 5 × 0 ．6 8 2 2
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A H a な し 1 3 5

3 9 5 I 6 f 7 N … 8 5 L W 楕　 円　 形 1 ．7 8 × 1 ．2 5 2 0 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a X に 土 器 片 少 量 1 3 6

3 9 6 I 6 h 7 円　　　 形 0 ．7 0 × 0 ．6 2 2 3
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 6

3 9 7 I 6 e 7 N － 1 2 号－ E 楕　 円　 形 1 ．2 6 × 1 ．0 7 3 5
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 皿　 状 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 S D つ と 重 複 1 3 6

3 9 9 I 6 g 6 N － 4 0 ㌔－ E 不 整 楕 円 形 1 ．9 9 × 1 ．7 0 3 2 ゆ る や か に
立 ち 上 が る

平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 石 1 点 1 3 6

4 0 0 I 5 C 5 N … 9 0 0 不 整 楕 円 形 1 ．2 4 × 1 ．1 0 1 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A I I a 土 器 片 錘 2 1 0

4 0 1 工5 b 5 N － 7 5 ㌔－W 楕　 円　 形 1 ．2 7 × 1 ．0 7 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A H a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 0

4 0 2 G 7 d 7 N … 1 L W 楕　 円　 形 1 ．6 8 × 1 ．3 1 5 5 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I I b な し 1 7 2

4 0 3 I 5 d 3 N － 4 6 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．2 1 × L 4 8 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A Ill a Ⅹ に 土 器 片 少 巌 1 8 2

4 0 4 I 5 d 3 N － 4 L E 楕　 円　 形 1 ．9 0 × 1 ．4 9 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A H a Ⅹ に 土 器 片 少 量 l
i 1 3 6

4 0 5 H 5 h 。
i

i

i

N ＿ 7 ？ L W I

不 整 円 形 1 ．6 3 × 1 ．3 4 5 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 3 5 と 重 複

！

1 7 3

4 0 8 工5 C 。 不 整 円 形 1 ．8 4 × 1 ．4 6 3 8
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 皿　 状 自 然 A H a X に 土 器 片 少 量 1 3 6

4 0 9 工6 f 3 不 整 円 形 1 ．3 9 × 1 ．1 1 6 8 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I工 b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） 1 7 3

4 1 0 丁6 p J 弄 機 軸 飢 甘 配 1 ．7 4 × L 2 0 ？∩
ゆ るや か に

江rl 　 酋 自 炊 A 　TT 　n Y たつ ＋ 巣 だ ′J♪豊 1 つ仁’‾　‾こ）－ 立 ち上 が る 卜→　　　　　　ト→ ＝　ノIlヽ ⊥しノゝノ

4 1 1 I 5 h o 不 整 円 形 1 。8 9 × L 5 2 8 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 3

4 1 2 工5 io 円　　　 形 1 ．4 9 × 1 ．2 4 2 8 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏 自 然 A 王I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 6

4 1 3 I 6 f 5 N － 2 2 L E 楕　 円　 形 L 3 5 × 1 ．0 4 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 、 1 3 6

4 1 4 工5 f 。 不 整 円 形 1 ．6 4 × 1 ．4 7 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 巌 S 工5 3 と 重 複 1 3 6

4 1 5 I 5 e 9 円　　　 形 1 ．7 4 × 1 ．6 2 1 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II c
Ⅹ に 土 器 片 中 量

E 昆巨 大 9 b ） 1 7 9

4 1 6 I 5 d o N － 4 8 L E 楕　 円　 形 1 ．2 2 × 0 ．8 8 3 4 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a X に 土 器 片 少 量 S I 4 3 と 重 複 1 3 6

4 1 7 J 4 a 8 N － 0 0 楕　 円　 形 工 0 7 × 0 ．8 5 4 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し

4 1 8 I 6 h 4 N － 5 2 ㌧－W 楕　 円　 形 1 ．3 1 × 1 ．0 5 2 5 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 6

4 1 9 I 5 d 8 円　　　 形 1 ．1 0 × 0 ．9 5 4 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E III ） S I 5 2 と 重 複 1 3 7

4 2 0 工5 d 8
円　　 形 ！

0 ．9 4 × 0 ．9 0 2 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工5 2 と 重 複 1 1 6

4 2 1 I 5d 9
不 整 円 可

1 ．0 6 × 0 ．9 8 2 7 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工4 3 と 重 複 1 3 6

4 2 2 I 6 h 5 円　　　 形 1 ．5 9 × 1 ．4 5 2 7 外　　 傾
ゆ る し‾－

起　 伏
自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 3 7
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（11）

土 鳩

番 号
位 置　 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
） 壁 面 底　 面

覆 土 i 形 態　 出 土 遺 物　 備　 考 図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ 匝

4 2 3 H 6 e 3 円　　　 形 2 ．0 2 × 1 ．6 3 1 0 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B III c
X に 土 器 片 少 量
（E III ， 大 9 b ） S I 3 7 と 重 複 2 0 1

4 2 5 工6 g 6 円　　　 形 1 ．5 2 × 1 ．3 2 9 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b X に 土 器 片 少 量 S 工6 5 と 重 複 1 7 3

4 2 6 工6 i 7 N － 7 ㌔－ E 楕　 円　 形 2 ．2 0 × 1 ．0 2 7 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II王 b X に 土 器 片 少 量 1 8 8

4 2 7 J 6 C 3 N － 7 1 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．4 7 × 1 ．2 2 2 5 ゆ る や か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 7

4 2 8 J 6 d 3 円　　　 形 1 ．6 2 × 1 ．3 0 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 7

4 2 9 J 6d 4 円　　　 形 1 ．5 0 × 1 ．2 9 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 7

4 3 0 I 4 j 9 不 整 円 形 1 ．8 5 × 1 ．5 3 1 2 7 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I c Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I6 6 と 重 複 1 9 9

4 3 1 I 4 j 9 N － 1 9 ‘L W 不 整 楕 円 形 1 ．9 5 × 1 ．2 1 1 3
ゆ るや か に
立 ち 上 が る 平　 坦 不 明 F II a な し 2 0 4

4 3 2 I 4 jg 円　　　 形 1 ．2 9 × 1 ．1 5 2 3
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 7

4 3 3 I 4 j8 N － 1 3 ㌔一一W 不 整 楕 円 形 1 ．6 1 × 1 ．0 9 3 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a
X に 土 器 片 少 量

（称 名 寺 ） 2 1 0

4 3 4 J 4 a 8 N … 4 9 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．8 0 × 1 ．3 8 4 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 3 7

4 3 5 J 4 a′8 N … 4 5 L W 不 整 楕 円 形 1 4 2 × 1 ．0 9 5 0 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I I b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E IID 2 1 1

4 3 6 J 4 b 8 円　　　 形 1 ．7 2 × 1 ．5 1 6 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 3

4 3 7 J 4 a 8 円　　　 形 1 ．3 1 × 1 ．1 5 5 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 3

4 3 8 J 4 a 7 N － 7 1 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．4 5 × 1 ．0 2 3 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 7

4 3 9

l

J 4 b 8

l i

円　　　 形

1

L l O X O ．9 0

！

4 6

l

外　　 傾

蓼

平　 坦

書

自 然

l

A II 吏 し　 ．
1 3 7

4 4 0 J 6 d 4 ！ 円　　 形 1 ．6 8 × 1 ．4 2 2 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 3 7

4 4 1 J 姐 7
巨 整 円 形

1 ．4 1 × 1 ．1 3 7 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b
土 器 片 少 量 （E

IID ，貝 ブ ロ ッ ク
1 7 3

4 4 2 I 5 g 2 N － 3 8 くL E 楕　 円　 形 1 ．1 6 × 0 ．9 1 3 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 3 7

4 4 3 I 5 i 3 N － 2 6 L W 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．9 5 4 3
ゆ るや か に
立 ち 上 が る

平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 中 量 1 3 7

4 4 4 I 5 i3 N － 1 0 L W 楕　 円　 形 L 2 3 × 0 ．8 6 3 0
ゆ る や か に

立 ち 上 が る
平　 坦 自 然 A II a な し 1 3 7

4 4 5 J 5 a 4 N － 7 2 L E 楕　 円　 形 1 ．3 2 × 1 ．0 5 1 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A H a

l

な し 1 3 7

4 4 6 J 5 b 3 円　　　 形 0 ．9 6 × 0 ．8 3 1 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し 1 1 7

4 4 7 J 5 b 4 円　　　 形 1 ．3 6 × 1 ．2 2 1 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 3 8

4 4 8 J 5 b 4 円　　　 形 L 1 7 × 1 ．1 4 1 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E IIH 1 3 8

4 4 9 J 5 a 5 円　　　 形 1 ．1 0 × 0 ．9 7 2 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 3 8

4 5 0 J 5 C 4 円　　　 形 0 ．9 9 × 0 ．9 0 1 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し 1 1 7

4 5 1 J 5 b 4 円　　　 形 1 ．0 7 × 1 ．0 1 3 8
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 8

4 5 2 J 5 b 6 円　　　 形 1 ．6 9 × 1 ．4 5 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 8

4 5 3 J 5 C 7 円　　　 形 1 ．0 9 × 0 ．9 0 4 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 3 8

4 5 4 J 5 C 6 円　　　 形 2 ．1 4 × 2 ．1 0 5 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A Ill b 埋 設 土 器 （E Ⅳ ） 埋 婆 2 2 0

4 5 5 J 5 C 6 N － 5 7 L W 楕　 円　 形 1 ．6 5 × 1 ．2 2 4 0
ゆ るや か に
立 ち上 が る 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 8

4 5 6 J 5 C 5 N － 2 0 ㌧－W 楕　 円　 形 1 ．0 5 × 0 ．8 2 4 7 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 8

4 5 7 J 5 d 7 円　　　 形 1 ．0 7 × 0 ．9 4 1 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 1 9 と 重 複 1 3 8

4 5 8 工5 a l 不 整 円 形 1 ．0 4 × 0 ．9 0 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 8

4 5 9 J 4 a 。 円　　　 形 1 ．5 4 × 1 ．2 8 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 8
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（12）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 叫 深 さ むm 上土と

4 6 0 J 5 a l N － 7 4 ㌧ W 楕　 円　 形
0 ・7 8 × 0 ・6 7 巨 8

外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 7

4 6 1 J 5 b 2 円　　　 形 0 ．7 8 × 0 ．7 3 4 1 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A I a な し 1 1 7

4 6 2 J 5 C 2 N － 7 L W 楕　 円　 形 1 ．4 8 × 0 ．9 2 4 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II Y に 土 器 片 少 量 1 3 9

4 6 3 J 5 b l N － 6 8 tL W 楕　 円　 形 1 ．1 9 × 0 ．7 8 2 7 ゆ る や か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 3 8

4 6 4 J 4 a 8 N － 8 7 L W 長　 方　 形 2 ．7 8 × 1 ．0 6 2 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 F III a X に 土 器 片 少 量 S I7 4 と 重 複 2 1 1

4 6 5 J 4 a 8 不 整 円 形 1 ．0 7 × 0 ．7 2 4 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 1

4 6 6 工5 g 5 不 整 円 形 1 ．9 4 × 1 ．6 7 6 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I b な し 1 7 3

4 6 7 工5 h 5 不 整 円 形 0 ．9 9 × 0 ．8 4 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し 1 1 7

4 6 8 I 5 h 5 円　　　 形 1 ．4 7 × 1 ．2 3 1 3 5 垂　　 直 平　 坦 不 明 B II c Y に 馬 骨 1 9 9

4 6 9 I 4 j8 N － 3 9 L E 不 整 楕 円 形 1 ．2 5 × 0 ．6 2 ． 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 0

4 7 0 J 4 a 7 N － 5 5 ㌔一一W 楕　 円　 形 1 ．8 0 × 1 ．2 0 1 8
ゆ る や か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 9

4 7 1 J 4 a 9 N － 6 2 L W 楕　 円　 形 1 ．4 0 × 1 ．0 4 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Y に 土 器 片 少 量 2 1 1

4 7 2 J 4 C 7 N － 9 L E 楕　 円　 形 1 ．1 5 × 0 ．9 0 6 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量
レ ／

4 7 3 J 4 b 9 不 整 円 形 1 ．4 5 × 1 ．1 9 5 4 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 3

4 7 4 J 4 C 7 不 整 円 形 1 ．8 3 × L 3 9 1 5
ゆ るや か に
立 ち上 が る

凹　 凸 自 然 A II a
土 器 片 少 量 （E

IH ），石 鉄 1 点
2 1 1

4 7 5 I 6 e l． N － 5 6 ㌧ E 楕　 円　 形 0 ．9 9 × 0 ．6 2 1 5
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 5 1 と 重 複 1 1 7

4 7 6 工6 e 2 N － 4 0 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．1 7 × 0 ．8 7 1 7
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 S I 5 1 と 重 複 1 3 9

4 7 7 工6 e 2 N － 1 0 ㌔－W 楕　 円　 形 0 ．6 8 × 0 ．4 7 1 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し S I 5 1 と 重 複 1 1 7

4 7 8 I 6 e l N － 7 2 L E 楕　 円　 形 1 ．2 7 × 0 ．8 4 1 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a
土 器 片 少 量

（大 9 b ） S I 5 1 と 重 複
l
1 3 9

4 7 9
I 6 e l 」 N － 5 5 ㌧ 可

i

N － 3 9 ㌧ －E

楕　 円　 形 1 ．1 9 × 0 ．8 2 2 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I な し S 工5 1 と 重 複 1 3 9

4 8 0 J 5 C 4 円　　　 形 1 ．1 3 × 1 ．0 9 7 0 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 4 2 と 重 複 1 7 3

4 8 1 I 4 g o 不 整 円 形 1 ．3 2 × 1 ．1 3 1 2 1 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II c
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（ E Ⅳ ） S I 5 0 と 重 複 1 9 9

4 8 2 I 6 h l 楕　 円　 形 1 ．7 1 × 1 ．4 0 8 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b
X に 土 器 片 少 量

（大 9 b ） S I 5 4 と 重 複

！

1 9 4

4 只3 ．T A h ヮ N － ？只 L W 兼を　 円　 形 1 4 ？ ）でn 　q q A ？ 軋　　　 イ痕 i琵　 十日 自 う吹 A lT ．〕 Y 「∵石㌣堤 り1 1ノヽ　　ーll．－′J lrつ　　　　　I 　J 　　　　　　′lメ′ ′　l 　　　　　　　　11rヽ 題　　　　　　ノここuユ u 　ノJlヽ j 　J．　JLJL 　　しん 一ムL lヽ －　′ト」’11日 エJ ＿L ．⊥

4 8 4 J 4 C 8 不 整 円 形 1 ．4 9 × 1 ．2 5 2 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 3 9

4 8 5 J 4 C 9 円　　　 形 1 ．0 4 × 0 ．9 7 3 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 9

4 8 6 J 4 C 9 円　　　 形 1 ．0 5 × 0 ．8 5 5 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 4

4 8 7 J 4 C 9 N － 3 3 ㌧－W 楕　 円　 形 1 ．0 4 × 0 ．7 0 3 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 3 9

4 8 8 J 4 C 9 N － 3 6 L E 楕　 円　 形 1 ．2 1 × 0 ．9 5 2 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 9

4 8 9 J 4 C 。 N － 6 8 L W 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．7 2 5 2
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 1

4 9 0 J 4 C 。 N － 5 5 L W 楕　 円　 形 1 ．9 9 × 1 ．0 8 1 8
ゆ るや か に
立 ち 上 が る

平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 1

4 9 1 J 4 c o N － 1 1 L E 楕　 円　 形 1 ．0 　 × 0 ．8 0 3 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 3 9

4 9 2 J 4 c o N － 7 4 L W 不 整 楕 円 形 1 ．3 5 × 0 ．9 8 1 0 2 外　　 傾 皿　 状 人 為 E H c Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 4

4 9 3 I 5 j 7 円　　　 形 1 ．6 0 × 1 ．3 7 8 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E III ） 1 9 4

4 9 4 工6 j 3 不 整 円 形 1 ．0 3 × 0 ．9 3 5 7
－
垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I6 0 と 重 複 1 9 4

4 9 5 I 6 j3 円　　　 形 0 ．8 6 × 0 ．7 5 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a
X に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） S 工6 0 と 重 複 1 1 7
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（13）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 ＼′　　　　　　　　　　／

！ 規　　 模
底　 面 覆 土 形　 態

ヽ
出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号
／ 長 径 × 短 径 叫 深 さ如 土土と

49 6 I 5 f 2 N － 0 0 不　 定　 形 1 ・30 × 1 ・10 日 3
外　　 傾 平　 坦 自 然 G II a な し

！
2 0 9

4 9 7 J 5 d 4 円　　　 形
1 調 × 0 ・9 2 日 7

外　　 傾 平　 坦 自 然 A Il a X に 土 器 片 少 量
！

1 3 9

4 9 8 J 5 e 3 N … 1 9 L E 楕　 円　 形 1 ．3 5 × 0 ．7 8 3 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a
！

！

Ⅹ に 土 器 片 少 量
（E Ⅳ ）

i s I 7 3 と 重 複
13 9

4 9 9 J 5 d 2 N － 2 7 ‘L E 楕　 円　 形 1 ．6 1 × 1 ．20 4 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 14 0

5 0 0 J 5 e l 円　　　 形 1 ．0 6 × 1 ．04 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a
巨 こ土 器 片 少 量

14 0

5 0 1 J 5 d l N － 7 3 －L W 楕　 円　 形 1 ．4 8 × 1 ．0 6 7 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b
！Ⅹ に 土 守 宮 ㌍

S I l 0 6 と重 複 17 4

5 0 2 J 4 b 8 N － 2 L E 楕　 円　 形 0 ．9 6 × 0 ．7 2 6 2 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 5

5 0 3 J 4 b 7 円　　　 形 1 ．04 × 0 ．9 8 7 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 19 4

5 0 4 J 4 C 7 N － 4 0と一一E 不 整 楕 円 形 1 ．32 × 1 ．1 5 3 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 14 0

5 0 5 J 4 b 6 N … 8 0㌧ E 楕　 円　 形 1 ．0 6 ×0 ．69 3 0
I
外　　 傾 凹　 凸 自 然 A H a Ⅹ に 土 器 片 少 量 14 0

5 0 6 I 6 i l 円　　　 形 0 ．9 5 × 0 ．9 3 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王　a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 5 6 と 重 複 1 1 7

5 0 7 I 6 i l N － 4 0 ㌧ W 楕　 円　 形 0 ．6 3 × 0 ．5 3 4 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 E I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 5 6 と重 複 20 3

5 0 8
！

！

！

I6 j 3 N － 4 8 ㌧－W 不 整 楕 円 形 0 ．98 × 0 ．5 5 3 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 6 0 と重 複 1 1 7

5 0 9

5 1 0

工6 i 3 円　　　 形 1 ．07 × 1 ．0 1 3 5
ゆ るや か に
立ち上 が る 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工60 と 重 複 14 0

J 5 b 8 N － 7 5くL E 不　 整　 形 2 ．13 × 1 ．57 6 7 垂　　 直 平　 坦 自 然 B III b Ⅹ に 土 器 片 少 量
（大 9 b ） 2 1 1

5 1 1 J 5 C 8 不 整 円 形 1 ．8 7 × L 8 0　　 85 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王I b
Ⅹ に 土 器 片 少 量
（大 9 b ） 17 4

1 4 0「　1 ・1J ⊥⊥
i　 l
i J 5 a 当

l
n l　　　　　　　　　　　　lTノ「⊥］　　　　　 7†フ

上　 ハ一、ノ1 ハ ！ ．ハ ！外　 傾 ！†， ．M i
平　 坦

自 然 l
A I i a

i x に 土 器 片 少 量 l

5 1 3 H 5 j 7 N － 8 ㌧ E 楕　 円　 形 0 ．74 × 0 ．57　　 3 6 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I a な し 19 0

5 1 4 J 5 d 2 円　　　 形
1 ・37 × 1 ・30 日 2

外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 17 4

5 1 5 I 5 e 6 不 整 円 形
1 ・6 7 × 1 ・34 日 5

外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 2

5 1 6 I 5 e 6 不 整 円 形 1 ・1 6 × 0 ・8 4 日 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 巌 2 1 2

5 1 7 I 5 e 7 不 整 円 形
1 ・90 × 1 ・5 9 i 2 8

外　　 傾 平　 坦 自 然 A I l a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 2

5 1 8 I 6 i3 N － 6 3 L W 楕　 円　 形
0 ・65 × 0 ・48 巨 0 ！

外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し S I 6 0 と 重 複 11 7

5 1 9 J 5 C 8 N － 9 0 0 不 整 楕 円 形
1 ・6 7 × 1 ・1 1 巨 7 ！

外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b ′ X に 土 器 片 少 量
！
2 1 1

5 2 0 J 5 C 5 不 整 円 形 1 ・0 4 × 0 可 可
外　　 傾

平 可
自 然 A II a な し S I 6 8 と 重 可

14 0

5 2 1 巨 b 5 i

i J 5 b 4 i

N － 5 斗

i

楕 円 可

不 整 円 形 ！

1 ・0 × 0 ・可 可
外　　 傾

平 可 自 可
A I I a X に 土 器 片 少 量

S I6 8 と重 複 i
1 4 0

5 2 2
1 ・1 2 × 0 ・8 9 巨 3 i

外　　 傾 凹 可 自 可
A 王I b X に 土 器 片 少 量

S I 6 8 と重 可
17 4

5 2 3
J 4 a 6 ！ i

i

円　　　 形 0 ・82 × 0 ・7 1 i 3 5 i ゆ るや か に
立ち上 が る

皿 可 自 可
A I a X に 土 器 片 少 量 S I 7 2 と 重 複 ！

11 7

5 2 4 J 5 e 4 円　　　 形
0 ・8 7 × 0 ・80 日 5 ！垂　 可 平 可 人 可

B I b Ⅹ に 土 器 片 少 巌
S I 6 9 と 重 複 ！

1 9 0

5 2 5
J 4 a 7 i i

不 整 円 形 0 湖 × 0 ・6 9 i 4 8 i 外　 可 乎 可 自 可
A I a X に 土 器 片 少 量 S I 7 4 と 重 可

1 1 7

5 2 6
J 4 a 8 ！N － 24 ㌧ 可

楕　 円　 形 0 ・7 2 × 0 ・5 3 巨 5 i 外　 可 皿 可 自 可
A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 7 4 と重 複 i

1 1 7

5 2 7
工5 f 8 i ！

円　　　 形
1 ・0 × 0 ・90 日 1 ！外　 可 造 る 完 ．i 自 可

A I I a な し
i
1 4 0

5 2 8 工5 f o i ！不 整 円 形 ！用 × 0 ・95 日 4 i 外　 可 平 可 自 可
A 王I a

X に 土 器 片 少 量 i ！
1 4 0

5 2 9
可 N － 5 5㌧ 可 楕 円 形 ！1 ・2 3 × 0 ・6 8 日 可 外　 可 凹 可 自 可

A 王I a
Ⅹ に 土 器 片 少 可

S 工43 と 重 複 1 4 0

5 3 0
J 5 c l i N － 3 6 叫 不 整 楕 円 可 1 ・0 2 × 0 可 可 外　 可 凹 可 自 可

A II a
Ⅹ に 土 器 片 少 量 i

S 工67 と 重 複 14 0

5 3 1 J 5 C 8 ！N … 9 0 0 i 不 整 楕 円 可 1 ・34 × 0 ・8 5 巨 6 i 外　 可 平 可 自 可 A I可 Ⅹ に 土 器 片 少 量 i
2 1 1
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ）巨 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 匝 深 さ トm

5 3 2 J 4 a 6 円　　　 形 0 ．7 4 × 0 ．6 4 2 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し S I 7 2 と 重 複 1 1 7

5 3 3 J 5 e 3 円　　　 形 1 ．3 2 × 1 ．2 4 2 8 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A I王 a X に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 3 4 J 4 d 5 不 整 円 形 1 ．7 6 × L 1 6 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 2 1 1

5 3 5 J 4d S N － 1 6 ㌧ W 楕　 円　 形 L 2 5 × 0 ．8 0 4 2 垂　　 直 平　 坦 人 為 B I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 1

5 3 6 J 4 d 6 N － 2 5 L E 楕　 円　 形 1 ．9 9 × 1 ．0 8 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 3 7 J 4 d 5 N － 1 5 ㌔－W 楕　 円　 形 1 ．9 2 × 1 ．5 7 4 0 外　　 傾 平　 坦 不 明 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 3 8 J 4 d 6 N － 7 ㌧ W 楕　 円　 形 l ．6 3 × 0 ．9 1 3 5 外　　 傾 平　 坦 不 明 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 3 9 J 4 d 6 円　　　 形 1 ．1 7 × 1 ．1 5 1 7 外　　 傾 平　 坦 不 明 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 4 0 J 宛 6 N － 3 4 L W 楕　 円　 形 1 ．2 3 × 0 ．9 7 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 4 1 J 4 e 6 不 整 円 形 1 ．1 7 × 0 ．8 7 3 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 4 2 J 4 e 6 不 整 円 形 1 ．1 0 × 1 ．0 4 8 0 垂　　 直 平　 坦 人 為 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 4

5 4 3 J 4 e 6 N － 1 1 ㌢－l E 楕　 円　 形 L 2 9 × 0 ．9 8 6 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b
X に 土 器 片 少 量

L E Ⅳ ） 1 7 4

5 4 4 J 4 e 6 円　　　 形 0 ．9 8 × 0 ．9 0 1 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 7

5 4 5 J 4 e 6 円　　　 形 1 ．1 5 × 1 ．0 5 2 1
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A 王I a X に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 4 6 J 4 e 7 N － 7 1 L W 楕　 円　 形 1 ．5 0 × 1 ．0 5 5 5 ゆ るや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 還 ． S I 7 9 と 重 複 1 7 4

5 4 7 J 4 e 7 N － 5 4 ㌧ W 不 整 長 方 形 2 ．6 4 × 1 ．0 7 6 1 垂　　 直 平　 坦 人 為 F iIt b Ⅹ に 土 器 片 少 墓 2 0 5

5 4 8 J 4 e 7 円　　　 形 1 ．4 7 × 1 ．3 1 5 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 中 量 1 7 4

5 4 9 J 4 d 9 N － 7 5 ㌧ E 不 整 楕 円 形 L 4 1 × 1 ．1 5 3 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 5 0 J 4 e 5 円　　　 形 1 ．0 5 × 0 ．8 7 2 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 人 為 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 5 1 J 4 f5 N － 5 ㌧ W 不 整 楕 円 形 1 ．3 0 × 1 ．0 6 5 7 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II b X に 土 器 片 少 量 1 7 4

5 5 2 J 4 f 5 N － 9 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．0 1 × 0 ．7 3 2 8
ゆ るや か に
立 ち 上 が る 凹　 凸 自 然 A II a な し

i

i

l

i

1 4 1

5 5 3 J 4 f 5 N － 8 5 L E 不 整 長 方 形 4 ．3 3 × L 7 4 4 5 外　　 傾 凹　 凸 不 墾 F III a X に 土 器 片 少 巌 2 0 5

5 5 4 J 4 f 6 N － 3 6 L E 不 整 楕 円 形 1 ．2 3 × 0 ．8 2 1 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 1

5 5 5 J 4 f 6 N － 4 8 L W 楕　 円　 形 1 ．1 3 × 0 ．9 5 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 2

5 5 6

I

J 4 f 6

l

N － 5 4 ㌧ W

1

楕　 円　 形

I

1 ．2 8 × 0 ．8 0

i

1 9

i

外　　 傾

！

皿　 状

】

不 明

l

A II a

】

X に 土 器 片 少 巌

l l

1 4 2

5 5 7 J 4 f 6 N － 7 0 」 W 楕　 円　 形 1 ．5 5 × 0 ．8 9 2 3 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a な し 1 4 2

5 5 8 J 4 f 6 円　　　 形 L 2 0 × 0 ．9 8 2 2 外　　 傾 平　 坦 日 舞 A I I a な し 1 4 2

5 5 9 J 4 f 7 N － 4 5 ㌧－W 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．9 3 3 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a な し 1 4 2

5 6 0 J 4 g 5 N － 8 3 L E

l

楕　 円　 形 0 ．7 2 × 0 ．6 0 7 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b な し

5 6 1 H 6 e 3 円　　　 形 1 ．2 9 × 1 ．2 0 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し S I 2 8 と 重 複 1 4 2

5 6 2 J 4 f o N － 4 4 ㌔…W 楕　 円　 形 0 ．8 0 × 0 ．5 4 1 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A l a な し 1 1 7

5 6 3 J 5 e 4 N － 2 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．7 3 × 1 ．3 2 9 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b
Y に 土 器 片 少 量

（太 9 b ） S I 6 9 と 重 複 1 9 4

5 6 4 工5 C 7 円　　　 形 1 ．1 9 × 1 ．0 8 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a 貝 ブ ロ ッ ク S 工4 0 と 重 複 1 4 2

5 6 5 J 6 d 6 N － 4 6 ㌔－E 楕　 円　 形 1 ．6 6 × L 3 7 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 2

5 6 6 J 6 b 8 円　　　 形 2 ．3 4 × 2 ．1 4 2 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 2

5 6 7 J 6 a 9 不 整 円 形 1 ．6 6 × 1 ．4 3 3 1
ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 2
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遣 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ 柄 土　 面

5 6 8 J 4 e 。 N － 3 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．1 9 × 0 ．7 2 4 6
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 7 6 と 重 複 1 4 2

5 6 9 J 4 f 。 N － 7 ㌢一一E 楕　 円　 形 1 ．1 2 × 0 ．7 8 3 5 ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 7 6 と 重 複 1 4 2

5 7 0 J 4 f o N － 7 5 ㌧ W 楕　 円　 形 0 ．6 3 × 0 ．4 8 3 3
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 皿　 状 自 然 A I a な し S I7 6 と 重 複 1 1 7

5 7 1 J 5 i8 円　　　 形 1 ．2 1 × 0 ．9 6 4 0
ゆ る や か に
立 ち上 が る

平　 坦 人 為 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 2

5 7 2 J 5 d 8 N － 5 0 ㌢－ E 楕　 円　 形 1 ．2 6 × 0 ．9 1 2 4 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工9 9 と 重 複 1 4 3

5 7 3 J 5 h 8 円　　　 形 1 ．0 9 × 0 ．9 8 3 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 3

5 7 4 J 5 g 6 N － 1 8 L E 楕　 円　 形 上 2 6 × 0 ㌧9 4 5 3 外　　 傾 皿　 状 不 明 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 5

5 7 5 J 5 h 6 不 整 円 形 1 ．4 3 × 0 ．8 6 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I 王 a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 3

5 7 6 J 5 h 8 N － 1 5 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．5 2 × 1 ．3 2 4 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 4 3

5 7 7 工6 e 4 円　　　 形 0 ．8 3 × 0 ．7 0 4 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 S I 5 8 と 重 複 1 1 8

5 7 8 I 6 e 3 円　　　 形 1 ．3 3 × 1 ．1 5 3 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王I a
X に 土 器 片 少 量

（E III ） S I 5 8 と 重 複 1 4 3

5 7 9 I 6 e 3
棒　 形

0 ．6 6 × 0 ．5 6 7 1 垂　　 直 皿　 状 自 然 E I b な し S 工5 8 と 重 複 2 0 3

5 8 0 I 4 j 9 円　　　 形 1 ．0 4 × 0 ．9 7 1 2 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II c Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 6 6 と 重 複 1 9 9

5 8 1 J 4 g o N － 8 0 L E 楕　 円　 形 1 ．2 6 × 1 ．0 7 2 6 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 3

5 8 2 J 4 f6 円　　　 形 L 3 9 × 1 ．1 8 1 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 4 3

5 8 3

i

J 4 C 8 i 　 －
円　　　 形

l

L 2 5 × 1 ．2 3

I

4 9

l

外　　 傾 平　 坦

I

人 為

t

A II a

l

土 器 片 少 量

（E Ⅳ ）

l l

1 4 3

5 8 4 J 4 f 6 N … 6 6 L E 楕　 円　 形 1 ．4 0 × 0 ．8 3 2 3 立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A II a 磨 石 1 4 3

5 8 5 J 4 d 9 不 整 円 形 1 ．5 9 × 1 ．2 9 9 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 4

5 8 6 J 4 g 6 N － 3 9 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．5 9 × 1 ．2 9 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 3

5 8 7 J 射 8 N － 1 2 L W 長 楕 円 形 2 ．0 1 × 1 ．0 3 2
ゆ る や か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A III a な し 1 8 2

5 8 8 J 4 g 6 円　　　 形 0 ．9 6 × 0 ．8 6 2 2 ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 8

5 8 9 J 4 g 5 N － 2 げ L W 不　 定　 形 L 7 0 × 0 ．9 1 1 6 外　　 傾 凹　 凸 自 然 G I I a． Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 6

5 9 0 J 4 g 5 N － 8 3 L E 不 整 楕 円 形 1 ．8 7 × 1 ．5 9 3 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II な し 1 4 3

5 9 1 J 4 h 6 円　　　 形 1 ．5 0 × 1 ．3 3 1 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 4 3

5 9 2 J 4 i 5 N － 5 5 ㌧－E 不 整 楕 円 形 1 ．5 0 × 1 ．0 1 6 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b な し 1 7 5

5 9 3 J 4 i4 N － 5 3 ㌧ －E 楕　 円　 形 1 ．1 7 × 0 ．9 5 3 6
ゆ る や か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A I 王 a な し 1 4 4

5 9 4 J 4 i5 不 整 円 形 1 ．6 9 × 1 ．4 3 5 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 5

5 9 5 J 4 i 6 円　　　 形 1 ．1 9 × 1 ．0 6 3 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 4

5 9 6 J 4 i 5 N － 3 2 L W 楕　 円　 形 L 3 4 × 0 ．9 4 3 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a な し 1 4 4

5 9 7 J 4 j 5 N － 1 8 L w 不 整 楕 円 形 1 ．3 5 × 1 ．0 3 2 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 4

5 9 8 J 4 j6 円　　　 形 2 ．2 0 × 1 ．8 5 4 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A Ill a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 8

5 9 9 J 4 d 。 円　　　 形 0 ．7 3 × 0 ．6 9 7 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 8 0 と 重 複 1 2 5

6 0 0 J 4 d 9 不 整 円 形 0 ．7 4 × 0 ．6 6 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I8 0 と 重 複 1 1 8

6 0 1 J ∠田 9 円　　　 形 0 ．7 4 × 0 ．6 6 3 1 垂　　 直 平　 坦 自 然 A I a な し S I 8 0 と 重 複 1 1 8

6 0 2 J 4 d 9 円　　　 形 0 ．8 9 × 0 ．6 4 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a な し S 工8 0 と 重 複 1 1 8

6 0 3 J 4 e 9 円　　　 形 0 ．8 6 × 0 ．7 0 6 0 垂　　 直 平　 坦 人 為 A I b 土 器 片 少 量
（E III ） S 工8 0 と 重 複 1 1 8
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
壁　 面 底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ 匝 ）

6 0 4 J 4 g 8 円　　　 形 1 ．3 5 × 1 ．1 8 1 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工8 6 と 重 複 1 4 4

6 0 5 J 4 g 8 N － 0 0 不 整 楕 円 形 2 ．0 4 × 1 ．5 6 5 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A III b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 9

6 0 6 J 4 h 7 N － 8 4 ㌧ E 不 整 楕 円 形 2 ．2 0 × 1 ．1 5 1 7
ゆ るや か に
立 ち 上 が る

ゆ る い
起　 伏

自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 2

6 0 7 J 4 h 7 N － 5 L E 楕　 円　 形 1 ．6 8 × 1 ．0 4 2 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 2

6 0 8 J 4 h 7 N － 8 5 ㌧－E 楕　 円　 形 1 ．8 8 × 1 ．2 1 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 4 4

6 0 9 J 4 h 8 N － 7 2 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．7 2 × 1 ．1 6 1 7
ゆ るや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏

自 然 A I I a な し 1 4 4

6 1 0 J 4 i 7 N － 3 3 L E 不 整 楕 円 形 1 ．1 8 × 0 ．8 2 2 7
ゆ るや か に

立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 A I I a な し 1 4 4

6 1 1 J 4 h 9 N － 8 0 L W 楕　 円　 形 1 ．8 0 × 1 ．2 2 2 2
ゆ るや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 A I I a な し 1 4 4

6 1 2 J 4 h 9 N － 3 0 L W 楕　 円　 形 1 ．3 8 × 1 ．1 5 3 3
ゆ るや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏

自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 4

6 1 3 J 5 f l N － 2 1 ㌔－W 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 0 ．9 8 2 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し S I 9 1 と 重 複 1 4 4

6 1 4 J 5 e l N － 7 3 ㌧ W 不 整 楕 円 形 2 ．1 6 × 1 ．3 2 4 6 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A Ill a X に 土 器 片 少 量 S I 9 1 と 重 複 1 8 2

6 1 5 J 5 e 2 N － 9 L W 不 整 楕 円 形 1 ．3 1 × 1 ．2 2 4 9 外　　 傾 凹　 凸 人 為 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 4

6 1 6 J 5 e 2 円　　　 形 1 ．5 5 × 1 ．3 3 4 2
ゆ るや か に
立 ち上 が る 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 5

6 1 7 J 5 e 2 円　　　 形 0 ．7 5 × 0 ．6 2 4 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 8

6 1 8 J 5 e 2 円　　　 形 1 ．1 1 × 1 ．0 9 3 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I l a 一X に 土 器 片 少 量 1 4 5

6 1 9 J 5 f 3 N － 6 7 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．0 9 × 0 ．7 6 3 3 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 5

6 2 0 J 5 f3 N － 7 5 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．4 6 × 1 ．0 7 4 4 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 5

6 2 1 J 5 f7 N － 5 4 L E 楕　 円　 形 1 ．2 2 × 1 ．0 4 2 4
ゆ るや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏

自 然 A II a な し 1 4 5

6 2 2 H 6 e 2 円　　　 形 0 ．4 5 × 0 ．4 2 8 0 垂　　 直 皿　 状 不 明 E I b な し S I 2 8 と 重 複 2 0 3

6 2 3 H 6 e 2 円　　　 形 0 ．5 9 × 0 ．5 2 9 1 垂　　 直 皿 ． 状 不 明 E I b な し S I 2 8 と 重 複 2 0 3

6 2 4 J 4 e 8

N － 2 5 L E

円　　　 形 1 ．1 6 × 1 ．1 2 7 1 垂　　 直 平　 坦 自 然 B iI b
X に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ）

i

s I 6 2 両

1 9 4

6 2 5 J 4 e 8 楕　 円　 形 1 ．3 1 × 0 ．9 9 4 7
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A II a な し 1 4 5

6 2 7 J 6 a l N － 7 2 L E 楕　 円　 形 1 ．7 6 × 1 ．4 0 6 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b
土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） 1 7 5 、

6 2 8 J ∠田 q 円　　　　 形 0 ．7 1 × 0 ．6 8 2 8 外　　 傾 m 　 北 自 然 A I a X に 石 1 貞 S T 8 0 と 重 複 1 1 8

6 2 9 J 6 b 2 N － 2 ㌧－E 楕　 円　 形 1 ．5 8 × 1 ．1 5 2 6
ゆ るや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 4 5

6 3 0 J 6 b l 円　　　 形 1 ．0 8 × 1 ．0 2 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 4 5

6 3 1 J 6 C 2 円　　　 形 2 ．8 6 × 2 ．6 5 2 4 外　　 傾 平　 坦 人 為 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 2

6 3 2 J 6 d 2 円　　　 形 1 ．0 3 × 0 ．8 8 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a

l

Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 5

6 3 3 J 6 C 2 N － 6 4 L W 楕　 円　 形 1 ．0 1 × 0 ．7 1 2 7 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 5

6 3 4 J 6 c l N － 1 8 L E 楕　 円　 形 0 ．9 9 × 0 ．7 5 2 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 8

6 3 5 J 6 d l 円　　　 形 0 ．9 9 × 0 ．8 2 2 4 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 8

6 3 6 K 4 a 4 N － 8 2 L E 楕　 円　 形 2 ．6 7 × 2 ．1 2 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 3

6 3 7 K 4 b 5 N － 7 9 ㌔一W 楕　 円　 形 1 ．4 5 × 1 ．1 5 7 8 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 5

6 3 9 K 4 a 6 N － 3 0 と一一W 楕　 円　 形 1 ．4 3 × 1 ．1 3 5 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 5

6 4 0 K 4 a 6 N － 1 0 L E 楕　 円　 形 0 ．9 8 × 0 ．8 2 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 1 1 8

6 4 1 J 4 j 6 円　　　 形 1 ．3 7 × 1 ．1 6 1 9 外　　 傾 平　 坦 不 明 A II a な し 1 4 5
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 巨 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 如 深 さ転m

6 4 2 J 4 j7 円　　　 形 1 ．3 8 × 1 ．1 9 1 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a， X に 土 器 片 少 量 1 4 5

6 4 3 J 4 i 7 N － 3 0 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．3 6 × 1 ．0 1 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 4 6

6 4 4 J 4 i 7 円　　　 形 1 ．0 7 × 0 ．9 1 1 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 4 6

6 4 5 J 6 b 2 N … 5 3 L E 楕　 円　 形 1 ．0 1 × 0 ．7 6 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 6

6 4 6 J 6 C 5 N － 7 7 L E 楕　 円　 形 1 ．2 3 × 1 ．0 1 2 3
ゆ るや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 4 6

6 4 7 J 6 C 6 N － 4 5 L E 楕　 円　 形 1 ．3 3 × 0 ．8 9 4 6 外　　 傾 セ凹　 凸 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 4 6

6 4 8 J 6 C 7 N － 6 3 L E 楕　 円　 形 1 ．5 3 × 1 ．1 6 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 6

6 4 9 J 6 b 6 不 整 円 形 1 ．2 4 × 1 ．1 7 3 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 4 6

6 5 0 J 6 C 6 N － 6 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．7 0 × 1 ．1 5 1 3 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 2

6 5 1 J 6 d 6 N … 8 5 L E 楕　 円　 形 1 ．4 6 × 1 ．0 9 4 0
ゆ るや か に
立ち上 が る 凹　 凸 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 4 6

6 5 2 J 鎚 6 N … 4 6 くL E 不 整 楕 円 形 1 ．3 2 × 1 ．1 9 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 6

6 5 3 J 6 d 7 N … 2 0 ㌧ W 不 整 楕 円 形 2 ．7 4 × 1 ．4 9 3 1 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 3

6 5 4 J 6 d 7 N － 8 6 L E 不 整 楕 円 形 － 2 ．0 8 × 1 ．6 1 2 6 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 3

6 5 5 J 6 d 7 N － 7 0 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．5 4 × 1 ．1 7 5 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II b X に 土 器 片 少 量 1 7 5

6 5 6 J 6 d 7 N － 3 7 くL W 不 整 楕 円 形 2 ．1 1 × 1 ．2 2 2 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 逼 1 8 3

6 5 7

l

J 6 d 9

1 1

円　　　 形

l

1 ．4 1 × 1 ．2 6

l

3 5

！

ゆ るや か に
立 ち上 が る

i舟 乙貞〕ふ い　 l

皿　 状

l

自 然

】

A II a

l

Ⅹ に 土 器 片 少 量

l

1 4 6

6 5 8 J 6 C 。 N － 3 7 L E 楕　 円　 形 1 ．7 0 × 1 ．3 4 2 9 ，、γ‘山　，ノノ　を、－立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A I I a な し 1 4 6

6 5 9 J 6 d 6 N … 8 0 ㌔一W 不 整 楕 円 形 1 ．5 3 × 1 ．2 0 3 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 巌 2 1 2

6 6 0 J 4 f 9 N － 5 4 ‘L E 楕　 円　 形 0 ．8 9 × 0 ．7 1 1 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A l a な し 1 1 8

6 6 1 J 4 f 9 N － 6 4 L E 不 整 楕 円 形 1 ．2 0 × 0 ．6 6 3 1
ゆ るや か に
立ち上 が る 皿　 状 不 明 A II a な し 1 4 6

6 6 2 J 4 f 。 円　　　 形 L O 　 X O ．9 0 1 5
ゆ る や かに
立ち上 が る

ゆ る い
起　 伏 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 7

6 6 3 J 4 g 9 N r 6 5 くL W 楕　 円　 形 1 ．4 1 × 0 ．9 4 3 0 ゆ るや か に
立ち上 が る

凹　 凸 人 為 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 4 7

6 6 4 J 4 g o N － 3 4 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．1 4 × 0 ．8 5 1 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A 王I a な し 1 4 7

6 6 6 J 4 h 。 円　　　 形 0 ．7 4 × 0 ．6 9 1 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A I a な し 1 1 8

6 6 7 J 4 g o N － 7 3 ㌔一W 楕　 円　 形 1 ．0 2 × 0 ．7 7 1 5 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I I a な し 1 4 7

6 6 8 J 4 h 8 N － 6 8 L W 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 0 ．8 3 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 7

6 6 9 J 4 h 9 N － 2 3 と一一W 不 整 楕 円 形 1 ．4 9 × 0 ．7 5 1 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 7

6 7 0 J 4 i8 不 整 円 形 1 ．1 8 × 1 ．0 2 4 外　 傾 凹　 凸 自 然 A II a な し 1 4 7

6 7 1 J 4 i8 N － 5 8 ㌧－W 楕　 円　 形 1 ．0 8 × 0 ．8 3 1 3
ゆ るや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 A II a な し 1 4 7

6 7 2 J 4 h 7 N － 7 0 L W 楕　 円　 形 1 ．1 6 × 0 ．9 3 2 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 4 7

6 7 3 J 4 j 7 円　　　 形 1 ．3 7 × 1 ．3 0 2 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 4 7

6 7 4 K 4 a 7 円　　　 形 1 ．5 2 × 1 ．2 7 1 7
ゆ るや か に
立ち上 が る 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 7

6 7 5 K 4 a 6 N － 5 3 L W 楕　 円　 形 1 ．8 5 × 1 ．4 1 8 9 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 4

6 7 6 J 6 f3 円　　　　 形 1 ．6 3 × 1 ．4 3 4 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量
（E Ⅳ ）

S I 1 2 3 と 重 複 1 4 7

6 7 7 J 6 f4 N － 6 L E 楕　 円　 形 1 ．2 8 × 1 ．0 3 3 1 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 4 8

6 7 8 J 6 f 4 円　　　 形 1 ．1 5 × 0 ．8 5 4 4 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 不 明 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 8
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土壌

番号
位置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ）巨 面
底　 面 席上 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図版

番号長径×短径両極 さ転m

679 J鋸4 円　　　 形 1 ．26×1 ．15 40 外　　 傾 皿　 状 自然 A II a Ⅹに土器片少還： 148

680 J6f4 円　　　 形 1．62 ×1．43 30 外　　 傾 平　 坦 自然 A Il a Ⅹに土器片少量 148

681 J6f4 N －75L E 不整楕円形 1．97 ×1．09 35 外　　 傾 皿　 状 不明 A II a Ⅹに土器片少量 148

682 J6f4 N －62㌦E 楕　 円　 形 1．52 ×1．13 32 外　　 傾
ゆるい
起　 伏

自然 A II a Ⅹに土器片少量 148

683 J6e7 N － 7 ㌔－W 長 楕 円 形 2 ．32×1．04 42 外　　 傾 平　 坦 自然 A llIは Ⅹに土器片少量 183

684 J6e7 円　　　 形 2 ．11×L 93 29 外　　 傾 平　 坦 自然 A IIIa Ⅹに土器片少量 183

685 J6j6 円　　　 形 1．50 ×0 ．95 40 外　　 傾 皿　 状 人為 A II a
Ⅹに土器片少義：
（太 9b ） 148

686 J6g8 N －77L E 不　 定　 形 2 ．10 ×1 ．37 33 外　　 傾 平　 坦 自然 G Ill a X に土器片少巌 208

687 J6g9 N …45L E 不　 定　 形 3．53 ×2．20 25
ゆるやかに
立ち上がる

ゆるい
起　 伏 不明 G Ill a X に土器片少量 208

688 J6g4 N … 4 L W 楕　 円　 形 2．44 ×1。64 24 外　　 傾 平　 坦 自然 A 琵I a． Ⅹに土器片少量 184

689 K 5b8 円　　　 形 1．28 ×1．10 92 垂　　 直 平　 坦 人為 B n b X に土器片少量（大 9 b ） S I161 と重複 195

691 J7i2 N －19㌧W 楕　 円　 形 1．69×L 39 64 外　　 傾 平　 坦 自然 A H b Ⅹに土器片少鼠 ユ75

692 J4d8 不 整 円 形 1．55×1．43 83 垂　　 直 平　 坦 自然 B II b Ⅹに土器片少量 S I79 と重複 I 212

693 J4d8 N －50L W 不整楕円形 2 ．04×1．38 51 外　　 傾 平　 坦 自然 A IIIb Ⅹに土器片少義二 S I79 と重複 212

694 J4C8 不 整 円 形 1 ．31×1 ．0 55 外　　 傾 平　 坦 自然 A 持 b Ⅹに土器片少逼 S I79 と重複 175

695 J4d8 円　　　 形 1 ．22×L 33 54 垂　　 直 平　 坦 人為 B II b Ⅹに土器片少量 S I79と重複 212

696 J4C7 円　　　 形 1615 ×0．96 81 垂　　 直 平　 坦 自然 B H b Ⅹ ・Y に
士器片中量

S I79 と重複 195

697 J4d 7 N …37L E 不整楕円形 1．54 ×0．75 46 外　　 傾 皿　 状 自然 A 持 a X に土器片少量 S 工79 と重複 213

698 J心7 N …23㌧E 楕　 円　 形 L 27×0 ．92 37 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a 貝ブロック S 王79 と重複 213

699 J4e8 N － 9 ㌧W 楕　 円　 形 1．12×0 ．96 43 外　　 傾 凹　 凸
l

自然 A I‡a Ⅹに土器片少量 S 工79 と重複 148

700 J5f3 円　　　 形 0 ．55×0 ．52 103 垂　　 直 皿　 状 人為 E I c なし 148

701 J5f3 N …59tL E 長 楕 円 形 1 ．49×0 。75 17 外　　 傾 凹　 凸 自然 A II a なし 148

702 J5f4 円　　　 形 1 ．22×1 ．09 72 垂　　 直 平　 坦 自然 B H b Ⅹに土器片少量 195

7∩㌢ 膵f一 N∵＿㍉対㌻」∴F 経　　 m　　彬 1　∩父Y n　77 ？ワ 嵐　　　 ル百 ml＋＋寸秦 百夕吏 A lT ．、 ナ′－† 1ノ10l　ヽ．′　ヽノ し′．しノ▲斗 ヰ　ヽ　　　　　　　一一　＼ノ　　　　　　　　　〕 日月　　　　I　J　　　ll／ JL　e　ヽ．八．．ノ　ノ　ヽ　ヽノ　°　f　I U　Jl ／　事　　　　　　　事つぺ 川L　　　　l　′＼ ＝　↓⊥Ii ⊥　1　1⊥　　Ll もふ　し／ ⊥1・CJ

704 J5f4 不 整 円 形 2ず08 ×L 75 43 外　　 傾 凹　 凸 自然 A III a Ⅹに土器片少巌 189

705 J5gヰ N －900 楕　 円　 形 0 ．87 ×0 ．64 23 外　　 傾 平　 坦 自然 A I a Ⅹに土器片少量 118

706 J5g4 円　　　 形 0 ．91×0 ．78 43 外　　 傾 平　 坦 自然 A I a Ⅹに土器片少量 118

707 J5g4 円　　　 形 0 ．76×0 ．71 21
ゆるやかに
立ち上がる 皿　 状 自然 A I a Ⅹに土器片少巌 118

708 J5g4 円　　　 形 1．06×0 ．93 53 外　　 傾 平　 坦 不明 A H b Ⅹに土器片少巌 176

709 J5g5 不 整 円 形 0 ．74 ×0 ．59 25 外　　 傾 平　 坦 自然
l
A ‡a Ⅹに土器片少量 212

710 J5f5 不 整 円 形 1．34 ×1 ．05 102 垂　　 直 平　 坦 自然 B II c Ⅹに土器片少墓 212

711 J5g4 N －39㌧ E 楕　 円　 形 1．41×1．01 36 外　　 傾 凹　 凸 自然 A II a Ⅹに土器片少量 166

712 J5g4 N －25㌧ W 楕　 円　 形 1．09 ×0 ．67 33 外　　 傾 凹　 凸 自然 A II a X に土器片少量 148

713 J5g5 N … 9 ㌢－W 楕　 円　 形 L 33×1．03 59 外　　 傾 平　 坦 自然 A 王I b 土器片錘 176

714 J5g5 円　　　 形 1．51×1．40 70 外　　 傾 平　 坦 自然 A I Ⅹに土器片少量 176

715 J5g6 N －74L E 不整楕円形 1 ．44×1．09 36 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a Ⅹに土器片少量 148
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 巨 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 （m 深 さ 匝

7 1 6 J 5 g 5 不 整 円 形 1 ．0 1 × 0 ．7 7 4 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 9

7 1 7 J 5 f 5 円　　　 形 1 ．1 9 × 0 ．9 2 4 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 9

7 1 8 J 5 f 5 N … 4 6 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．2 8 × 0 ．8 4 4 2
ゆ るや か に
立 ち 上 が る 皿　 状 自 然 A I王 a X に 土 器 片 少 量 1 4 9

7 1 9 J 5 f 6 N － 8 4 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．6 3 × 1 ．2 7 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 9

7 2 0 J 5 f 6 円　　　 形 0 ．8 5 × 0 ．7 3 3 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 1 1 9

7 2 1 J 5 g 3 N － 1 3 L W 楕　 円　 形 1 ．1 4 × 0 ．9 0 1 9
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 9

7 2 2 J 5 g 2 N － 3 7 L W 楕　 円　 形 L 7 8 × 1 ．4 3 2 1 ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 9

7 2 3 J 5 h 3 不 整 円 形 0 ．8 8 × 0 ．8 3 7 7 垂　　 直 平　 坦 人 為 A I b Ⅹ に 土 器 片 多 義 S I l l l と 重 複 1 2 5

7 2 4 J 5 h 3 円　　　 形
1 ・4 2 × 1 ・3 5 i 3 3

外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H l l と 重 複 1 4 9

7 2 5 J 5 h 2 円　　　 形 1 ．4 4 × L 2 8 8 3 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II b 貝 ブ ロ ッ ク S I l O l と 重 複 1 7 6

7 2 6 J 5 h 2 不 整 円 形 1 ．5 2 × 1 ．2 1 3 6 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏 人 為 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 還 S I l O l と 重 複 1 4 9

7 2 7 J 5 g 3 N － 1 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．1 1 × 0 ．8 3 4 3 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a X に 土 器 片 少 量 S ヱ1 0 8 と 重 複 1 4 9

7 2 8 tJ 4 g 2 N … 3 4 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．4 5 × L 2 4 4 5 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 0

7 2 9 J 5 h 3 不 整 円 形 1 ．2 2 × 0 ．9 8 2 5 外　　 傾 凹　 凸 人 為 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 5

7 3 （〕 J 5 h l 円　　　　 形 1 ．0 4 × 0 ．9 2 3 0
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A H a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 9

7 3 1 J 4 j o

l

N … 4 6 ㌧ E

l

不 整 楕 円 形

l

1 ・6 0 × 1 ・3 3 巨 3 ．
外　　 傾

l

平　 坦 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 5 0

7 3 2 J ．4 i9 円　　　 形 1 ．0 　 × 0 ．8 7 3 9 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 9

7 3 3 J 4 j 9 N … 4 1 L W 楕　 円　 形 1 ．0 7 × 0 ．7 8 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 壷 1 5 0

7 3 4 J 4 j o N － 8 5 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 0 ．9 0 1 7 外　　 傾 凹　 凸 撹 乱 A II b X に 土 器 片 少 量 1 7 6

7 3 5 K 4 8．。 N － 3 9 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．3 7 × 0 ．8 4 2 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 4 9

7 3 6 K 4 a．9 N － 6 3 ㌧ W 楕　 円　 形 0 。9 3 × 0 ．6 6 3 3 外　　 傾 凹　 凸 人 為 A I a X に 土 器 片 少 巌 1 1 9

7 3 7 K 4 a 9 円　　　 形 1 ．ま6 × 0 ．9 5 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 5 0

7 3 8 K 宛 7 N － 4 5 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．9 9 1 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 0

7 3 9 K 壷 6 N … 6 3 くL W 長　 方　 形 1 ．3 0 × 1 ．0 5 2 5 ゆ るや か に
立 ち上 が る

平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 0

7 4 0 K 4 b 7 不 整 円 形 1 ．4 6 × 1 ．2 1 1 1 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I c Ⅹ に 土 器 片 少 壷 S H 0 8 と重 複 ノ2 0 6

7 4 1 J 5 f 6 円　　　 形 上 0 　 × 0 ．9 0 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王I a Ⅹ に 土 器 片 少 量

7 4 2 J 5 h 3 N － 8 4 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．9 8 × L 2 3 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A H a な し

7 4 4 K 4 b 7 N r 補 L W 楕　 円　 形 0 ．9 8 × 0 。7 3 3 1 外　　 傾 皿　 状
序 然

A I a Ⅹ に 土 器 片 少 違 S I l 0 8 と 重 複 1 1 9

7 4 5 K 4d 。 円　　　　 形 1 ．7 6 × 1 ．4 6 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し S I l 0 5 と 重 複 1 6 6

7 4 6 K 5 b l N … 5 L E 楕　 円　 形 L 2 3 × 0 ．8 3 6 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 1 3 と 重 複 1 7 6

7 4 7 J 5 g 3 N － 2 1 ㌧ E 不 整 楕 円 形 2 ．7 7 × L 6 5 7 2
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 凹　 凸 自 然 A III b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 9

7 4 8 J 5 i2 N － 2 7 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．1 7 × 0 ．9 3 4 3 垂　　 直 平　 坦 自 然 A II A X に 土 器 片 少 量 S H 1 1 と 重 複 1 5 0

7 4 9 J 5 i2 不 整 円 形 L 4 5 × 1 ．4 6 3 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l l l と 重 複 1 5 0

7 5 0 K 4 a 7 N － 1 8 ㌦ E 楕　 円　 形 0 ，9 2 × 0 ．7 2 1 2 6 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I c Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 3

7 5 1 J 5 jl N － 6 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．3 6 × 1 ．1 4 4 2 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 0

7 5 2 J 5 j 2 N … 7 5 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．4 6 × 0 ．9 3 3 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l l O と 重 複
k
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 匝 深 さ 匝 ＿土　 面

7 5 3 J 5 j 2 N － 1 8 L W 楕　 円　 形 1 ．3 3 × 1 ．1 4 3 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 S I l l O と 重 複 1 3 0

7 5 4 K 5 b l N － 5 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．1 8 × 0 ．6 5 2 1 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A 王I a な し S H 1 3 と重 複 1 5 0

7 5 5 K 5 a l N － 5 L E 楕　 円　 形 1 ．1 8 × 0 ．9 6 4 6 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 1

7 5 6 K 4 d o N － 6 2 L I W 楕　 円　 形 1 ．3 2 × 1 ．1 6 2 0 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A Il a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 1

7 5 7 K 4 d 9 不 整 円 形 1 ．1 7 × 1 ．0 1 2 0 外　　 傾 平　 坦 不 明 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 1

7 5 8 J 5 j l N － 4 8 ㌔－ W 楕　 円　 形 1 ．2 4 × 1 ．0 7 7 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A II b X に 土 器 片 少 量 1 7 6

7 5 9 K 4 b 8 円　　　 形 1 ．0 1 × 0 ．8 8 1 2 4 垂　　 直 平　 坦 人 為 B I I c Ⅹ に 土 器 片 少 義 ： S I l 0 8 と 重 複 2 0 0

7 6 0 K 4 b 8 N － 5 仁 一 E 楕　 円　 形 0 ．8 2 × 0 ．6 2 2 4 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 義 二 S I l 0 8 と 重 複 1 1 9

7 6 1 K 4 C 7 円　　　 形 0 ．9 1 × 0 ．8 0 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 S H 0 8 と 重 複 1 1 9

7 6 2 K 4 C 7 N － 4 2 ㌦－W 楕　 円　 形 1 ．1 3 × 0 ．8 6 8 5 垂　　 直 平　 坦 人 為 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 0 8 と 重 複 1 9 5

7 6 3 K 4 C 8 不 整 円 形 1 ．1 5 × 1 ．0 8 4 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量
L E Ⅳ ）

S H 0 8 と 重 複 1 5 1

7 6 4 K 4 b 7 N － 2 9 ‘L W 不 整 楕 円 形 0 ．8 1 × 0 ．4 8 1 2 5 垂　　 直 平　 坦 不 明 E I c Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工1 0 8 と 重 複 2 0 3

7 6 5 K 4 b 8 円　　　 形 0 ．7 1 × 0 ．6 8 7 0 垂　　 直 平　 坦 人 為 B I b X に 土 器 片 少 量 S I l 0 8 と 重 複 1 9 0

7 6 6 K 4 e 6 N － 1 4 ㌧ W 不 整 楕 円 形 1 ．7 3 × 1 ．4 1 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 巌 1 5 1

7 6 7 K 4 b 8 不 整 円 形 0 ．7 5 × 0 ．6 3 1 3 0 垂　　 直 皿　 状 人 為 B I c な し 2 1 3

7 6 8 K 4 e 3 N － 7 0 ㌧ W 不　 定　 形 1 ．9 0 × 1 ．0 3 1 5 外　　 傾 平　 坦 不 明 G I I a な し S I l 1 5 と 重 複 2 0 6

7 6 9 K 4 e 7 円　　　 形 1 ．1 5 × 1 ．1 5 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 巌 1 5 1

7 7 0 K ∠妃 。 N － 5 7 ㌔一一E 楕　 円　 形 1 ．6 0 × 1 ．1 9 2 9 外　　 傾 平　 坦 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 1

7 7 1 K 4 b 8 N － ・6 7 L W 不　 定　 形 1 ．3 2 × 1 ．2 6 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 G II a な し S I l 0 7 と 重 複 2 1 3

7 7 2 K 4 b 8 N － 9 0 0

i

、， 「‥ 。 日 月

不　 定　 形 1 ．0 9 × 1 ，1 6 1 1 4 垂　　 直 凹　 凸 自 然 G 王I c Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 0 7 と 重 複 2 1 3

7 7 3 K 4 a 8 不 整 円 形 L 6 7 × 1 ．4 1 7 7 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 0 7 と 重 複

r 　ヽTlヽ ′ヽ　1 　耳二一糖

1 7 6

7 7 4 K 4 a 。 円　　　 形 1 ．2 1 × L 1 3 1 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 巌 1 5 1

7 7 5 J 5 f 7

Tr 《

円　　　 形 1 ．0 5 × 1 ．0 2 6

。　′）

外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a

八 ，， l

Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 1

1 　r 　l17′7 ∠ご 七左　　　m 　　　 ユ工イ 1 　　r ／1 ＼／1 　／1 ′ナJ 　　　　　　ん霜 て17 　　　上目 自 損ゝ／／U J J e 8 1月　　 「］　　 ノlン A ．J U ／＼上 ．U ∠ハ） ′「　　　 1㌧貝 T 　　 ⊥とま H 　rr、ミ ノ1 1 ⊥　a 0 13 3 こ 里 伐 1 〇1

7 7 7 J 5 g 7 N － 1 2 L W 楕　 円　 形 0 ．8 1 × 0 ．6 4 2 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 9

7 7 8 J 5 h 5 N － 1 8 L E 楕　 円　 形 0 ．8 8 × 0 ．7 0 1 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 S I 1 4 7 と 重 複 1 1 9

7 7 9 J 5 h 4 N － 6 7 ㌔－W 楕　 円　 形 0 ．7 7 × 0 ．6 3 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 4 7 と 重 複 1 1 9

7 8 0 J 5 g o N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．6 1 × 1 ．1 3 5 1 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 6

7 8 1 J 4 a 。 円　　　 形 0 ．9 4 × 0 ．7 6 9 6 垂　　 直 平　 坦 人 為 B I b Ⅹ に 土 器 片 少 墨 1 9 0

7 8 2 J 6 f l N － 4 9 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．3 5 × 1 ．1 0 3 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II X に 土 器 片 少 量 ユ5 1

7 8 3 K 4 a o 不 整 円 形 0 ．9 4 × 0 ．7 8 1 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し S I l 0 3 と 重 複 1 1 9

7 8 4 J 5 i4 不 整 円 形 1 ．6 9 × 1 ．0 3 9 4 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b X に 土 器 片 多 量 S I l 0 3 と 重 複 2 1 3

7 8 5 J 7 e 4 N － 6 1 L E 不　 定　 形 1 ．6 8 × 1 ．3 0 3 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 G I I a な し
／

7 8 6 J 7 f 2 円　　　 形 1 ．4 2 × 1 ．2 1 2 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 0 と 重 複 1 5 1

7 8 7 J 7 e 4 N － 1 3 L E 楕　 円　 形 1 ．7 0 × 1 ．0 8 5 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（E III ）
1 7 7

7 8 8 J 6 g l 円　　　 形 1 ．2 0 × 1 ．1 5 4 0
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 2
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（21）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ）巨 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ 如

7 8 9 K 4 a 7 N － 8 8 L E 不　 定　 形 1 ．2 9 × 1 ．1 1 1 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 G I I a X に 土 器 片 少 量 2 1 3

7 9 0 J 6 i9 円　　　 形 0 ．9 2 × 0 ．7 8 2 2 外　　 傾 皿　 状 不 明 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 9

7 9 1 J 6 j 9 円　　　 形 1 ．0 5 × 0 ．8 6 2 6 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 2

7 9 2 J 6 j9 円　　　 形 0 ．9 0 × 0 ．7 9 3 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 9

7 9 3 J 6 jo 円　　　 形 0 ．8 0 × 0 ．7 2 2 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 1 9

7 9 4 J 6 j9 円　　　 形 1 ．2 4 × 1 ．2 0 9 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 3 4 と重 複 2 1 3

7 9 5 J 6 j g N … 3 6 L E 不　 定　 形 1 ．5 6 × 1 ．1 0 3 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 G I I a な し S I 1 3 4 と 重 複 2 ‾1 3

7 9 6 J 6 i 5 N － 4 2 ㌧一W 不　 定　 形 1 ．4 7 × 0 ．8 7 6 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 G II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 4 7 と 重 複 1 8 9

7 9 7 J 6 j9 不 整 円 形 1 ．4 5 × 1 ．3 0 4 6 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 3

7 9 8 J 6 i7 N － 5 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．2 3 × 1 ．0 0 2 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 S I 1 8 7 と 重 複 1 5 2

7 9 9 J 6 g 4 円　　　 形
1 ・0 6 × 0 ・9 4 i 4 1

外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 5 2

8 0 0 J 6 h l N － 1 。㌧ ・W 楕　 円　 形 2 ．6 5 × 1 ．2 0 　　 3 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 6 4 と 重 複 1 8 4

8 0 2 J 6 g l N － 2 1 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．6 2 × 1 ．2 6 2 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 2

8 0 3 J 5 j o N … 6 5 ㌧ W 楕　 円　 形 0 ．9 9 × 0 ．8 2 6 2
ゆ るや か に
立 ち上 が る 血　 状 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 6 3 と 重 複 1 2 5

8 0 4 K 5 a 。 N … 8 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．2 4 × 1 ．5 0 3 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A Ill a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 4

8 0 5

！

J 5 jo

l l

円　　　 形

！

1 ．0 4 × 0 ．9 7

I

3 0

I

外　　 傾

l

皿　 状

l

自 然

I

A I I a

l

Ⅹ に 土 器 片 少 量

l

S I 1 6 3 と 重 複

‡

1 5 2

8 0 6 J 6 j 9 円　　　 形 1 ．2 1 × 1 ．1 0 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 2

8 0 7 K 6 j l N － 7 8 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．3 1 × 0 ．9 4 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a′ Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 2

8 0 8 J 6 i 8 円　　　 形 1 ．1 5 × 1 ．0 2 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 2

8 0 9 K 5 C 9 N － 5 2 L W 楕　 円　 形 0 ．8 3 × 0 ．6 0 3 1 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ ・ Y に
土　 日　 一小 十千

S I 1 6 6 と 重 複 H 9

8 1 0 K 5 b 9 不 整 円 形 2 ．0 0 × 2 ．0 0 9 0 垂　　 直 平　 坦 人 為 B III b
X に 土 器 片 少 量

E I壬ト　　 9 ．b 2 0 0

8 1 1 J 6 i8 円　　　 形 L O 5 × 0 ．9 4 7 9 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 4

8 1 2 J 6 i 7 N － 1 5 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．6 0 × 1 ．1 7 8 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 4

8 1 3 K 4 b 6 N － 1 tL E 楕　 円　 形 1 ．0 9 × 0 ．9 7 8 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 巌 S H 5 5 と 重 複 2 1 4

8 1 4 J 5 g 7 N － 4 4 L W 楕　 円　 形 0 ．9 1 × 0 ，7 9 1 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 S I 7 8 と 重 複 1 1 9

8 1 5 J 5 g 6 円　　　 形 1 ．1 0 × 1 ．0 0 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 7 8 と 重 複 1 5 2

8 1 6 J 5 f 7 N － 6 5 L W 楕　 円　 形 1 ．3 0 × 1 ．0 2 3 9 外　　 傾 皿　 状 自 然 A H a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 7 8 と 重 複 1 5 2

8 1 7 J 5 g 6 N － 5 3 ㌧ W 楕　 円　 形 L 2 5 × 0 ．8 6 4 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I7 8 と 重 複 1 5 2

8 1 8 J 5 g 7 N － 2 6 ㌧”W 不 整 楕 円 形 1 ．4 8 × 1 ．0 1 3 0 ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I 王 a Ⅹ に 土 器 片 少 義 S I 7 8 と 重 複 1 5 3

8 1 9 I 5 f 3 円　　　 形 1 ．0 3 × 1 ．0 0 4 3
ゆ ろや か に
立 ち 上 が る 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 3

8 2 0 J 5 a 。 円　　　 形 0 ．8 9 × 0 ．8 4 8 3 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I b な し 1 9 0

8 2 1 J 5 f 2 N － 3 0 ㌧ W 不　 定　 形 2 ．0 5 × 1 ．9 6 4 6 外　　 傾 平　 坦 不 明 A 王II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 9 1 ・S D 4
と 重 複 1 8 4

8 2 2 J 5 f 2 N － 1 3 ㌧－W 不　 定　 形 1 ．5 0 × 1 ．2 0 7 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b X に 土 器 片 少 量 S I 9 1 ・ S D 4
と 重 複 1 7 7

8 2 3 J 5 e 2 円　　　 形 1 ．3 8 × 1 ．3 3 2 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 S I9 1 と 重 複 1 5 3

8 2 4 J 5 f 2 N － 7 ㌔一一E 不 整 楕 円 形 0 ．7 4 × 0 ．6 2 2 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 9 1 と 重 複 2 1 4

8 2 5 J 5 f2 円　　　 形 1 ．0 2 × 0 ．9 4 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工9 1 と 重 複 2 1 4
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　 模 ！ 壁 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物　　 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ ¢m

8 2 6 J 5 f2 N － 4 2 ㌔一一W 長　 方　 形 1 ．1 2 × 0 ．9 1 4 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 王9 1 と 重 複 1 9 1

8 2 7 J 5 f 2 円　　　 形 0 ．6 9 × 0 ．6 5 2 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 9 1 と 重 複 2 1 4

8 2 8 J 5 f 2 N － 4 0 L W 楕　 円　 形 0 ．9 5 × 0 ．6 7 4 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に ＿土 器 片 少 量 1 1 9

8 2 9 J 6 a 4 N － 4 0 ㌧ W 楕　 円　 形 0 ．9 5 × 0 ．7 5 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 5 9 と 重 複 1 1 9

8 3 0 J 6 b 5 N － 5 1 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．1 6 × 0 ．9 0 2 4 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 S 工5 9 と 重 複 ユ5 3

8 3 1 J 6 a 4 N － 3 0 L W 楕　 円　 形 0 ．8 1 × 0 ．6 6 3 2 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し S 工5 9 と 重 複 1 1 9

8 3 2 J 6 b 5 N － 7 3 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．3 6 × 1 ．1 2 2 9
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 S 工5 9 と 重 複 1 5 3

8 3 3 J 5 f l 不 整 円 形 1 ．2 0 × 1 ．0 3 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工9 1 と 重 複 2 1 4

8 3 5 J 6 a 5 N － 9 0 0 楕　 円　 形 0 ．9 9 × 0 。9 7 3 1 ゆ るや か に
立 ち 上 が る

平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 5 9 と 重 複 2 1 4

8 3 6 J 6 a 5 N － 0 0 楕　 円　 形 0 ．9 2 × 0 ．7 4 6 5 垂　　 直 皿　 状 自 然 B I b X に 土 器 片 少 量 S I 5 9 と 重 複 2 1 4

8 3 7 J 6 a 5 N － 6 0 L W 楕　 円　 形 0 ．7 5 × 0 ．6 4 2 5
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A I a な し S I 5 9 と 重 複 1 2 0

8 3 8 J 5 i ヰ 円　　　 形 0 ．6 8 × 0 ．6 8 1 3 3 垂　　 直 凹　 凸 不 明 E I c な し

8 3 9 J 6 f 6 N － 2 L W 不 整 楕 円 形 1 。1 1 × 0 ．8 0 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 2 6 と 重 複 1 5 3

8 4 0 J 6 f 6 円　　　 形 1 ．2 4 × 1 ．1 1 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 2 6 と 重 複 1 5 3

8 4 1 J 6 f6 N － 5 ‘L E 楕　 円　 形 0 ．7 8 × 0 ．6 4 2 5 ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I a な し S H 2 6 と 重 複 1 2 0

8 4 2 J 6 f6 N － 9 0 0 楕　 円　 形 0 ．7 0 × 0 ．6 8 1 7
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 2 6 と 重 複 2 1 4

8 4 3 J 6 f 5 N － 9 0 0 楕　 円　 形 1 ．2 6 × 1 ．0 4 1 7
ゆ るや か に
立 ち 上 が る 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 2 6 と 重 複 2 1 4

8 4 4 J 6 f 6 N － 6 3 ㌔－W 楕　 円　 形 0 ．9 0 × 0 ．6 7 2 4 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a な し S H 2 6 と 重 複 1 2 0

8 4 5 J 5 e 8 N － 7 4 L W 楕　 円　 形 1 ．1 2 × 0 ．8 4 1 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量
S 拍 9 と 重 複 i

S 工5 9 と 重 複

1 5 3

2 1 48 4 6 J 6 a 5 N － 0 0 不 整 楕 円 形 0 ．9 5 × 0 ．8 3 3 4
ゆ るや か に
立 ち 上 が る 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量

8 4 7 J 6 a 5 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．8 7 3 8 ゆ るや か に

立 ち上 が る
皿　 状 自 然 A II a な し S I 5 9 と 重 複 2 1 4

8 4 9 J 6 g 5
N － 8 L W i

i

i

楕　 円　 形 1 ．6 1 × 1 ．3 5 3 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 3

8 5 0 J 5 d 7 円　　　 形 0 ．8 8 × 0 ．8 2 4 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し S I l 1 9 と 重 複 1 2 0

只5 1 hT G p ， ［ロ　　　　　 井そ 1 4 A X 1 3 3 q 只 藤　　　 了古 ヰ　 十日 人 為 R T T 　h
土 器 片 少 量

1 （〕に）　　ヽ－′　ヽノ　1 l 　－J 　　　　　　　　　　　　　　　　　′lノ’ 　」　　」　　　　　　　　　　　　　ここここ一 l ノ　ヽ′い－J L L lll J ⊥　ヽノし／

8 5 2 J 5 i4 N － 0 0 不　 定　 形 1 ．2 0 × 0 ．8 9 3 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I i a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 4 7 と 重 複 2 1 5

8 5 3 J 5 i4 円　　　 形 1 ．1 0 × 1 ．0 3 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I 王 a X に 土 器 片 少 量 S I 1 4 7 と 重 複 2 1 5

8 5 4 G 7 il N … 0 0 楕　 円　 形 1 ．1 3 × 0 ．8 4 3 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し S I 1 2 と 重 複 1 5 3

8 5 5 G 6 i o N － 0 0 楕　 円　 形 0 ．7 0 × 0 ．5 7 5 7 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I b な し S 工1 2 と 重 複 1 9 0

8 5 6 G 6 h 。 円　　　 形 0 ．8 7 × 0 ．7 0 5 5 垂　　 直 皿　 状 自 然 B I b な し S 工1 2 と 重 複 1 9 0

8 5 7 G 6 j o 円　　　 形 0 ．6 6 × 0 ．5 5 4 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し S I 1 3 と 重 複 1 2 0

8 5 8 G 6 j o 円　　　 形 0 ．4 7 × 0 ．4 0 5 0 垂　　 直 皿　 状 自 然 E I b な し S H 3 と 重 複 2 0 3

8 5 9 H 6 e 9 N － 5 9 L W 楕　 円　 形 0 ．9 4 × 0 ．7 0 2 0
ゆ るや か に

立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 A I a な し S I 1 6 と 重 複 1 2 0

8 6 0 r I 6 C 5 円　　　 形 0 ．9 5 × 0 ．8 2 4 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し 1 2 0

8 6 1 － H 6 C 5 N － 9 0 0 楕　 円　 形 0 ．9 0 × 0 ．7 1 2 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a な し S I 1 9 と 重 複 1 2 ′b

8 6 2 I 5 C 9 円　　　 形 1 ．2 0 × 1 ．1 0 7 2 外　　 傾 平 ．坦 自 然 A I王 b
土 器 片 少 量

（太 9 b ） S I 2 0 と 重 複 1 7 7

8 6 3 J 5 d 8 円　　　 形 1 ．0 5 × 0 ．8 1 5 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 1 と 重 複 2 1 5
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ！ 壁 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 ×短 径 毎 深 さ帥

8 6 4 J 5 d 8 円　　　 形 0 ．9 5 × 0 ．8 5 5 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工2 1 と重 複 2 1 5

8 6 5 J 5 C 8 円　　　 形 1 ．0 5 × 1 ．0 4 3 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 1 と 重 複 1 5 3

8 6 6 J 5 C 8 N … 0 0 楕　 円　 形 1 ．0　× 0 ．8 2 5 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 1 と 重 複 1 7 7

8 6 7 I 5 j7 N － 6 5 ㌔－ W 不　 定　 形 1 ．7 5 × 1 ．6 5 8 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 G II b X に 土 器 片 少 量 S I 2 2 と 重 複 2 1 5

8 6 8 J 5 a 7 N － 9 0 0 楕　 円　 形 1 ．5 0 × 1 ．3 0 1 1 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II c Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工2 2 と 重 複 2 1 5

8 6 9 J 5 a 7 円　　　 形 0 ．5 8 × 0 ．5 0 4 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 2 と 重 複 2 1 5

8 7 0 J 5 a 7 円　　　 形 0 ．6 7 × 0 ．5 9 3 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 2 と重 複 2 1 5

8 7 1 I 5 j 7 N － 5 3 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．1 5 × 0 ．8 3 2 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工2 2 と重 複 2 1 5

8 7 2 I 5 a．7 円　　　 形 1 ．4 8 × L 3 5 3 8 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 2 と重 複 2 1 5

8 7 3 I 5 a 7 N － 4 8 L E 楕　 円　 形 0 ．9 5 × 0 ．7 8 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工2 2 と 重 複 2 1 5

8 7 4 H 6 g 3 N サー 6 0 くL E 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．7 8 6 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 9 と 重 複 1 2 5

8 7 5 H 6 f 3 円　　　 形 0 。9 5 × 0 ．8 7 5 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工2 9 と 重 複 2 1 5

8 7 6 H 6 f 3 円　　　 形 0 ．5 0 × 0 ．4 0 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 9 と 重 複 2 1 5

8 7 7 H 6 h 4 円　　　 形 0 ．5 5 × 0 ．5 2 2 2 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 S I 3 0 と 重 複 1 2 0

8 7 8 H 6 h 4 N … 9 0 0 不 整 楕 円 形 1 ．9 5 × 1 ．4 0 2 6 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 l
S I 3 0 と 重 複 1 5 4

8 7 9 H 6 h 4 N － 0 0 不　 定　 形 0 ．5 0 × 0 ．4 0 2 6 外　　 傾 凹　 凸 自 然 G I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 3 0 と重 複 2 0 6

l
8 8 0

I
H 6 h l

i 円　　 形 l l
1 ．0 2 × 0 ．9 7

1
4 4
外　 傾 ！平　 坦 i 自 然 l l

A I I a
l

X に 土 器 片 少 量
l

S I 3 3 と重 複 1 5 38 8 0 H 6 h l 円　　　 形 1 ．0 2 × 0 ．9 7 4 4 ▼外　　 傾 平　 坦 ’ 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 S I 3 3 と重 複 1 5 3

8 8 1 I 5 a 8 円　　　 形 1 ．0　× 0 ．9 6 7 6 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b な し S I 2 4 と重 複
／

8 9 9 K 4 b 。 不 整 円 形 0 ．7 6 × 0 ．6 4 8 8 垂　　 直 皿　 状 不 明 E I b な し S I l 0 5 と重 複 1 6 6

9 0 0 K 4 b 5 不 整 円 形 1 ．6 6 × 1 ．5 2 9 3 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 8 4 と 重 複 1 7 7

9 0 1 K 4 a 4 N － 9 0 0 長　 方　 形 L 1 8 × 0 ．9 0 7 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 F II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 8 4 と 重 複 2 0 5

9 0 2 K 4 b 4 不 整 円 形 0 ．8 9 × 0 ．7 8 6 0 垂　　 直 凹　 凸 自 然 B I b
Ⅹ ・ Y に 土 器 片
少 量　 （E IID S I 8 4 と 重 複 1 9 0

9 0 3 K 4 a 3 N － 2 6 ㌧－W 楕　 円　 形 1 ．6 3 × 1 ．3 2 4 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a
土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） 1 6 6

9 0 4 K 4 b 4 N － 0 0 楕　 円　 形 0 ．9 2 × 0 ．7 5 7 5 垂 ス　　 直 皿　 状 自 然 B　王　b 土 器 片 少 量
（E III ）

S I8 4 と 重 複 1 9 0

9 0 5 K 4 C 4 円　　　 形 L O 8 × 0 ．9 8 5 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I王 b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 8 4 と重 複 1 7 7

9 0 6 K ∠田 4 N － 1 1 ㌔－ E 楕　 円　 形 1 ．2 4 × 1 ．0 4 7 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b X に 土 器 片 少 量 1 9 5

9 0 7 K 4 b 4 不 整 円 形 1 ．2 4 × 1 ．0 8 3 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a 土器 片 少量 （E 汀巨
大 9 b ），貝 ブ ロ ッ ク

S I 8 4 と重 複 1 5 4

9 0 8 J 4 g 8 円　　　 形 0 ．6 7 × 0 ．6 2 2 7 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A l a な し S I 8 6 と重 複 1 2 0

9 0 9 J 4 h 8 円　　　 形 0 ．6 3 × 0 ．5 6 3 8 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A I a な し 1 2 0

9 1 0 J 5 C 4 円　　　 形 1 ．5 3 × 上 3 6 9 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b
土 器 片 少 量

（E 王の S I 1 4 2 と重 複 1 9 5

9 1 1 J 5 j 5 円　　　 形 1 ．2 0 × 1 ．1 0 6 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b 埋 設 土 器 （E Ⅳ ） 埋 慈 2 2 0

9 1 2 J 5 g 9 N － 3 3 ㌧ E 不　 定　 形 1 ．0　 × 0 ．7 5 6 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 G II b X に 土 器 片 少 量 S H 9 9 と重 複 2 0 7

9 1 4 J 5 g 8 N － 9 0 0 不　 定　 形 0 ．9 8 × 0 ．5 5 4 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 G I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 9 9 と重 複 2 0 6

9 1 5 J 5 e 6 円　　　 形 1 ．2 0 × 1 ．2 0 8 3 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b
Ⅹ ・ Y に 土 器 片
少 量　 （E Ⅳ ） 1 9 5

9 1 6 J 5 f l 円　　　 形 0 ．8 4 × 0 ．7 8 3 2 ゆるや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 S I9 1 と重 複 1 2 0

9 1 7 J 6 e 2 円　　　 形 1 ．2 6 × 1 ．1 3 5 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b
Ⅹ に 土 器 片 少 量

L E Ⅳ ） 1 9 5
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 如 深 さ 匝 丑

9 1 8 J 5 j5 N － 4 4 と一一W 不　 定　 形 1 ．1 3 × 0 ．7 4 4 2
ゆ るや か に
立 ち 上 が る 皿　 状 人 為 G Il a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 4 9 と重 複 2 0 6

9 1 9 K 4 b 。 N － 2 2 ㌧ W 不　 定　 形 1 ．6 4 × 1 ．1 7 4 6
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

ゆ る い
起　 伏

不 明 G I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 1 3 と 重 複 2 0 6

9 2 0 J 5 j9 再　　　 形 1 ．7 0 × 1 ．5 1 7 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 5

9 2 1 J 5 j4 不 整 円 形 0 ．9 2 × 0 ．7 9 4 5 垂　　 直 ゆ る い
起　 伏 自 然 B I a 埋 設 土 器 埋 蛮 2 2 0

9 2 2 J 5 j4 円　　　 形 1 ．0 5 × 0 ．9 1 5 4 垂　　 直 平　 坦 自 然 B 王I b X に 土 器 片 少 量 S I 1 4 9 と 重 複 1 9 5

9 2 3 K 4 a 7 N － 3 4 ㌔一一E 楕　 円　 形 1 ．2 1 × 0 ．9 4 6 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I王 b Ⅹ に 土 器 片 少 量
／

9 2 4 K 4 a 7 円　　　 形 0 ．7 8 × 0 ．6 3 8 8 垂　　 直 皿　 状 不 明 E I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 3

9 2 5 K 4 a o 円　　　 形 ．0 ．7 6 × 0 ．7 5 5 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 0 3 と 重 複 1 2 5

9 2 6 J 5 i l 不 整 円 形 0 ．9 6 × 0 ．7 3 4 2 外　　 傾 皿　 状 人 為 A 王　a Ⅹ ・ Y に
土 器 片 少 量 S I l 0 2 と 重 複 1 2 0

9 2 7 K 5 b 3 N － 9 0 L E 不　 定　 形 1 ．3 0 × 1 ．3 0 4 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 G I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 6 と 重 複 2 1 6

9 2 8 K 5 b 3 N － 9 ㌔－ E 不　 定　 形 0 ．7 9 × 0 ．7 4 5 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 G I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 6

9 2 9 K 5 b 3 円　　　 形 1 ．2 8 × 1 ．1 7 3 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A H a X に 土 器 片 少 量 S H 5 6 と 重 複 1 6 6

9 3 0 K 5 C 3 N － 1 9 ㌔－W 楕　 円　 形 1 ．2 9 × 0 ．9 4 2 4 外　 傾 凹　 凸 自 然
I

A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 4

9 3 1 K 5 c l 円　　　 形 1 ．8 7 × 1 ．6 0 3 0
ゆ るや か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 4

9 3 2 J 5 j 2 N － 5 1 ㌧－W 楕　 円　 形 0 ．7 2 × 0 ．5 3 3 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A 王　a な し S I l l O と 重 複 1 2 0

9 3 3 J 5 j 2 円　　　 形 1 ．0 2 × 0 ．8 7 4 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I 王 a X に 土 器 片 少 量 S I l l O と 重 複 1 5 4

9 3 4 K 4 d 4 円　　　 形 L 2 8 × 1 ．0 9 5 3 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I l b Ⅹ に 土 器 片 多 量 S H 1 5 と 重 複 1 9 5

9 3 5 K 5 b 5 N － 3 0 L E 楕　 円　 形 0 ．9 2 × 0 ．8 4 9 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b X に 土 器 片 少 量 S I 1 5 1 と 重 複 1 2 5

9 3 6 K 5 b 5 N － 6 0 と一 W 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．8 2 6 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 1 と重 複 1 2 5

9 3 7 K 5 b 5
N － 5 4 L E i

N － 5 7 ㌧ W

楕　 円　 形 1 ．0 4 × 0 ．9 1 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I王 a な し S H 5 1 と 重 複 1 5 4

9 3 8 K 5 a 5 円　　　 形 0 ．9 5 × 0 ．8 6 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 1 と 垂 棲 1 2 0

9 3 9 K 5 a 5 円　　　 形 0 ．8 5 × 0 ．8 3 3 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王　a X に 土 器 片 少 量 S H 5 1 と 重 複 1 2 0

9 4 0 K 5 a 6 楕　 円　 形 1 ．0 1 × 0 ．9 0 4 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I a X に 土 器 片 少 量 S H 5 1 と 重 複 1 9 1

9 4 1 K 5 a 5 円　　　　 形 0 ．6 7 × 0 ．5 9 3 3 外　　 傾 皿　 状 自 然 A 王　a X に 土 器 片 少 音 S T 1 5 1 と 重 婚 1 ワ1

9 4 2 K 5 a 5 円　　　 形 0 ．6 7 × 0 ．6 2 2 5
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A l a Ⅹ に 土 器 片 少 巌 S I 1 5 1 と 重 複 1 2 1

9 4 3 J 5 j6 N － 2 5 L E 楕　 円　 形 0 ．8 3 × 0 ．5 6 3 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 0 と 重 複 1 2 1

9 4 4 J 5 i6 円　　　 形 1 ．1 4 × 0 ．9 9 5 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 0 と 重 複 1 9 6

9 4 5 K 4 d 8 円　　　 形 0 ．6 8 × 0 ．6 5 1 5 ゆ る や か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 0 9 と 重 複 1 2 1

9 4 6 K 4 C 8 円　　　 形 1 ．0 2 × 0 ．9 4 3 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王I a X に 土 器 片 少 量 S I l 0 9 と 重 複 1 5 4

9 4 7 K 4 d 8 円　　　 形 0 ．7 6 × 0 ．6 9 3 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 0 9 と 重 複 1 2 1

9 4 8 K 4 C 8 円　　　 形 0 ．8 9 × 0 ．8 0 2 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A 王　a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 0 9 と 重 複 1 2 1

9 4 9 K 4 C 8 円　　　 形 1 ．0 　 × 0 ．8 9 3 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I 王 a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 0 9 と 重 複 1 5 4

9 5 0 K 5 b 3 円　　　 形 1 ．3 0 × 1 ．1 4 1 0 5 垂　　 直 凹　 凸 自 然 B II c Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 6 と重 複 2 1 6

9 5 1 K 5 d 8 円　　　 形 1 ．1 0 × 1 ．0 1 3 6 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 6 6 と 重 複 1 9 1

9 5 2 K 5 d 9 円　　　 形 1 ．5 2 × 1 ．5 0 3 8 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a な し S I 1 6 6 と 重 複 1 6 6

9 5 3 K 5 d 8 N － 4 7 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．6 1 × 1 ．9 8 4 2 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A Ill a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 4
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
壁　 面 底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ k m

9 5 4 K 5 C 7 円　　　 形 1 ．6 7 × 1 ．3 8 3 7 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a 埋 設 土 器 （E III ） 埋 婆 2 2 0

9 5 5 J 5 h 7 N － 2 2 L W 不　 定　 形 1 ．5 7 × 1 ．1 4 3 1 外　　 傾 平　 坦 不 明 G I I Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 6

9 5 6 J 5 i8 円　　　 形 1 ．5 3 × 1 ．3 5 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 4

9 5 7 J 5 j9 N － 9 0 0 楕　 円　 形 1 ．9 1 × 1 ．3 2 5 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 6 3 と重 複 2 1 5

9 5 8 J 5 j o 円　　　 形 0 ．9 2 × 0 ．9 0 4 0 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A I a
土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） 1 2 1

9 5 9 K 5 e 9 N － 4 7 L W 楕　 円　 形 2 ．5 3 × 1 ．6 9 4 3 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 4

9 6 1 K 4 a 9 N － 0 0 長 楕 円 形 1 ．3 5 × 0 ．8 1 4 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し S I l 0 4 と重 複 1 5 4

9 6 2 K 5 C 2 円　　　 形 1 ．1 7 × 1 ．0 8 6 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 6

1 5 49 6 3 K 5 C 2 不 整 円 形 1 ．6 1 × 1 ．3 6 4 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量

9 6 4 J 5 d 7 円　　　 形 1 ．2 4 × 1 ．1 1 5 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b 土 器 片 少 量（E Ⅳ ） S I l 1 9 と重 複 1 9 6

9 6 5 J 5 d 6 円　　　 形 0 ．9 5 × 0 ．8 5 5 3 垂　　 直 皿　 状 自 然 B I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I l 1 9 と重 複 1 9 0

9 6 6 J 5 i3 円　　　 形 0 ．6 9 ×・0 ．6 5 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a な し S I l l l と重 複 1 2 1

9 6 8 J 6 g 2 円　　　 形 1 ．4 0 × 1 ．2 9 3 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I 王 a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 5

9 6 9 J 6 g 2 円　　　 形 1 ．6 4 × 1 ．4 9 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 5

9 7 0 J 5 f 9 N － 4 8 L E 方　　　 形 1 ．0　× 0 ．8 8 3 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 F II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 2 2 と重 複

l
2 1 6

9 7 1

1

J 5 f9

I I

不 整 円 形

l

1 ．3 2 × 1 ．1 1

l

4 0

】

外　　 傾

l

皿　 状

l

自 然

l

A II a

l

な し S H 2 2 と重 複 2 1 6

9 7 2 J 5 f9 円　　　 形 1 ．0　× 0 ．8 8 2 4 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A I I a な し S I 1 2 2 と重 複 1 2 1

9 7 3 J 5 f 9 円　　　 形 0 ．6 4 × 0 ．5 7 4 4 垂　　 直 皿　 状 自 然 B I a な し S I 1 2 2 と重 複 1 9 0

9 7 4 J 5 g 9 円　　　 形 1 ．1 1 × 1 ．0 3 6 3 垂　　 直 ゆ る い
起　 伏

自 然 B II b X に 土 器 片 少 量 S I 1 2 2 と重 複 1 9 6

9 7 5 J 5 j 2 N － 4 1 ㌧－E 不　 定　 形 1 ．6 3 × 1 ．2 5 6 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 G II b な し S I l l O と重 複 2 0 7

9 7 6 K 5 a 9 円　　　 形 2 ．2 3 × 1 ．9 3 6 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III b Ⅹ に 土 器 片 多 量 S H 6 9 と重 複

9 7 7 K 5 d l 円　　　 形 1 ．2 1 × 1 ．1 1 6 4 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 多 量 S I l 1 7 と重 複 1 9 6

9 7 8 J 5 i4 N － 3 2 L E 不 整 楕 円 形 1 ．3 4 × 0 ．9 0 4 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 多 量 S 工1 4 7 と重 複 2 1 3

1 9 69 7 9 J 5 f 。 円　　　 形 1 ．9 3 × 1 ．7 0 8 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量

9 8 0 J 6 g l 円　　　 形 0 ．9 9 × 0 ．9 4 3 1 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 2 1

9 8 1 J 5 j9 円　　　 形 2 ．2 8 × 1 ．4 6 1 4 5 垂　　 直 平　 坦 人 為 B III c X に 土 器 片 多 量
E III S I 1 6 9 と重 複 2 0 1

9 8 3 J 5 i5 N － 5 3 ㌧－W 楕　 町　 形 0 ．6 1 × 0 ．4 8 1 6
ゆるやか に
立ち上が る

皿　 状 自 然 A I a 埋 設 土 器 （E Ⅳ ） 埋 窪 2 2 1

9 8 4 K 5 d 6 N － 1 3 ㌧ W 不　 定　 形 1 ．5 5 × 1 ．0 6 5 7 垂　　 直 平　 坦 自 然 G I I a X に 土 器 片 少 量 S I 1 2 5 と重 複 2 0 7

9 8 5 K 5 C 6 不 整 円 形 1 ．4 3 × 1 ．2 0 5 4 袋　　 状 平　 坦 人 為 D I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量
（E Ⅳ ）

S I 1 2 5 と重 複 2 0 2

9 8 6 K 5 C 6 円　　　 形 1 ．2 0 × 1 ．0 6 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b
土 器 片少 量 （E Ⅳ ・
称 名寺 ），貝 ブ ロ ック S I 1 2 5 と重 複 1 9 6

9 8 7 K 5 C 6 N － 4 0 ㌧ E 不　 定　 形 1 ．5 0 × 0 ．8 5 6 0 外　　 傾 凪　 状 自 然 G II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 2 5 と重 複 2 0 7

9 8 8 K 5 d 6 円　　　 形 0 ．9 8 × 0 ．8 9 4 6 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a な し S I 1 2 5 と重 複 1 5 5

9 8 9 K 5 d 5
不 整 円 形 ！

1 ．4 8 × 1 ．3 3 7 4 垂　　 直 平　 坦 人 為 B I I b X に 土 器 片 中 量 S I 1 2 5 と重 複 1 9 6

9 9 0 K 5 d 6 N － 3 2 L E 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．7 9 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 2 5 と重 複 2 1 6

9 9 1 K 4 b 6 N － 1 5 ㌧ W 楕　 円　 形 0 ．8 6 × 0 ．6 6 1 1 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 E I c Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 5 と重 複 2 0 3

9 9 2 K 4 b 6 N － 4 4 ㌔－W 楕　 円　 形 0 ．8 7 × 0 ．4 8 7 3 垂　　 直 皿　 状 人 為 B 王　b 埋 設 土 器 （E H I ） 埋 蛮 2 2 1
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土 鳩

番 号
位 置 長 径 方 向

、′　　 ノ！　 規　　 模 i 壁 面
底　 面 覆 土　 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号面　 ／ 長 径 × 短 径 輌 深 さ匝

9 9 3 J 5 h 9 N － 7 9 ㌧－E 楕　 円　 形 1 ．2 4 × 0 ．9 3 3 7 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 6 0 と重 複 1 5 5

9 9 4 J 5 g 9 円　　　 形 1 ．0 8 × 0 ．9 2 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 6 0 と重 複 1 5 5

9 9 5 J 5 g 9 円　　　 形 0 ．7 5 × 0 ．6 2 2 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 6 0 と重 複 1 2 1

9 9 6 J 5 g 9 円　　　 形 1 ．0 　× 0 ．9 2 4 5 垂　　 直 平　 坦 人 為 B II a 埋 設 土 器 （E Ⅳ ） 埋 窺 2 2 1

9 9 7 K 4 c o 円　　　 形 1 ．1 3 × 0 ．9 9 1 1 1 袋　　 状 平　 坦 人 為 D 王I c
土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） S 工1 1 4 と重 複 2 0 2

9 9 8 J 5 h 9 N － 2 5 L W 楕　 円　 形 0 ．9 9 × 0 ．8 3 3 0 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A I a 埋 設 土 器 （E Ⅳ ） 埋 婆 2 2 1

9 9 9 K 5 b 7 不 整 円 形 1 ．7 5 × 1 ．4 9 3 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 6 1 と重 複 1 5 5

1 0 0 0 K 5 b 7 不 整 円 形 0 ．9 9 × 0 ．8 5 3 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a． な し S H 6 1 と重 複 1 2 1

1 0 0 1 K 5 b 7 円　　　 形 工 0 6 × 0 ．9 8 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a な し S I 1 5 8 と重 複 1 5 5

ユ0 0 2 K 5 b 6 N … 5 9 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．2 6 × 1 ．0 2 5 1 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 8 と重 複 1 7 7

1 0 0 3 K 5 C 6 N － 8 3 ㌧ E 楕　 円　 形 L 2 6 × 1 ．0 2 4 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 2 5 と重 複 1 9 1

1 0 0 4 J 5 i4 N … 0 0 楕　 円　 形 1 ．0 8 × 0 ．9 2 5 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 4 7 と重 複 2 1 4

1 0 0 5 J 5 i4 円　　　 形 0 ．6 7 × 0 ．5 9 2 5
ゆるや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A 王　a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 4 7 と重 複 1 2 1

1 0 0 6 K 4 b 6 円　　　 形 0 ．7 3 × 0 ．6 6 7 4 垂　　 直 皿　 状 人 為 E I b X に 土 器 片 少 量 S H 5 5 と重 複 2 0 3

1 0 0 7 J 6 i l 円　　　 形 2 ．5 0 × 1 ．7 3 1 0 4 垂　　 直 平　 坦 自 然 B III c
Ⅹ に 土 器 片 多 量

（E IH ）
S 工1 6 4 と重 複 2 0 1

1 0 0 9 J 6 f 2 N － 0 0 楕　 円　 形 0 。8 5 × 0 ．5 9 5 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I b な し
S 王1 2 3 と重 複 ！

1 2 5

1 0 1 0 J 5 i 5 N … 7 1 ㌧ E 不　 定　 形 1 ．0 5 × 0 ．6 5 2 9
ゆるや かに
立ち上 が る

皿　 状 自 然 G II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 4 7 と重 複 2 1 4

1 0 1 1 K 5 d 6 円　　　 形 L 3 8 × 1 ．2 9 8 3 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b
土 器 片 少 量 （E

m ） 貝 ブ ロ ッ ク 2 1 6

1 0 1 2 K 5 e 3 N － 6 4 ㌧ W 楕　 円　 形 上 1 9 × 0 ．8 6 3 8
ゆるや かに
立ち上 が る 皿　 状 自 然 A H a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 2 4 と重 複 1 5 5

1 0 1 3 K 5 e 3

N － 3 6 ㌦ E

円　　　 形 1 ．2 9 × 1 ．1 1 5 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A H b X に 土 器 片 少 量 S 工1 2 4 と重 複 1 7 7

1 0 1 4 K 5 d 3 楕　 円　 形
1 ・7 1 × 1 ・1 5 日 7 ゆるや か に

立 ち上 が る
凹　 凸 自 然 A I 王 a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 2 4 と重 複 1 5 5

1 0 1 5 K 5 e 4 N － 4 7 ㌧ W 不　 定　 形 1 ・5 1 × 1 ・0 6 日 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 G I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 2 4 と 重 複 2 1 6

1 0 1 6
K 5 d 3 恒 1 6 空

不　 定　 形
1 ・3 2 × 1 ・0 7 日 5

外　　 傾 皿　 状 自 然 G 王I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 2 4 と 重 複 2 1 6

ユ0 1 7
K 5 d 。i N ＿ 7 ㌧ 這

楕　 円　 形
1 ．1 1 × 0 ．7 2 ！ 3 0

外　　 価 m　 北 日 韓 A H a Y に 十 呈旨片 ′か昔 S †1 ？4 シ 再 婚 1 ［箔

1 0 1 8 K 5 d 4 円　　　 形 1 ．2 6 × 1 ．0 8 8 3 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b
X に 土 器 片 少 量

（E Ⅳ ） S H 2 4 と重 複 2 1 6

1 0 1 9 K 5 d 4 円　　　 形 0 ．9 2 × 0 ．8 4 2 3 外　　 傾 皿　 状 自 然 A 王　a X に 土 器 片 少 量 S H 2 4 と重 複 1 2 1

1 0 2 0 K 5 d 4 N － 4 0 L E 長　 方　 形 1 ．2 5 × 1 ．2 2 5 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 F II b X に 土 器 片 少 量 S I 1 2 4 と重 複 2 1 6

1 0 2 1 K 5 a 4 円　　　 形 1 ．1 9 × 1 」 0 8 5 垂　　 直 凹　 凸 人 為 B 王I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 0 6 と重 複 1 9 6

1 0 2 2 J 6 j l 円　　　 形 1 ．1 0 × 1 ．0 2 4 6 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I Ⅹ に 土 器 片 少 量 S エ1 2 0 と重 複 1 5 5

1 0 2 3 J 6 j l 不 整 円 形 1 ．3 5 × 1 ．1 7 9 7 垂　　 直 平　 坦 人 為 B I 王 b
Ⅹ に 土 器 片 中 量

（E IIO S I 1 2 0 と 重 複 1 9 7

1 0 2 4 J 6 i 3 N － 1 8 ㌧ W 不 整 楕 円 形 主 9 3 × 1 ．4 0 5 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b
土 器 片 少 量 （大 9 b ）
貝 ブ ロ ッ ク S H 3 9 と重 複 1 7 8

1 0 2 5 J 6 i 3 円　　　 形 0 ．8 3 × 0 ．7 3 1 9
ゆ るや か に

立 ち上 が る
皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 3 9 と重 複 1 2 1

1 0 2 6 J 6 i4 N － 2 3 ㌧ W 楕　 円　 形 L 4 4 × 1 ．1 0 3 4
ゆるや かに
立ち上 が る 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 9 と重 複 1 6 6

1 0 2 7 J 6 h 4 N － 3 9 L E 楕　 円　 形 0 ．6 9 × 0 ．5 5 2 1
ゆるやか に
立ち上が る

皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 3 9 と重 複 1 2 1

1 0 2 8 J 6 h 4 N － 9 0 0 不 整 楕 円 形 0 ．7 1 × 0 ．4 4 1 7
ゆるやか に

立ち上 が る
皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 9 と重 複 1 2 1

1 0 2 9 J 6 h 4 不 整 円 形 1 ．3 1 × 1 ．1 5 4 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 3 9 と重 複 1 5 5
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土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
底　 面 覆 土 形　 態

出 土 遺 物　 備　 考 霊 笠

長 径 ×短 径 的 深 さ k m 土　 面

1 0 3 0 J 6 h 3 N － 0 0 楕　 円　 形 0 ．8 0 × 0 ．6 6 5 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 A I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 3 9 と重 複 1 2 5

1 0 3 1 J 6 h 3 N － 2 1 L E 不　 定　 形 1 ．3 6 × 1 ．0 7 4 0
ゆるやか に

立ち上が る
皿　 状 自 然 G II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 9 と重 複 2 0 6

1 0 3 2 J 6 h 3 N － 3 5 ㌧ E 楕　 円　 形 0 ．8 6 × 0 ．7 0 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 S I 1 3 9 と重 複 1 2 2

1 0 3 3 J 6 h 3 円　　　 形 0 ．6 1 × 0 ．5 4 4 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 S I 1 3 9 と重 複 1 2 2

1 0 3 4 J 6 h 3 円　　　 形 1 ．3 4 × 1 ．1 2 8 3 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b
土 器 片 少 量

（大 9 b ） S I 1 3 9 と重 複 2 1 6

1 03 5A J 7 e l N － 0 。 不　 定　 形 1 ．2 3 × 1 ．0 6 4 垂　　 直 平　 坦 自 然 G II b X に 土 器 片 少 量 S I 1 2 9 と重 複 2 1 7

1 03 5B J 7 e l 不 整 円 形 1 ．2 8 × 1 ．0 5 8 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 7

1 0 3 6 K 5 b o N … 3 6 くL E 楕　 円　 形 1 ．4 0 × 1 ．0 6 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 6 7 と重 複 1 7 8

1 0 3 7 J 6 i6 N － 6 0 L W 不 整 楕 円 形 1 ．2 0 × 0 ．8 8 1 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 8 7 と重 複 1 5 6

1 0 3 8 K 6 a 3 円　　　 形 1 ．5 7 × 1 ．4 6 7 2 垂　　 直 平　 坦 不 明 B II b
土 器 片 多 量
（大 9 b e E III ）

．S I 1 7 3 ・
F P 6 4 と 重 複 2 1 7

1 0 3 9 l
J 6 j 2 円　　　 形 1 ．4 6 × 1 ．4 3 5 4 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 8

1 0 4 0 J 6 i2 円　　　 形 0 ．9 2 × 0 ．8 8 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 S I 1 2 1 と重 複 1 2 2

1 0 4 1 J 6 j5 円　　　 形 1 ．9 0 × 1 ．7 5 1 0 9 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I c
土 器 片 多 量
（大 9 b ・ E m ） 2 0 0

1 0 4 2 J 5 j 4 N － 5 3 ㌧－W 不 整 楕 円 形 1 ．5 4 × 1 ．2 3 1 6
ゆるや か に

立 ち上 が る
皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 7 4 と重 複 1 5 6

1 0 4 3 J 6 j 5 円　　　 形 1 ．5 1 × 1 ．3 5 8 4 垂　　 直 平　 坦 人 為 B I I b 土 器 片 少 量 （太
9 b ），貝 ブ ロ ッ ク

S 工2 0 7 と重 複 1 9 7

1 0 4 4 J 5 j 8 不 整 円 形 1 ．2 8 × 1 ．1 0 7 7 垂　　 直 平　 坦 自 然
B II 車 し

S H 6 8 と重 複 2 1 7

1 0 4 5
l

J 5 j8
l l 　　　　　　　　　 l
円　　 形 巨 ・0 8 × 1 ・0

l
1 3 5

垂　 直 序 坦 － l
自 然

B II c i 土 器 片 格 。 － i
S H 6 8 と重 複 2 1 71 0 4 5 E J 5 j8 l l 円　　　 形 l 1 ．0 8 × 1 ．0 l 1 3 5 l 垂　　 直 l 平　 坦 l 自 然 l B II c

’土 器 片 少 量
（E IID

l
S H 6 8 と重 複

！
2 1 7

ユ0 4 6 J 6 i4 円　　　 形 1 ．1 6 × 1 ．0 3 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 7 0 と重 複 1 5 6

1 0 4 7 K 6 b 5 N － 1 6 ㌧ E 不 整 楕 円 形 0 ．9 1 × 0 ．6 7 3 3 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し S I 1 7 9 と重 複 1 2 2

1 0 4 8 J 6 j 5 N － 6 ㌧－E 不 整 楕 円 形 1 ．4 3 × 1 ．0 9 5 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 8 0 と重 複 1 7 8

1 0 4 9 K 6 b 6 N － 2 6 L E 不　 定　 形 1 ．2 9 × 0 ．6 7 2 6
ゆるや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 G I I a な し S H 8 2 と重 複 2 0 6

1 0 5 0 K 6 b 6 N － 5 1 ㌧ E 不　 定　 形 1 ．4 8 × 0 ．7 8 2 0 ゆ るや か に
立ち上 が る

凹　 凸 自 然 G II a な し S I 1 8 2 と重 複 2 0 6

1 0 5 1 K 6 b 5 N － 5 0 L W 楕　 円　 形 0 ．9 6 × 0 ．6 2 2 2
ゆるや かに
立ち上 が る 皿　 状 自 然 A I a な し S I 1 8 2 と重 複 1 2 2

1 0 5 2 K 6 a ′6 N － 7 3 ㌧ IW 楕　 円　 形 0 ．8 7 × 0 ．5 8 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 0 7 と重 複 1 2 2

1 0 5 3 K 4 d 7 円　　　 形 0 ．6 2 × 0 ．5 9 4 6 垂　　 直 皿　 状 自 然 B I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 0

1 0 5 4 K 4 d o N － 1 8 と一一E 楕　 円　 形 1 ．5 7 × 1 ．0 1 6 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b 土 器 片 少 量
（E III ） 1 9 7

1 0 5 5 J 6 h 2 N － 9 0 0 不　 定　 形 1 ．5 8 × 1 ．1 7 3 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 G I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 9 と重 複 2 1 6

1 0 5 6 J 6 j4 N － 6 7 L E 不　 定　 形 1 ．7 0 × 1 ．1 3 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然
i

G II 当 Ⅹ に 土 器 片 少 量 S 工1 7 0 と重 複 2 0 6

1 0 5 7 K 5 d 6 円　　　 形 L 7 9 × L 3 7 6 9 垂　　 直 平　 坦 自 然
l

B Il b l
i
な し 2 1 6

1 0 5 8 K 5 e o 円　　　 形 1 ．1 3 × 1 ．0 3 0 垂　　 直 平　 坦 不 明 A II a な し 1 5 6

1 0 5 9 K 5 e 9 円　　　 形 1 ．2 5 × 1 ．1 5 2 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 5 6

1 0 6 0 K 5 e o 円　　　 形 1 ．0 2 × 0 ．9 7

i

3 9 垂　　 直 皿　 状 自 然 A I I a な し 1 5 6

1 0 6 1 K 6 e l N － 2 0 L E 楕　 円　 形 l
2 ．1 4 × 1 ．2 2 2 6 垂　　 直 平　 坦 自 然 A IH a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 4

1 0 6 2 K 6 e l 円　　　 形 0 。8 6 × 0 ．7 7 2 9 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a な し 1 2 2

1 0 6 3 K 6 d 3 N － 7 0 ㌧ E 楕　 円　 形 0 ．9 0 × 0 ．7 0 2 6 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 1 2 2

1 0 6 4 K 6 d 3 円　　　 形 0 ．8 3 × 0 ．7 3 2 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a X に 土 器 片 少 量 1 2 2
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（28）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
壁　 面 底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 叫 深 さ 輌

1 0 6 5 K 6 C 3 円　　　 形 1 ．1 8 × 1 ．0 7 　　　 4 7 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I a
Ⅹ に 土 器 片 少 量

（称 名 寺 ） 2 1 7

1 0 6 6 K 6 C 4 円　　　 形 0 ．8 4 × 0 ．7 3 2 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 2

1 0 6 7 K 6 C 4 円　　　 形 0 ．8 3 × 0 ．7 5 2 4
ゆ るや か に

立 ち 上 が る
皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 2

1 0 6 8 K 6 d 4 N － 1 5 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．1 7 × 0 ．9 3 6 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 8

1 0 6 9 K 6d 4 N － 5 L W 楕　 円　 形 1 ．1 8 × 1 ．0 2 4 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a な し 1 5 6

1 0 7 0 K 6 e 4 N － 2 1 L E 楕　 円　 形 1 ．2 9 × 0 ．8 8 3 6 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 6

1 0 7 1 K 反 14 円　　　 形 0 ．8 5 × 0 ．8 1 4 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 2

1 0 7 2 K 反 14 円　　　 形 0 ．7 7 × 0 ．7 3 2 9 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 2 2

1 0 7 3 K 反 15 N － 5 1 ㌔一一W 楕　 円　 形 1 ．1 9 × 0 ．9 0 8 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 8

1 0 7 4 K 6 d 5 円　　　 形 1 ．0 1 × 0 ．9 8 4 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量
L l 5 6

1 0 7 5 K 6 d 5 N － 2 9 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 1 ．0 6 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 6

1 0 7 6 K 6 C 5 円　　　 形 1 ．4 0 × 1 ．3 1 3 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 6

1 0 7 7 K 6 C 6 不 整 円 形 1 ．6 4 × 1 ．3 9 3 6
ゆ るや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 7

1 0 7 8 K 6 C 4 円　　　 形 1 ．1 5 × 0 ．9 5 3 3 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 6

1 0 7 9 K 鎚 4 円　　　 形 0 ．9 3 × 0 ．8 0 3 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 2 2

1 0 8 0 K 6 C 5 円　　　 形 1 ．3 5 × 1 ．2 0 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 7

1 0 8 1 K 6 e 6 円　　　 形 0 ．9 8 × 0 ．9 0 1 8
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 2

1 0 8 2 K 6 e 5 N － 5 2 ㌧ W
l

楕　 円　 形 1 ．7 5 × 1 ．1 1 3 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II X に 土 器 片 少 量 1 5 7

1 0 8 3 K 6 e 6 N － 6 4 L E 楕　 円　 形 1 ．0 5 × 0 ．8 7 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 7

1 0 8 4 K 6 e 6 N － 5 0 L E 楕　 円　 形 1 ．4 2 × 0 ．9 6 1 0 4 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II c X に 土 器 片 少 量 2 0 0

1 0 8 5 K 6 f 4

N － 3 0 L W

円　　　 形 1 ．5 2 × 1 ．3 1 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 7

1 0 8 6 K 6 f 4 円　　　 形 0 ．8 7 × 0 ．8 2 2 1 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 2 2

1 0 8 7 K 6 f4

m 」

楕　 円　 形 0 ．7 8 × 0 ．6 4 3 6

り1

外　　 傾 平　 坦 人 為 A I a

八 ， （ I

Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 3

1 。つ1 n O O 八丁　－ 4 0 ㌧　 石1 舷　　 n H 　　 ♯ク n 　O O ＼／n l ′7 0 ふl 　　　　 ル石 TTZ 　　ヰ・口 ‾ズてR R⊥U U U 1 ∵ヽ∪代ニ4 ▲1 　　　　　「HJ 　　　　　⊥＿J 1 円　　 l J 　　／lノ し／．lJIJ 　／ヽ 　U ．l U ∠J⊥ ／r 　　　　 Iツ環 l 　　　上ヒL ′l ’rツ1 √1 　⊥　　cl ⊥∠′J

1 0 8 9 K 6 g 4 N － 3 8 ㌔一一E 楕　 円　 形 1 ．1 8 × 0 ．9 1 2 1
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 7

1 0 9 1 K 6 g 3 N － 9 0 0 長 楕 円 形 2 ．1 4 × 1 ．2 0 3 2 外　　 傾 平　 坦 人 為 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 5

1 0 9 3 K 6 g 3 N － 5 5 L W l 楕　 円　 形 1 ．9 4 × 1 ．2 8 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 6

1 0 9 4 K 6 g 4 円　　　 形 0 ．7 2 × 0 ．7 3 1 5
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 3

1 0 9 6 K 6 C 2 円　　　 形 1 ．2 7 × 1 ．1 7 6 7 袋　　 状 平　 坦 自 然 D 王I b Ⅹ に 土 器 片 少 量
（E Ⅳ ）

S I 1 7 6 と 重 複 2 0 2

1 0 9 7 K 6 C 2 円　　　 形 1 ．5 1 × 1 ．3 8 3 5 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A II a

Ⅹ に 土 器 片 少 量
（E Ⅳ ） S I 1 7 7 と 重 複 1 5 7

1 0 9 8 K 6 d l 円　　　 形 0 ．6 5 × 0 ．5 9 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I a な し S I 1 7 5 と重 複 1 2 3

1 0 9 9 K 反 16 円　　　 形 1 ．3 4 × 1 ．1 9 3 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 7

1 1 0 0 K 6 d 7 円　　　 形 0 ．9 8 × 0 ．8 6 3 4 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏 自 然 A I a な ．し 1 2 3

1 1 0 1 K 6 d 8 円　　　 形 1 ．2 4 × 1 ．0 7
I

2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 7

1 1 0 2 K 6 b 9 円　　　 形 1 ．2 3 × 1 ．0 9 2 8
l
外　　 傾

ゆ る い
起　 伏 自 然 A H a な し 1 5 7

1 1 0 3 K 鎚 8 N － 4 0 ㌧ －W 楕　 円　 形 1 ．3 7 × 1 ．1 5 2 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 5 7
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（29）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
） 壁 面 底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ如

1 1 0 4 K 6 e 9 N － 1 3 ㌦ E 楕　 円　 形 1 ．4 8 × 1 ．2 4 2 6 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 7

1 1 0 5 K 6 e 9 円　　　 形 1 ．1 5 × 1 ．0 7 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王I a な し 1 5 8

1 1 0 6 K 6 f8 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．1 1 × 0 ．9 7 3 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 8

1 1 0 7 K 6 e 6 N … 8 5 ㌢一一W 楕　 円　 形 1 ．3 8 × 1 ．0 4 3 2 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 8

1 1 0 8 K 6 g 7 N … 7 L W 楕　 円　 形 1 ．7 2 × 1 ．3 4 3 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 8

1 1 0 9 K 6 f 6 N － 5 9 ㌢一一E 楕　 円　 形 1 ．7 0 × 1 ．3 4 4 2 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 6

1 1 1 0 K 6 g 6 円　　　 形 1 ．0 7 × 0 ．9 8 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 8

1 1 1 1 K 6 g 7 N － 9 0 0 楕　 円　 形 1 ．0 4 × 0 ．8 0 3 0 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A II a な し 1 5 8

1 1 1 2 K 6 g 7 N － 3 2 L E 楕　 円 ． 形 1 ．4 4 × 1 ．1 6 4 8 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 8

1 1 1 3 K 6 115 不 整 円 形 1 ．7 0 × 1 ．5 7 3 8 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I I a な し 1 5 8

1 1 1 4 K 6 h 6 円　　　 形 1 ．0 3 × 0 ．9 5 3 2 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A I I a な し 1 5 8

1 1 1 5 K 6 i 7 N － 7 7 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．0 5 × 1 ．4 9 3 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 5

1 1 1 6 K 6 i 7 円　　　 形 1 ．5 2 × 1 ．3 9 3 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 8

1 1 1 7 K 5 c o 円　　　 形 1 ．5 1 × L 2 5 9 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b 貝 ブ ロ ッ ク 1 9 7

‖ 1 8 J 6 g 8 円　　　 形 1 ．2 2 × 1 ．0 5 8 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 1 と重 複 1 9 7

1 1 1 9 J 6 g 8 N － 5 9 ㌢一一E 不 整 楕 円 形
0 ・9 1 × 0 ・7 1 i 7 2

垂　　 直 皿　 状 自 然 B I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 1 と重 複 1 9 0

l
1 1 2 0

l 　　　　　　 I
J 6 h 8 1 N － 5 1 ㌧ W i 不 整 楕 円 形

l　　 l
1 ・1 1 × 0 08 8 ！ 2 8

】
外　　 傾

l
凹　 凸 自 然

l
A I I a

l
Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 1 と重 複 1 6 61 1 2 0 J 6 h 8 N － 5 1 －L W 不 整 楕 円 形 1 ．1 1 × 0 ．8 8 2 8 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 1 と重 複 1 6 6

1 1 2 1 J 6 h 8 N － 4 4 ㌧l W 不　 定　 形 1 ．0 9 × 0 ．5 5 1 9
外　 傾 桓 凸

自 然 G I I a な し S I 1 3 1 と重 複 2 0 7

1 1 2 2 J 6 g 7 円　　　 形 0 ．9 0 × 0 ．7 8 8 6 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 1 と重 複 1 9 1

1 1 2 3 K 5 a 8 円　　　 形 1 ．9 8 × 1 ．7 0 8 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 中 量
貝 ブ ロ ッ ク 1 7 7

1 1 2 4 K 6 C 3 円　　　 形 1 ．2 2 × 1 ．1 3 5 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 7

1 1 2 5 J 5 j 8 N － 5 5 ‘L W 不　 定　 形 1 ．1 0 × 0 ．6 7 3 7 外　　 傾 凹　 凸 自 然 G 王I a な し S 工1 6 8 と重 複 2 0 7

1 1 2 6 K 5 a 8 円　　　 形 0 ．9 2 × 0 ．7 5 5 9 外　　 傾 皿　 状 自 然 A 王　も Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 6 8 と重 複 1 2 5

1 1 2 7 K 6 g 9 円　　　 形 1 ．3 5 × 1 ．3 4 2 4
ゆ るや か に
立ち上 が る

皿　 状 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 5 8

1 1 2 8 K 6 e 9 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．2 7 × 1 。0 6 3 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a 土 器 片 少 量
（ E Ⅳ ） 1 5 8

1 1 2 9 K 6 b 9 円　　　 形 1 ．0 6 × 0 ．9 2 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I王 a な し 1 5 9

1 1 3 0 K 6 a 6 N － 2 4 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．6 2 × 1 ．3 4 2 9 外　　 傾 平　 坦 不 明 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 9

1 1 3 1 K 6 b 7 円　　　 形 1 ．2 9 × 1 ．1 9 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 9

1 1 3 2 K 6 a 。 円　　　 形 1 ．7 9 × 1 ．6 0 3 9
ゆるや か に
立 ち上 が る 凹　 凸 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 9

1 1 3 3 J 7 j l 円　　　 形 1 ．5 4 × 1 ．3 7 3 3 外 、　 傾 平　 坦 自 然 A I I a X に 土 器 片 少 量 1 6 7

1 1 3 4 K 7 a l 円　　　 形 1 ．1 1 × 1 ．0 5 3 2 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A I I a な し 1 5 9

1 1 3 5 K 7 C 3 円　　　 形 0 ．9 5 × 0 ．8 5 2 6 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A I a な し 1 2 3

1 1 3 6 K 7 b l 円　　　 形 0 ．8 1 × 0 ．6 9 2 9 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 2 3

1 1 3 7 K 7 C 2 N － 1 0 ㌔－W 不 整 楕 円 形 1 ．8 0 × 1 ．3 6 3 0 外　　 傾 凹　 凸 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 5 9

1 1 3 8 K 7 C 2 円　　　 形 1 ．3 7 × 1 ．3 2 3 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 l A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 9

1 1 3 9 K 7 c l 円　　　 形 1 ．5 5 × 1 ．4 2 2 5
ゆるや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 5 9
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（3O）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模 ）巨 面
底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 ね 深 部 m

1 1 4 0 K 7 a 2 円　　　 形 1 ．7 2 × 1 ．5 8 3 2 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A II a な し 1 5 9

1 1 4 1 J 6 j3 N － 4 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．8 1 × 1 ．2 1 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S H 7 4 と重 複 1 6 0

1 1 4 2 K 6 a 4 円　　　 形 L 6 1 × 1 ．3 1 4 9 垂　　 直 平　 坦 自 然 B Il a 土 器 片 中 量 S I 1 8 9 と 重 複 1 9 1

1 1 4 3 K 6 a 4 不 整 円 形 1 ．2 8 × 1 ．0 7 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a
土 器 片 少 量

（E III ） S I 1 8 9 と 重 複 1 6 0

1 1 4 4 K 6 f o 円　　　 形 0 ．9 4 × 0 ．8 3 2 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王　a な し 1 2 3

1 1 4 5 K 6 g o N － 0 0 不　 定　 形 1 ．0 8 × 0 ．8 6 2 9 外　　 傾 凹　 凸 不 明 G I I a な し 2 0 7

1 1 4 6 K 7 d l N － 6 3 L W 楕　 円　 形 1 ．5 0 × L 2 1 4 0 外　　 傾 平　 坦 不 明 A II a X に 土 器 片 少 量 2 1 7

1 1 4 7 K 7 f2 N － 4 0 L E 楕　 円　 形 1 ．1 5 × 0 ．9 7 2 4 外　　 傾 凹　 凸 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 7

1 1 4 8 K 7 f 3 円　　　 形 L O 8 × 0 ．9 3 3 7 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏 自 然 A II a な し 1 6 0

1 1 4 9 K 7 f 3 円　　　 形 1 ．0 9 × 0 ．9 9 3 9 外　　 傾 血　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 0

1 1 5 0 K 7 f 2 円　　　 形 1 ．0 0 × 0 ．9 4 1 5 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 0

1 1 5 1 K 習 2 円　　　 形 0 ．7 5 × 0 ．6 6 2 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A 王　a な し 1 2 3

1 1 5 2 K 5 C 8 不 整 円 形 1 ．2 6 × 1 ．0 7 8 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 6 6 と 重 複 1 9 7

1 1 5 3 K 7 h l 円　　　 形 1 ．3 3 × 1 ．0 7 2 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 8

1 1 5 4 K 7 h l N … 1 8 L W 楕　 円　 形 1 ．5 4 × 1 ．2 0 4 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A Il a Ⅹ に 土 器 片 少 巌 2 1 8

1 1 5 5 K 7 i 2 N － 3 6 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．4 6 × 1 ．1 3 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 0

1 1 5 6 J 5 i 。 N － 5 6 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．2 4 × 0 ．9 3 3 5 外　　 傾 凹　 凸 自 然
l

A I 王 a な し S I 1 6 2 と 重 複 1 6 0

1 1 5 7 K 6 h o 円　　　 形 1 ．0 6 × 0 ．9 9 2 6
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 0

n 5 8 K 6 h 。 円　　　 形
0 ・8 6 × 0 ・7 5 巨 3 ゆ るや か に

立 ち上 が る
平　 坦 不 明 A I a な し 1 2 3

1 1 5 9 K 6 i。 円　　　 形 1 ．3 1 × 1 ．1 5 8 8 垂　　 直 平　 坦 人 為 B I王 b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 7

1 1 6 0 K 6 j o 円　　　 形 1 ．8 3 × 1 ．5 4 3 8
ゆ る や か に
立 ち 上 が る 凹　 凸 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 6 0

1 1 6 1 K 6 j 9 円　　　 形 L 4 3 × 1 ．3 5 4 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 0

1 1 6 2 L 6 a 9 円　　　 形 1 ．3 1 × L 2 7 3 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 0

1 6 11 1 6 3
L 6 a 9 ！

円　　　 形 1 ．5 0 × 1 タ5 0 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量

1 1 6 4

l

L 6 a o

fさ l

円　　　 形

l

2 ．0 4 × 1 ．8 3

I

3 5

！

外　　 傾

I

凹　 凸

l

不 明 A III a

！

な し

l l

1 8 5

H 6 5 K 7 g 5 円　　　 形 L 9 0 × 1 ．0 5 2 8 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 2 7 と 重 複 1 6 0

1 1 6 6 K 7 g 4 円　　　 形 1 ．1 0 × 0 ．9 2 4 1 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 2 7 と 重 複 1 6 1

1 1 6 7 K 7 h 3 円　　　 形 1 ．2 3 × 1 ．0 7 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A Il a な し 1 6 1

1 1 6 8 K 7 h 3 円　　　 形 0 ．9 4 × 0 ．8 7 2 7 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 2 3
i

1 1 6 9
恒 h 5

N － 1 1 L W 楕　 円　 形 1 ．5 4 × 1 ．1 4 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 6 1

1 1 7 0 K 7 g 5 N － 6 7 L W 楕　 円　 形 1 ．4 4 × 1 。1 4 2 5 外　　 傾 平 ′坦 自 然 A I l a Ⅹ に 土 器 片 少 量 ！
1 6 1

1 1 7 1 K 7 i 5 N － 7 ㌧ E 楕　 円　 形 2 ．0 3 × 1 ．4 7 8 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 B III b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 1

1 1 7 2 K 7 g 4 円　　　 形 2 ．1 0 × 1 ．9 8 9 3 垂　　 直 ゆ る い
起　 伏

自 然 B IIl b
土 器 片 中 量
（E IIト 大 9 b ） 2 0 0

1 1 7 3 K 7 i4 円　　　 形 L 4 9 × 1 ．2 8 3 7 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量
l

i 1 6 1

1 1 7 4 K 7 j6 N － 5 5 ㌧ －W 楕　 円　 形 1 ．3 4 × 1 ．0 4 2 9 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 2

1 1 7 5 L 7 a 5 N － 5 9 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．6 4 × 0 ．9 2 3 0
l
外　　 傾 皿　 状 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 L 聖
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飢）

土 壌

番 号
位 置

！ 長 径 方 向
平　 面　 形

規　　　 模
） 壁 面 底　 面 覆 土 形　 態

t
出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 ）軽 さ k m

1 1 7 6 K 7 i5 円　　　 形 1 ．1 5 × 1 ．0 8 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 6 2

1 1 7 7 K 7 i 4 円　　　 形 1 ．8 1 × 1 ．7 0 3 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 1

1 1 7 8 K 7 i 3 円　　　 形 1 ．1 1 × 1 ．0 8 8 垂　　 直 平　 坦 人 為 B II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 9 7

1 1 7 9 K 7 j 3 N － 6 3 ㌧ I W 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 1 ．0 2 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 6 2

1 1 8 0 L 7 a 3 N － 6 9 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．7 3 × 2 ．3 0 2 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 8 5

1 1 8 1 L 7 a 3 円　　　 形 1 ．2 4 × 1 ．0 6 4 7 外　　 傾 皿　 状 不 明 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 2

1 1 8 2 K 7 b l N － 2 8 L E 不　 定　 形 2 ．5 0 × 2 ．2 0 4 4 外　　 傾 平　 坦 自 然 G III a 土 器 片 中 量 2 1 7

1 1 8 3 K 7 j 5 N － 7 4 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．6 2 × 2 ．0 2 6 外　　 傾 平　 坦 不 明 A III a な し 1 8 5

1 1 8 4 L 7 a 6 N － 8 0 L I W 楕　 円　 形 1 ．8 2 × 1 ．5 3 3 0 外　　 傾 皿　 状 不 明 A II Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 1

1 1 8 5 L 7 C 5 円　　　 形 0 ．9 3 × 0 ．8 0 6 2 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 7

1 1 8 6 L 7 b 4 N … 3 0 L E 楕　 円　 形 1 ．8 2 × 1 ．5 1 3 9
ゆ るや か に
立 ち上 が る 皿　 状 自 然 A I I a な し 1 6 1

1 1 8 7 L 7 C 2 N － 5 げL W 楕　 円　 形 2 ．1 0 × 1 ．8 2 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a な し 1 8 5

1 1 8 8 L 7 C 3 N － 4 3 L E 楕　 円　 形 1 ．7 2 × 1 ．3 1 2 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 2

1 1 8 9 L 7 C 4 円　　　 形 1 」 8 × 1 ．0 5 7 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 7 8

1 1 9 0 L 7 C 4 円　　　 形 1 ．3 4 × 1 ．2 0 5 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I b な し 1 7 8

1 1 9 1 L 7 b 5 N － 9 0 0 楕　 円　 形 1 ．4 0 × 1 ．2 0 4 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 2 1 7

1 1 9 2
l
L 7 C 7 N … 9 0 0

I
楕　 円　 形

l
1 ．3 2 × 0 ．9 4

I
2 0
l
外　　 傾

I
平　 坦 I 自 然 A I I a

l
な し

l 　　　　　　　　　　　　　　　　l
1 6 2

1 1 9 3 L 7 C 6 円　　　 形 1 ．5 3 × 1 ．2 9 8 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I王 b
Ⅹ に 土 器 片 中 量

（大 9 b 1 9 7

1 1 9 4 L 7 C 5 N － 4 6 ㌧ W 隅 丸 長 方 形 2 ．4 0 × 0 ．8 9 2 3 外　　 傾 平　 坦 自 然 F IIl a Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 5

1 1 9 5 L 7 C 9 N － 5 4 L W 楕　 円　 形 1 ．2 9 × 1 ．0 3 2 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A II a な し 1 6 2

1 1 9 6 L 7 b 9
N … 6 5 ㌧ 可

！

i

N … 8 2 ㌧ 可

i

N － 7 5 ㌧ 可

i

i

N － 9 0 つ

i

N － 3 4 L 可

楕　 円　 形 1 ．1 8 × 0 ．9 9 3 5
ゆ る や か に

立 ち 上 が る

皿 可

皿 可

自 可

自 然

自 然

自 然

自 可

人 為

人 為

自 然

自 然

自 然

自 然

自 然

自 然

A I I a な し 1 6 2

1 1 9 7 L 7 C 8 円　　　 形 1 ．2 2 × 1 ．2 0 2 4
ゆ るや か に
立 ち上 が る A I I a な し 1 6 2

1 1 9 8 L 7 d 6 円　　　 形 1 ．5 3 × 1 ．5 2 2 4
ゆ るや か に
立 ち上 が る

皿 可

皿　 状

ゆ る い
起　 伏

平　 坦

平　 坦

平　 坦

A I I a な し 1 6 2

1 1 9 9 L 7 d 7 楕　 円　 形 1 ．9 8 × 1 ．5 9 2 6
ゆ るや か に

立 ち上 が る A II a な し 1 6 3

1 2 0 0 L 7 e 7 円　　　 形 1 ．4 7 × 1 ．3 4 2 1 外　　 傾 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 2

1 2 0 1 K 6 f 3 楕　 円　 形 1 ．6 9 × 1 ．2 6 3 2 外　　 傾 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 3

1 2 0 2 K 鋸 3 円　　　 形 1 ．2 5 × 1 ．0 7 2 9
外　 可

垂　　 直

垂　　 直

垂 ‘　 直

A I I a な し 1 6 3

1 2 0 3 K 6 f l 円　　　 形 1 ．2 7 × 1 ．2 7 8 2 B I I b Ⅹ ・ Y に
土 器 片 少 量 1 9 8

1 2 0 4 K 5 f 。 楕　 円　 形 2 ．1 2 × 1 ．3 2 5 2 平　 坦 B III b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 0 1

1 2 0 5 K 鎚 7 円　　　 形 1 ．0 3 × 0 ．9 8 4 5 平　 坦 B II a Y に 土 器 片 少 量 S I 1 8 4 と 重 複 1 9 1

1 2 0 6 L 7 e 6 円　　　 形 2 ．2 0 × 1 ．9 3 2 8 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 A III a な し 1 8 6

1 2 0 7 L 7 e 8 円　　　 形 1 ．2 0 × 1 ．0 7 1 5
ゆ る や か に

立 ち 上 が る

ゆ る い
起　 伏 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量

l 1 6 3

1 2 0 8 L 7 a ．3 円　　　 形 1 ．0 2 × 0 ．9 7 5 2 垂　　 直 平　 坦 B I I b な し 1 9 8

1 2 0 9 L 8 j2 楕　 円　 形 1 ．4 2 × 1 ．0 9 4 1 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a ． な し 1 6 3

1 2 1 0
摘 9 ！ N － 5 1 ㌧ 可

隅 丸 方 形 1 ．6 4 × 0 ．9 8 1 4 ゆ るや か に
立 ち上 が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 F I I a な し 2 0 4

1 2 1 1 L 7 a 3 i N － 4 1 L W i 楕 円 可 0 ．9 9 × 0 ．7 7 2 8 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I a
な し　 i

1 2 3
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（32）

土 壌

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　 模
壁　 面 底　 面 覆 土 形　 態 出 土 遺 物 備　　 考

図 版

番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ 匝 ）

1 2 1 2 L 7 d 3 N － 5 7 L W 楕　 円　 形 1 ．1 5 × 0 ．9 8 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a X に 土 器 片 少 量 1 6 3

1 2 1 3 L 7 e 3 N － 9 0 0 楕　 円　 形 1 ．5 4 × 1 ．2 4 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 6 3

1 2 1 4 L 7 e 2 N － 3 5 L W 不　 定　 形 2 ．0 4 × 1 ．0 7 2 4 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 G III a な し 2 0 8

1 2 1 5 L 7 e 3 不 整 円 形 1 ．2 1 ．× 1 ．0 2 2 7 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A 王I a な し 1 6 3

1 2 1 6 L 7 e 4 円　　　 形 2 ．3 2 × 2 ．0 2 2 7
ゆ る や か に
立 ち 上 が る

皿　 状 自 然 A III a な し 1 8 6

1 2 1 7 L 7 d 5 N － 7 3 ㌔－ E 楕　 円　 形 2 ．1 3 × 1 ．4 0 2 5 外　　 傾 平　 坦 不 明 A III a X に 土 器 片 少 量 1 8 6

1 2 1 8 L 7 d 5 N － 6 7 ㌧ W 楕　 円　 形 2 ．0 8 × 0 ．9 0 2 1 外　　 傾 ゆ る い
起　 伏

自 然 A III a な し 1 8 6

1 2 1 9 L 7 f 5 N － 4 0 ㌔－ W 楕　 円　 形 1 ．3 5 × 1 ．1 2 2 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 6 3

1 2 2 0 L 7 f 6 N － 7 5 L E 楕　 円　 形 1 ．8 5 × 1 ．5 3 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 6 4

1 2 2 1 L 7 g 6 円　　　 形 1 ．6 0 × 1 ．6 0 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a な し 1 6 4

1 2 2 2 L 7 i 7 N － 5 8 L E 不　 定　 形 1 ．4 5 × 1 ．2 0 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 G I I a な し 2 0 7

1 2 2 3 K 7 h 3 円　　　 形 1 ．2 8 × 1 ．1 4 7 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b X に 土 器 片 少 量 S I 1 9 5 と 重 複 1 9 8

1 2 2 4 L 7 i 9 N － 9 0 0 楕　 円　 形 2 ．4 6 × 2 ．4 0 2 0 外　　 傾 平　 坦 自 然 A III a な し 1 8 6

1 2 2 5 L 7 h 9 円　　　 形 0 ．6 0 × 0 ．5 8 3 2 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 2 3

1 2 2 6 K 5 a 3 円　　　 形 0 ．6 8 × 0 ．6 8 1 1 1 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I c X に 土 器 片 少 量
S 工1 1 2 と 重 複 ！

2 1 8

1 2 2 7 J 5 i 。 円　　　 形 0 ．7 7 × 0 ．7 3 5 3 垂　　 直 ゆ る い
起　 伏 自 然 B 　 王　b な し S I 1 6 2 と重 複 1 9 1

1 2 2 8 K 6 C 7 円　　　 形 0 ．8 8 × 0 ．7 1 4 6 外　　 傾
ゆ る い
起　 伏 自 然 A I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 2 0 0 と 重 複 1 2 3

1 2 2 9 K 5 a 3 N － 4 1 L W 不　 定　 形 1 ．4 4 × 0 ．9 4 8 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 G I I b X に 土 器 片 少 量 2 1 8

1 2 3 0 K 5 C 4 N － 7 0 L E 不　 定　 形 0 ．9 0 × 0 ．6 4 7 7 垂　　 直 平　 坦 人 為 G I b
土 器 片 少 量

L E IH ） S 工1 5 7 と 重 複 2 1 8

1 2 3 1 K 5 b 4 円　　　 形 1 ．0 4 × 0 ．9 7 8 4 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 7 と 重 複 2 1 8

1 2 3 2 K 5 b 4
i

N － 7 9 叫

円　　　 形 1 ．0 8 × 1 ．0 5 7 5 垂　　 直 平　 坦 自 然 B I I b X に 土 器 片 少 量 S I 1 5 6 と 重 複 1 9 8

1 2 3 3 K 5 b 4 不　 定　 形 1 ．0 　 × 0 ．5 1 2 7 外　　 傾 平　 坦 自 然 G I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 5 7 と 重 複 2 1 8

1 2 3 4 K 5 e 。 N － 6 8 し－E 不　 定　 形 1 ．6 0 × 1 ．0 4 6 外　　 傾 凹　 凸 自 軍 G II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 3 3 と 重 複

！

2 0 7

1 2 3 5 J 5 g q N － 0 0 楕　 円　 形 2 ．1 1 × 1 ．4 5 7 0 外　　 傾 皿　 状 自 然 A III b Ⅹ に 土 器 片 少 量 2 1 8

1 2 3 6 L 7 j 8 N － 9 0 0 楕　 円　 形 1 ．0 1 × 0 ．9 0 2 1 外　　 傾 皿　 状 自 然 A II a な し
！

1 6 4

1 2 3 7 K 6 h 9 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．0 9 × 1 ．0 8 7 0 垂　　 直 平　 坦 自 然 B II b X に 土 器 片 少 量 S 工2 0 2 と 重 複 1 9 8

1 2 3 8 J 5 g 9 N － 0 0 楕　 円　 形 0 ．7 2 × 0 ．6 2 3 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A 王　a な し 2 1 8

1 2 3 9 M 7 a 8 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．3 9 × 1 ．3 8 1 2 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a な し 1 6 4

1 2 4 0 M 7 b 。 N － 5 3 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．6 5 × 1 ．3 0 1 9 外　　 傾 平　 坦 自 然 A I I a Ⅹ に 土 器 片 少 量
！ 1 6 4

1 2 4 1 M 8 c l N － 6 5 L E 方　　　 形 1 ．8 6 × 1 ．5 5 4 6 外　　 傾 平　 坦 人 為 F I I a な し 2 0 5

1 2 4 2 M 8 c l 円　　　 形 1 ．5 1 × 1 ．4 0 3 1 外　　 傾 平　 坦 人 為 A I 王 a な し 1 6 4

1 2 4 4 L 8 i3 円　　　 形 1 ．5 3 × 1 ．3 5 2 8 外　　 傾 平　 坦 人 為 A II a な し 1 6 4

1 2 4 5 K 5 b 4 N － 8 2 L E 楕　 円　 形 1 ．2 1 × 1 ．0 5 4 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a
X に 土 器 片 少 量

（称 名 寺 ） S I 1 5 7 と 重 複 2 1 8

1 2 4 6 K 7 i l 不 整 円 形 1 ．5 7 × 1 ．3 5 6 5 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II b Ⅹ に 土 器 片 少 量 S I 1 9 4 と 重 複 1 7 8

1 2 4 7 K 7 f 6 円　　　 形 0 ．8 1 × 0 ．8 1 2 2 外　　 傾 皿　 状 自 然 A I a な し 1 2 3

1 2 4 8 K 7 h 7 円　　　 形 1 ．0 5 × 1 ．0 3 2 6 外　　 傾 平　 坦 自 然 A II a Ⅹ に 土 器 片 少 量 1 6 4
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（33

土壌

番号
位 置 長 径 方 向 ＼′　　　　　　　　　　　／

規　　　 模 l
底　 面 覆 土 形　 態

「 出 土 遺 物
備　　 考

図版

番号
ノ 長径×短径毎 匝 さCm 土　 面

1250 J 7b 4 円　　　 形
ト 96 ×0・80 巨 4

外　　 傾 皿　 状 自然 A I a
巨 し

12 3

12 5 1 J7 b4 円　　　 形
巨 ・83×0 ・67 i 19

外　　 傾 平　 坦 自然 A I a
巨 し

124

125 2 J 7 a4 N －55㌧ E 楕　 円　 形 恒 ×0 ・71
22 外　　 傾 平　 坦 自然 A I a

巨 し
124

1 25 3 工7i5 円　　　 形 1 ．10×0 ．93 3 0 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a な し 164

12 54 I7fS 円　　　 形 1．12 ×0．95 2 6 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a な し 16 4

125 5 I7h 2 円　　　 形 0．99 ×0．80 30 外　　 傾 皿　 状 自然 A 王　a な し 124

125 6 I7 g2 円　　　 形 0 ．96 ×0 ．88 27 外　　 傾 ！皿 状 自然 A I a なし 124

1 25 7 K 6b 9 N －17㌧ E 不 整楕円形 0 ．99′×0 ．69 3 9 垂　　 直 平　 坦 自然 B I a Ⅹに土器片少量 S工165 と重複 190

12 58 I 7f3 円　　　 形 1 ．38 ×1 ．20 4 0
ゆるやかに
立辛上がる 皿　 状 自然 A II a Ⅹに土器片少量 164

12 59 I6e。 円　　　 形 1．15 ×1．11 48 外　　 傾 平　 坦 不 明 A II a X に土器片少量 164

126 0 工6eo 円　　　 形 0 ．90 ×0 ．90 26 外　　 傾 平　 坦 自然 A I a な し 124

126 1 I6 e9 N －43くL E 楕　 円　 形 L 52×1．20 30 外　　 傾 皿　 状 自然 A I王a X に土器片少量 165

1 26 2 I6d。 円　　　 形 0 ．73×0 ．73 19 外　　 傾 皿　 状 自然 A I aI Ⅹに土器片少量 124

12 63 I7b 2 円　　　 形 1．20 ×1．0 1 7 外　　 傾 凹　 凸 自然 A II a な し 16 5

12 64 I 7d 2 円　　　 形 1．20 ×1．10 68 外　　 傾 皿　 状 自然 A II b X に土器 片少量 179

126 5 I7 C3 円　　　 形 1．07×1．03 40 外　　 傾 平　 坦 自然 A II a なし 165

1 26 6
i T〔． I
1日7

i 円　　 形 五 08×1．0
3 2
l 外　 傾 I ＿　 －…

ー平　 坦
i 自然 l

A II a
I
な し

l
1 65

12 67 K 5a 4 N －52㌧W 不　 定　 形 1 ．11×0．85 5 8 外　　 傾 平　 坦 自然 G II b X に土器片少量 S I20 6 と重複 20 7

12 68 K 5 b4
l

円　　　 形 0．82 ×0．74 100 垂　　 直 平　 坦 自然 D 工　C な し S I2 06 と重複 20 2

126 9 K 5 b4 N － 0 0 不整楕 円形 1．16 ×0 ．96 39 外　　 傾 皿　 状 自然 A II a Ⅹに土器 片少量 S I20 6 と重複 218

1 27 0 L 8 i3 N －66 L E 楕　 円　 形 1．17 ×0．95 27 外　　 傾 平　 坦 自然 A 王I a なし 165

1 27 1 L 8 i2 N －67‘L E 楕　 円　 形 1 ．22×1 ．03 3 4 外　　 傾 皿　 状 自然 A I王a な し
i

！

！

i

S I2 12 と重複

S I2 1 1と重複

16 5

12 72 G 7i7 円　　　 形 0．87 ×0．87 3 1 外　　 傾 凹　 凸 自然 A I a な し 12 4

12 73 G 7 h7 円　　　 形 1．06 ×1．02 27 外　　 傾 皿　 状 自然 A 王I a Ⅹに土器片少量 165

127 4 G 7g 7 円　　　 形 1．19×1．02 28 外　　 傾 平　 坦
自可
A II a な し 165

127 5 G 7 j5 円　　　 形 0 ．95×0 ．84 3 2 外　　 傾 皿　 状
自可
A I a な し 12 4

12 76 I7e 4 N －15 L W 長 楕 円 形 2 ．26×1 ．11 16 外　　 傾 平　 坦 自然 ！A m a X に土器片少量 186

12 77 M 8 a2 N －43㌧－W 不　 定　 形 2．27 ×1．90 13 3 外　　 傾 凹　 凸
自可
G 王II c X に土器片少量 218

12 78 I7 g l N －21㌔－E 楕　 円　 形 0 ．85 ×0 ．68 2 1 外　　 傾 皿　 状
自可
A I a Ⅹに土 器片少量 124

127 9 I7 fl N －27㌧ E 楕　 円　 形 0 ．71×0 ．51 31 外　　 傾 皿　 状 不可 A I a Ⅹに土器 片多量 124

128 0 M 8a l N －12㌧－W 楕　 円　 形
1 ・33×1 ・07 ！

113 垂　　 直 平　 坦
人可
B II c X に土器片少量 218

12 8 1 I7i3 N …47㌧ E
不 整楕 円形 i 1・85×1 ・可 80 ！

垂　　 直 平　 坦 不 可 B II b i Ⅹに土器片少量 198

12 82 工7h3 N －33 L E 不整楕 円可 2・15 ×1・30 巨 30 i垂　　 直 凹　 凸 人可 D II可 Ⅹに土器片少量 203

128 4 J 7b l
円　 可 1・55×1・43 i 92 ！

垂　　 直 平　 坦
自可 B II b i

Ⅹに土器 片少量 198

128 5 H 7C 2 円　 可 0 ・39 ×0・36 i 可
外　　 傾 Ⅴ字状 不可 A 可 埋設土器 （称 ） 埋婆　 l

22 1
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第4節　埋　蛮

表4　埋　妻　一　覧　表

番 号 遺 構 名 位置 長 径 方 向 平　 面　 形 傾斜角
掘　 り　方 規 模

覆　 土 出 土 遺 物 備　　 考
長径×短後m 深 さ柚

1 S I　 4 5 I5g6 円　　　 形 89 0 0 ．4 2×0 ．40 42 自　 然 加 曽利 E Ⅳ 完形

2 S 工　　 72 J 4 a6 N －8 6L E 楕　 円　 形 84 0 0 ．4 2×0 ．38 18 自　 然 加 曽利 E Ⅳ 底部欠

3 S 工　 12 9 J 7 f2 円　　　 形 90 0 0 ．4 5×0 ．4 0 15 自　 然 加 曽利 E III 底部欠， 目線部欠

4 S I　 18 8 J 6 i6 円　　　 形 85 0 0 ．4 5×0 ．4 3 28 自　 然 加 曽利 E Ⅳ 口綾部欠

5 S K　 37 5 J 4b 8 円　　　 形 90 0 0 ．7 0×0 ．6 4 24 自　 然 不　　　 明 ロ綾部欠

6 S K　 4 54 J 5C 6 円　　　 形 90 0 2 ．14×2 ．10 52 自　 然 加曽利 E Ⅳ

7 S K　 9 1 1 J 5 j5 円　　　 形 88 0 1 ．2 0×1．10 6 8 自　 然 加曽利 E Ⅳ 底部 欠

8 S K　 9 2 1 J 5 j4 不 整 円 形 48 0 0 ．9 2×0 ．7 9 4 5 自　 然 加曽利 E III ロ綾 部欠

9 S K　 9 54 K 5 C7 円　　　 形 86 0 1 ．6 7×1．3 8 3 7 人　 為 加 曽利 E III 倒立， ロ綾部 欠

10 S K　 9 8 3 J 5 i5 N － 53 L W 楕　 円　 形 90 0 0 ．6 1×0 ．4 8 16 自　 然 加 曽利 E Ⅳ 口綾部 欠

11 S K　 9 92 K 4b 6 N － 44 L w 楕　 円　 形 90 0 0．87 ×0 ．48 7 3 人　 為 加 曽利 E III 口綾部 欠

12 S K　 9 96 J 5g 9 円　　　 形 84 0 1．00 ×0 ．9 2 4 5 人　 為 加 曽利 E Ⅳ 底部 欠

13 S K　 9 98 J 5h 9 N － 25 L W 楕　 円　 形 83 0 0 ．99 ×0 ．8 3 3 0 自　 然 加 曽利 E Ⅳ 倒立，底部 欠

14 S K 12 85 H 7C 2 円　　　 形 820 0 ．39 ×0 ．3 6 5 2 不　 明 称　 名　 寺 完形

l一土I二

ミニlf　二　　　二二三二

一一二一一　二二
S172

第219図　埋妻実測図（1）
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第5節　炉　先

議5　炉　穴　とー一　覧　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っJ

番　 号　 位置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　 模 炉跡 の数 とその規模 巨 土 遺 物

備　　　 考長径×短後 項 深 さ転m 長径 ×短径転m 深 さ転m

F P l H 8 h l N －85 L w 楕　 円　 形 1．96 ×1 ．48 50 6 0 ×46 4 6 土器片少 量（野島 ）

2 H 7h 3 N －44㌧ E 不　 定　 形 2 ．60 ×1．90 5 0 6 0×45 3 5

3 H 7 i5 円　　　 形 0 ．97×0．90 3 4 （97×90） 34

4 H 7h 5 N － 7 L w 楕　 円　 形 1 ．28×0 ．72 4 4 （40 ×35） 32 土器片少量（野島）

5 H 7f5 不 整 円 形 1．36 ×1．12 6 5 37 ×23 3 6

6 H 7 e5 円　　　 形 1．36 ×1 ．17 49 60 ×52 5 0

7 H 7 e5 円　　　 形 1．42 ×1 ．18 4 2 （60×48） 44

8 H 7e 6 N －27 L W 楕　 円　 形 1．58×0 ．92 a　50×21

b　64×50

38

45

9 H 7C 6 N －35 L W 不整楕円形 2 ．42×1．12 3 5 a　70 ×57

b　80 ×40

35

i 19

土器 片少量（野島）

10 H 7 C7 N －34L E 不 整楕円形 1．60 ×1 ．24 55 4 3×40 4 5 土器片 少量（野 島）

11 ′H 7e9 不 整 円 形 1．45 ×1 ．35 5 1 a　58×54

b　48×45

40

5 1

土器片少量 （野島 ）

12 H 7f6 N －84 tL E 楕　 円　 形 1 ．66×0 ．90 3 8 8 7×47 32

13 H 7h7 N －6 1L W 不　 定　 形 1 ．24×0 ．88 4 2 6 2×55 4 2

14 H 7 g8 円　　　 形 1．24 ×1．12 40 （60 ×60 ） 38

1 5 H 7g 9 N －52㌔－W 楕　 円　 形 1．31×1 ．02 44 62 ×46 4 4 土器 片少量（野 島）

16 H 7 f9 N －63㌧－E 不 整楕 円形 2 ．35 ×0 ．95 37 a　70×45

b　47×32

C　63×40

d　78 ×55

30

37

28

3 0

土器片少量 （野島 ）

17 H 7 f。 N －89L W 不整楕円形 1．58 ×1．44 38 80 ×60 3 8 土器 片多量（野 島） S K 6 0 と重複

18 工8a3 N －22L w 楕　 円　 形 1．35 ×1 ．08 30 50×45 2 0

19 I8 bl N －85㌧ E 楕　 円　 形 1．36 ×0 ．77 4 4 5 7×43 2 9

20 H 7d 5 N －46 L E 楕　 円　 形 2 ．30×1 ．58 4 0 a （34×30）

b ‘55×43

23

30

21 工8f6 N － 7 ㌢一一E 不整楕円形 1 ．62×1．06 28 7 3×52 28

2 2 工8h6 N －30㌧ W 不整楕円形 1 ．28 ×0 ．95 30 55 ×42 3 0 土器 片少量（野 島）

23 I8 h8 N －85L E 不整楕円形 1．50 ×1 ．00 36 60 ×55 3 6 土器 片少量（野 島）

24 H 7 f。 不 整 円 形 0 ．90 ×0 ．68 25 4 5×43 2 5

25 H 8 jl N －77㌧－E 楕　 円　 形 1．38×0 ．74 3 5 6 5×52 3 5 土器片少量 （野島 ）

26 I7C 6 N －89 L W 楕　 円　 形 1 ．46×0 ．88 16 （47×35） 16
i
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（2）

番　 号 位 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　 模 炉 跡 の 数 と そ の 規 模 巨 土 遺 物

備　　　 考
長 径 × 短 機 m 深 さ 匝 長 径 × 短 径 転m 深 さ k m

2 7 H 8 i l N … 6 8 L E 楕　 円　 形 1 ．1 7 × 0 ．7 2 4 0 7 5 × 3 3 4 0 土 器 片 少 量 （野 島 ） S K 9 3 と 重 複

2 8 J 8 C 4 N － 2 ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．6 1 × 1 ．3 8 5 6 6 7 × 5 0 5 6

2 9 J 8 e l 円　　　 形 1 ．1 3 × 1 ．0 1 6 0 4 6 × 3 8 6 0

3 0 J 7 d o N － 3 9 L w 不 整 楕 円 形 3 ．7 5 × 2 ．4 5 4 5 a （5 0 × 4 7 ）

b 　 5 0 × 5 0

3 8

4 5

3 1 G 7 b 3 N － 4 0 L E 不 整 楕 円 形 0 ．9 3 × 0 ．5 1 3 6 9 3 × 5 1 3 6 土 器 片 多 量 （野 島 ）

3 2 G 7 b 4 N － 7 6 ㌔一 E 楕　 円　 形 0 ．9 5 × 0 ．6 0 2 3 9 5 × 6 0 2 3 土 器 片 多 量 （野 島 ）

3 3 G 7 C 4 N － 4 0 ㌔一 E 不　 定　 形 （0 ．9 5 × 0 ．8 0 ） （9 5 × 8 0 ） 土 器 片 多 量 （野 島 ） 表 土 除 去 の 時 削 除

3 4 G 7 C 4 N － 0 0 不　 定　 形 （0 ．7 4 × 0 ．5 9 ） （7 4 × 5 9 ） 土 器 片 多 量 （野 島 ） 表 土 除 去 の 時 削 除

3 5 G 7 C 5 N － 5 4 L E 不　 定　 形 2 ．0 5 × 1 ．6 5 2 0 a 　 9 6 × 7 4

b 　 9 2 × 7 5

C 　 7 9 × 5 4

l 2 0

3

1 4

l 土 器 片 多 量 （野 島 ）

3 6 G 7 C 5 N － 6 1 と－ W 不　 定　 形 1 ．5 7 × 0 ．6 8 3 6 （7 0 × 4 5 ） 3 6 土 器 片 少 量 （野 島 ）

3 7 G 7 b 3 半　 円　 形 1 ．3 3 × 0 ．7 2 3 3 （5 0 × 3 6 ） 2 3 退 路 で 半 分 に 切 断

3 8 G 6 g 8 N － 3 5 L E 楕　 円　 形 0 ．9 0 × 0 ．6 0 2 4 9 0 × 6 0 2 4 土 器 片 少 量 （野 島 ）

3 9 G 6 g 9 不 整 円 形 2 ．5 1 × 2 ．0 7 5 7 6 7 × 5 7 5 7 土 器 片 少 量 （野 島 ）

4 0 H 7 b l N － 4 3 ㌔－ E 楕　 円　 形 0 ．9 2 × 0 ．7 7 3 2 9 2 × 7 7 3 2

4 1 H 7 C 7 N － 5 8 ㌦ －E 楕　 円　 形 上 2 8 × 0 ．8 9 3 1 5 5 × 5 3 3 1 土 器 片 少 量 （野 島 ）

4 2 H 7 C 7 N … 6 5 L W 楕　 円　 形 1 ．5 8 × 主 1 7 2 5 3 8 × 3 0 2 5 土 器 片 少 量 （野 島 ） F P 4 4 と 重 複

4 3 H 7 C 7 N － 5 が ㌧ W 楕　 円　 形 1 ．3 5 × 0 ．8 2 3 0 6 0 × 5 3 3 0 土 器 片 少 量 （野 島 ）

4 4 H 7 C 7 N － 6 ㌧ E 不 整 楕 円 形 0 ．9 5 × 0 ．5 3 2 7 9 5 × 5 3 2 7 土 器 片 少 量 （野 島 ） F P 4 2 と 重 複

4 5 H 6 h o N － 8 1 L W 不 整 楕 円 形 1 ．3 7 × 0 ．9 9 5 3 7 8 × 7 0 4 7 F P 4 6 と 重 複

4 6 H 7 h l N － 4 8 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．0 2 × 0 ．8 2 4 2 5 5 × 4 8 2 5 F P 4 5 と 重 複

4 7 I 7 rb 6 N － 1 0 L W 不 整 楕 円 形 1 ．6 6 × 1 ．2 0 5 3 （1 2 0 × 1 1 0 ） 5 3 土 器 片 少 量 （野 島 ）

4 8 H 7 C 2 N … 8 L E ナ楕　 円　 形 2 ．0 1 × 1 ．1 8 4 1 6 5 × 4 5 4 1 土 器 片 少 量 （野 島 ）

4 9 H 7 C 2 円　　　 形 1 ．0 3 × 0 ．6 4 2 6 5 3 × 5 0 2 5

5 0 H 7 d 3 N － 4 5 ㌧ E 不　 定　 形 1 ．0 7 × 0 ．9 2 4 5 7 2 × 6 0 4 5 土 器 片 少 量 （野 島 ）

5 1 H 7 d 3 N － 1 2 L E 不　 定　 形 2 ．6 7 × 1 ．5 3 4 7 a （6 5 × 5 0 ）

b （3 5 × 1 5 ）

4 7

4 4

土 器 片 少 量 （野 島 ） S K 1 8 2 が 炉 を 切

っ て い る

5 2 H 5 h 9 円　　　 形 1 ．4 5 × 1 ．3 0 3 5 （6 5 × 2 5 ） 3 5 F P 5 3 と 重 複

5 3 H 5 h 9 N － 7 L E 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．8 0 4 3 6 3 × 5 5 4 3

土 器 片 少 量 （野 島 ）

F P 5 2 と 重 複

5 4 H 5 i g N － 4 7 ㌧ E

N － 3 9 ㌧ W

不 整 楕 円 形 3 ．0 4 × 2 ．1 5 2 7 （5 0 × 5 0 ） 2 7

5 5 I5 h 6 円　　　 形 1 ．3 7 × 1 ．3 2 2 2 （4 8 × 4 3 ） 1 8 土 器 片 少 量 （野 島 ）

5 6 H 6 e 8 不　 定　 形 2 ．2 8 × 1 ．6 7 4 2 a 　 5 3 × 5 0

b 　 4 5 × 4 5

C 　 7 7 × 6 0

4 0

2 8

4 2

土 器 片 多 量 （野 島 ）

一382－



（3）

番　 号 位 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　 模 炉 跡 の 数 と そ の 規 模

出　 土　 遺　 物 備　　　 考長 径 × 短 機 m 深 さ むm 長 径 × 短 径 転m 　 深 さ 如

5 7 H 6 j 7 不 整 円 形 1 ．1 5 × 1 ．0 1 3 3
4 8 × 3 5 日 3

土 器 片 少 量 （野 島 ）

5 8 I 6 a 5 N － 5 L E 長 楕 円 形 2 ．2 3 × 1 ．3 8 3 0 （3 0 × 3 0 ） 2 5 土 器 片 中 量 （野 島 ）

5 9 I 6 h 7 N － 3 1 L w 不　 定　 形 2 ．3 8 × 1 ．7 5 2 2 4 4 × 4 2 2 2 土 器 片 少 量 （野 島 ）

6 0 J 6 C 4 N － 7 ㌔－ E 楕　 円　 形 2 ．2 0 × 上 6 0 3 8 9 6 × 3 6 3 0 土 器 片 少 量 （野 島 ）

6 1 I 5 h 3 N － 1 0 ㌧ W 楕　 円　 形 上 7 1 × 上 3 5 6 6 6 8 × 6 5 6 6

6 2 J 6 h 。 円　　　 形 2 ．1 7 × 2 ．0 0 6 2 1 2 0 × 1 1 7 6 0 土 器 片 多 量 （野 島 ）

6 3 J 5 i7 N － 9 0 0 不　 定　 形 上 9 5 × 0 ．9 0 5 0
8 0 ノ× 5 5 日 0

土 器 片 少 量 （野 島 ）

6 4 K 6 a 2 N － 9 0 0 長 楕 円 形 上 3 2 × 0 ．6 5 5 6 6 2 × 5 5 5 6 土 器 片 少 量 （野 島 ） S K l O 3 8 と 重 複

6 5 K 7 C 4 N － 1 6 ㌔－ E 不　 定　 形 2 ．3 5 × 1 ．1 0 4 0 a 2 2 0 × 9 0

b 　 9 7 × 6 8

4 0

3 8

土 器 片 少 量 （野 島 ）

I

S I 2 2 3 と 重 複
本 跡 か 古 い

6 6 I 7 g 4 N － 5 げ 」 W
不 定 形 ！

2 ．4 0 × 1 ．5 5 　　 3 0 a 　 6 6 × 5 2 　　　 3 0

b 　 8 6 × 6 0 　　　 2 0

C 　 5 5 × 4 4 　　　 2 7

6 7 H 7 b l i N … 4 4 ㌦ 可 楕　 円　 形 2 ・7 5 × ＝ 6 日 7 （9 5 × 可 4 0
土 器 片 少 量 （野 島 ）
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第6節　溝

第1号溝（第230・231図）

本跡は，当遺跡1区東部の太調査区L9から2区西部のH5にかけて確認された。

主軸方向は9　N－450…Wを指しており，ほぼ一直線で東側および西側ともサ　調査区城外へ延び

ている。調査区城内の本跡の長さほ，198．8mほどあり，上幅は上2～2。4mである。遺構確認面

から底部までの深さは，40～56cmである。底部はハードロームで硬く，0．4～0．7mの幅を有し，

断面は「＼㌦4状を呈している。壁面はハードロームで硬く，外傾して立ち上がっているが，北

壁はゆるやかで9　南壁は北壁よりも傾斜が急である。覆土は自然堆積の状態を示し9　上層にはロ

ーム粒子を多量に含む黒褐色も下層には褐色土が堆積している。底面のレベルはサ　a点22．52

m9　b点22が74m，C点22。71m9　d点22．74m9　e点22．74m，上蕉22．76m9　g点22。92mである。

西側のa点と東側のg点の高低差は9　40cmほどであるが，両端を除いてほぼ平坦である。本跡は

I6区で9　284や397e520号土壌と重複している。重複状況から本跡は，これらの土壌よりも新し

いことがわかる。また9　規模や高低差などからみて9　排水のために掘られた溝であると思われる。

遺物は警　務土中から縄文土器片少量と言6eJ7OK8区の底面から馬骨片が出土した。

第2号溝（第232図）

本跡は，当遺跡2区の太調査区J5を中心に確認された。本跡から約60m北側の1号溝とほぼ並

行に並び，南東から北西方向に延び9J5d5区で4号溝と合流している。主軸方向はN－400－Wを

指し，ほぼ一直線で。西側は調査区城外へ延びている。調査区城内の本跡の長さは62．8mほどあ

り9　上幅は0．48～1．10mである。遺構確認面から底部までの深さは16～26cmである。壁はローム

で比較的軟らかく9　外傾して立ち上がっている。底面はロームで，私2～0．7mの幅を有し，断面

は「＼晦㌦／」状を呈している。覆土は自然堆積の状態を示し言ローム粒子を多量に含む褐色土が堆

積している。底面のレベルはa点23。16mラ　b点23。05m9　C点22。93m9　d点23．06mであり9　4

号溝との合流点付近が一番低くなっている。本跡は西側から668142の1526199砂132号住居跡と

重複している。重複状況から本跡は督　これらの住居跡よりも新しいことがわかる。

遺物は，覆土中から縄文土器片が少量出土した。

第3号溝（第233図）

本跡は9　当遺跡2区の太調査区K4を中心に確認され，2区の南西部に位置している。主軸方向

はN－390－Wを指し，西側は，調査区外外へ延びている。調査区域内の本港の長さは12．9mほど

あり雪　上幅は1．5～1。8mである。遺構確認面から底部までの深さは64cmほどである。壁はハード
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ロームで硬く9外傾してかなり急傾斜で立ち上がっている。底面はハードロームで硬く，1．ト

上2mの幅を有し，断面は了〕」状を呈している。覆土は自然堆積の状態を示し，炭化粒子を

微量含む黒褐色土が堆積している○底面のレベルはa点22．62m，b点22．63mで北西方向にわず

かに傾斜している。本跡は，K4b4区で古墳時代（五領）の84号住居跡と重複している。重複状況

から本跡は，84号住居跡よりも新しいことがわかる。

遺物は9覆土中から投棄されたと思われる須恵器片が多量に出土したことから，古墳時代後期

から平安時代ごろのものであると考えられる。

第4号溝（第232図）

本跡は9大調査区K4を中心に確認され，当遺跡2区の南西部に位置している。J5d5区で第2号

溝とT字状に合流しており，合流点から南西方向へ延びている。主軸方向はN－500－Eを指し，

南側は調査区城外へ延びている。調査区域内の本跡の長さは65mほどあり，上幅は0．4～1．0mで

ある。遺構確認面から底部までの深さは10～22cmである。壁は比較的軟らかいロームでゆるやか

に立ち上がっている。底面はロームであ男0．24～0牒4mの幅を有し，断面は「＼J」状を呈し

ている0覆土は自然堆積の状態を示し，微量の炭化粒子を含む褐色土が堆積している。底面のレ

ベルはa点23・Om，b点22・94m，C点23．10mで中心部分が低く，南e北部分がわずかに高くな

っている。本跡は，北から，69e91e155e84el15号住居跡と重複している。重複状況から本跡

はこれらの住居跡よりも新しいことがわかる。

遺物は，覆土中から縄文土器片が少量出土した。

第5号溝（第234図）

本跡は，調査区K4e6を中心に確認され，当遺跡2区の南西部に位置している。K4d6区で6号溝

と合流し，合流点から南東方向へ延び，東側は調査区城外へ延びている。主軸方向はN－380－W

を指している。調査区城内の本港の長さほ5．35mほどあ㌢主上幅は1．7～2．0mである。遺構確認

面から底部までの深さは36～40cmである。壁はハードロームで硬く，外傾してかなり急傾斜で立

ち上がっている。底面はハードロームで硬く，1．1～1．2mの幅を有し，断面は「〕」状を呈し

ている。覆土は自然堆積の状態を示し，上層に黒褐色も下層に暗褐色土が堆積している。全体

的に炭化粒子を含んでいる。底面のレベルは23．02～23．04mでほとんど変化がない。

遺物は，覆土中から縄文土器片が少量出土した。

第6号溝（第234図）

本跡は9調査区K4d8を中心に確認され，当遺跡2区の南西部に位置している。K4d6区で5号溝

ー401－



A 〟

2e

麺
1e lha”

C’

talさもユニ才一

3a　　3a”

も、ご準一一ヂメグ‾3
1an

一こ1毒喜一ここニー
2a¶

ご、t七ここ七l－1＝ごlダ　ニここ一一

Lh　＼Iノーノ冨喝

F，

G’

L＝23．5m

第235図　第7・8号溝実測図

＄田　◎

－402－



と合流している。合流点から東へN－900で直線状に延び，K4d。区で南東方向へ曲折LS－200－E

を指して南側は，調査区城外へ延びている○調査区城内の本溝の長さは18．㌢mほどあり，上幅は

0・6～0・9nである。遺構確認面から底部までの深さは20～32cmである。壁はロームで比較的硬く，

ゆるやかに立ち上がっている。底部はロームで硬く，0・4～0・7mの幅を有し，断面は「〕」状

を呈している。覆土は自然堆積の状態を示し9上層には黒色も中層には暗褐色も下層には褐

色土が堆積している。底面のレベルはa点23・05m，b点23・22m，C点23．23mで，ほとんど変

化がない0本跡は，K4do区の曲折部分で，756elO54号土壌と重複している。重複状況から，本

跡は，土壌よりも新しいことがわかる。

遺物は，覆土中から縄文土器片が少量出土した。

第7号溝（第235図）

本跡は，調査区K5d9を中心に確認され，当遺跡2区の南部に位置している。K5e8区からK5co

区まで直線状に延び，主軸方向はN－370－Eを指している。長さは甘4mほどあり，上幅は0．4

～0・5mである。溝の南西端は長さ2・8mほどの部分が，上幅1・4mほどに広がっている。遺構確

認面から底部までの深さは，20cmほどである。壁はロームで比較的軟らかく，外傾して立ち上が

っている。底面はロームで軟らかく，0・2～0・3mの幅を有し，断面は「＼軸ノ」状を呈している。

覆土は自然堆積の状態を示し，上層には暗褐色も下層には褐色土が堆積している。底部のレベ

ルは，a点22e95m，b点22・84mでわずかに南西側が低くなっている。

遺物は，覆土中から縄文土器片が少量出土した。

第8号溝（第235図）

本跡は，調査区L7h9を中心に確認され，当遺跡2区の南東部に位置している。L7h8区から北東

方向へ直線状に延び，主軸方向はN－650－Eを指している。長さは15mほどあり，上幅は0．7－

0遁mである。遺構確認面から底部までの深さは15～22cmである。壁はロームで比較的軟らかく，

ゆるやかに立ち上がっている。底面はロームで軟らかく，0．3～0．6mの幅を有し，断面は「、＿／」

状を呈している。覆土は自然堆積の状態を示し，上層には黒褐色も下層には暗褐色土が堆積し

ている0底面のレベルはa点23・03m，b点23良8m，C点23・05mであり，東側と西側の高低差

はほとんどない。本跡は，L8gl区で222号住居跡と重複してお生重複の状況から，住居跡より

も新しいことがわかる。

遣物は出土しなかった。
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第7節　井　戸

第1号井戸（第236図）

本跡は，当遺跡2区南部の調査区K6g5を

中心に確認され，203号住居跡の南側に隣

接している。

平面形は，長径1．52m，短径1．48mの円

形を呈し，深さは遺構確認面から経7．8m

ありかなり深い。壁はほぼ垂直に立ち上が

っている。壁面は遺構確認面から下へ2．1

mほどがローム層，2．5m前後は粘土層，

3～5mには砂層，5－6mには粘土層，

6－7．8mは褐色砂9　茶色砂，白色砂の層

である。底面は径0．65mの円形を呈し，良

く締まり平坦である。覆土は，遺構確認面

から約0．7mに，ローム粒子少量と炭化粒

子微量を含む黒褐色土が，人為堆積の状態

で堆積していた。0．7－1．5mには，ローム

粒子，砂を少量含む粘性のある黒褐色土，

1．5－3mには粘土ブロック，砂ブロック

を多量に含む黒褐色土，3－7．8mには黒

褐色土，粘土，砂の混合土が堆積していた。

調査中に湧き水は全くなかった。

遺物は，遺構確認面から1m前後の覆土

中から縄文土器片が少量出土しているが，

埋め戻しの際に入ったものと思われる。中

世以後の遺構と考えられるが，詳しい時期

は不明である。

2m
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第236図　井戸実測図
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